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初版の編集と出版

　愛知大学における華日辞典刊行事業は、公式には本間喜一学長名による
昭和28年７月７日付中華人民共和国政務院科学院院長郭沫若先生宛の辞典
カード（東亜同文書院作製）返還を要請する書簡の発送をもって始まる。翌
年にカード返還が実現したのを受け大学評議会において華日辞典編纂処の開
設が承認され、昭和30年４月から辞典の編纂が始まった。以来12年の歳月
をかけ昭和43年２月に愛知大学中日大辭典編纂處編『中日大辭典』が出版
されて、事業は一応の完成をみたのである。そもそもは鈴木擇郎が昭和８年
頃東亜同文書院華語教員で組織する華語研究会で華日辞典の編集を提議し、
これを受け同文書院が始めた事業であり、鈴木にとって35年の歳月を重ね
た仕事の完成となった。中日大辭典は引き続き昭和61年には第２版、平成
22年には第３版とほぼ20年ごとに改訂が行われ、愛知大学における中国語
辞典刊行事業は半世紀を越えてなお継続中であるため一応といったまでで
ある。
　辞典本文1947ページ、６ポイント活字で総数600万字の規模と内容を持つ
中日大辭典は B６判で印刷、出版された。○○大辞典と言えば週刊誌大のサ
イズが一般的であり、B６判の辞典は見劣りするせいか「小さな大辞典」な
どと揶揄されたこともあった。出版当時、同類の中日辞典で内容と規模にお
いて匹敵するものが無いので敢えてこの名が付けられたが、因みにこれを凌
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駕する同類の辞典は26年後の平成６年に至り出版されたのである。
　鈴木、内山正夫が編集を始めるにあたり立てた計画は先ず返還カードの整
理と補充に１、２年、次に新語の収集とカード作製に２、３年、最終的に原稿
カードの完成と印刷、校正に２年、計６年を想定したもので大雑把な段取
りといったものであり、また編纂處開設時には専任教職員４名の辞典室メ
ンバーによって先ず返還カードの整理、補充を進めるものの、本格的な編
集は４、５人程度の新たな編集専従者を加えた後に開始されることを前提と
したものである。本間、小岩井浄の同意を得たうえで辞典編集計画案は大学
評議会に提案された。大学財政の逼迫のさなか新規採用人事を含む案件にも
かかわらず大学評議会はこれを承認し、実際翌々年には増員が実現した。こ
れは全学の絶大な信頼を受けている本間の提案ならばこそ実現できたのであ
る。また愛大の辞典編纂に学内外から関心と期待が寄せられていたことも事
実で、編纂處開設直後に出た「世界一の大華日辞典を編集、３年計画で取り
かかる」の見出しをつけた毎日新聞の記事は、愛知大学の辞典編纂處が数年
計画で華日辞典編集を始めた（大学評議会へ提出された予算は当面３年間で
あった）ことと中国語新語彙研究を課題とする３年間の文部省科研費の申請
をしたこととを混同したものであるにせよ、学内外にあった期待と楽観的予
測を反映したものであった。
　鈴木は後に「最初の見当は６か年程度であったが大幅な見込みちがいだっ
た」とも「完成期がいつなのか全く見当がつかなかった、最初の６年が経過
しても漠として確定し難かった」とも述懐しているが、結果的に完成までに
予定の倍の期間を要した事実は当初計画が楽観的な予測の上に立ってつくら
れたことを物語っている。
　編集専従事者の異同が編集作業の進捗と密接に関連することは言うまでも
ないが、あらためてこの点から全編集期間を３期に分けて見てみよう。第１
期は昭和30年４月～33年３月、鈴木、内山、桑島、張、今泉。返還カード
の整理と補充を行う最初の段階。辞典室の整備、資料収集と執筆基準作成な
ど準備に時間を要しカードの整理、補充に遅れがでる。第２期は昭和33年
４月～38年３月、鈴木、内山、桑島（半ばまで）、張、今泉と新たに辞典専

― 　―
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従者として杉本、宗内、遠藤、志村、欧陽（短期間）が加わる。主として新
語の収集、カード作製の段階。人員は倍増され作業は大いに進捗したが原稿
カードの最後部は未完成で出版予定期限を迎える。第３期は昭和38年４月
～43年２月、鈴木、内山、張、今泉。原稿カードの最終点検、印刷、校正
の段階。原稿カードの完成と並行して原稿カードの先頭ａからの出稿、初校
から念校までのゲラの出し戻しを行う。二、三校は外部から数氏の助力を得
て行う。
　この間の事情を「編者のことば」を借りて要約すれば、「1933年同文書院
で開始された中日辞典編纂は1955年４月愛大で業務が再開され編纂委員会
が組織された。鈴木がこの事業を発起し推進にあたって来た一人であったの
で編纂委員長を命ぜられ、專任者として内山、張、今泉、兼務専任委員とし
て桑島によって発足し、1957年にはこれに遠藤、宗内、志村、杉本を加え
短期間ながら欧陽も加わり編集陣容は充実した。しかし1963年後半から経
費節約のため別途人件費を必要としない鈴木、内山、張、今泉となり（桑
島は病気で早い時期に抜けていた）、これは大学財政上やむを得ない措置で
あったにせよ当初計画を大きく遅らせた一要因」とし、また「完成期を当初
６年とした最初の見通しの甘さ」があったと述べている。
　体制が整い本格的な作業が始まり編集は大きく進捗したが解決すべき課
題も増えた結果、完成予定の昭和37年なっても作業は未だ完了しなかった。
鈴木はやむを得ず数年の延長を願い出た。鈴木の説明を了解した本間は、約
束違反であること、苦しい大学財政に更なる負担となること等を理由に渋る
大学評議会を説得し、出版費は全て辞典刊行会が責任を持ち大学に迷惑をか
けないことを条件に編纂事業継続の承認をとりつけた。しかし増員枠は取り
消されたうえ事務局から予定期限を大きく越えたことを理由に年度内の辞典
室の明け渡しと移転を迫られるなど、逆風のなか更に６年を要して最終段階
の編集作業は完了した。鈴木は後に「編纂の仕事が楽しいんだろう、いつま
で続くか分からんぞとか、編纂室はいつ返してくれるのかとかと毎年の催
促、こちらはもう一年という毎年の返事、局外者からはわれわれがのらりく
らりとやっているように見えたのかも知れない」、「いいものさえ作っておけ

― 　―
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ばなんとかなるという呑気な考えをもって居ったものの資金調達の能力はゼ
ロなので、資金調達は一切本間先生にお願いし、お骨折りを願っていた」と
当時を振りかえり述べている。
　これより辞典の出版について述べてみたい。本間は返還された辞典カード
が愛知大学で編集されることに決定した後、直ちに華日辞典刊行会をたちあ
げた。大学側から本間、小岩井、鈴木らと学外の辞典関係者ら数名で構成さ
れた評議員会によって運営される刊行会は、華日辞典を完成し刊行すること
を目的として設置されたものである。完成については鈴木の華日辞典編纂處
に全幅の信頼をよせて居る本間は、編集完成予定を大幅に超過したことから
吹いた鈴木の言う逆風が台風とならぬための配慮を怠らず、また鈴木に対す
る信頼はいささかも揺るがず辞書の完成を温かく見守った。刊行については
当初から自分が責任を持って印刷費、出版費を調達する覚悟であった。辞典
の完成には巨額の費用が必要であり貧弱な大学財政では負担しきれない、外
部からの援助と資金の導入を図って解決する他ない。思案を重ねた本間は編
纂處開設に前後して印刷、出版の具体的検討を鈴木らと相談した。 （続く）

資料
４‒１　編集
　ａ　文部省調査局国語課との通信
　ｂ　伊藤理事長宛　鈴木教授の書信
　ｃ　福田恒存氏の所論に対して 

　ｄ　鈴木教授訪中
　ｅ　本間学長の口上 

　ｆ　科研課題協力者へのお願い
　ｇ　文部省研究費による機器購入
　ｈ　科研課題協力者との通信 (1) (2) (3) (4) (5)
　ｉ　朝日新聞社笠信太郎氏の電文
　ｊ　朝日新聞社李家正文氏との通信 (1) (2) (3) (4) (5)

― 　―
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　ｋ　中国現代用語辞典の編集 (1) (2) (3)
　ｌ　関連記事 (1) (2) (3) (4)
４‒２　出版
　ａ　辞典刊行会暫定規約
　ｂ　辞典刊行会評議員会 (1) (2) (3)
　ｃ　伊藤武雄氏宛　辞典刊行会の書信　
　ｄ　内山完造氏宛　辞典刊行会の書信
　ｅ　刊行会趣意書
　ｆ　本間学長との通信 (1) (2)
　ｇ　岩波書店の書信
　ｈ　大学評議会議事録 (1) (2) (3) (4)
　ｉ　刊行遅延のお詫び　　
　ｊ　関連記事 (1) (2)
４‒３　『中日大辭典』の誕生
　ａ　編者のことば
　ｂ　中日大辞典の編纂①
　ｃ　関連記事 (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11) (12) (13)
　ｄ　書評他 (1) (2) (3) (4) (5)
　ｅ　編者　鈴木擇郎 (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11)

今泉潤太郎　Imaizumi Juntaro　愛知大学名誉教授　専門：中国語学
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                    2 

昭和 30 年 5 月 30 日 
華日辞典刊行会 御中 

文部省調査局国語課 
 
 
拝復 
 5 月 25 日付国語審議会あてのお手紙を拝見いたしました。 
 お申越しの資料につきましては、文部省編国語シリーズ中の一巻として、「公用文の

書き方 資料集」に当用漢字現代かなづかい等の一連の資料を集録いたしましたから、

同封広告によっておもとめくださるようお願いします。 
 また、文部省刊行物の表記の基準を「国語の書き表わし方」の書名で発売させており

ますので、あわせ御覧くだされば御参考になるかと存じます。 
 以上簡単ながら御返事のみ申しあげます。 
 

４‒１ａ
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会
事
務
局
で
大
急
ぎ
翻
訳
中
で
あ
る
が
・
・
・
・
」
と
あ
る
の
を
読
み
ま
し

て
、
若
し
そ
の
翻
訳
の
写
し
が
入
手
出
来
ま
す
な
ら
ば
辞
典
工
作
中
商
品
名
に
関
す
る
か
ぎ
り
非
常
に
大

き
な
プ
ラ
ス
と
な
る
こ
と
は
疑
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
同
見
本
市
開
催
に
つ
い
て
緊
密
な
協
力
関
係
を
有
せ
ら
る
る
日
中
友
好
協
会
の
先
生
の
御

立
場
か
ら
右
翻
訳
の
写
し
の
入
手
に
つ
い
て
格
別
の
御
高
配
を
賜
わ
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
考
え
る
次
第

で
す
が
如
何
で
ご
ざ
い
ま
し
よ
う
か
。 

御
多
忙
の
折
柄
で
も
あ
り
、
ま
た
あ
ま
り
簡
単
な
こ
と
で
な
い
か
も
わ
か
り
ま
せ
ず
甚
だ
恐
縮
で
あ
り
ま

す
が
辞
典
工
作
の
た
め
御
尽
力
賜
わ
り
ま
す
れ
ば
幸
甚
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

先
は
右
取
急
ぎ
御
願
ま
で 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

敬 

具 

  
 

昭
和
三
十
年
十
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

鈴 

木 

択 

郎 

  

伊 
 

藤 
 

武 
 

雄 
 

 

様 

     

〔
注
〕
伊
藤
武
雄
日
中
友
好
協
会
理
事
長
宛 

鈴
木
教
授
の
書
信
。 
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拝
啓 

秋
冷
の
候
貴
方
益
々
御
精
栄
の
趣
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
日
は
わ
ざ
わ
ざ
お
電
話
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
節
お
話
し
の
福
田
恒
存
氏
の
ニ

ュ
ー
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早
速
図
書
印
刷
河
野
氏
に
電
話
し
、
福
田
氏
の
所
論
は
何
等
の
根
拠
も
な
い

こ
と
、
こ
れ
を
理
由
に
た
だ
で
さ
え
遅
れ
て
い
る
辞
典
の
印
刷
を
さ
ら
に
遅
ら
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
言
語

道
断
で
あ
る
こ
と
、
を
き
び
し
く
申
し
つ
た
え
て
お
き
ま
し
た
。 

そ
こ
で
読
売
新
聞
外
報
部
中
国
関
係
担
当
者
の
釜
井
卓
三
君
（
四
十
四
期
）
に
も
電
話
で
問
い
あ
わ
せ
ま

し
た
と
こ
ろ
文
化
部
担
当
と
は
ち
が
う
た
め
、
こ
の
記
事
は
読
ん
で
お
ら
ず
、
事
実
と
す
れ
ば
け
し
か
ら

ぬ
話
だ
か
ら
、
社
外
の
人
た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
形
で
抗
議
す
る
な
り
、
反
論
す
る
な
り
し
て
は
如
何
、

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
す
で
に
先
月
の
新
聞
で
あ
る
た
め
、
余
部
を
い
ま
か
ら
入
手
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
先
生
の
方
に
切
り
ぬ
き
で
も
、
お
か
き
と
り
の
メ
モ
（
全
文
）
で
も
お
手
持
が
あ

れ
ば
、
誠
に
お
手
数
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
至
急
拝
借
で
き
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
福
田
氏
が
こ
う
い
う

文
章
を
か
い
た
根
拠
と
し
て
あ
る
い
は
背
景
と
し
て
、 

一
． 

同
氏
は
か
ね
て
わ
が
国
戦
後
の
当
用
漢
字
、
新
か
な
使
い
に
対
す
る
強
力
な
反
対
論
者
で
あ
る

（
最
近
は
新
憲
法
を
当
用
憲
法
と
よ
び
、
当
然
旧
帝
国
憲
法
に
か
え
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

る
） 

二
． 

し
た
が
っ
て
新
中
国
の
文
字
改
革
に
対
し
て
も
敵
意
を
も
っ
て
い
る
。 

三
． 

中
国
で
は
最
近
簡
体
字
の
徹
底
を
促
進
し
つ
つ
も
、
一
方
で
は
文
化
遺
産
で
あ
る
主
要
古
典
に

対
す
る
一
般
常
識
・
教
養
を
た
か
め
る
た
め
、
学
校
教
育
に
お
け
る
古
代
漢
語
の
学
習
課
用
を
重
視

し
て
い
る
。 

四
． 

今
春
四
月
、
簡
体
字
の
徹
底
を
は
か
る
根
本
方
案
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
そ
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
た
印
刷
活
字
の
規
格
化
を
文
化
部
と
文
字
改
革
委
員
会
が
共
同
通
達
と
し
て
指
示
し
た

（
当
社
月
報
本
年
五
月
号
掲
載
記
事
） 

が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

福
田
氏
は
お
そ
ら
く
自
己
の
主
観
か
ら
、
事
実
を
よ
く
た
し
か
め
ず
に
あ
る
い
は
故
意
に
歪
曲
し
て
執
筆

し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
同
氏
独
特
の
論
法
は
俗
受
け
す
る
と
こ
ろ
大
き
く
、
心
理
的
に
あ
た
え
る
影

響
は
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
す
で
に
二
、
三
の
人
か
ら
そ
れ
ら
し
い
話
を
き
か
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

ニ
ュ
ー
ス
・
ソ
ー
ス
が
こ
の
辺
に
あ
る
こ
と
が
、
先
生
か
ら
の
お
電
話
で
は
つ
き
り
し
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。 

鈴
木
先
生
は
じ
め
諸
先
生
方
に
何
卒
宜
し
く
お
伝
え
下
さ
い
ま
せ
。 

右
取
急
ぎ
お
し
ら
せ
旁
々
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

敬
具 

 
 

 

十
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
宅
に
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 

山 
 

茂 
 

内 

山 

雅 

夫 

先
生 
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○
御
返
事
は
会
社
宛
に
お
送
り
下
さ
っ
て
結
構
で
す
。 

     〔
注
〕
大
山
茂
氏
は
株
式
会
社
大
安
専
務
（
同
文
書
院
四
十
期
卒
）
。
読
売
新
聞
に
福
田
氏
記
事

中
の
事
実
誤
認
を
指
摘
す
る
投
稿
を
し
た
。 
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3 

中
國
の
新
字
體 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

（
九
月
十
五
日
） 

  

中
共
で
は
一
九
五
四
年
に
文
字
改
革
委
員
會
と
い
ふ
の
が
出
來
、
そ
こ
で
充
分
檢
討
し
た
結
果
、
二

年
後
の
一
九
五
六
年
に
漢
字
簡
化
法
と
い
ふ
成
案
が
出
來
上
つ
た
。
い
は
ゆ
る
新
字
體
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
を
直
ぐ
に
實
施
し
な
い
で
、
國
民
の
大
衆
討
議
と
い
ふ
形
を
採
り
、
三
年
後
に
五
百
十
七
字

の
簡
略
字
體
が
教
育
、
新
聞
、
出
版
に
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

當
時
、
そ
れ
を
わ
が
國
の
國
字
改
革
派
は
鬼
の
首
で
も
取
つ
た
や
う
に
騒
ぎ
廻
り
、
彼
の
地
に
派
遣

さ
れ
た
視
察
團
は
、
そ
の
う
ち
中
共
は
ロ
ー
マ
字
採
用
に
な
る
と
報
告
し
た
。
日
本
の
大
新
聞
で
も
そ

れ
を
第
一
面
に
報
道
し
、「
将
來
漢
字
使
用
國
は
日
本
だ
け
に
な
る
」
と
い
つ
た
意
味
の
大
見
出
し
を

附
け
て
、
漢
字
廢
止
に
拍
車
を
掛
け
る
も
の
も
あ
つ
た
。 

 

勿
論
、
私
は
信
じ
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
彼
等
の
言
ふ
事
は
嘘
で
、
假
名
の
無
い
日
本
と
異
な
る
中

國
で
は
讀
み
を
示
す
振
假
名
と
し
て
ロ
ー
マ
字
教
育
を
施
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
ぬ
事
が
解
つ
た
。
そ
れ
に

し
て
も
新
字
體
は
面
白
く
な
い
と
思
ひ
、
今
年
に
な
つ
て
一
寸
そ
の
事
を
皮
肉
つ
た
。
中
國
と
日
本
と

は
同
文
同
種
と
言
ひ
な
が
ら
、
日
本
で
は
漢
文
教
育
を
お
ろ
そ
か
に
し
、
兩
國
で
そ
れ
ぞ
れ
相
談
も
せ

ず
に
勝
手
な
新
字
體
を
發
明
し
て
、
意
思
の
疎
通
を
妨
げ
る
や
う
な
事
を
し
て
ゐ
る
、
幾
ら
皮
膚
の
色

が
同
じ
で
も
「
大
磯
」
を
「
大
矶
」
な
ど
と
書
か
れ
て
は
話
が
通
じ
な
い
、
こ
れ
で
も
同
文
か
と
か
ら

か
つ
た
の
で
あ
る
。
昨
年
、
友
人
の
大
岡
昇
平
が
中
共
へ
行
つ
て
土
産
に
毛
澤
東
詩
集
を
く
れ
た
が
、

何
と
そ
こ
に
は
舊
字
體
ば
か
り
竝
ん
で
ゐ
る
。
詩
の
巧
拙
は
別
に
し
て
、
毛
主
席
は
古
典
主
義
者
、
保

守
主
義
者
で
あ
る
事
だ
け
は
確
か
だ
。
こ
の
調
子
で
は
五
百
十
七
字
の
壽
命
も
さ
う
長
い
事
は
あ
る
ま

い
と
思
つ
て
ゐ
た
が
、
つ
い
こ
の
間
、
あ
る
人
か
ら
中
國
大
陸
で
は
今
年
の
四
月
に
入
學
し
た
小
學
校

一
年
生
か
ら
は
新
字
體
を
教
へ
ず
す
べ
て
舊
字
體
で
行
く
と
決
ま
つ
た
と
い
ふ
話
を
聞
か
さ
れ
た
。
理

由
は
古
典
と
の
斷
絶
と
新
舊
兩
方
を
覺
え
る
二
重
手
間
を
避
け
る
為
だ
と
い
ふ
。
そ
れ
に
し
て
も
新
字

體
が
ま
さ
か
か
う
短
命
と
は
思
は
な
か
つ
た
が
、
そ
れ
が
も
し
本
當
な
ら
新
聞
は
前
例
に
倣
ひ
そ
れ
を

大
々
的
に
報
道
す
る
義
務
が
あ
り
は
し
な
い
か
。
至
急
調
査
し
て
戴
き
た
い
。 

  

附
記 

 

こ
の
最
後
の
噂
は
誤
報
ら
し
い
。
或
は
一
地
方
の
、
そ
れ
も
單
な
る
机
上
案
だ
つ
た
の
か

も
知
れ
ぬ
。 

     

〔
注
〕
文
芸
春
秋
昭
和
六
十
三
年
刊
「
福
田
恒
存
全
集
６
」
所
載
。
読
売
新
聞
一
九
六
五
年 

九
月
十
五
日
夕
刊
「
東
風
西
風
」
初
出
。
附
記
は
、
大
山
氏
の
投
稿
に
よ
り
全
集
に
再 

録
さ
れ
た
際
つ
け
加
え
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。 
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鈴
木
擇
郎
先
生
訪
中
資
金
募
集
趣
意
書 

 

日
中
両
国
の
親
善
関
係
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
、
き
わ
め
て
た
い
せ
つ
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
い
ま

さ
ら
論
を
ま
ち
ま
せ
ん
。 

終
戦
以
来
と
ざ
さ
れ
て
き
た
中
国
大
陸
と
の
関
係
も
、
こ
の
数
年
来
ま
ず
文
化
・
学
術
関
係
か
ら
し
だ

い
に
交
流
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
貿
易
の
面
で
も
わ
ず
か
な
が
ら
進
展
の
き
ざ
し
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

中
部
日
本
第
一
の
商
工
業
中
心
地
た
る
名
古
屋
市
を
有
し
て
い
る
わ
が
愛
知
県
は
、
過
去
に
お
い
て
そ

の
繁
栄
の
一
端
を
対
中
国
貿
易
に
依
存
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
面
で
人
的
交
流
を
促

進
し
緊
密
な
関
係
を
使
っ
て
い
く
こ
と
は
、
当
地
方
の
将
来
の
た
め
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

今
回
、
中
国
側
の
招
待
に
よ
っ
て
、
愛
知
県
訪
中
平
和
使
節
団
十
氏
が
大
陸
に
渡
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
こ
と
は
、
上
述
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
使
節
団
の
一
員
と
し
て
、
従
来
中
国
研
究
の
分
野
に
お
い
て
大
き
な
特
色
と
熱
意
と
を
示
し
て
ま

い
り
ま
し
た
愛
知
大
学
か
ら
も
鈴
木
擇
郎
先
生
が
参
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

御
存
知
の
よ
う
に
、
同
先
生
は
大
正
九
年
以
来
東
亜
同
文
書
院
（
の
ち
大
学
）
教
授
と
し
て
数
千
の
人

材
の
養
成
に
努
め
ら
れ
、
愛
知
大
学
創
立
後
も
ひ
き
つ
づ
い
て
文
学
部
教
授
と
し
て
学
生
の
薫
陶
に
当

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
講
義
の
余
暇
に
は
華
日
辞
典
編
集
委
員
会
委
員
長
と
し
て
日
夜
精
励
さ
れ
、
ま
た

多
年
学
生
就
職
斡
旋
委
員
長
と
し
て
も
寧
日
な
く
御
尽
力
下
さ
っ
て
お
り
ま
す
。 

先
生
は
今
回
の
訪
中
に
よ
っ
て
、
平
和
使
節
団
の
一
員
と
し
て
の
重
責
を
果
さ
れ
る
ほ
か
、
学
術
の
交

流
や
華
日
辞
典
完
成
の
た
め
の
連
絡
の
確
立
な
ど
の
面
で
大
き
な
成
果
を
収
め
て
帰
来
さ
れ
る
こ
と

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

こ
こ
に
私
ど
も
は
、
先
生
が
今
回
の
長
途
の
御
旅
行
に
お
い
て
真
に
御
満
足
な
活
動
を
さ
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
う
に
、
応
分
の
声
援
を
お
送
り
す
る
意
味
に
お
い
て
、
有
志
相
は
か
っ
て
資
金
を
募
り
、

先
生
に
お
贈
り
し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
発
起
い
た
し
ま
し
た
。 

な
に
と
ぞ
、
先
生
に
ゆ
か
り
の
あ
る
有
志
各
位
の
御
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

昭
和
三
十
三
年
二
月
初
旬 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

右
発
起
人
代
表 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

小 

岩 

井 
 

浄 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

小 

幡 
 

清 

金 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

山 

崎 
 

知 

二 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

胡 

麻 

本 

鳶
一 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

桑 

島 
 

信 

一 
 

〔
注
〕
鈴
木
教
授
は
北
京
に
於
い
て
中
国
側
の
専
門
家
と
会
談
し
、
研
究
機
関
を
訪
問
し
た
。 
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口
上 

 

二
十
日
頃
帰
る
つ
も
り
で
し
た
の
で
帰
っ
て
か
ら
申
し
上
げ
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
具
合
が
悪
く
て

遅
れ
て
い
ま
す
。 

 

辞
書
の
こ
と
で
文
部
省
に
参
り
、
文
部
省
大
学
学
術
局
研
究
助
成
課
長
中
西
勝
治
（
工
博
）
に
会
っ

た
ら
二
月
五
日
迄
に
文
部
省
に
到
着
す
る
様
に
申
請
書
を
出
せ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
好
意
を
持
っ

て
呉
れ
て
い
ま
す
。
之
れ
は
研
究
費
名
義
で
資
料
買
入
（
新
字
の
研
究
）
や
人
件
費
、
旅
費
（
研
究
者

の
集
会
○
）
等
を
予
算
に
と
り
込
め
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
年
額
三
十
万
円
位
、
二
年
間
分
位
申

請
し
た
ら
如
何
か
と
思
ふ
。 

 

出
版
の
補
助
は
其
上
で
改
め
て
出
す
こ
と
に
な
る
、
之
れ
は
異
る
課
の
方
で
あ
り
一
二
年
後
で
よ
ろ

し
か
る
べ
し
。 

 

次
に
岩
波
へ
行
き
、
取
締
役
岩
波
雄
二
郎
氏
に
会
っ
て
出
版
費
ど
の
位
か
か
る
か
援
助
を
受
け
ら
れ

る
か
を
聞
き
ま
し
た
処
、
こ
れ
は
語
数
等
他
詳
細
の
こ
と
が
判
ら
ぬ
と
判
断
し
か
ね
る
と
の
事
で
あ
っ

た
が
好
意
は
持
っ
て
い
ま
す
。
之
れ
も
急
が
な
く
と
も
よ
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
が
何
れ
担
当
者
が
上
京

し
た
ら
何
ら
か
の
教
示
を
願
ふ
旨
申
し
て
来
ま
し
た
。 

 

そ
れ
で
、
研
究
助
成
名
義
で
此
際
文
部
省
に
計
画
と
予
算
を
組
み
申
請
し
た
ら
如
何
か
と
思
ふ
。
何

分
よ
ろ
し
く
願
ふ
。
期
日
ハ
二
月
五
日
迄
に
文
部
省
に
到
着
す
る
様
に
と
の
事
、
之
れ
が
遅
れ
る
と
だ

め
と
の
事
（
今
年
は
）
、
内
山
君
の
給
料
も
入
れ
て
見
た
ら
如
何
で
す
か
。
判
つ
き
ハ
内
山
君
の
名
前

を
出
し
て
研
究
に
専
従
す
る
こ
と
を
書
い
て
よ
い
と
思
ふ
が
。 

 

研
究
助
成
の
事
、
毎
々
や
り
居
り
小
岩
井
先
生
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
か
ら
御
相
談
さ
れ
度
く
私
の
方

よ
く
判
り
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

本 
間 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

小
岩
井
先
生 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

鈴
木
先
生 
 
 

 
 

 
 

 
 

侍
史 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

二
三
日
中
に
帰
り
ま
す 

     

〔
注
〕
文
部
省
科
研
費
申
請
に
つ
い
て
、
鈴
木
・
小
岩
井
教
授
宛 

本
間
学
長
の
口
上
。 

 
 

一
九
五
六
年
一
月
二
六
日
の
も
の
か
。
愛
大
名
古
屋
分
校
用
箋
使
用
。 

   
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

４‒１ｅ



141

資料による中日大辞典編纂所の歴史 ４

― 　―

４－１ｆ 

1 

謹
啓 
春
暖
の
候
益
々
御
清
祥
の
段
大
慶
至
極
に
存
じ
ま
す
。 

扨
先
般
鈴
木
教
授
を
代
表
者
と
し
て
文
部
省
に
申
請
し
ま
し
た
科
学
研
究
（
総
合
研
究
）
「
中
国
大
陸
に
於

て
生
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
新
語
彙
・
新
表
現
形
式
の
総
合
研
究
」
に
関
し
ま
し
て
は
御
分
担
を
快
諾
頂
き
ま

し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
該
申
請
に
つ
き
ま
し
て
は
採
否
は
未
だ
不
明
で
あ
り
ま
す
が
決
定

の
節
は
直
ち
に
御
し
ら
せ
申
上
げ
る
こ
と
に
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
何
卒
宜
し
く
御
願
致
し
ま
す
。 

次
に
、
敝
大
学
に
於
て
は
右
申
請
と
同
時
に
別
に
機
関
研
究
と
し
て
「
中
国
語
標
準
語
彙
の
蒐
集
・
整
理
」

な
る
題
目
に
て
研
究
費
を
申
請
致
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
最
近
に
至
り
ま
し
て
こ
の
機
関
研
究
に
も
外
部

有
力
学
者
の
御
参
加
を
仰
ぐ
こ
と
が
規
則
上
可
能
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
そ
の
方
が
望
ま
し
い
と
い
う
関

係
方
面
の
意
向
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
申
請
を
一
部
訂
正
致
し
先
生
の
御
協
力
を
も
仰
い
で
そ

の
採
択
が
是
非
実
現
す
る
よ
う
努
力
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
御
職
務
多
忙
の
折
柄
は
な
は
だ
恐
縮
で
あ
り
ま
す
が
華
日
辞
典
の
編
纂
と
も
密
接
な
る
関

係
を
有
す
る
本
研
究
の
性
質
を
御
考
慮
賜
わ
り
本
研
究
に
も
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
何
卒
宜
し
く
御

願
申
上
げ
ま
す
。 

な
お
幸
に
御
承
允
を
賜
わ
り
ま
す
場
合
に
は
御
面
倒
な
が
ら
同
封
承
諾
書
に
貴
大
学
長
職
印
と
先
生
の
御

印
鑑
を
御
押
捺
の
上
小
生
宛
御
返
送
下
さ
い
ま
す
よ
う
併
せ
て
御
願
致
し
ま
す 

敬
具 

先
は
右
御
依
頼
迄 

 

昭
和
三
十
一
年
三
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛
知
大
学
学
長 

小 

岩 
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浄 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛
知
大
学
教
授 

鈴 

木 
 

択 
郎 

 

  
 
 

殿 
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４－１ｆ 

2 

前
略 

去
る
十
六
日
付
を
も
つ
て
機
関
研
究
「
中
国
語
標
準
語
彙
の
蒐
集
・
整
理
」
申
請
に
つ
い
て
御
協
力
頂
き

た
く
御
承
諾
書
を
お
ね
が
い
致
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
御
高
承
賜
わ
り
御
多
忙
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
御
急
送
頂
き
ま
し
た
る
段
誠
に
有
難
く
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。 

申
請
の
採
否
は
予
断
を
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
幸
い
若
し
実
現
の
上
は
研
究
推
進
に
つ
い
て
は
改
め
て
ま
た
何

分
の
御
協
力
を
賜
わ
り
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。 

ま
ず
は
右
一
言
御
礼
言
上
ま
で 

草
々 

  

昭
和
三
十
一
年
三
月
○
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小 

岩 

井 
 

浄 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

鈴 

木 
 

択 

郎 
 

  
 
 

殿 

４‒１ｆ



143

資料による中日大辞典編纂所の歴史 ４

― 　―

４－１ｇ 

謹
啓 
御
研
究
所
に
御
多
忙
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

さ
て
早
速
で
あ
り
ま
す
が
、
弊
大
学
に
お
い
て
外
国
語
の
音
声
学
的
研
究
に
資
す
る
た
め
、
貴
研
究
所

備
付
の
音
声
の
高
さ
と
強
さ
を
直
視
す
る
機
械
に
つ
い
て
御
示
教
を
賜
わ
り
た
く
、
当
文
学
部
鈴
木
択

郎
教
授
を
来
る
一
月
十
七
日
午
前
中
に
参
上
さ
せ
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
御
多
忙
中
は
な
は
だ
恐
縮
な

が
ら
そ
の
節
は
何
卒
よ
ろ
し
く
御
教
示
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

先
は
要
用
お
願
い
ま
で 

敬 

具 
   
 

昭
和
三
十
三
年
一
月
十
三
日 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

愛
知
大
学
長 

小 

岩 

井 
 

浄 
  

東
京
大
学
理
工
学
研
究
所 

 
 

五 

十 

嵐 
 

寿 

一 

先 

生 
     

〔
注
〕
文
部
省
研
究
費
に
よ
り
機
器
購
入
に
係
わ
る
鈴
木
教
授
の
出
張
依
頼
。 

４‒１ｇ
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拝
啓 

鬱
陶
し
き
日
々
の
打
続
き
ま
す
折
柄
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
変
わ
り
も
な
く
公
私
と
も
益
々
御

多
忙
の
こ
と
と
存
じ
ま
す 

扨
さ
き
に
先
生
の
御
協
力
を
頂
い
て
申
請
中
で
あ
り
ま
し
た
本
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
交
付
金
に

つ
き
ま
し
て
は
こ
の
ほ
ど
よ
う
や
く
全
部
の
結
果
が
判
明
し
ま
し
た
の
で
こ
こ
に
御
報
告
申
上
げ
ま

す 総
合
研
究
「
中
国
大
陸
に
於
て
生
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
新
語
彙
・
新
表
現
形
式
の
総
合
研
究
」
に
つ
き
ま

し
て
は
遺
憾
な
が
ら
採
択
さ
れ
る
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
機
関
研
究
と
し
て
申
請
し
ま
し
た
「
中
国

語
標
準
語
彙
の
蒐
集
・
整
理
」
に
つ
き
ま
し
て
は
さ
い
わ
い
そ
の
重
要
性
が
認
識
せ
ら
れ
ま
し
た
結
果

採
択
と
決
定
さ
れ
去
る
六
月
二
十
二
日
そ
の
通
知
に
接
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す 

交
付
金
の
金
額
は
一
三
〇
万
円
で
あ
り
ま
す 

研
究
の
実
施
方
法
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
い
ず
れ
御
協
力
者
各
位
の
御
意
見
も
承
り
ま
し
た
上
で
決

定
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
が
先
は
取
急
ぎ
決
定
後
通
知
か
た
が
た
一
言
御
礼
申
上
げ
ま
す 

敬
具 

 

昭
和
三
十
一
年
六
月
二
十
五
日 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

研
究
担
当
者 
小 

岩 

井 
 

浄 
  

 
 

殿 

４‒１ｈ(1)



145

資料による中日大辞典編纂所の歴史 ４

― 　―

４－１ｈ(2) 

謹
啓 
盛
夏
の
候
益
々
御
健
勝
の
こ
と
と
推
察
し
て
お
り
ま
す
。 

扨 

さ
き
に
先
生
を
研
究
御
協
力
者
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
文
部
省
に
申
請
致
し
ま
し
た
機
関
研
究
「
中

国
語
標
準
語
彙
の
蒐
集
・
整
理
」
の
採
択
決
定
に
つ
き
ま
し
て
は
過
日
取
急
ぎ
御
一
報
申
上
げ
て
お
き

ま
し
た
が
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
申
請
内
容
は
別
紙
の
と
お
り
の
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
御
一
覧
を
御
願

い
致
し
ま
す
。 

各
個
研
究
な
ど
と
異
な
り
、
機
関
研
究
の
場
合
は
、
全
額
を
設
備
・
備
品
費
と
す
る
こ
と
が
建
前
で
あ

り
旅
費
・
謝
金
な
ど
へ
の
支
出
は
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
御
覧
の
と
お
り
研
究
実
施
の
面
か

ら
は
窮
屈
な
使
途
内
訳
に
な
つ
て
お
り
ま
す
が
、
御
協
力
頂
く
先
生
の
御
研
究
費
に
つ
い
て
は
僅
少
な

が
ら
別
途
に
考
慮
致
し
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
卒
御
諒
承
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
上
げ

ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
に
お
け
る
本
研
究
の
目
標
は
本
研
究
に
該
当
す
る
よ
う
な
語
詞
を
極
力
蒐
集

致
す
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
先
生
方
の
積
極
的
な
御
参
加
に
よ
つ
て
は
じ

め
て
成
果
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
是
非
御
参
加
を
お
願
い
致
し
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
先
生
方
に
お
か
れ
ま
ま
し
て
も
、
種
々
御
都
合
も
お
あ
り
か
と
存
じ
ま
す
の
で
は
な

は
だ
ぶ
し
つ
け
な
お
た
ず
ね
で
す
が
、
本
年
度
研
究
実
施
に
御
参
加
の
可
能
不
可
能
に
つ
き
ま
し
て
同

封
ハ
ガ
キ
に
て
折
返
し
御
回
答
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。 

敬 

具 
  
 

追
而 

御
参
加
を
お
申
出
頂
き
ま
し
た
場
合
に
は
、
あ
ら
た
め
て
御
協
議
の
上
御
担
当
部
門
お
よ

び
御
担
当
資
料
を
御
決
定
頂
い
て
御
着
手
頂
く
こ
と
に
致
し
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

  
 

昭
和
三
十
一
年
七
月
二
十
一
日 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

愛
知
大
学
長 

小 

岩 

井 
 

浄 
  

御 

協 

力 

者 

各 

位 
 

殿 

４‒１ｈ(2)
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拝
啓 
日
増
し
に
秋
も
深
ま
り
ま
す
折
柄
益
々
御
清
栄
の
段
大
慶
至
極
に
存
じ
ま
す
。 

 

文
部
省
か
ら
の
補
助
に
よ
る
「
中
国
語
標
準
語
彙
の
蒐
集
・
整
理
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ
き
に
御

快
諾
を
賜
わ
り
ま
し
た
ま
ま
そ
の
具
体
的
着
手
に
つ
い
て
の
御
願
い
が
今
日
ま
で
延
引
致
し
ま
し
た

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
誠
に
申
訳
な
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

は
な
は
だ
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
カ
ー
ド
用
紙
を
後
日
お
手
許
へ
郵
送
申
上
げ
る
手
筈
に
致
し
て
お

り
ま
す
の
で
何
卒
御
着
手
を
御
願
い
申
上
げ
ま
す
。 

 

は
な
は
だ
僅
少
で
あ
り
ま
す
が
、
御
着
手
に
あ
た
っ
て
研
究
費
に
一
端
と
し
て
、
五
千
円
を
御
受
取

り
下
さ
い
ま
す
よ
う
茲
許
同
封
致
し
ま
し
た
の
で
、
御
査
納
御
願
い
し
ま
す
。 

 

今
後
の
御
研
究
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
原
稿
料
と
い
う
形
式
で
、
御
提
出
頂
き
ま
し
た
カ
ー
ド
に
つ

い
て
、
当
編
纂
処
の
カ
ー
ド
に
な
い
新
語
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
枚
二
十
円
、
用
例
と
し
て
価
値
あ
る

も
の
に
つ
い
て
は
十
円
と
い
う
計
算
で
差
上
げ
る
よ
う
に
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

な
お
蒐
集
・
整
理
に
関
す
る
輪
郭
を
あ
ら
か
じ
め
掴
ん
で
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
先
生
が
引

受
け
て
蒐
集
に
当
ら
れ
る
資
料
あ
る
い
は
部
門
、
た
と
え
ば
紅
楼
夢
と
か
、
現
代
商
業
尺
牘
と
か
を
具

体
的
に
折
返
し
御
一
報
下
さ
る
よ
う
に
御
願
い
致
し
ま
す
。
研
究
費
の
受
領
書
も
御
同
送
を
御
願
い
致

し
ま
す
。 

先
は
取
急
ぎ
要
用
御
願
い
ま
で 

敬
具 

   
 

昭
和
三
十
一
年
十
月
一
日 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

小 

岩 

井 
 

浄 
   
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

先
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謹
啓 
寒
冷
猶
厳
し
い
折
柄
先
生
に
は
お
変
わ
り
も
な
く
ご
研
究
に
邁
進
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と

存
じ
ま
す
。 

扨
昨
年
先
生
ほ
か
大
勢
の
先
生
方
の
御
協
力
を
得
て
申
請
し
ま
し
た
文
部
省
科
学
研
究
費
（
機
関
研

究
）
「
中
国
語
標
準
語
彙
の
蒐
集
・
整
理
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
都
合
よ
く
採
択
と
な
り
一
三
〇
万
円

の
研
究
費
を
交
付
さ
れ
編
纂
処
の
設
備
・
備
品
・
資
料
な
ど
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
誠
に
御
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

今
年
も
申
請
書
提
出
の
時
期
が
切
迫
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
主
と
し
て
担
当
者
各
位
が
語
彙
蒐
集

に
直
接
必
要
と
さ
れ
る
資
料
費
・
研
究
費
を
獲
得
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
、
昨
年
度
申
請
し
て
採
用

に
な
ら
な
か
つ
た
「
中
国
大
陸
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
新
語
彙
・
新
表
現
形
式
の
総
合
研
究
」
に
聊
か

手
を
加
え
て
、
総
合
研
究
費
の
交
付
申
請
を
致
し
た
い
も
の
と
考
え
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
も
何
卒
御
賛
同
御
協
力
を
賜
わ
り
た
く
若
し
御
承
允
頂
け
ま

す
な
ら
ば
御
面
倒
な
が
ら
別
紙
承
諾
書
御
作
成
の
上
至
急
御
返
送
賜
度
御
願
申
上
げ
ま
す
。 

敬
具 

先
は
要
用
御
願
い
迄
。 

 
 

 

昭
和
三
十
二
年
二
月
一
日 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

鈴 
木 

 

択 

郎 
 

  
 
 

様 
     
 
 
 

 
 

追
而 

 
 

別
紙
に
は
研
究
題
目
を
記
入
し
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
し
適
当
な
題
目
名

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
鉛
筆
で
で
も
お
書
添
お
き
下
さ
い
ま
す
れ
ば
多
数
の

御
意
見
に
し
た
が
つ
て
決
定
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
併
せ

て
お
願
い
致
し
ま
す
。 

４‒１ｈ(4)
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前
略 
御
多
忙
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

さ
て
、
今
回
は
文
部
省
総
合
研
究
費
申
請
に
際
し
快
よ
く
御
参
加
を
頂
き
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。 

標
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
申
出
頂
き
ま
し
た
も
の
を
加
え
て
当
処
に
お
き
ま
し
て
種
々
協
議
致
し
ま

し
た
結
果
、
重
ね
て
先
生
に
御
相
談
申
上
げ
る
時
間
的
余
裕
な
き
ま
ま
「
現
代
中
国
語
語
彙
お
よ
び
表

現
形
式
の
総
合
的
研
究
」
と
決
定
の
上
二
月
八
日
文
部
省
に
提
出
致
し
ま
し
た
の
で
な
に
と
ぞ
御
諒
承

い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

先
は
御
礼
か
た
が
た
お
し
ら
せ
ま
で 

  
 

昭
和
三
十
二
年
二
月
十
一
日 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

愛 

知 

大 

学 
 

鈴 
 

木 
 

択 
 

郎 
    

〔
注
〕（
１
）
～
（
５
）
は
文
部
省
科
研
費
申
請
に
関
し
て
研
究
協
力
者
各
位
に
出
し
た
も
の
。 

４‒１ｈ(5)
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電      報 

四
三
三 

八
四 

 

ト
ウ
ケ
ウ
ア
サ
ヒ 

 

四 
 

コ
二 

・ 

二
六 

ト
ヨ
ハ
シ
シ 

」 
ア
イ
チ
ダ 

 

イ
ガ 

 

ク
ガ 

 

ク
チ
ヨ
ウ 

」 
コ
イ
ワ
ヰ
ジ 

ヨ
ウ 

タ
イ
ヘ
ン
シ
ツ
レ
イ
シ
テ
イ
マ
ス
ガ 

ゴ 

ケ
イ
カ
ク
ノ
ジ 

テ
ン
ソ
ノ
ゴ 

ノ
シ
ン
チ
ヨ
ク
ジ 

ヨ
ウ
タ
イ
ト
シ
キ
ン
メ
ン
ノ
コ
ト
ナ
ド 

シ
キ
ウ
テ
ガ 

ミ
ニ
テ
オ
キ
カ
セ
ク
ダ 

サ
イ 
」
ア
サ
ヒ 

」
リ
ウ
シ
ン
タ
ロ
ウ 

電 話 
番 号 

対 話 
者 名 

受   信 

照 合 者 

送 信 者 

送   信 

五
月
一
五 

コ 

四
．
一
二 

５００６ 

広 中 

６２ 

時 

分 

四 

二
二 

着 信 番 号 

２４６ 

４－１ｉ 

大
変
失
礼
し
て
い
ま
す
が
、
ご
計
画
の
辞
典
其
後
の
進
捗
状
態
と
資
金

面
の
事
な
ど
至
急
手
紙
に
て
お
聞
か
せ
下
さ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

朝
日
（ 

新
聞
社
） 

笠 

信
太
郎 

４‒１ｉ
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昭
和
三
二
年
七
月
十
八
日 

 

記 
 

愛
知
大
学
長 

小
岩
井
浄 

殿 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

朝
日
新
聞
社
図
書
編
集
部
長 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

李 

家 

正 

文 
 

一
、 

朝
日
新
聞
社
は
愛
知
大
学
編
修
中
の
華
日
大
辞
典
編
集
の
補
助
費
と
し
て
、
毎
月
（
昭
和
三

十
二
年
七
月
末
か
ら
）
月
額
一
、
金
拾
萬
円
也
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。 

一
、 

右
補
助
金
支
出
期
間
は
当
社
の
都
合
並
び
に
社
会
情
勢
の
変
転
を
考
慮
い
た
し
ま
し
て
、
さ

し
あ
た
り
向
う
一
箇
年
間
を
限
り
、
二
年
め
以
後
の
支
出
継
続
か
打
切
り
か
は
事
業
の
進
行
状
況

な
ど
を
考
慮
し
て
、
期
間
満
了
前
に
協
議
、
更
新
の
方
法
と
い
た
し
ま
す
。 

一
、 

華
日
大
辞
典
編
修
に
あ
た
り
、
中
国
現
代
語
辞
典
（
仮
題
）
を
、
一
年
後
に
稿
了
し
て
頂
き

出
版
し
た
く
存
じ
ま
す
。 

 

以
上 

 

４‒１ｊ(1)
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昭
和
三
十
二
年
七
月
二
十
日 

 

愛
知
大
学
長 

小 

岩 

井 
 

浄 

朝 

日 

新 
聞 

社 
     

先
般
は
御
多
忙
中
の
と
こ
ろ
遠
路
わ
ざ
わ
ざ
御
来
学
い
た
だ
き
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

七
月
十
八
日
付
御
来
翰
な
ら
び
に
決
定
御
通
知
、
あ
り
が
た
く
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
華
日
大
辞
典
編

集
に
対
し
補
助
を
い
た
だ
き
、
一
年
後
の
中
国
現
代
語
辞
典
出
版
を
実
現
さ
せ
る
と
い
う
原
案
の
と
お

り
に
御
決
定
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。 

 

御
通
知
に
接
し
て
、
さ
つ
そ
く
鈴
木
委
員
長
を
中
心
に
再
度
協
議
を
い
た
し
即
日
現
代
語
辞
典
の
工
作

に
着
手
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
上
は
、
御
期
待
に
そ
う
よ
う
全
関
係
者
の
総
力
を
あ
げ
て
努
力
い

た
し
ま
す
。 

な
お
、
今
後
の
進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
逐
次
御
報
告
致
し
ま
す
。 

取
急
ぎ
ひ
と
言
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

４‒１ｊ(2)
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昭
和
○
年
六
月
廿
日 

  

愛
知
大
学 

 
 

小
岩
井 

浄
様 

 
 
 
 

 
 
 

玉
案
下 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

朝
日
新
聞
社 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

李
家
正
文 

  

梅
雨
の
こ
ろ 

如
何
御
消
光
の
御
事
か
と
御
伺
ひ
い
た
し
ま
す 

さ
て
先
日
ハ
、
御
来
社
迄
さ
れ
何
か
と
御
期
待
に
添
へ
ず
、
失
禮
を
極
め
ま
し
た 

 

折
角
の
御
立
派
な
御
仕
事
に
御
協
力
完
遂
出
来
ず
、
残
念
且
つ
遺
憾
に
存
じ
重
ね
て
お
わ
び 

申
し
あ
げ
ま
す 

今
廿
日
支
払
出
し
を
以
て
第
一
年
目
第
十
二
か
月
分
一
金
拾
萬
円
也
、
会
計
部
へ
支
払
ひ
方
と
り
計
ひ

ま
し
た
か
ら
御
査
収
下
さ
い
ま
せ 

あ
と
萬
事
御
協
力
者
の
う
ま
く
い
き
ま
す
や
う
お
い
の
り
申
し
あ
げ
て
お
り
ま
す 

御
大
事
切
に
切
に 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

か
し
こ 

    

４‒１ｊ(3)
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拝
啓 
六
月
廿
日
付
御
芳
書
あ
り
が
た
く
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。 

先
日
は
、
御
多
忙
中
の
と
こ
ろ
、
か
ね
て
多
大
の
御
援
助
を
頂
い
て
お
り
ま
す
華
日
辞
典
の
件
に
つ
き

ま
し
て
御
訪
ね
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
種
々
親
身
の
こ
も
つ
た
お
話
を
頂
き
ま
し
て
ま
こ
と
に
有
難

く
存
じ
ま
し
た
。 

経
済
的
御
援
助
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
誠
に
残
念
な
が
ら
御
社
の
御
都
合
に
て
継
続
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
資
金
募
集
の
面
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
そ
の
後
も
引
続
き
な
に
か
と

御
高
配
を
い
た
だ
き
お
り
ま
す
段
、
心
か
ら
感
謝
申
上
げ
ま
す
。 

こ
の
上
は
、
今
後
ま
す
ま
す
資
金
面
の
あ
い
路
打
開
に
つ
と
め
辞
典
内
容
の
充
実
を
は
か
つ
て
、
画
期

的
に
立
派
な
も
の
と
し
て
世
に
送
る
よ
う
に
致
し
た
い
も
の
と
存
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
よ

ろ
し
く
御
願
い
申
上
げ
ま
す
。 

先
は
、
当
方
一
同
を
代
表
し
ま
し
て
一
言
御
礼
を
申
上
げ
ま
す
。 

敬 

具 
 

 
  

昭
和
三
十
三
年
六
月
廿
四
日 

 

愛
知
大
学
長 

小 
岩 

井 
 

浄 
 

李 

家 

正 

文 
 

様 

４‒１ｊ(4)
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昭
和
○
年
七
月
三
十
日 

  

小
岩
井 

様 
 
 
 
 

 

侍
史 

 
 
 

 
 

 

李
家
正
文 

 

昨
日
ハ
御
多
忙
の
な
か
を
御
出
か
け
下
さ
れ
、
大
層
辱
く
い
ろ
い
ろ
と
失
禮
を
重
ね
ま
し
た 

さ
て
送
金
の
件
に
つ
き
、
学
校
法
人
で
す
が
華
日
辞
典
の
補
助
金
と
し
て
送
っ
た
際
、
人
件
費
支
出
と

あ
っ
た
際
は
税
金
に
関
係
が
生
じ
、
大
学
並
び
に
弊
社
も
困
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
只
今
い
ろ
い
ろ
と

協
議
の
結
果
、
資
料
購
入
代
と
し
て
御
使
用
と
御
諒
承
願
ひ
た
く
、
人
件
費
は
あ
く
ま
で
大
学
か
ら
御

支
出
の
旨
御
ふ
く
み
お
き
下
さ
れ
た
く 

本
日
会
計
部
を
通
じ
、
住
友
銀
行
あ
て
送
金
致
し
ま
す
か
ら
何
れ
銀
行
か
ら
御
通
知
致
さ
れ
る
と
存
じ

ま
す 

右
要
用
の
み 

お
大
事
に 

か
し
こ 

 
 
 

鈴
木
先
生
に
も
よ
ろ
し
く 
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中
国
現
代
用
語
辞
典
カ
ー
ド
の
件 

  

表
記
の
件
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
、
本
年
四
月
末
ま
で
に
御
提
出
下
さ
る
よ
う
に
御
依
頼
申
上
げ
て
お 

 

り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
期
も
す
で
に
過
ぎ
、
い
よ
い
よ
カ
ー
ド
整
理
の
段
階
に
入
り
ま
し
た
の
で
、
御 

 

多
忙
中
恐
縮
で
す
が
、
本
月
末
ま
で
に
御
提
出
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。 

   
 
 
 

 

五
月
二
十
日 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

華
日
辞
典
編
集
委
員
会 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

委
員
長 

鈴 

木 

擇 

郎 
     

４‒１ｋ(1)
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評
議
会
議
事
録 

昭
和
三
二
年
七
月
八
日 

  

華
日
辞
典
に
つ
い
て 

  

朝
日
新
聞
社
の
協
力
に
よ
り
現
在
企
画
中
の
大
辞
典
を
出
す
前
に
小
辞
典
（
現
代
語
辞
典
の
如
き
も

の
）
を
中
間
出
版
計
画
に
つ
い
て
報
告
あ
り 

４‒１ｋ(2)
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昭
和
三
十
二
年
七
月
二
十
日 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

華
日
辞
典
編
集
委
員
会
委
員
長 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

鈴 
 

木 
 

擇 
 

郎 
   
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

殿 
  

冠
省 

華
日
辞
典
編
集
事
業
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
学
長
か
ら
朝
日
新
聞
社
の
笠
信
太
郎
氏
に
対
し
援

助
方
を
要
請
し
て
あ
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
七
月
上
旬
以
来
急
速
に
具
体
化
し
、
ま
ず
そ
の
第
一
段
階
と

し
て
短
期
間
の
う
ち
に
「
中
国
現
代
用
語
辞
典
」
と
も
名
付
け
る
よ
う
な
も
の
を
刊
行
す
る
案
が
採
り

上
げ
ら
れ
、
爾
来
今
日
ま
で
、
当
方
か
ら
計
画
書
を
提
出
し
た
り
、
東
京
本
社
の
出
版
局
長
・
図
書
編

集
部
長
の
来
訪
が
あ
る
な
ど
連
日
あ
わ
た
だ
し
い
日
々
を
過
し
ま
し
た
が
、
十
七
日
に
至
っ
て
、
原
案

ど
お
り
重
役
会
議
で
パ
ス
し
た
旨
の
内
報
に
接
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
、
文
書
に
よ
る
正
式
の
通
知
が
あ

る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。 

別
紙
の
計
画
書
は
、
同
社
に
提
出
し
た
も
の
の
控
え
で
あ
り
ま
す
の
で
、
御
高
覧
お
願
い
し
ま
す
。 

今
回
の
参
加
ス
タ
ッ
フ
は
、
こ
の
辞
典
の
性
質
上
、
一
応
大
辞
典
の
メ
ン
バ
ー
と
は
別
箇
の
も
の
と
し

て
立
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
計
画
立
案
に
あ
た
り
、
皆
様
に
一
々
御
相
談
申
し
上
げ
る
時
間
的

余
裕
な
き
ま
ま
、
担
当
者
の
中
に
貴
名
を
拝
借
さ
せ
て
頂
い
た
向
も
あ
り
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
御
諒
承

を
賜
わ
り
ま
す
と
と
も
に
、
本
計
画
に
是
非
御
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

な
お
詳
細
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
社
か
ら
正
式
の
決
定
内
容
に
接
し
ま
し
た
上
で
全
員
の
御
参
集

を
い
た
だ
い
て
協
議
す
る
の
が
順
当
で
あ
り
ま
す
が
、
七
月
一
杯
は
出
席
者
の
都
合
で
開
催
不
可
能
の

よ
う
で
あ
り
ま
す
の
で
、
と
り
あ
え
ず
、
昨
十
八
日
辞
典
室
関
係
者
の
み
で
当
面
の
方
針
を
検
討
い
た

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
辞
典
室
か
ら
委
員
が
参
上
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
る
こ
と
に
い

た
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
御
参
加
、
御
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

以
上 

     

〔
注
〕
朝
日
新
聞
社
寄
付
金
に
係
る
「
中
日
現
代
用
語
辞
典
」
編
集
協
力
者
に
対
し
て
の
参

加
要
請
。 
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研
究
室
め
ぐ
り 

愛
知
大
学
華
日
辞
典
編
さ
ん
所 

三
十
七
年
に
は
大
辞
典
刊
行 

最
新
、
完
全
な
編
集
目
指
す 

 

○
…
愛
知
大
学
の
前
身
、
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
大
学
が
、
昭
和
五
年
以
来
終
戦
ま
で
進
め
て
き
た
華

日
辞
典
編
集
の
計
画
を
受
け
継
い
で
〝
最
新
に
し
て
完
全
〟
な
華
日
大
辞
典
の
完
成
を
目
指
す
の
が

こ
の
編
さ
ん
所
。 

 

同
大
学
で
は
、
こ
の
辞
典
編
集
事
業
創
始
者
の
一
人
、
鈴
木
択
郎
教
授
と
、
新
た
に
迎
え
ら
れ
た
元

同
文
書
院
大
学
予
科
教
授
、
内
山
正
夫
氏
、
台
湾
か
ら
迎
え
た
婦
人
講
師
張
禄
沢
さ
ん
の
三
人
が
中

心
に
な
り
、
各
学
部
教
授
ス
タ
ッ
フ
を
協
力
メ
ン
バ
ー
に
し
て
、
三
十
年
三
月
か
ら
編
さ
ん
所
を
開

設
、
本
格
的
な
編
集
を
再
開
し
た
。 

○
…
中
国
古
典
か
ら
、
最
新
の
雑
誌
ま
で
利
用
で
き
る
完
全
な
辞
典 

 
 

こ
れ
が
華
日
大
辞
典
編
集

の
目
標
だ
が
、
最
初
の
一
年
間
は
送
ら
れ
て
来
た
基
本
カ
ー
ド
の
整
理
。
こ
の
作
業
が
終
っ
て
や
っ
と

基
本
カ
ー
ド
の
増
補
工
作
に
移
っ
た
。
つ
ま
り
、
戦
後
に
作
ら
れ
た
新
語
、
新
用
例
を
、
あ
ら
ゆ
る
資

料
か
ら
見
つ
け
出
し
て
、
新
し
い
時
代
に
即
応
す
る
辞
典
の
基
礎
を
作
る
、
根
幹
的
な
仕
事
だ
。 

○
…
そ
れ
に
は
ま
ず
戦
後
に
国
内
外
で
刊
行
さ
れ
た
辞
典
と
の
対
照
、
補
充
を
す
る
（
イ
）
の
工
作
が

必
要
だ
。
こ
の
た
め
に
は
新
中
国
で
発
行
さ
れ
た
「
同
音
字
典
」「
学
文
化
辞
典
」「
新
華
字
典
」
な
ど
、

多
く
の
辞
典
と
の
比
較
、
対
照
が
行
わ
れ
る
。
同
時
に
変
動
を
続
け
る
新
中
国
に
生
れ
る
無
数
の
政
治
、

経
済
用
語
、
そ
れ
に
新
聞
用
語
な
ど
を
記
録
す
る
（
ロ
）
の
工
作
も
並
行
し
て
行
わ
れ
る
、 

 

「
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
」
「
毛
沢
東
選
集
」
「
人
民
日
報
」
「
学
習
」
な
ど
が
こ
の
資
料
に
な
る
。

こ
う
し
た
仕
事
の
た
め
に
は
、
学
内
各
学
部
教
授
の
緊
密
な
協
力
が
必
要
だ
が
、
老
舎
の
翻
訳
で
知

ら
れ
る
教
養
部
桑
島
信
一
教
授
や
法
経
学
部
池
上
貞
一
、
川
崎
一
郎
講
師
ら
の
努
力
で
、
現
在
ま
で

に
（
イ
）
の
工
作
が
三
分
の
一
近
く
進
み
（
ロ
）
の
工
作
も
順
調
に
滑
り
出
し
た
。 

○
…
同
編
さ
ん
所
の
計
画
で
は
（
イ
）
（
ロ
）
の
工
作
は
三
十
五
年
に
終
り
、
三
十
六
年
に
全
カ
ー
ド

を
整
理
し
て
、
三
十
七
年
に
は
大
辞
典
刊
行
の
予
定
だ
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
「
中
国
現
代
語
辞
典
」（
仮

称
）
出
版
の
計
画
が
去
る
四
月
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
国
と
関
係
の
あ
る
実
務
字
や
、
研

究
者
の
必
要
に
応
じ
て
作
ら
れ
る
も
の
で
、
大
辞
典
に
は
そ
の
ま
ま
資
料
と
し
て
活
用
出
来
る
も
の
。

出
版
の
見
通
し
が
つ
き
次
第
、
直
ち
に
編
集
に
移
る
予
定
だ
。 

     

〔
注
〕
朝
日
新
聞 

昭
和
三
二
年
七
月
二
六
日
所
載
。 
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大
詰
め
近
い
『
華
日
辞
典
』
の
編
集 

 
 

愛
知
大
学 

十
数
万
語
を
収
録 

資
金
に
悩
む 

出
版
は
遅
れ
そ
う 

 

愛
知
大
学
で
は
「
華
日
辞
典
」
づ
く
り
を
続
け
て
き
た
豊
橋
市
町
畑
町
、
同
大
学
内

華
日
辞
典
編
さ
ん
（
纂
）
処
＝
主
任
・
鈴
木
択
郎
教
授
＝
を
、
作
業
も
大
体
終
わ
る

見
通
し
が
つ
い
た
の
で
、
今
年
度
末
で
閉
処
す
る
。
昭
和
三
十
年
四
月
か
ら
六
年
計

画
だ
っ
た
が
、
途
中
、
中
国
の
文
字
改
革
な
ど
あ
っ
て
一
年
延
び
た
。
同
辞
典
は
わ

が
国
で
は
初
め
て
の
十
数
万
語
を
集
録
す
る
。
し
か
し
閉
処
し
て
も
、
出
版
す
る
に

は
、
ま
だ
整
理
事
項
が
相
当
残
り
、
ま
た
一
千
万
円
の
資
金
が
い
る
た
め
、
二
年
後

に
な
る
よ
う
だ
。 

 

同
辞
典
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
「
Ａ
」
か
ら
作
り
始
め
、
い
ま
「
Ｘ
」
の
部
ま
で
進
ん
で
い
る
。
一

語
ず
つ
の
カ
ー
ド
が
約
三
百
箱
に
ぎ
っ
し
り
詰
ま
り
、
既
出
版
の
華
日
辞
典
に
は
例
を
見
な
い
一
語
一

語
の
語
源
、
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
用
語
例
、
方
言
、
略
語
、
反
対
・
同
意
・
参
照
語
な
ど
が
書
き
込
ま

れ
て
い
る
。
〝
今
年
度
末
ま
で
に
五
十
箱
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
大
忙
し
で
す
〟
と
鈴
木
教
授
は
い

っ
て
い
る
。 

 

戦
前
、
上
海
に
あ
っ
た
東
亜
同
文
書
院
大
学
が
華
日
辞
典
の
作
成
に
着
手
、
カ
ー
ド
十
四
万
枚
を
作

っ
た
が
、
戦
後
中
国
政
府
に
接
収
さ
れ
た
。
そ
れ
が
政
府
要
人
、
郭
沫
若
氏
ら
の
好
意
で
、
日
中
友

好
協
会
を
通
じ
て
日
本
政
府
に
返
さ
れ
、
愛
知
大
学
で
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
庫
補
助
百
二

十
万
円
、
大
学
予
算
二
百
万
円
、
民
間
会
社
な
ど
の
援
助
な
ど
計
五
百
万
円
を
も
と
に
鈴
木
教
授
、

内
山
雅
夫
助
教
授
、
張
禄
沢
講
師
ら
九
人
で
始
め
ら
れ
た
。 

十
四
万
枚
カ
ー
ド
が
あ
る
と
い
っ
て
も
仕
事
は
思
い
ど
お
り
進
ま
な
か
っ
た
。
中
国
が
昭
和
三
十
一
年

か
ら
三
十
三
年
に
か
け
て
、
略
字
化
と
表
音
文
字
（
ロ
ー
マ
字
）
化
を
し
、
表
音
文
字
な
ど
は
計
三
回

変
わ
っ
た
り
し
た
の
で
、
そ
の
つ
ど
書
き
直
し
す
る
は
め
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
専
任
処
員
が
お
ら
ず
、

各
処
員
と
も
講
義
を
持
ち
、
合
い
間
合
い
間
の
仕
事
だ
っ
た
の
で
、
進
行
が
に
ぶ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。
九
人
で
出
発
し
た
が
、
い
ま
は
処
員
七
人
。
う
ち
初
め
か
ら
続
け
て
い
る
の
は
三
人
だ
け
だ
か
ら

仕
事
の
打
ち
合
わ
せ
事
項
も
統
一
し
に
く
い
点
も
あ
っ
た
。
し
か
し
処
員
た
ち
は
“
閉
処
に
な
っ
て
も
、

あ
と
は
現
処
員
が
コ
ツ
コ
ツ
整
理
し
て
い
け
ば
完
成
で
き
る
ま
で
に
し
て
お
き
た
い
”
と
苦
心
を
の
べ

て
い
る
。 

 

な
お
出
版
に
つ
い
て
は
特
殊
な
辭
典
な
の
で
単
価
が
高
く
つ
き
、
大
ざ
っ
ぱ
に
見
積
も
っ
て
も
十
三

万
語
と
し
て
週
刊
誌
大
二
千
ペ
ー
ジ
で
三
千
部
刷
り
約
一
千
万
円
か
か
る
。
小
幡
清
金
同
大
学
学
長

代
理
は
“
仕
事
が
今
年
度
末
で
終
わ
る
見
通
し
な
の
で
閉
処
す
る
。
出
版
は
二
年
後
く
ら
い
に
な
ろ

う
が
、
大
学
と
し
て
も
い
ま
ま
で
に
一
千
万
円
ほ
ど
つ
ぎ
込
ん
で
き
た
し
、
早
く
実
現
さ
せ
た
い
”

と
い
っ
て
い
る
。 

 

〔
注
〕
中
部
日
本
新
聞 

昭
和
三
七
年
九
月
八
日
所
載
。 
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で
き
た
、
世
界
最
大
の
華
日
辞
典 

豊
橋
市
町
畑
町
、
愛
知
大
学
の
華
日
辞
典
編
纂
所
（
鈴
木
択
郎
所
長
）
で
は
、
来
年
春
、 

十
五
万
語
の
こ
と
ば
を
収
め
た
世
界
最
大
の
華
日
辞
典
を
完
成
す
る
。
ま
た
全
国
各
大
学
の 

外
国
語
科
で
使
わ
れ
て
い
る
中
国
語
教
科
書
の
来
年
度
版
の
改
定
も
進
め
ら
れ
注
目
を
あ
び 

て
い
る
。 

 

な
ん
と 

 

万
語
も 

愛
大 

 
 

年
ぶ
り
に
実
結
ぶ 

  

華
日
辞
典
は
同
編
纂
所
が
さ
る
三
十
年
四
月
開
設
さ
れ
て
か
ら
九
年
ぶ
り
に
完
成
す
る
わ
け
だ
が
、

こ
の
仕
事
に
着
手
し
た
の
は
鈴
木
択
郎
教
授
が
上
海
の
旧
東
亜
同
文
書
院
に
い
た
昭
和
六
年
の
こ
と

な
の
で
、
実
に
三
十
二
年
ぶ
り
に
な
る
。 

 

編
集
に
は
所
長
の
鈴
木
教
授
は
じ
め
同
大
学
の
中
国
語
担
当
そ
の
他
関
係
学
科
教
授
、
助
教
授
、
講

師
な
ど
。
こ
の
な
か
に
は
中
国
人
女
性
の
欧
陽
張
禄
沢
講
師
（
四
一
）

も
い
る
。 

 

こ
の
仕
事
は
日
本
に
す
ぐ
れ
た
華
日
辞
典
が
な
い
た
め
困
難
を
き
わ
め
た
が
現
在
よ
う
や
く
「
Ｚ
」

の
項
の
整
理
を
進
め
て
い
る
。 

 

こ
の
新
辞
典
は
収
録
し
た
こ
と
ば
の
数
が
十
五
万
語
で
、
現
在
出
版
さ
れ
て
い
る
辞
典
で
一
番
多
い

七
万
語
の
も
の
の
二
倍
以
上
。
ま
た
現
行
の
辞
典
に
比
較
し
て
①
例
文
が
多
い
②
内
容
が
非
常
に
新
し

い
③
現
行
辞
典
に
は
間
違
い
が
み
ら
れ
る
が
新
辞
典
で
は
発
音
、
意
味
そ
の
他
正
確
で
あ
る
こ
と 

 
 

な
ど
が
特
徴
と
な
っ
て
お
り
、
完
成
す
れ
ば
世
界
的
に
も
注
目
を
あ
つ
め
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。 

 

一
方
、
同
大
学
の
中
国
語
教
科
書
「
華
語
萃
編
」
は
毎
年
学
内
の
学
生
に
使
わ
せ
る
た
め
作
製
し
て

き
た
が
、
全
国
各
大
学
で
使
用
し
て
い
る
ど
の
教
科
書
よ
り
も
内
容
が
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
が
し
だ
い

に
認
識
さ
れ
、
昨
年
は
五
百
部
印
刷
し
た
の
に
不
足
し
た
。
広
告
も
し
な
い
の
に
他
の
大
学
か
ら
の
注

文
が
多
く
、
愛
大
の
学
生
で
こ
の
教
科
書
を
買
え
な
か
っ
た
も
の
も
い
る
ほ
ど
。 

 

そ
こ
で
来
年
は
三
千
部
を
発
行
す
る
た
め
、
華
日
辞
典
編
纂
所
で
改
訂
を
は
じ
め
た
。
と
く
に
発
音

に
力
を
入
れ
、
同
編
纂
所
の
内
山
雅
夫
助
教
授
（
四
六
）

は
映
画
の
録
音
テ
ー
プ
を
き
き
な
が
ら
改
訂
を

進
め
て
い
る
。
教
科
書
の
名
も
今
年
度
の
も
の
か
ら
「
中
文
会
話
教
科
書
」
と
改
め
て
お
り
、
古
い
言

葉
を
は
ぶ
き
、
新
し
い
も
の
に
き
り
か
え
て
完
ペ
キ
を
期
し
て
い
る
。
ま
た
今
年
度
用
の
も
の
は
ま
だ

タ
イ
プ
印
刷
だ
っ
た
が
、
来
年
度
用
の
も
の
は
東
京
の
出
版
社
か
ら
活
字
印
刷
で
刊
行
す
る 

   

〔
注
〕
名
古
屋
タ
イ
ム
ズ 

昭
和
三
八
年
八
月
二
十
日
所
載
。 

15 32 

 

４‒１ｌ(3)



161

資料による中日大辞典編纂所の歴史 ４

― 　―

４－１ｌ(4) 

1 
 

完
成
間
近
い
愛
大
の
「
華
日
辞
典
」 

十
三
万
語
を
詳
細
に
収
録 

九
年
が
か
り
の
労
苦
が
実
る 

 
 

豊
橋
市
町
畑
町
、
愛
知
大
学
華
日
辞
典
編
さ
ん
（
纂
）
処
＝
主
任
・
鈴
木
択
郎
教
授
＝
で

作
成
中
の
〝
華
日
辞
典
〟
が
い
よ
い
よ
今
春
、
完
成
す
る
。
昭
和
三
十
年
四
月
か
ら
六
年
計

画
で
始
ま
っ
た
が
、
途
中
、
中
国
の
文
字
改
革
な
ど
あ
っ
て
九
年
の
歳
月
を
要
し
た
。
十
三

万
語
を
収
録
し
、
わ
が
国
初
め
て
の
本
格
的
辞
典
と
い
わ
れ
る
が
、
使
用
者
が
限
ら
れ
る
た

め
、
出
版
の
引
き
受
け
手
は
ま
だ
な
く
、
出
版
は
お
く
れ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
完
成
は
間
近

い
。
同
処
員
た
ち
は
「
久
し
ぶ
り
に
味
わ
う
正
月
気
分
だ
」
と
胸
を
な
で
お
ろ
す
半
面
、
仕

上
げ
に
な
お
精
根
を
傾
け
る
と
学
者
の
き
び
し
さ
を
見
せ
て
い
る
。 

  

辞
典
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
〝
Ａ
〟
か
ら
着
手
さ
れ
、
昨
年
末
〝
Ｚ
〟
ま
で
進
ん
だ
。
一
語
ず
つ

の
カ
ー
ド
が
四
百
ほ
ど
の
整
理
箱
に
ぎ
っ
し
り
詰
ま
り
、
こ
れ
ま
で
出
版
さ
れ
た
華
日
辞
典
に
は
な
い

て
い
ね
い
さ
で
、
一
語
ず
つ
語
源
、
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
用
語
例
、
方
言
、
略
語
、
反
対
、
同
意
語
か

ら
参
照
語
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。
収
録
後
は
い
ま
の
中
国
語
の
基
本
に
な
る
近
代
文
学
の
こ
と
ば
以
後

だ
か
ら
約
七
百
年
前
の
元
時
代
以
降
で
、
中
共
政
権
の
文
字
改
革
に
よ
る
変
化
後
ま
で
加
え
て
あ
る
。

鈴
木
教
授
は
「
作
成
時
期
が
、
ち
ょ
う
ど
昭
和
三
十
一
年
か
ら
三
十
三
年
に
あ
っ
た
文
字
改
革
に
出
っ

く
わ
し
た
た
め
苦
労
し
た
」
と
い
っ
て
い
る
。 

 

文
字
改
革
は
、
略
字
化
と
表
音
文
字
（
ロ
ー
マ
）
化
を
し
た
わ
け
だ
が
、
表
音
文
字
な
ど
は
三
回
も

変
わ
る
な
ど
繁
雑
な
中
国
語
に
対
す
る
中
共
の
苦
悩
が
、
そ
の
つ
ど
処
員
ら
の
悩
み
と
な
り
仕
事
を
ふ

や
し
た
。 

 

こ
の
辞
典
編
さ
ん
は
昭
和
三
十
年
に
始
ま
っ
た
が
、
も
と
を
た
だ
せ
ば
、
そ
れ
に
よ
り
二
十
数
年
前

の
同
六
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
鈴
木
教
授
が
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
教
授
だ
っ
た
こ
ろ
同
僚
と
辞
典
づ
く

り
を
手
が
け
た
の
が
始
ま
り
。
カ
ー
ド
十
四
万
枚
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
終
戦
と
な
り
、
中
共
側
に
全
部

接
収
さ
れ
た
。
そ
れ
が
中
共
の
郭
沫
若
科
学
院
院
長
ら
の
好
意
で
日
中
友
好
協
会
を
通
じ
て
日
本
人
民

に
贈
ら
れ
、
中
国
語
に
強
い
愛
知
大
学
で
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
庫
補
助
百
二
十
万
円
、
大
学

予
算
二
百
万
円
、
一
般
会
社
の
援
助
な
ど
計
五
百
万
円
を
も
と
に
鈴
木
教
授
、
内
山
雅
夫
助
教
授
、
張

禄
沢
講
師
ら
九
人
で
出
発
し
た
。 

 

「
贈
ら
れ
た
カ
ー
ド
は
、
そ
の
後
の
中
国
語
の
改
革
で
全
然
役
に
立
た
な
か
っ
た
」
と
鈴
木
教
授
が

い
う
と
お
り
新
規
着
手
と
同
じ
だ
っ
た
。
専
任
処
員
は
わ
ず
か
三
人
で
、
そ
の
ほ
か
の
処
員
は
講
義
の

合
い
間
に
仕
事
を
し
た
。
途
中
、
転
任
の
先
生
も
あ
っ
た
り
し
て
、
い
ま
は
処
員
も
五
人
に
減
っ
た
。

初
め
か
ら
続
け
て
い
る
の
は
鈴
木
教
授
と
ほ
か
二
人
だ
け
。
華
日
辞
典
と
ひ
と
口
に
い
っ
て
も
中
国
に

さ
え
辞
典
の
決
定
版
が
ま
だ
作
ら
れ
て
い
な
い
現
状
だ
か
ら
、
ふ
つ
う
の
辞
典
づ
く
り
の
よ
う
に
欧
米

の
参
考
文
献
な
ど
あ
ろ
う
は
ず
も
な
い
。
古
い
辞
典
の
誤
り
も
ず
い
ぶ
ん
直
し
た
と
い
わ
れ
る
。 

４‒１ｌ(4)
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2 
 

 

な
お
出
版
は
特
殊
辞
典
な
の
で
単
価
が
高
く
つ
き
、
大
ざ
っ
ぱ
に
見
積
も
っ
て
も
十
三
万
語
と
し
て

週
刊
誌
大
二
千
余
㌻
、
五
千
部
刷
り
三
千
万
円
近
く
か
か
る
。
初
め
か
ら
完
成
を
暖
か
く
見
守
っ
て
い

る
本
間
喜
一
前
学
長
が
目
下
、
出
版
先
な
ど
探
し
て
い
る
。 

 

鈴
木
教
授
の
話 
や
っ
と
こ
こ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
て
ホ
ッ
と
し
た
。
し
か
し
整
理
と
い
っ
て
も
こ
れ
が

ま
た
た
い
へ
ん
だ
。
処
員
と
も
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
た
い
。
長
い
間
か
か
っ
た
が
い
ろ
い
ろ
な
人

の
激
励
や
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
、
こ
こ
ま
で
た
ど
れ
た
、
そ
れ
に
報
い
る
た
め
に
も
世
の
批
判
を
耐
え

う
る
よ
う
な
辞
典
に
し
た
い
。 

     

〔
注
〕
中
部
日
本
新
聞 

昭
和
三
九
年
一
月
五
日
所
載
。 

４‒１ｌ(4)
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華
日
辞
典
刊
行
会
暫
定
規
約 

 

第
一
、 

愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
に
華
日
辞
典
刊
行
会
を
置
く 

第
二
、 

華
日
辞
典
刊
行
会
は
日
中
友
好
協
会
を
通
じ
中
国
人
民
保
衛
世
界
和
平
委
員
会
よ
り
日
本
人 

民
に
寄
贈
さ
れ
た
華
日
辞
典
を
完
成
し
刊
行
す
る
事
を
目
的
と
す
る 

第
三
、 

右
刊
行
会
に
若
干
名
の
評
議
員
を
置
き
評
議
員
会
を
組
織
す
る 

 
 
 
 

評
議
員
会
は
辞
典
寄
贈
の
趣
旨
に
従
い
刊
行
会
の
運
営
を
決
定
す
る 

第
四
、 

刊
行
会
に
編
輯
委
員
を
置
き
辞
典
編
集
に
当
る 

 
 
 
 

編
集
委
員
を
以
て
委
員
会
を
構
成
し
編
輯
の
こ
と
を
決
定
す
る 

 
 
 
 

委
員
の
互
選
に
よ
つ
て
編
輯
委
員
長
を
定
め
る 

第
五
、 

評
議
員
の
互
選
に
よ
つ
て
評
議
員
会
の
議
長
を
定
め
る 

 
 
 
 

評
議
員
会
議
長
は
評
議
員
会
の
決
議
に
従
い
刊
行
会
の
事
務
を
執
行
し
刊
行
会
を
代
表
す 

 
 
 
 

る 

第
六
、 

刊
行
会
に
幹
事
若
干
名
を
置
く
、
幹
事
は
評
議
員
会
議
長
、
編
輯
委
員
長
の
指
揮
を
受
け
刊 

行
会
の
事
務
を
行
う 

第
七
、 

刊
行
会
に
事
務
職
員
若
干
名
を
置
く
こ
と
が
出
来
る 

第
八
、 

評
議
員
、
編
輯
委
員
を
増
加
す
る
と
き
は
評
議
員
会
の
議
を
経
る
も
の
と
す
る 

第
九
、 

本
会
創
立
の
際
に
於
け
る
評
議
員
は
左
の
通
り
と
す
る 

 
 
 
 

 
 
 

愛
知
大
学
長 

 
 

 
 
 
 

 
 

本 

間 

喜 

一 
 
 
 
 

 
 
 

愛
知
大
学
法
経
学
部
長 

 
 

 
 

小 

岩 

井 

浄 
 
 
 
 

 
 
 

愛
知
大
学
文
学
部
長 

 
 
 

 
 

山 

崎 

知 

二 
 
 
 
 

 
 
 

日
中
友
好
協
会
理
事
長 

 
 

 
 

伊 

藤 

武 

雄 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

鈴 

木 

択 

郎 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

野 

崎 

駿 

平 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

熊 

野 

正 

平 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

坂 

本 

一 

郎 

第
一
〇
、
本
会
創
立
の
際
に
於
け
る
編
輯
委
員
は
左
の
通
り
と
す
る 

 
 
 
 

 
 
 

鈴 

木 

択 

郎 
 
 
 
 

熊 

野 

正 

平 
 
 
 
 

 
 
 

野 

崎 

駿 

平 
 
 
 
 

坂 

本 

一 

郎 
 
 
 
 

 
 
 

内 

山 

正 

夫 
 
 
 
 

桑 

島 

信 

一 
 
 
 
 

 
 
 

其 

他 
 
 

昭
和
三
十
年
二
月
十
六
日 

  

〔
注
〕
二
月
十
九
日
の
評
議
会
に
提
案
さ
れ
た
も
の
。
実
際
は
辞
典
編
纂
処
の
名
称
で
独
立

の
機
構
と
し
て
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
に
発
足
し
た
。 

４‒２ａ
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拝
啓 
愈
々
御
清
適
の
段
お
よ
ろ
こ
び
申
上
げ
ま
す
。 

華
日
辞
典
編
纂
の
件
に
つ
い
て
は
、
三
月
末
、
内
田
正
夫
氏
が
専
任
者
と
し
て
来
任
、
編
纂
工
作
進
行

に
関
し
諸
般
の
準
備
を
進
め
て
居
り
ま
し
た
が
、
こ
の
程
大
体
こ
れ
を
終
つ
た
の
で
、
甚
だ
御
足
労
な

が
ら
評
議
員
（
暫
定
規
約
に
よ
る
）
の
方
々
の
ご
来
会
を
願
い
、
全
般
的
の
審
議
決
定
を
お
願
い
い
た

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
期
日
は
七
月
九
、
十
、
両
日
と
い
た
し
た
い
の
で
す
が
、
ご
都
合
如
何
で
し
よ

う
か
折
り
返
し
御
返
事
願
い
た
く
存
じ
ま
す
。
御
返
事
の
次
第
に
よ
り
日
時
を
確
定
の
上
評
議
員
会
議

長
本
間
喜
一
氏
よ
り
改
め
て
招
請
状
を
差
上
げ
た
く
存
じ
ま
す
。
御
来
豊
に
つ
い
て
は
、
失
礼
な
が
ら

往
復
汽
車
賃
を
差
上
げ
宿
舎
は
学
長
公
館
に
お
泊
り
願
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。 

尚
暫
定
規
約
お
よ
び
参
考
資
料
同
封
申
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

敬 
 
 

具 

  
 

昭
和 

 
 

年 
 

 

月 
 

 

日 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

愛

知

大

学 
 

鈴

木

択

郎 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

様 

 

４‒２ｂ(1)
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1 

拝

啓 
愈

々

御

清

適

の

段

お

よ

ろ

こ

び

申

上

げ

ま

す 

さ

て

早

速

で

あ

り

ま

す

が

、

華

日

辞

典

編

纂

の

全

般

的

審

議

の

た

め

に

評

議

員

全

部

の

方

々

の

御

参

集

を

仰

ぐ

件

に

つ

き

ま

し

て

は

、

さ

き

に

鈴

木

択

郎

教

授

よ

り

評

議

員

各

位

の

御

都

合

を

お

う

か

が

い

致

し

て

お

り

ま

し

た

と

こ

ろ

、

七

月

九

、

十

日

の

期

日

で

は

野

崎

先

生

が

講

義

の

関

係

上

御

都

合

が

わ

る

い

こ

と

が

判

り

ま

し

た

の

で

、

さ

ら

に

七

月

十

六

、

十

七

両

日

の

線

に

て

各

位

の

御

都

合

を

お

う

か

が

い

致

し

ま

し

た

結

果

、

只

今

ま

で

に

判

明

し

ま

し

た

だ

け

で

も

坂

本

先

生

の

御

都

合

が

わ

る

く

御

回

答

未

着

が

二

名

と

な

つ

て

お

り

ま

す

。 

以

上

の

よ

う

な

次

第

で

期

日

を

後

に

延

期

し

ま

す

と

一

層

御

参

集

に

支

障

を

来

す

懸

念

が

あ

り

ま

す

の

で

甚

だ

勝

手

な

が

ら

会

期

は

最

初

の

案

の

ご

と

く

七

月

九

、

十

日

両

日

と

決

定

さ

せ

て

頂

く

こ

と

に

致

し

ま

し

た

の

で

何

卒

事

情

御

諒

承

の

上

、

七

月

九

日

午

前

の

審

議

開

始

に

間

に

合

い

ま

す

よ

う

な

る

べ

く

七

月

八

日

中

に

御

着

豊

賜

り

ま

す

よ

う

願

い

申

上

げ

ま

す

。 

尚

、

乍

恐

縮

御

来

豊

の

汽

車

賃

に

つ

き

ま

し

て

は

一

時

お

立

替

お

き

下

さ

い

ま

す

よ

う

併

而

御

願

致

し

ま

す

。 

先

は

右

取

急

ぎ

御

願

い

迄 

 
 

昭

和

三

十

年

七

月

五

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

愛

知

大

学

長 
 

本 

間 

喜 

一 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

殿 

  

〔

注

〕

辞

典

刊

行

会

評

議

委

員

会

開

催

通

知

。 

４‒２ｂ(2)
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華
日
辞
典
刊
行
会
生
る 

 
 

 
 

 
贈
ら
れ
た
カ
ー
ド
を
活
用 

  

中
国
か
ら
日
本
国
民
へ
の
贈
物
と
し
て
も
と
東
亜
同
文
書
院
大
学
の
関
係
者
の
手
で
す
す
め
ら
れ

て
き
た
華
日
辞
典
編
さ
ん
の
カ
ー
ド
が
、
本
協
会
に
贈
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
と

お
り
だ
が
、
そ
の
後
カ
ー
ド
は
愛
知
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
同
大
学
学
長
本
間
喜
一

氏
な
ど
の
世
話
で
「
華
日
辞
典
刊
行
会
」
が
結
成
さ
れ
、
さ
る
六
月
九
日
第
一
回
評
議
員
会
が
開
か
れ
、

編
さ
ん
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

な
お
評
議
員
に
は
つ
ぎ
の
諸
氏
が
就
任
し
て
い
る
（
敬
称
略
） 

 

本
間
喜
一
（
愛
大
学
長
）
、
小
岩
井
浄
（
愛
大
法
経
学
部
長
）
、
山
崎
知
二
（
愛
大
文
学
部
長
）
、
鈴

木
擇
郎
（
愛
大
教
授
）、
熊
野
正
平
（
一
橋
大
教
授
）、
野
崎
駿
平
（
東
北
大
学
講
師
）、
伊
藤
武
雄
（
日

中
友
好
協
会
理
事
長
） 

     

〔
注
〕
「
日
本
と
中
国
」
第
一
一
九
号
（
一
九
五
五
年
七
月
二
十
一
日
）
所
載
。 

４‒２ｂ(3)
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拝
啓 
秋
色
日
増
し
に
深
ま
り
ま
す
折
柄
、
先
生
に
は
益
々
御
清
栄
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

 

さ
て
、
先
生
に
は
か
ね
が
ね
日
本
中
国
友
好
協
会
理
事
長
・
事
務
総
長
と
し
て
日
中
友
好
の
第
一
線
に

立
っ
て
御
活
躍
頂
き
同
時
に
ま
た
本
刊
行
会
の
評
議
員
と
し
ま
し
て
も
多
大
の
御
尽
力
を
賜
わ
り
ま
し
た

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

「
日
本
と
中
国
」
紙
上
に
て
承
り
ま
す
と
、
先
生
に
は
今
般
バ
ト
ン
を
内
山
完
造
氏
に
御
引
継
ぎ
に
な
り

ま
し
た
由
、
長
い
間
誠
に
御
苦
労
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
日
中
友
好
の
た
め
益
々
御
尽
力
御

自
愛
の
ほ
ど
を
御
願
い
申
上
げ
ま
す
。 

 

本
会
の
そ
の
後
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ
き
に
文
部
省
よ
り
一
三
〇
万
円
の
補
助
金
交
付
決
定
の

際
に
御
報
告
申
上
げ
ま
し
て
以
来
御
無
沙
汰
申
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
実
は
昨
年
の
会
合
以
来
、
編
纂
工

作
は
決
定
の
線
に
沿
っ
て
進
行
を
続
け
て
お
り
、
格
別
新
し
い
事
情
の
発
生
も
あ
り
ま
せ
ん
た
め
本
年
は

全
評
議
員
各
位
の
御
参
集
を
仰
ぐ
と
い
う
こ
と
を
取
止
め
ま
し
た
次
第
で
あ
り
ま
し
て
、
此
点
何
卒
御
諒

承
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

 

次
に
、
先
生
に
は
過
去
一
年
半
に
わ
た
っ
て
評
議
員
と
し
て
長
い
間
一
方
な
ら
ぬ
御
尽
力
を
賜
わ
り
ま

し
た
が
御
就
任
の
際
に
「
日
中
友
好
協
会
の
常
任
理
事
会
の
決
定
と
し
て
刊
行
会
の
評
議
員
は
、
理
事
長

と
い
う
身
分
で
引
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
理
事
長
交
替
の
際
は
、
自
動
的
に
交
替
す
る
も
の
と
諒

承
さ
れ
た
い
」
と
い
う
御
申
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
考
慮
致
し
ま
す
と
き
、
本
会
の
評
議
員
と
し
て

の
厄
介
な
仕
事
も
、
内
山
氏
の
方
へ
御
引
継
ぎ
を
御
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
存
ぜ

ら
れ
る
の
で
す
が
如
何
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
本
会
と
し
ま
し
て
は
、
辞
典
の
編
纂
・
刊
行
に
関
し
ま
し
て
、
今
後
と
も
先
生
に
何

彼
と
御
力
添
え
を
頂
き
た
く
存
じ
、
旁
々
先
生
が
愛
大
の
同
人
で
も
あ
ら
れ
ま
す
点
か
ら
、
ま
げ
て
引
続

き
、
御
参
加
・
御
協
力
を
賜
わ
り
た
い
と
存
じ
、
本
会
の
協
力
委
員
を
是
非
御
引
受
け
下
さ
る
よ
う
御
願

い
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

公
私
と
も
御
多
忙
の
こ
と
と
存
じ
は
な
は
だ
恐
縮
で
す
が
、
是
非
御
承
允
を
賜
わ
り
た
く
御
考
慮
を
御

願
い
致
し
ま
す
。 

先
は
御
礼
並
に
御
願
い
ま
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

敬
具 

 

昭
和
三
十
一
年
十
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

華
日
辞
典
刊
行
会 

 
 
 
 
 
 

 
 

評
議
員
会
議
長 

 
 
 
 
 
 

 

小 

岩 

井 
 

浄 

  

伊 
 

藤 
 

武 
 

雄 
 

先 

生 
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拝
啓 
秋
色
日
増
し
に
深
ま
り
ま
す
折
柄
、
先
生
に
は
日
中
友
好
の
た
め
益
々
御
多
忙
の
こ
と
と
拝
察
致

し
ま
す
。 

 

「
日
本
と
中
国
」
紙
上
で
拝
見
致
し
ま
す
と
、
先
生
に
は
今
般
日
本
中
国
友
好
協
会
の
理
事
長
に
御
就

任
に
な
り
、
日
中
友
好
の
た
め
一
層
の
御
尽
力
を
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
由
、
会
の
発
展
の
た
め
、
誠

に
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。
今
後
の
御
奮
闘
を
切
に
御
祈
り
致
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
先
生
の
最
初
の
御
斡
旋
か
ら
実
が
結
ん
で
現
在
愛
知
大
学
を
本
拠
と
し
て
編
纂
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
華
日
辞
典
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
会
発
足
当
時
、
貴
会
の
理
事
長
で
あ
ら
れ
ま
し
た
伊
藤
武
雄

氏
が
日
中
友
好
協
会
理
事
長
と
し
て
本
会
の
評
議
員
に
御
参
加
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
き

ま
し
て
は
、
当
時
伊
藤
氏
か
ら
「
自
分
の
参
加
は
理
事
長
と
し
て
の
参
加
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
理
事
長

交
替
の
場
合
に
は
評
議
員
の
方
も
自
動
的
に
交
替
す
る
も
の
と
承
知
願
い
た
い
」
と
い
う
御
申
出
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

こ
の
様
な
事
情
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
先
生
が
理
事
長
に
御
就
任
に
な
り
ま
し
た
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
会
に
対
し
て
も
何
卒
評
議
員
を
御
引
受
賜
わ
り
、
日
中
友
好
に
意
義
あ
る
本
事
業
を
し
て
有
終
の
美
あ

ら
し
め
る
た
め
に
、
御
尽
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
切
に
御
願
い
申
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

 

御
参
考
ま
で
に
、
昨
年
発
足
当
時
の
規
約
一
部
と
最
近
の
新
聞
記
事
に
よ
る
編
纂
の
状
況
を
同
封
申
上

げ
ま
す
の
で
御
一
覧
を
御
願
い
致
し
ま
す
。 

 

先
は
右
御
願
い
迄 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

敬
具 

 
 

 

昭
和
三
十
一
年
十
月
四
日 

 
 

華
日
辞
典
刊
行
会 

 
 
 
 

 
 

評
議
員
会
議
長 

 
 
 
 

小 

岩 

井 
 

浄 

  

日
本
中
国
友
好
協
会
理
事
長 

 
 

 

内 

山 

完 

造 
 

先 

生 
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1 
 

趣 

意 

書 

 
 

わ
が
国
と
中
国
と
の
関
係
は
有
史
以
来
き
わ
め
て
密
接
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

両
国
の
相
互
理
解
を
深
め
、
文
化
交
流
を
盛
ん
に
し
、
政
治
・
経
済
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
い
た
る

ま
で
、
緊
密
か
つ
友
好
的
関
係
を
も
り
た
て
て
ゆ
く
こ
と
は
、
ひ
と
り
日
中
両
国
に
と
っ
て
必
要
で
あ

る
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
の
平
和
に
と
っ
て
も
き
わ
め
て
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 

不
幸
に
し
て
現
在
、
両
国
間
の
国
交
は
杜
絶
し
て
お
り
、
相
互
の
密
接
な
提
携
は
非
常
に
困
難
な
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
双
方
の
国
民
の
努
力
に
よ
っ
て
文
化
お
よ
び
経
済
の
分
野

で
は
、
あ
る
程
度
の
交
流
が
実
現
し
て
お
り
ま
す
。 

 

両
国
の
円
満
な
交
流
を
促
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、
双
方
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
、
き
わ
め
て
重
要

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
た
め
に
は
ま
ず
お
互
い
の
言
語
を
知
る
こ
と
が
そ
の
前
提
に
な
り
ま
す
。 

 

本
刊
行
会
が
近
く
刊
行
を
企
図
い
た
し
て
お
り
ま
す
中
日
大
辞
典
は
、
中
国
語
研
究
に
お
い
て
不
可

欠
な
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
辞
典
の
刊
行
は
ま
さ
に
日
中
両
国
民
の
友
誼
と
好
意
の
賜
物

で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。 

 

旧
東
亜
同
文
書
院
大
学
は
つ
と
に
中
国
語
教
育
の
重
要
性
を
考
え
、
昭
和
の
初
め
か
ら
鋭
意
、
中
日

辞
典
の
編
集
に
つ
と
め
、
敗
戦
当
時
に
は
十
四
万
枚
に
上
る
資
料
カ
ー
ド
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
終
戦
と
と
も
に
中
国
側
の
接
収
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
め
、
こ
の
事
業
の
完
遂
は
も
は
や
不
可
能
か
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
日

中
両
国
各
界
有
力
者
の
尽
力
、
特
に
中
国
側
の
好
意
あ
る
斡
旋
に
よ
っ
て
、
一
九
五
四
年
九
月
中
国
保

衛
和
平
委
員
会
か
ら
日
本
中
国
友
好
協
会
あ
て
に
「
中
日
文
化
交
流
の
た
め
に
日
本
人
民
に
贈
る
」
と

の
手
紙
と
と
も
に
上
述
の
資
料
カ
ー
ド
が
送
り
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
同
協
会
は
各
方
面
の
関
係
者
と
協

議
の
結
果
、
こ
の
辞
典
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
も
と
の
関
係
者
を
多
数
擁
し
、
か
つ
そ
の
完
成
に
熱
意
を

も
つ
愛
知
大
学
に
こ
れ
を
委
ね
る
こ
と
と
な
り
、
本
刊
行
会
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
後
十
余
年
こ
の
辞
典
完
成
の
た
め
、
中
国
の
社
会
、
政
治
体
制
の
変
革
に
と
も
な
う
言
語
の
変

化
に
即
応
し
た
新
語
彙
を
数
多
く
収
録
編
集
し
て
、
つ
い
に
こ
れ
を
世
に
問
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は

誠
に
喜
び
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
間
、
朝
日
新
聞
社
・
中
部
日
本
新
聞
社
を
は
じ
め
と
す

る
各
方
面
の
篤
志
家
の
御
厚
情
御
協
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
事
業
が
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

 

時
あ
た
か
も
中
国
に
文
字
改
革
が
進
行
中
で
あ
っ
た
た
め
、
編
纂
、
刊
行
と
も
に
多
く
の
日
時
を
費

し
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
目
捷
の
間
に
そ
の
出
版
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
中
日
大
辞
典
完
成
の
あ
か
つ
き
に
は
、
前
述
の
よ
う
な
中
国
各
方
面
の
御
好
意
に
対
し
感
謝
の

意
を
表
す
た
め
、
辞
典
三
千
冊
を
左
記
の
如
く
中
国
に
贈
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

こ
の
こ
こ
ろ
み
は
中
国
関
係
機
関
に
対
す
る
謝
意
の
み
に
止
ら
ず
、
必
ず
や
日
中
両
国
の
友
好
と
文

化
交
流
に
資
す
る
こ
と
大
な
る
も
の
が
あ
ろ
う
か
と
確
心
い
た
し
ま
す
。 

４‒２ｅ
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2 
 

 

本
計
画
刊
行
の
意
義
を
お
汲
み
と
り
い
た
だ
き
、
御
好
意
あ
る
御
協
力
を
賜
わ
ら
ば
幸
こ
れ
に
過
ぎ

る
も
の
は
な
い
と
存
じ
ま
す
。 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

 

記 
 

贈
呈
先 

 

中
国
保
衛
和
平
委
員
会
・
中
国
科
学
院
・
中
国
国
際
貿
易
促
進
委
員
会
・
中
日
友
好
協
会 

贈
呈
方
法 

御
協
力
下
さ
っ
た
方
の
称
号
を
贈
呈
本
に
記
し
て
一
括
発
送 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二
ノ
一
四 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

株
式
会
社
大
安
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
日
大
辞
典
刊
行
会 

電
話
（
二
六
五
）
一
〇
二
一 

     

〔
注
〕
初
版
刊
行
趣
意
書
。
（
一
九
六
五
年
） 

４‒２ｅ



171

資料による中日大辞典編纂所の歴史 ４

― 　―

４－２ｆ (1) 

謹
賀
新
年 

今
年
、
華
語
辞
典
の
発
刊
の
め
ど
を
つ
け
た
く
一
所
懸
命
や
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
其
れ

付
い
て
、
次
の
件
至
急
御
一
報
御
願
申
上
げ
ま
す
。 

（
１
） 

同
文
書
院
時
代
「
八
年
」
何
年
位
調
査
に
か
か
つ
て
い
ま
し
た
か
、
多
分
八
年
（
二
十
年
前
）

か
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が 

（
２
） 

何
時 

年
月
日 
中
共
文
化
部
か
ら
日
本
人
民
に
寄
贈
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
か
？
寄
贈
者
名

義
宛
名 

中
日
友
好
協
会
と
思
う
が 

（
３
） 

愛
大
で
調
査
始
の
年
月
（
そ
の
従
業
者
数
）
調
査
終
了
の
見
込
、
日 

（
４
） 

現
在
ま
で
（
愛
大
が
引
受
け
て
か
ら
）
ど
の
位
費
用
が
か
か
つ
た
か 

大
体
の
額 

右
至
急
御
一
報
く
だ
さ
れ
度
御
願
申
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

不
一 

  
 
 
 

 

一
月
三
日 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

本 

間 

喜 

一 
  
 
 
 

鈴 

木 

先 

生 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

侍
史 

   
 
 
 

 
 

辞
典
刊
行
の
趣
意
書
等
も 

 
 
 
 

 
 
 
 

あ
つ
た
ら
同
封
し
て
送
り
く
だ
さ
れ
度 

     

〔
注
〕
一
九
六
一
年
か
。 

４‒２ｆ(1)
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1 

拝
復 
華
日
辞
典
刊
行
に
つ
い
て
は
毎
々
御
配
慮
を
い
た
だ
き
、
今
回
新
年
早
々
こ
の
件
の
た
め
御
奔

走
下
さ
る
由
ま
こ
と
に
有
難
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。 

御
来
示
の
件
左
の
通
り
御
返
事
申
上
げ
ま
す
。 

（
１
） 

東
亜
同
文
書
院
時
代
、
戦
時
末
期
時
代
は
停
頓
し
て
い
た
が
、
そ
の
時
期
を
ふ
く
め
て
約
十

年
。 

（
２
） 

中
華
人
民
共
和
国
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
年
月 

 
 
 
 

 
 

昭
和
二
十
九
年
九
月 

 
 
 
 

 
 

寄
贈
者
名 

中
国
保
衛
世
界
和
平
委
員
会 

劉
貫
一 

 
 
 
 

 
 

受
贈
者
名 

日
中
友
好
協
会 

（
３
） 

愛
大
で
編
纂
開
始
の
年
月 

 
 
 
 

 
 

昭
和
三
十
年
四
月 

 
 
 
 

編
纂
完
了
見
込 

 
 
 
 

 
 

昭
和
三
十
六
年
年
度
末 

（
４
） 

愛
大
が
ひ
き
う
け
て
か
ら
現
在
ま
で
に
要
し
た
費
用 

 
 
 

備
品
、
雑
品
、
人
件
費
（
内
山
正
夫
、
宗
内
鴻
、
遠
藤
秀
造
）、
志
村
良
治
、
杉
本
晃
、

石
場
俊
、
そ
の
他
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）、
原
稿
依
頼
費
、
計
八
、
四
三
七
、
一
五
二 

 

右
総
費
用
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 

物
件
費 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

三
、
二
六
四
、
一
五
二
円 

 
 

人
件
費 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

五
、
一
七
三
、
〇
〇
〇
円 

 
 

合
計 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

八
、
四
三
七
、
一
五
二
円 

 

   

〔
注
〕
本
間
学
長
宛
の
返
信
。 

４‒２ｆ(2)
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拝
啓 
い
よ
い
よ
御
清
勝
に
て
お
喜
び
申
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
さ
き
に
小
社
布
川
あ
て
貴
大
学
内
華
日
辞

典
刊
行
会
編
華
日
辞
典
の
出
版
に
つ
い
て
、
小
社
に
御
相
談
く
だ
さ
い
ま
し
て
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
く
存

じ
ま
し
た
。
た
だ
ち
に
御
計
画
の
概
要
書
に
よ
っ
て
、
種
々
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
た
め
に
再

三
会
合
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
内
部
の
い
ろ
い
ろ
の
事
情
は
華
日
辞
典
の
事
業
に
与
ら

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
の
結
論
に
な
り
ま
し
た
。
と
く
に
、
目
下
小
社
に
お
い
て
進
行
さ

せ
て
お
り
ま
す
企
画
、
と
り
わ
け
辞
典
関
係
の
も
の
が
す
く
な
く
な
く
、
予
定
ど
お
り
進
捗
せ
ず
難
渋
を

き
わ
め
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
残
念
な
が
ら
見
送
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

多
数
の
出
版
社
の
う
ち
、
と
く
に
小
社
へ
御
話
を
御
か
け
下
さ
い
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
く
感
謝

を
深
く
し
て
お
り
ま
す
が
、
右
の
よ
う
な
事
情
に
て
、
な
に
と
ぞ
悪
し
か
ら
ず
御
諒
承
い
た
だ
き
た
く
お

願
い
し
ま
す
。 

延
引
な
が
ら
右
御
返
事
ま
で
申
上
げ
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
二
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩
波
書
店
編
集
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

波 

木 

居 
 

斉 

二 

    
 

 
 

愛 

知 

大 

学 
 

 
 

 
 

 
 

小 

岩 

井 
 

浄 

先 

生 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

御
侍
史 

 

     

〔
注
〕
辞
典
出
版
依
頼
に
対
す
る
岩
波
書
店
編
集
部
か
ら
の
断
り
状
。 

４‒２ｇ
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評
議
会
議
事
録 

昭
和
四
十
年
一
月
二
九
日 

  

華
日
辞
典
編
纂
出
版
の
件 

  

中
国
よ
り
日
中
友
好
協
会
を
通
じ
て
本
学
に
寄
贈
さ
れ
、
本
学
で
編
纂
中
の
華
日
辞
典
は
図
書
印
刷

出
版
株
式
会
社
の
見
積
に
よ
る
と
印
刷
費
一
、
五
一
一
万
円
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
之
に
対
す
る
援
助

と
し
て
某
民
間
団
体
よ
り
五
〇
〇
万
円
の
寄
付
申
出
の
あ
る
旨
、
本
間
前
学
長
よ
り
連
絡
あ
り
。
之
に

関
連
し
、
華
日
辞
典
の
印
刷
、
出
版
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
が
、
具
体
的
な
資
料
に
乏
し
い
た
め
、
結

論
に
至
ら
ず
、
早
急
に
事
業
計
画
書
の
作
成
、
資
料
の
提
出
を
ま
っ
て
出
版
に
つ
い
て
審
議
検
討
す
る

こ
と
と
し
、
寄
付
金
は
受
入
れ
る
こ
と
に
意
見
の
一
致
を
み
た
。 

４‒２ｈ(1)
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４－２ｈ (2) 

評
議
会
議
事
録 

昭
和
四
十
年
二
月
六
日 

  

華
日
辞
典
出
版
の
件 

  

本
間
喜
一
教
授
よ
り
、
華
日
辞
典
編
纂
の
経
緯
、
出
版
に
対
す
る
資
金
面
の
後
援
者
並
び
に
発
売
引

受
書
店
等
に
つ
き
説
明
あ
り
、
更
に
出
版
す
る
場
合
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
も
試
案
の
説
明
あ
り
、
討

議
の
結
果
左
の
通
り
決
定
す
。 

 
 

華
日
辞
典
は
出
版
す
る
。
但
し
更
に
精
密
な
計
画
の
下
に
慎
重
に
事
を
運
び
、
大
学
の
負
担
額
は
八

〇
〇
万
円
を
限
度
と
す
る
。 

 
 
 

備
考 

 
 
 
 

 
 
 

華
日
辞
典
出
版
概
要 

 
 
 

頁
数 

 
 
 

 

二
〇
〇
〇
頁
～
二
二
〇
〇
頁
（
日
本
語
索
引
） 

 
 
 

印
刷
費
概
算 

 

一
、
五
一
一
万
～
一
、
六
六
〇
万
円 

 

（
索
引
を
つ
け
る
場
合
） 

 
 
 

頒
布
価
格 

 
 

三
五
〇
〇
円
（
予
定
） 

 
 
 

出
版
社 

 
 

 

愛
知
大
学
華
日
辞
典
編
纂
処 

 
 

 

発
行
所 

発
売
元 

 
 

 

大
安
書
店 

発
行
部
数 

 
 

一
〇
、
〇
〇
〇
冊 

  

第
一
回
印
刷
に
要
す
る
費
用
五
〇
〇
万
円
は
日
通
社
長
の
厚
意
に
よ
る
前
渡
金
（
二
〇
〇
〇
部
購
入

の
前
渡
金
）
を
あ
て
る
。
第
二
回
印
刷
の
五
〇
〇
万
円
は
購
入
予
約
金
で
賄
う
。
第
三
回
印
刷
の
五
〇

〇
万
円
と
校
正
費
用
、
日
本
語
索
引
二
〇
〇
頁
増
、
其
の
他
の
雑
費
を
含
め
五
〇
〇
万
円
乃
至
八
〇
〇

万
円
は
予
約
金
で
不
足
の
場
合
、
大
学
で
一
時
立
替
え
、
三
、
四
年
の
中
に
頒
布
代
金
で
償
還
す
る
。

但
し
最
悪
の
場
合
八
〇
〇
万
円
を
限
度
と
し
て
大
学
が
負
担
す
る
。
以
上 

４‒２ｈ(2)
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４－２ｈ (3) 

評
議
会
議
事
録 

昭
和
四
十
年
四
月
三
日 

  

華
日
辞
典
の
件
（
報
告
） 

  

鈴
木
擇
郎
委
員
よ
り
華
日
辞
典
の
出
版
に
関
し
先
回
評
議
会
で
報
告
し
た
協
力
者
（
日
通
社
長
）
と

そ
の
後
の
交
渉
経
緯
と
又
、
教
養
部
佐
々
木
講
師
の
紹
介
で
国
際
親
善
ク
ラ
ブ
（
中
国
と
の
文
化
交
流

を
目
的
と
し
た
団
体
）
の
協
力
者
が
得
ら
れ
る
様
交
渉
中
の
旨
報
告
あ
り 

４‒２ｈ(3)
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４－２ｈ (4) 

開
学
二
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て 

 

日
時
＝
九
月
二
十
一
日
午
后
三
時 

場
所
＝
豊
橋
校
舎
大
会
議
室 

出
席
者 

 

大
学
側 

脇
坂
学
長
他 

 

同
窓
会
側
＝
伊
藤
会
長
、
大
野
副
会
長
他 

  

◇
法
人
の
目
的
及
び
事
業
に
つ
い
て 

 

（
前
略
） 

 

脇
坂
学
長
＝
大
学
も
徐
々
に
研
究
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
る
の
で
法
人
と
し
て
も
積
極
的
な
御
協

力
を
お
願
い
す
る
。
今
日
の
評
議
会
で
決
定
し
た
開
学 

周
年
記
念
事
業
を
披
露
す
る
。
①
は
華
日

辞
典
の
出
版
は 

年
５
月
の
予
定
で
あ
る
。
②
は
図
書
館
の
設
立
（
六
〇
〇
坪
、
二
階
建
）
で
あ
る
。

財
団
法
人
の
事
業
計
画
に
あ
る
奨
学
金
制
度
も
充
分
活
用
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。 

 

（
後
略
） 

     

〔
注
〕
愛
大
同
窓
会
会
報
第
十
二
号
（
昭
和
四
十
年
十
一
月
一
日
）
所
載
に
よ
る
本
学
評
議
会
（
九
月

二
一
日
）
の
決
定
。 

20 

41 

４‒２ｈ(4)
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４－２ｉ 

拝
啓 

 

本
年
も
い
よ
い
よ
お
し
せ
ま
り
ま
し
た
が
、
貴
方
に
は
御
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
上
げ
ま
す
。 

 

か
ね
て
愛
知
大
学
辞
典
編
纂
処
編
《
中
日
大
辞
典
》
の
刊
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
方
面
か
ら
絶
大

の
御
声
援
と
御
協
助
を
い
た
だ
き
、
そ
の
一
日
も
早
い
実
現
を
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
も
と
も
と
当
方
の
微
力
に
く
わ
え
、
編
集
出
版
過
程
に
お
け
る
予
期
せ
ぬ
障
碍
の
た
め
に
、
当

初
の
進
行
計
画
を
は
る
か
に
超
過
し
、
御
予
約
者
に
た
い
し
て
多
大
の
御
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
わ
び
申
上
げ
ま
す
。
現
在
関
係
者
一
同
最
後
の
努
力
を
傾
注
し
、
よ
う
や
く
印
刷
完
了
と
と

も
に
製
本
段
階
に
入
り
ま
し
た
が
、
年
末
を
目
前
に
ひ
か
え
て
の
発
行
は
、
と
り
わ
け
業
務
の
輻
輳
に

と
も
な
っ
て
、
何
か
と
手
違
い
を
生
じ
や
す
く
、
万
全
を
期
す
る
た
め
に
新
年
一
月
末
日
発
行
に
最
終

決
定
を
い
た
し
ま
し
た
。
過
去
何
回
か
に
わ
た
る
発
行
期
日
の
延
期
に
、
当
然
御
不
満
の
む
き
も
多
い

こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
こ
れ
以
上
遅
延
す
る
こ
と
は
絶
対
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
何
卒
御
寛
恕
た

ま
わ
り
た
く
、
こ
こ
に
謹
ん
で
陳
謝
と
と
も
に
、
お
願
い
申
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

敬
具 

  
 

昭
和
四
十
二
年
十
二
月
十
五
日 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
刊
行
会 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

図 

書 
印 

刷 

株
式
会
社 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

株 

式 

会 
社 

大 
 

安 
  

な
お
、
前
金
予
約
（
定
価
三
千
五
百
円
の
と
こ
ろ
特
価
三
千
円
）
は
、
本
年
末
ま
で
く
り
の
べ
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
点
も
あ
わ
せ
て
お
ふ
く
み
お
き
下
さ
い
。 

     

〔
注
〕
刊
行
遅
延
の
詫
状
（
葉
書
） 

４‒２ｉ
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４－２ｊ(1) 

出 
版 
を 

待 

つ 
華 
日 

辞 

典 

 

本
学
の
研
究
機
関
の
一
つ
で
あ
る
華
日
辭
典
編
纂
処
は
、
鈴
木
択
郎
教
授
を
中
心
と
し
て
、
十
年
に
わ

た
る
中
国
語
の
編
纂
に
と
り
く
み
、
よ
う
や
く
今
春
一
応
の
完
成
を
み
た
。
こ
れ
は
語
数
十
三
万
有
余
で
、

か
つ
て
例
の
な
い
画
期
的
な
成
果
だ
と
し
て
、
関
係
各
方
面
か
ら
注
目
を
あ
び
て
い
る
。 

今
ま
で
に
二
、
三
の
出
版
業
者
に
出
版
費
を
見
積
ら
せ
た
と
こ
ろ
こ
の
辞
典
は
、
語
数
が
普
通
の
辞
典

よ
り
二
倍
以
上
も
あ
り
、
中
国
語
の
活
字
が
出
版
所
に
な
い
た
め
、
繁
体
文
字
、
簡
体
文
字
の
活
字
を
造

る
た
め
に
は
莫
大
な
費
用
が
か
か
り
採
算
が
と
れ
な
い
と
い
う
返
事
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
間
前
学
長

が
、
現
在
出
版
を
願
っ
て
骨
折
っ
て
い
る
が
、
不
可
能
な
場
合
は
個
人
と
か
、
中
国
関
係
社
等
の
団
体
か

ら
援
助
を
あ
お
ぎ
、
刊
行
会
を
結
成
す
る
か
、
ま
た
は
中
国
関
係
の
出
版
社
に
請
負
を
要
請
す
る
以
外
に

は
方
法
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
一
方
、
鈴
木
教
授
は
、
縮
版
の
辞
典
を
出
し
て
学
生
や
一
般
人
が
手
軽
に

使
用
で
き
る
よ
う
、
準
備
す
る
意
向
で
あ
る
。 

同
辞
典
の
編
纂
の
沿
革
を
み
る
と
、
昭
和
八
年
、
愛
大
の
前
身
で
あ
る
上
海
の
同
文
書
院
大
学
で
、
学

生
や
研
究
者
が
中
国
語
を
勉
強
す
る
際
に
満
足
で
き
る
辞
典
が
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
、
同
大
学
華
語
研

究
会
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
鈴
木
教
授
を
中
心
に
、
中
国
語
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
内
容
の
充
実
し
た

辞
典
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
華
日
辞
典
の
編
纂
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
原
稿
カ
ー
ド
十
四

万
枚
余
り
の
編
纂
を
し
た
が
、
完
成
間
際
に
敗
戦
と
な
り
、
カ
ー
ド
は
中
国
に
没
収
さ
れ
た
。
戦
後
に
な

っ
て
日
中
友
好
協
会
を
通
じ
再
三
返
還
を
要
求
し
た
と
こ
ろ
、
昭
和
二
十
九
年
迎
還
要
求
が
実
現
し
た
。

そ
の
後
、
中
国
に
文
字
改
革
が
あ
っ
た
の
で
戦
前
編
纂
し
た
カ
ー
ド
の
大
部
分
を
再
整
理
し
て
、
発
音
、

語
意
、
略
語
、
方
言
、
用
語
例
な
ど
、
さ
ら
に
学
術
語
、
古
文
が
解
読
で
き
る
よ
う
に
編
纂
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。 

な
お
、
現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
華
日
辞
典
は
二
冊
ほ
ど
で
、
い
ず
れ
も
五
万
語
前
後
で
あ
る
が
、
同
辭

典
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
存
在
価
値
は
貴
重
な
も
の
と
な
ろ
う
。 

    

〔
注
〕
愛
知
大
学
新
聞 

昭
和
三
九
年
六
月
十
五
日
所
載
。 

４‒２ｊ(1)
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４－２ｊ(2) 

中
日
辞
典
の
刊
行
計
画 

  

こ
の
辞
典
の
編
纂
は
上
海
東
亜
同
文
書
院
大
学
に
お
い
て
昭
和
六
年
頃
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
当

時
中
国
語
担
当
の
日
中
両
国
の
教
授
連
に
委
嘱
し
て
推
進
さ
れ
、
敗
戦
時
既
に
十
四
万
枚
に
上
る
資
料

カ
ー
ド
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。
敗
戦
の
結
果
こ
の
カ
ー
ド
が
全
部
中
国
側
に
接
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
こ
の
事
業
を
日
本
人
の
手
で
完
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
、

日
中
両
国
有
志
の
運
動
と
中
国
側
の
好
意
に
よ
っ
て
昭
和
二
十
九
年
「
日
本
中
国
友
好
協
会
」
に
送
り

届
け
ら
れ
て
来
た
。
そ
こ
で
同
協
会
で
は
各
方
面
の
関
係
者
と
協
議
の
結
果
、
こ
の
辞
典
の
元
の
関
係

者
で
辞
典
完
成
に
情
熱
を
持
っ
て
い
る
愛
知
大
学
の
本
間
喜
一
元
学
長
、
小
岩
井
浄
元
教
授
に
そ
の
編

纂
を
委
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
愛
知
大
学
は
こ
の
光
栄
あ
る
歴
史
的
事
業
の
完
遂
の
た
め
に
万
難
を
排

し
喜
ん
で
そ
の
衡
に
当
る
こ
と
に
な
り
、
鈴
木
択
郎
元
中
国
語
主
任
教
授
が
編
集
委
員
長
、
内
山
雅
夫

元
教
授
が
専
従
者
と
な
り
、
更
に
北
京
中
国
大
学
文
科
卒
業
の
張
禄
沢
女
士
を
招
聘
し
編
集
委
員
十
数

名
の
手
で
資
料
カ
ー
ド
の
整
理
に
当
っ
て
来
た
。
し
か
る
に
中
国
に
お
い
て
は
政
治
社
会
体
制
の
変
革

に
よ
る
多
数
の
新
語
の
発
生
、
文
字
改
革
に
よ
る
標
音
新
ロ
ー
マ
字
方
式
、
簡
化
漢
字
の
採
用
、
読
音

整
理
の
取
り
入
れ
等
目
ま
ぐ
る
し
い
変
革
が
行
わ
れ
た
の
で
、
こ
れ
に
順
応
し
つ
つ
編
纂
を
進
め
て
来

た
が
、
一
方
日
本
に
お
い
て
も
当
用
漢
字
が
制
定
さ
れ
、
単
に
カ
ー
ド
の
増
補
の
み
な
ら
ず
殆
ん
ど
総

て
の
カ
ー
ド
が
書
き
替
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
で
、
こ
の
よ
う
な
事
情
の
下
で
満
十
年
を
費
や
し

て
一
応
脱
稿
の
域
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
結
果
親
字
約
一
万
字
、
語
彙
約
十
三
万
語
を

収
録
し
た
大
辞
典
と
な
っ
た
。
こ
の
辞
典
の
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
側
の
好
意
に
応
え
得
る

と
共
に
日
中
文
化
の
交
流
に
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
間
の
経
費
に
つ
い

て
は
愛
知
大
学
、
文
部
省
科
学
研
究
補
助
、
朝
日
新
聞
社
、
中
日
新
聞
社
、
日
本
通
運
株
式
会
社
等
篤

志
家
の
援
助
に
よ
り
出
版
に
踏
み
切
っ
た
も
の
で
あ
る
と
云
う
。 

 
 

出
版
内
容 

装 

禎 
 

Ａ
５
版
二
、
〇
〇
〇
～
ニ
、
二
〇
〇
頁 

定
価
予
定 

三
、
五
〇
〇
円 

出
版
元 

 

愛
知
大
学 

出
版
予
定 

昭
和
四
十
一
年
中 

 

な
お
こ
の
出
版
計
画
に
対
し
ご
質
問
等
あ
り
ま
し
た
ら
満
蒙
援
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。 

    

〔
注
〕
満
蒙
通
信 

第
一
二
四
号
（
昭
和
四
十
年
四
月
十
五
日
）
所
載
。 
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編者のことば 

 
発端：昭和初期以前に中国語を学んだ人にとって最大の悩みは教科書・参考書・辞書が

すこぶる不備だったことである。中国にりっぱな辞典“辞源”“辞海”のあらわれたのはそ

れぞれ 1915 年・1937 年であった。それとても両者とも文語を対象としたものであって、

中国語辞典としてはおそらく最初のものであった周銘三編“国語辞典”（総ページ 281 の小

型のもの）は 1922 年、“王雲五大辞典”は 1930 年、“標準語大辞典”は 1935 年であり、

本格的な中国語辞典“国語辞典”の出現は 1936 年であった。 
 中国語辞典が出版されたのは、むしろ日本の方がはやく、大正のはじめごろすでに石

山福治氏の中国語辞典があった。しかし、それは学生のわたくしが使ってもはなはだ不満

を覚えたものであった。（1935 年同氏は本文 1750 頁におよぶものを出版された）。その後、

昭和年代になってからは、1928 年に“井上支那語辞典”、1945 年に宮島・矢野氏“ポケッ

ト中国語辞典”、1941 年に竹田復氏“支那語辞典”など近代的な中国語辞典があらわれて、

一応需要にこたえてくれたのであったが、それとても時勢の推移と要求の増大高度化に応

じ難くなっていた。 
 外国語の辞書をつくることは、もとより容易なことではない。明治中葉以来、すでに

わが国における西洋諸国語、特に英・独・仏語の辞典がほぼ完備していたのは、わが国に

おけるそれらの外国語の研究が進んでいたからであるが、実はそれらの諸国ではそれぞれ

の国語の研究が進んでおり、りっぱな辞典ができていたからだともいいうる。 
 しかし、中国においては従来学者は古文を重んじ、口語を軽んずる風があったので、

中国語に対する中国の学者の研究はじゅうぶんではなかった。このような状況の下で石山

氏や宮島氏・井上翠氏・竹田復氏らの辞典がよし多くの不備の点があったにせよ、中国語

の辞典を編んだということは容易ではなかったことと思う。さはいえ、このような不備不

完全な状態は克服されねばならないことを痛感したのであった。 
従来、東亜同文書院は常時十数名の日中両国人の中国語教師を擁していたので、中国語

辞典をわれわれの手で編むことは可能であり、またその責任もあると感じていた。そこで

わたくしはわれわれの手で中国語辞典を編纂することを発起し推進した。編纂方針は井上

辞典を出発点とし、これに必要な語彙を補充して現実の要請に応じ得る中国語辞典を作ろ

うというのであった。編纂業務は教学の余暇全員によって進められた。後に中日事変・太

平洋戦争のために業務は停頓したが、敗戦後、敵産として中華民国へ接収されたときは、

粗資料カード約 14 万枚あり、語数としては 7～8 万語であったろうか。当時の語彙蒐集は

次の諸氏によって進められていた。次に記してその労を謝する。 
鈴木択郎 熊野正平 野崎駿平 坂本一郎 影山巍 岩尾正利 内山雅夫 山口左熊 
木田弥三旺 金丸一夫 尾坂徳司 外に中国人講師八名（特に姓名を略す） 
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原稿カードの返還：戦後ややおちついた 1953 年 7 月愛知大学長（元東亜同文書院大学長）

本間喜一氏から、辞典原稿をかえしてもらうよう願出ようと熱心に説かれた。わたしは原

稿カード引渡しの際、接収委員鄭振鐸氏に対し「もし事情が許すようになったら、われわ

れの手でこの辞典を完成させてもらいたい」と口頭ながら申し入れてあったことを思い出

し、願出て見ることにした。願書は日本中国友好協会理事長内山完造氏に依頼し中国科学

院長郭沫若氏に送られた。同氏の斡旋により原稿カードは中国人民保衛世界和平委員会劉

貫一氏から「日中文化交流のため改めて日本人民に贈る」という主旨で、1954 年 9 月引揚

船興安丸に託して送りとどけられた。受入れの窓口であった日本中国友好協会は、この事

業のもとの関係者を招致して協議した結果、もとの関係者が多く、かつ完成に熱意をもつ

愛知大学にこれを委ねることになった。愛知大学では、この意義ある歴史的な事業を完成

するため、その任にあたることを決意し、付託にこたえることとなった。 
編纂業務の再開：本格的に中日辞典編纂業務が再開されたのは 1955 年 4 月であった。再

開に当っては編纂委員会が組織され、わたくしが 1933 年以来この事業を発起し推進にあた

って来た一人であったので編纂委員長を命ぜられ、専任者として元東亜同文書院大学予科

教授内山雅夫氏、北京中国大学卒業張禄沢女史、愛知大学中国文学科卒業今泉潤太郎氏ら

を聘し、兼務専門委員として愛知大学教授桑島信一氏およびわたくしを加え、さらに学内

外に協力委員数氏を委嘱し、一応の陣容をととのえた。1957 年にはさらに専任者として元

外務省通訳官遠藤秀造氏、元 NHK 海外局宗内鴻氏、東北大学中国文学科特別研究生終了の

志村良治氏、愛知大学経済学士杉本晃氏らを加え、その後さらに欧陽可亮氏も短期間であ

ったがこれに加わり、編集陣容は充実された。この事業の完成はすべて上述の人人の御尽

力によるもので深くその労を謝する次第である。特に内山雅夫氏のこの業務全般にわたっ

ての綿密な企画運営と 13 年間 1 日の如きたゆまぬ精進、張禄沢女史、欧陽可亮氏によって

多くの疑問が解決され語彙の採否が決定されたこと、今泉氏は途中 2 年間研究のためこの

業務から離れたが、その後の長年月にわたり自発的に協力され、原稿カードおよびゲラの

整理・漢字索引の研究作成や印刷全般にわたっての注意深い処理などに対して重ねて謝意

を表したい。 
なお、本学内外の下記諸氏から語彙蒐集の援助を受けたことを記して謝意を表する。 
前神戸外国語大学教授（現関西大学教授）坂本一郎氏・前一橋大学教授熊野正平氏・

前東北大学教授故野崎駿平氏・松山市西石井渡辺美登里氏・NHK 国際局佐藤堅一氏・ 
中国研究所米沢秀夫氏・欧陽可亮氏 

 以上のうち坂本氏・佐藤氏は数年にわたり多数の新語を寄せられ、渡辺夫人はこの事業

を新聞で知られ、年来中国において収録された中国料理に関する語彙多数を送って下さっ

た。中国研究所からは御好意により資料カードを拝借することができた。本学内において

は浅井敦・杉本出雲・向山寛夫（現国学院大教授）諸氏から援助を受けたことに対し謝意

を表する。 
 本学学生諸君からも多大の援助を受けた。その人数も多数にのぼるので、一一姓名を記
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さず、一括してここに謝意を表する。なお、伊藤克子氏には本辞典印刷段階の 1966・67 年

の間根気のいるゲラの整理などを極めて正確に処理していただいたことを記して謝意を表

する。 
 このようにして編集は順調にすすめられたものの、事業の大きさに比し編集陣容ははな

はだ貧弱といわざるを得なかった。従って語彙の蒐集・選択においても所期の目標に達し

得なかったことは残念に思っている。 
 一方においては幸なことには、五四運動以後大いに進んだ中国における中国語研究は、

中華人民共和国成立後は、文字改革の気運が高まり、中国語の研究が急速に発展し、多く

の出版物もあらわれ、辞典は“学文化字典”“同音字典”“新華字典”など小字典ながらす

ぐれたものがあらわれた。この外“機工辞典”その他の多数の専門辞書もあらわれて、豊

富な資料が自由に入手することができた。わが国においても香坂・太田氏の“現代中日辞

典”・鐘ヶ江氏の“中国語辞典”・倉石氏の“岩波中国語辞典”などが相ついで出版された。

われわれのこの“中日大辞典”も以上のものから多大の恩恵を受けたことを記して日中両

国の多くの学者諸氏に感謝の意を表する。 
 上述の如く、内外の事情はこの事業に有利に推移したようであるが、その反対に完成期

をさきへ押しやるような事情も少なくはなかった。それは先ず完成期を 1961 年とした最初

の見とおしが甘すぎたこと・中国における文字改革を全面的にとり入れたため多くの手な

おし、書き改めを必要としたこと・3 千字以上の新旧活字を鋳造したこと・桑島氏が病気の

ため早い時期にこの陣容から離脱したこと・1963 年後半からは経費節約のため編さん陣容

を縮小して別途人件費を必要としない鈴木・内山・張・今泉の 4 名としたことなどで当初

予定の二倍以上、すなわち 13 年を経た今日ようやく完成を見るに至った。 
 中国からの援助：中国方面からは、1956 年 2 月北京の中国人民対外文化協会より同音字

典・簡明字典・中国語文その他の資料の寄贈を受けた。1955 年 12 月中国学術視察団副団

長馮乃超氏が愛知大学を訪問され、「為中日両国文化交流打好堅実的基礎」という題字を下

さった。1958 年 4 月には中国法律家代表団、1964 年 6 月には中国経済友好訪日代表団、

同 12月には中国法律家代表団韓幽桐氏らがいずれも中日大辞典編纂室を訪れて激励して下

さった。また 1966 年豊橋市長河合陸郎氏の訪中にあたっては、郭沫若氏は同氏に託して雄

渾な墨跡「激濁揚清」を下さって激励して下さった。またわたくしが 1958 年に訪中した時

には呂叔湘教授・文字改革委員会荘棟氏らから文字改革に関し多くの御教示をいただいた。

何れも感激に堪えない。 
 編纂印刷資金に対する本学内外の援助：商業的採算に乗りにくいこの事業は、財政上の

困難は免れ得なかった。幸にしてこの間 1956 年 7 月には文部省科学助成金機関研究費が交

付され、1957 年には朝日新聞社・中日新聞社および某氏（本人の希望により特に名を秘す）

から多額の助成金が交付され、他にある二名の方から貧者の一灯なりと称して小額ながら

交付されて編集を援助して下さった。この日中文化交流に理解ある御好意はまことに有難

いことであった。 
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 編纂は以上の如くして 1966 年 4 月には一応完了したのであるが、出版は資金の関係で目

途が立たなかったが、本間名誉学長の数年にわたる奔走は稔り、4 月に日本通運社長福島敏

行氏の御好意により多数の予約をいただき、また時あたかも愛知大学創立二十周年に当る

ので記念事業の一環としてこの辞典出版を採用することになり、評議会の決議により出版

費の大半が保障されたので印刷出版に踏み切った。その後、朝日新聞社・毎日新聞社から

もそれぞれ多数の予約をいただいた。この両新聞社の予約はそれぞれ予約者の名義で中国

へ寄贈して中国の好意を謝する予定である。 
 印刷出版：出版計画はすべて株式会社大安に委託し、印刷は図書印刷株式会社に依頼し

た。両者ともこの事業の日中文化交流・日中友好的性格に賛同し誠心誠意この辞典の完成

に尽力された。株式会社大安は印刷所との交渉・印刷進行に関する計画・校正・予約・販

売に関する計画・実施など一切をひき受け、図書印刷株式会社では中国の簡化漢字および

わが国では常用しない旧漢字など 3 千字以上の活字を新鋳するなど多大の犠牲を惜しまれ

ず、大安・図書印刷・編纂者は常に緊密な連絡をとって円滑な進行をはかった。 
 校正は二三校を志村良治・荘司格一・長谷川良一・立間祥介・平田敏子・西山敏雄・井

沢忠夫氏らのご協力を願った。 
 本間喜一氏は原稿カードを贈って下さった中国に対して、東亜同文書院大学の最後の学

長として、また愛知大学の事業としての出版に対する責任を感ぜられてもろもろ配慮され、

ついにこの事業を完成され、その責任を全うされた。すなわちこの事業は全く本間先生の

熱意によってはじまり、御配慮によって完成したものであることを痛感し、茲にあらため

て敬意と謝意とを表するものである。 
 なお、その間 1955 年 11 月に学長に就任し、1959 年 2 月物故された小岩井浄氏も愛知大

学の窮屈な財政の中から編纂費を支出するため配慮され、また終始われわれ編纂員を激励

し、その完成を期待して種々御尽力下さった。茲に謹んで感謝の意を表し、御冥福を祈る。 
 

1967 年 11 月 
 

愛知大学中日大辞典編纂処 
編纂委員長 鈴 木 択 郎 

 
 
 
 
 
〔注〕初版の序。 

４‒３ａ



185

資料による中日大辞典編纂所の歴史 ４

― 　―

４－３ｂ 

1 
 

『
中
日
大
辞
典
』
の
編
纂 

① 

今
泉
潤
太
郎  

 
 

 
 
 

 
 
  

 

一 

『
中
日
大
辞
典
』
の
誕
生
ま
で 

  

辞
典
原
稿
カ
ー
ド
の
返
還 

本
学
創
立
二
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
始
め
ら
れ
十
三
年
の
歳
月

を
費
や
し
た
『
中
日
大
辞
典
』
は
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
二
月
刊
行
さ
れ
た
。 

 

愛
知
大
学
に
お
け
る
中
国
語
日
本
語
対
訳
辞
典
の
編
纂
は
、
本
学
の
前
身
と
も
い
う
べ
き
東
亜
同
文
書

院
（
の
ち
大
学
）
に
お
け
る
二
十
余
年
間
の
華
日
辞
典
編
纂
事
業
を
受
け
継
ぎ
完
成
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

東
亜
同
文
書
院
（
大
学
）
に
お
け
る
学
術
研
究
は
全
教
員
か
ら
組
織
さ
れ
た
支
那
研
究
部
に
よ
っ
て
推

進
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
に
設
け
ら
れ
た
華
語
研
究
室
で
は
中
国
語
教
員
の
手
で
一
九
三
三
年
頃
か
ら
華

日
辞
典
の
編
集
が
始
め
ら
れ
、
敗
戦
時
に
は
約
十
四
万
枚
（
七
、
八
万
語
）
の
未
整
理
原
稿
カ
ー
ド
が
作

成
さ
れ
て
い
た
。
１ 

 

一
九
四
五
年
八
月
、
敗
戦
に
よ
り
こ
の
カ
ー
ド
も
同
文
書
院
財
産
の
一
部
と
し
て
国
民
政
府
教
育
部
京

滬
区
特
派
員
辦
公
処
（
委
員
長
蒋
復
璁
・
委
員
鄭
振
鐸
ら
）
に
よ
っ
て
敵
産
と
し
て
接
収
さ
れ
た
。
２ 

 

東
亜
同
文
書
院
大
学
の
最
後
の
学
長
で
あ
っ
た
本
間
喜
一
本
学
第
二
代
学
長
は
、
一
九
四
九
年
の
新
中

国
の
成
立
を
み
る
に
及
び
小
岩
井
浄
法
経
学
部
長
と
相
談
し
、
同
文
書
院
の
中
国
語
教
員
と
し
て
華
日
辞

典
編
纂
事
業
を
進
め
て
き
た
鈴
木
擇
郎
教
授
に
対
し
、
カ
ー
ド
返
還
を
中
国
側
に
要
望
し
て
み
て
は
ど
う

か
と
熱
心
に
説
い
た
。 

 

中
華
人
民
共
和
国
の
出
現
に
と
も
な
う
言
語
環
境
の
激
変
に
よ
り
原
稿
カ
ー
ド
が
利
用
に
堪
え
ぬ
も
の

と
な
っ
た
こ
と
、
辞
典
編
集
は
長
期
に
わ
た
る
困
難
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
逡
巡
す
る
気
持
ち
が

強
か
っ
た
鈴
木
教
授
も
本
間
学
長
の
熱
意
に
お
さ
れ
、
ま
た
カ
ー
ド
接
収
に
立
ち
会
っ
て
い
た
際
に
接
収

委
員
の
鄭
振
鐸
氏
３

（
著
名
な
文
学
者
）
に
対
し
、
も
し
将
来
事
情
が
許
す
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
わ
れ
わ
れ

の
手
で
こ
の
辞
典
を
完
成
さ
せ
て
欲
し
い
と
述
べ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
賛
意
を
表
し
た
。 

 

本
間
学
長
の
指
示
に
よ
り
一
九
五
〇
年
末
、
鈴
木
教
授
は
中
国
側
に
こ
の
要
望
を
伝
え
る
べ
く
、
同
年

一
月
に
発
足
し
た
日
本
中
国
友
好
協
会
に
協
力
を
求
め
た
。
同
会
は
本
間
学
長
も
理
事
を
つ
と
め
、
日
中

間
に
正
式
の
国
交
の
な
い
間
、
唯
一
民
間
外
交
を
担
っ
た
組
織
と
し
て
中
国
側
に
も
認
知
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
本
学
国
際
問
題
研
究
所
内
に
豊
橋
支
部
事
務
所
を
置
き
、
支
部
役
員
・
会
員
も
大
半
は
本
学
教
職

員
学
生
で
あ
っ
た
。
同
会
は
快
く
協
力
を
約
し
、
た
だ
ち
に
島
田
政
雄
本
部
理
事
か
ら
中
国
側
の
康
大
川

氏
に
愛
知
大
学
の
要
望
は
伝
え
ら
れ
た
。
島
田
氏
は
同
会
の
文
化
教
育
担
当
者
、
康
氏
は
中
国
新
聞
総
署

国
際
新
聞
局
日
語
科
長
で
あ
り
、
当
時
両
氏
は
、
日
中
両
国
間
の
出
版
物
に
関
す
る
業
務
責
任
者
の
立
場

に
あ
っ
た
。 

 

さ
ら
に
、
一
九
五
三
年
春
、
折
か
ら
始
ま
っ
た
中
国
在
留
邦
人
の
帰
国
問
題
を
話
し
合
う
た
め
訪
中
し
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た
日
本
中
国
友
好
協
会
内
山
完
造
理
事
長
か
ら
も
、
直
接
、
郭
沫
若
中
国
科
学
院
院
長
に
伝
え
ら
れ
た
。

や
が
て
中
国
側
か
ら
『
人
民
中
国
』
編
集
部
宛
て
に
要
望
書
を
出
す
よ
う
に
と
の
助
言
を
受
け
、
同
年
七

月
、
あ
ら
た
め
て
本
間
学
長
名
で
原
稿
カ
ー
ド
返
還
要
望
書
が
郭
沫
若
・
鄭
振
鐸
両
氏
宛
て
に
内
山
理
事

長
を
経
て
提
出
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

翌
一
九
五
四
年
四
月
十
日
、
中
国
人
民
保
衛
世
界
和
平
委
員
会
劉
寧
一
秘
書
長
名
で
内
山
理
事
長
宛
て

に
返
事
が
届
い
た
。 

  
 

貴
方
が
本
会
郭
沫
若
主
席
に
出
さ
れ
た
手
紙
を
う
け
と
り
ま
し
た
。
貴
方
が
過
去
上
海
に
お
い
て
編

集
さ
れ
た
「
華
日
辞
典
」
の
カ
ー
ド
の
件
に
つ
い
て
私
た
ち
は
各
方
面
を
さ
が
し
ま
し
た
が
す
で
に
関

係
部
門
の
協
力
に
よ
り
さ
が
し
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
「
華
日
辞
典
」
の
カ
ー
ド
は
日
本
が
投
降
し
た
と
き
国
民
党
の
国
立
編
訳
館
に
接
収
さ
れ
、
当

時
す
で
に
一
部
が
遺
失
し
て
お
り
ま
し
た
が
な
お
十
四
万
枚
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
解
放
後
わ
が
国
の

人
民
政
府
に
接
収
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

こ
の
辞
典
カ
ー
ド
は
敵
産
と
し
て
没
収
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
来
な
ら
ば
、
お
か
え
し
で
き
な
い
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
中
日
両
国
人
民
の
友
誼
と
文
化
交
流
促
進
の
見
地
か
ら
、
今
は
わ
が
会
が
う
け
と

り
、
文
化
交
流
の
賜
物
と
し
て
日
本
の
方
々
に
わ
が
会
か
ら
お
送
り
す
る
も
の
で
す
。 

 
 

私
た
ち
相
互
の
協
力
に
よ
り
中
日
両
国
人
民
間
の
文
化
交
流
が
日
ま
し
に
発
展
し
、
両
国
人
民
間
の

友
誼
の
日
ま
し
に
強
固
に
な
る
こ
と
を
信
じ
て
お
り
ま
す
。
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
こ
の
カ
ー
ド
を
郵

送
す
る
こ
と
は
不
便
で
も
あ
り
、
万
一
遺
失
す
る
が
ご
と
き
こ
と
に
な
れ
ば
き
わ
め
て
お
し
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
の
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
お
送
り
し
た
ら
よ
ろ
し
い
か
、
な
に
と
ぞ
ご
返
事
く
だ
さ
い
。 

 

こ
の
返
信
は
日
本
中
国
友
好
協
会
本
部
機
関
紙
『
日
本
と
中
国
』
一
九
五
四
年
六
月
十
一
日
号
に
、
「
講

和
も
ま
だ
成
立
し
て
い
な
い
交
戦
状
態
継
続
中
の
国
の
国
民
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
た
こ

と
は
歴
史
上
稀
有
な
こ
と
で
あ
る
」
と
の
編
集
部
の
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
報
じ
ら
れ
て
い
る
。 

辞
典
カ
ー
ド
所
在
を
探
査
し
た
経
緯
は
島
田
政
雄
氏
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

島
田
氏
の
依
頼
に
よ
り
康
大
川
氏
は
国
際
新
聞
局
秘
書
長
に
調
査
を
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
辞
典
カ
ー

ド
は
鄭
振
鐸
氏
の
も
と
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
こ
の
旨
を
上
司
の
喬
冠
華
・
新
聞
総
署
国
際
新

聞
局
長
（
の
ち
外
交
部
長
）
に
報
告
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
辞
典
カ
ー
ド
は
返
還
す
る
こ
と
に
な
り
、
あ

と
は
こ
ち
ら
で
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
本
件
は
康
氏
の
手
か
ら
離
れ
た
。
４ 

 

原
稿
カ
ー
ド
返
還
ま
で
に
至
る
過
程
で
、
中
国
側
で
ど
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
か
調
べ
る
す
べ

も
な
い
。
し
か
し
、
こ
と
は
民
間
の
一
小
事
で
あ
り
、
も
の
は
経
済
価
値
ゼ
ロ
に
等
し
く
と
も
、
中
華
民

国
政
府
が
敵
産
と
し
て
接
収
し
た
日
本
人
の
在
華
資
産
を
、
中
華
人
民
共
和
国
政
府
が
そ
の
持
主
で
あ
る

日
本
人
の
要
望
に
よ
り
返
還
す
る
か
否
か
と
い
う
、
高
度
な
政
治
的
判
断
が
求
め
ら
れ
る
性
質
の
問
題
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
党
・
政
府
首
脳
の
も
と
に
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
指
示
を
仰
い
で
上
述
の
如
き
措
置
と
な
っ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

こ
れ
を
う
け
て
日
本
中
国
友
好
協
会
は
在
華
邦
人
の
引
揚
船
の
興
安
丸
を
利
用
し
て
引
き
取
る
こ
と
と
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し
、
受
取
り
使
節
と
し
て
伊
藤
武
雄
日
本
中
国
友
好
協
会
理
事
長
・
鈴
木
擇
郎
教
授
ら
を
派
遣
す
る
こ
と

と
し
た
が
、
外
務
省
か
ら
旅
券
が
発
給
さ
れ
ず
、
や
む
な
く
乗
船
代
表
の
島
田
政
雄
理
事
が
代
理
し
て
受

け
取
る
こ
と
と
な
っ
た
。
九
月
下
旬
、
興
安
丸
に
搭
載
さ
れ
た
辞
典
カ
ー
ド
は
大
型
木
箱
二
個
に
収
め
ら

れ
、
舞
鶴
港
に
到
着
後
、
東
京
の
日
本
中
国
友
好
協
会
本
部
へ
運
ば
れ
た
。 

 

日
本
中
国
友
好
協
会
は
、
こ
の
原
稿
カ
ー
ド
は
新
た
に
日
本
人
民
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
確
認

の
も
と
に
本
間
学
長
ら
愛
大
関
係
者
お
よ
び
、
こ
の
カ
ー
ド
作
成
に
従
事
し
た
元
東
亜
同
文
書
院
大
学
中

国
語
教
員
ら
を
招
致
し
５

、
受
け
取
っ
た
原
稿
カ
ー
ド
の
処
置
を
め
ぐ
っ
て
協
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
も
と

の
関
係
者
が
多
く
、
か
つ
辞
典
完
成
に
熱
意
と
実
行
力
の
あ
る
愛
知
大
学
に
こ
れ
を
委
ね
る
こ
と
に
参
加

者
全
員
の
意
見
の
一
致
を
み
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
結
論
を
得
て
、
本
間
学
長
は
本
学
の
手
で
日
本
人
民
を
代
理
し
て
、
華
日
辞
典
を
編
纂
す
る
こ
と

を
正
式
に
大
学
評
議
会
に
提
案
す
る
こ
と
と
し
た
。
か
く
し
て
十
二
月
八
日
、
原
稿
カ
ー
ド
は
愛
知
大
学

に
到
着
し
た
。
な
お
後
日
こ
の
措
置
を
め
ぐ
り
、
一
部
か
ら
非
難
が
ま
し
い
動
き
も
で
た
が
、
そ
れ
は
辞

典
完
成
の
責
を
担
っ
て
い
る
愛
知
大
学
と
し
て
認
め
ら
れ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
６ 

  

初
版
の
編
集 

一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
二
月
の
評
議
会
に
よ
っ
て
こ
の
華
日
辞
典
編
纂
と
い
う
意
義

あ
る
歴
史
的
事
業
を
完
成
す
る
た
め
、
本
学
が
そ
の
任
に
あ
た
る
こ
と
が
正
式
決
定
さ
れ
た
。 

 

戦
後
、
無
一
物
か
ら
出
発
し
た
本
学
は
よ
う
や
く
十
年
目
に
入
り
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
基
盤
の
整

備
が
緊
急
課
題
と
さ
れ
、
特
に
財
政
面
で
は
慢
性
的
な
収
支
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
状
態
に
あ
り
、
長
期
に
わ

た
り
多
く
の
経
費
を
要
す
る
辞
典
編
纂
の
事
業
化
に
対
し
て
強
い
危
惧
の
念
を
い
だ
く
向
き
も
あ
っ
た
。 

 

こ
の
た
め
、
本
間
学
長
は
辞
典
編
集
の
意
義
を
学
内
に
対
し
て
大
い
に
説
得
す
る
こ
と
に
つ
と
め
る
と

と
も
に
、
大
学
財
政
に
負
担
を
か
け
ぬ
よ
う
に
辞
典
刊
行
を
遂
行
さ
せ
る
べ
く
「
華
日
辞
典
刊
行
会
」
を

設
立
さ
せ
た
。
こ
れ
は
こ
の
辞
典
に
対
し
て
広
く
外
部
の
意
見
を
仰
ぐ
と
と
も
に
、
辞
典
出
版
上
の
情
報

を
広
く
集
め
、
さ
ら
に
将
来
の
出
版
に
備
え
て
外
部
資
金
の
導
入
を
意
図
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

一
九
五
五
年
六
月
正
式
に
発
足
し
た
華
日
辞
典
刊
行
会
は
、
本
間
学
長
・
小
岩
井
法
経
学
部
長
・
山
崎

知
二
文
学
部
長
・
鈴
木
教
授
ら
学
内
関
係
者
お
よ
び
、
学
外
か
ら
伊
藤
武
雄
氏
と
東
亜
同
文
書
院
大
学
中

国
語
教
授
で
あ
っ
た
熊
野
正
平
一
橋
大
教
授
・
野
崎
駿
平
東
北
大
学
教
授
・
坂
本
一
郎
神
戸
外
国
語
大
教

授
ら
を
評
議
員
と
し
て
構
成
さ
れ
た
。 

 

刊
行
会
設
立
に
先
立
つ
同
年
四
月
、
華
日
辞
典
編
集
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
正
式
に
「
華
日
辞
典
編
纂

處
」
の
門
札
が
現
在
の
大
学
記
念
館
西
側
、
豊
橋
鉄
道
渥
美
線
沿
い
の
建
物
（
旧
陸
軍
養
正
舎
。
現
教
職

員
組
合
事
務
所
）
に
掛
け
ら
れ
た
。
委
員
長
に
鈴
木
擇
郎
教
授
、
専
任
者
と
し
て
編
集
主
任
内
山
雅
夫
教

授
（
東
亜
同
文
書
院
大
中
国
語
教
授
）
・
張
禄
澤
講
師
・
今
泉
潤
太
郎
嘱
託
を
聘
し
、
同
時
に
兼
務
専
門
委

員
と
し
て
桑
島
信
一
教
授
（
東
亜
同
文
書
院
卒
）
、
協
力
委
員
と
し
て
学
内
外
の
中
国
関
係
専
門
家
若
干
名

を
委
嘱
し
、
一
応
の
陣
容
が
整
っ
た
。
当
初
は
東
亜
同
文
書
院
大
学
の
中
国
語
教
員
を
極
力
招
聘
す
る
方

向
で
折
衝
が
行
わ
れ
た
が
、
結
局
、
発
足
当
初
は
前
記
メ
ン
バ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
後
、
編

集
が
進
捗
す
る
に
従
い
、
一
九
五
七
年
に
は
東
亜
同
文
書
院
卒
の
遠
藤
秀
造
・
宗
内
鴻
両
氏
、
志
村
良
治
・

杉
本
晃
ら
各
氏
を
委
嘱
し
、
編
集
陣
も
強
化
さ
れ
た
。
お
く
れ
て
東
亜
同
文
書
院
中
国
人
講
師
の
欧
陽
可

４‒３ｂ
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亮
氏
も
短
期
間
加
わ
っ
た
。 

 

編
集
に
あ
た
っ
て
こ
の
辞
典
を
、
中
国
語
を
通
し
て
現
代
中
国
を
多
面
的
に
深
く
理
解
す
る
た
め
の
工

具
書
（
編
注 
中
国
語
で
参
考
書
の
こ
と
）
と
位
置
づ
け
た
。
こ
の
た
め
特
に
語
彙
面
で
は
現
代
漢
語
を

中
心
と
し
、
中
古
白
話
・
古
漢
語
も
最
低
必
要
範
囲
内
で
収
録
し
、
重
点
的
に
中
華
人
民
共
和
国
の
新
事

象
を
反
映
す
る
政
経
用
語
か
ら
科
学
技
術
用
語
・
動
植
物
用
語
に
至
る
ま
で
広
範
囲
に
、
可
能
な
限
り
一

次
資
料
か
ら
語
を
採
る
こ
と
と
し
、
用
例
と
解
説
に
当
た
っ
て
は
中
国
小
百
科
辞
典
の
如
き
性
格
を
も
た

せ
、
漢
字
・
発
音
表
記
そ
の
他
、
で
き
る
だ
け
規
範
化
さ
れ
、
か
つ
実
用
性
に
富
む
中
日
辞
典
を
つ
く
る

こ
と
と
し
た
。
こ
の
編
集
ス
タ
イ
ル
は
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
『
中
日
大
辞
典
』
の
特
徴
と
な
り
、
今
日
に

及
ん
で
い
る
。 

 

ま
た
、
使
用
す
る
漢
字
は
可
能
な
限
り
簡
化
字
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
、
発
音
表
記
や
文
法
用
語
、
さ

ら
に
解
説
な
ど
内
容
全
般
に
つ
い
て
も
、
中
華
人
民
共
和
国
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
言
語
規
範
化
の
方
向

に
沿
う
こ
と
を
心
掛
け
た
。
し
か
し
、
日
本
人
の
た
め
の
中
国
語
辞
典
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
見
出

し
語
と
し
て
掲
げ
る
単
語
認
定
の
規
準
を
ゆ
る
く
し
、
で
き
る
だ
け
広
く
多
く
の
語
を
見
出
し
語
と
し
て

出
し
た
こ
と
や
、
解
説
に
当
た
っ
て
は
客
観
・
中
正
を
保
つ
姿
勢
を
貫
い
た
こ
と
な
ど
は
、
編
者
と
し
て

は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
後
々
議
論
を
よ
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

開
始
に
当
た
っ
て
編
集
に
四
、
五
年
、
印
刷
に
二
年
、
計
五
、
六
年
は
か
か
る
と
大
雑
把
に
見
込
み
、

編
集
の
進
捗
に
よ
っ
て
計
画
を
修
正
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
返
還
さ
れ
た
原
稿
カ
ー
ド
の
点
検
を
終
え

て
み
る
と
、
こ
の
ま
ま
使
用
で
き
る
も
の
は
皆
無
に
近
か
っ
た
。
カ
ー
ド
は
必
要
に
応
じ
て
用
例
そ
の
他

に
利
用
す
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
は
編
集
前
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
二
十
七
年
の
歳
月
は
中
国

語
を
と
り
ま
く
環
境
を
変
え
た
ば
か
り
か
、
中
国
語
そ
の
も
の
を
も
一
変
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
７ 

 

歳
月
の
経
過
と
社
会
の
変
動
に
よ
っ
て
姿
を
消
し
た
語
の
整
理
、
新
た
に
現
れ
た
語
や
用
例
の
採
録
の

ほ
か
、
次
々
と
発
表
さ
れ
実
施
さ
れ
る
一
連
の
言
語
改
革
、
す
な
わ
ち
簡
化
字
の
発
表
、
印
刷
通
用
漢
字

の
制
定
、
異
体
字
の
廃
止
、
拼
音
（
中
国
式
ロ
ー
マ
字
発
音
記
号
）
の
採
用
、
異
読
音
の
整
理
、
標
準
音

の
制
定
な
ど
、
辞
書
作
り
の
根
幹
に
あ
た
る
も
の
の
採
入
れ
に
追
わ
れ
る
な
か
で
時
間
は
過
ぎ
て
い
っ
た
。 

 

編
集
の
過
程
で
は
内
外
か
ら
の
援
助
が
あ
り
、
中
国
側
か
ら
も
多
く
の
援
助
を
う
け
た
。
華
日
辞
典
編

纂
処
開
設
後
は
中
国
人
民
対
外
文
化
協
会
か
ら
各
種
図
書
資
料
が
多
種
送
ら
れ
て
き
た
が
、
中
国
図
書
の

入
手
が
困
難
な
当
時
に
あ
っ
て
、
ま
こ
と
に
得
が
た
い
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
特
に
一
九
五
五

年
十
二
月
、
郭
沫
若
氏
を
団
長
と
す
る
戦
後
初
の
訪
日
団
で
あ
る
中
国
学
術
視
察
団
の
副
団
長
馮
乃
超
中

山
大
学
副
学
長
が
本
学
を
訪
問
し
て
辞
典
編
纂
処
を
激
励
し
、
帰
国
後
関
係
方
面
に
報
告
し
た
結
果
で
あ

っ
た
。 

 

一
九
五
八
年
五
月
に
は
愛
知
県
平
和
代
表
団
副
団
長
と
し
て
鈴
木
教
授
が
訪
中
し
て
、
郭
沫
若
氏
と
会

見
し
た
ほ
か
、
中
国
科
学
院
語
言
研
究
所
や
文
字
改
革
委
員
会
を
訪
問
し
、
辞
典
編
纂
上
有
益
な
教
示
を

得
て
帰
国
し
た
。
ま
た
一
九
六
六
年
豊
橋
市
長
河
合
陸
郎
氏
が
訪
中
す
る
際
、
脇
坂
雄
治
学
長
は
河
合
市

長
に
「
中
日
大
辞
典
に
対
し
寄
せ
ら
れ
た
郭
沫
若
氏
の
好
意
と
協
力
に
深
く
感
謝
す
る
。
お
か
げ
で
近
く

辞
典
は
出
版
さ
れ
る
」
と
の
謝
辞
と
近
況
報
告
を
託
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
郭
氏
か
ら
同
市
長
に
託
し
て

４‒３ｂ
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雄
渾
な
筆
跡
「
激
濁
揚
清
」
が
贈
ら
れ
、
本
大
学
の
辞
典
編
纂
事
業
を
励
ま
し
た
。
８ 

 

学
外
か
ら
も
資
料
提
供
や
単
語
蒐
集
な
ど
の
協
力
が
あ
っ
た
。
な
か
で
も
華
日
辞
典
刊
行
会
理
事
の
坂

本
一
郎
神
戸
外
国
語
大
学
教
授
や
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際
局
の
佐
藤
堅
一
氏
か
ら
は
数
年
に
わ
た
り
多
数
の
新
語

カ
ー
ド
の
提
供
を
う
け
、
ま
た
渡
辺
美
登
里
女
史
は
中
国
料
理
に
関
す
る
専
門
語
を
多
数
寄
せ
て
き
た
。

さ
ら
に
中
国
研
究
所
の
好
意
に
よ
り
資
料
カ
ー
ド
を
借
用
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
学
内
の
中
国
関
係
教
員

や
学
生
ら
の
協
力
・
援
助
も
少
な
く
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
他
、
外
部
か
ら
は
財
政
面
で
も
援
助
も
あ
っ
た
。
と
く
に
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
七
月
、

文
部
省
科
学
助
成
金
機
関
研
究
費
の
交
付
を
う
け
９

、
翌
五
七
年
に
は
朝
日
新
聞
社
・
中
日
新
聞
社
・
蒲
郡

市
在
住
の
匿
名
氏
な
ど
か
ら
総
額
五
百
万
円
に
の
ぼ
る
助
成
金
の
提
供
を
う
け
た
。
ま
た
二
名
の
方
か
ら

「
貧
者
の
一
灯
」
と
い
っ
て
少
額
の
寄
付
が
よ
せ
ら
れ
た
こ
と
も
辞
典
関
係
者
を
感
激
さ
せ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
な
か
で
編
集
は
進
捗
し
て
い
っ
た
が
、
こ
の
事
業
の
大
き
さ
に
比
し
編
集
陣
容
は
は
な
は

だ
貧
弱
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
当
初
た
て
た
一
九
六
一
年
頃
と
い
う
完
成
目
標
が
大
幅
に
ず
れ
こ

む
見
通
し
と
な
っ
て
か
ら
も
、
さ
ら
に
予
定
を
延
ば
さ
ざ
る
を
え
な
い
編
集
上
の
問
題
も
出
て
、
そ
の
つ

ど
大
学
当
局
や
、
当
初
よ
り
編
集
出
版
上
の
助
言
を
得
て
き
た
株
式
会
社
大
安
の
関
係
者
に
迷
惑
を
か
け

る
始
末
と
な
り
１
０

、
結
果
的
に
期
間
は
予
定
の
二
倍
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
大
学
財
政
の
ひ
っ
ぱ
く
も
あ

り
、
一
九
六
三
年
後
半
以
降
は
経
費
節
約
の
た
め
編
集
陣
容
を
半
減
し
、
別
途
人
件
費
を
必
要
と
し
な
い

鈴
木
・
内
山
・
張
・
今
泉
の
四
氏
の
み
と
な
っ
た
。
事
務
当
局
か
ら
は
辞
典
編
纂
処
の
建
物
の
明
け
渡
し
、

完
成
時
期
の
明
示
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
編
集
開
始
以
来
ず
っ
と
夏
休
み
・
冬
休
み
返
上
で
努
力
し
て
き

た
編
集
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
気
の
重
い
時
期
も
あ
っ
た
。
本
間
氏
は
す
で
に
名
誉
学
長
に
な
っ
て
い
た
が
、

来
学
時
に
は
必
ず
編
集
メ
ン
バ
ー
を
励
ま
し
、
辞
典
の
進
捗
に
常
に
関
心
を
も
っ
た
。 

 

一
九
六
五
年
、
辞
典
原
稿
は
よ
う
や
く
一
応
の
脱
稿
を
み
た
。
組
版
を
す
れ
ば
優
に
二
千
ペ
ー
ジ
を
越

す
規
模
と
な
る
と
推
定
さ
れ
る
。
国
内
外
を
問
わ
ず
中
国
語
各
国
語
対
訳
辞
典
は
戦
後
も
何
種
類
か
出
版

さ
れ
、
中
国
語
日
本
語
対
訳
辞
典
だ
け
で
も
三
、
四
種
類
出
て
い
た
が
、
当
時
最
大
の
規
模
と
な
る
と
予

想
さ
れ
た
の
で
敢
え
て
愛
知
大
学
『
中
日
大
辞
典
』
と
命
名
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 

辞
典
出
版
の
た
め
組
織
さ
れ
て
い
た
華
日
辞
典
刊
行
会
で
は
当
初
か
ら
本
間
学
長
が
、
平
凡
社
・
岩
波

書
店
・
三
省
堂
な
ど
大
手
出
版
社
に
対
し
打
診
を
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
成
約
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。 

 

一
九
六
六
年
、
本
学
創
立
二
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
『
中
日
大
辞
典
』
刊
行
の
補
助
が
決
定

さ
れ
、
予
想
印
刷
費
の
約
半
額
程
度
が
約
束
さ
れ
た
の
で
、
辞
典
刊
行
会
は
自
力
で
残
額
を
調
達
し
て
自

費
出
版
す
る
こ
と
に
踏
み
切
っ
た
。
辞
典
出
版
計
画
に
は
以
前
か
ら
㈱
大
安
の
小
林
実
弥
社
長
か
ら
助
言

を
得
て
き
た
が
、
正
式
に
こ
の
辞
典
の
出
版
発
売
が
同
社
に
委
託
さ
れ
た
。
小
林
社
長
及
び
小
池
洋
一
専

務
は
と
も
に
東
亜
同
文
書
院
の
卒
業
生
で
、
同
社
は
当
時
、
日
本
に
お
け
る
中
国
書
籍
文
物
輸
出
入
販
売

専
門
店
で
あ
り
、
日
中
学
術
文
化
交
流
の
裏
方
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
小
林
社
長
ら
は

本
間
・
鈴
木
両
氏
か
ら
の
要
請
に
応
え
全
面
的
に
協
力
し
た
の
で
あ
る
。 

 

辞
典
刊
行
会
は
本
間
氏
を
中
心
に
、
外
部
か
ら
の
支
援
で
残
額
分
を
得
る
べ
く
懸
命
の
努
力
を
し
た
。

い
く
つ
か
あ
っ
た
財
団
や
個
人
か
ら
の
助
成
金
の
話
も
実
ら
な
か
っ
た
が
、
同
年
四
月
、
本
間
氏
の
奔
走

の
結
果
、
日
本
通
運
㈱
福
島
敏
行
社
長
か
ら
『
中
日
大
辞
典
』
の
予
約
金
と
し
て
多
額
の
資
金
援
助
の
申

４‒３ｂ
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し
出
を
受
け
た
。
刊
行
会
は
中
国
へ
一
定
部
数
の
辞
典
を
贈
呈
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
の
資
金
援
助
、

す
な
わ
ち
辞
典
予
約
金
方
式
を
募
る
こ
と
に
し
て
、
こ
れ
を
広
く
マ
ス
コ
ミ
に
呼
び
か
け
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
結
果
、
日
本
通
運
に
引
き
つ
づ
き
朝
日
新
聞
社
・
毎
日
新
聞
社
か
ら
大
口
の
予
約
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
に
貿
易
商
社
や
個
人
な
ど
か
ら
も
多
数
の
予
約
が
得
ら
れ
た
１
１

。
そ
れ
で
も
な
お
若
干
の
不
足

が
生
じ
た
が
、
こ
の
部
分
は
初
版
売
り
上
げ
金
か
ら
返
済
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
大
学
よ
り
貸
付
け
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
、
よ
う
や
く
印
刷
費
の
目
処
が
立
つ
に
至
っ
た
。 

 

印
刷
は
大
安
を
通
し
て
二
、
三
の
印
刷
会
社
に
打
診
の
結
果
、
図
書
印
刷
㈱
に
依
頼
さ
れ
た
。
同
社
は

日
本
で
未
使
用
の
簡
化
字
二
千
数
百
字
の
母
型
を
新
鋳
す
る
こ
と
に
踏
み
切
っ
た
の
で
、
一
九
五
六
年
中

国
国
務
院
が
公
布
し
た
簡
化
字
は
全
て
採
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
簡
化
偏
旁
を
も
つ
約
四
〇
〇
〇

の
漢
字
に
つ
い
て
は
作
成
費
用
の
負
担
が
で
き
ず
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
分
は
後
に
、
増
訂

版
発
行
の
際
に
初
め
て
可
能
と
な
っ
た
。
印
刷
は
従
来
の
活
版
印
刷
に
よ
る
も
の
で
、
静
岡
県
沼
津
市
の

同
社
原
町
工
場
で
行
な
わ
れ
、
工
程
の
後
半
に
し
ば
し
ば
同
工
場
で
出
張
校
正
を
行
な
っ
た
。 

 

な
お
校
正
は
学
外
か
ら
の
専
門
家
の
応
援
や
、
こ
ま
ご
ま
し
た
点
検
に
は
本
学
学
部
生
多
数
の
協
力
を

得
た
。
印
刷
に
か
か
っ
て
か
ら
二
年
十
ヵ
月
後
の
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
一
月
末
、
つ
い
に
『
中

日
大
辞
典
』
が
誕
生
し
た
。
編
纂
開
始
か
ら
数
え
て
十
三
年
間
か
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

  

二 

『
中
日
大
辞
典
』
の
出
版
・
評
価 

  

初
版
の
出
版 

『
中
日
大
辞
典
』
Ｂ
６
版
、
八
ポ
イ
ン
ト
活
字
横
二
段
（
各
段
二
十
三
字×

七
十
行
）
組

み
、
頁
当
り
字
数
三
二
二
〇
字
で
あ
る
。
日
本
語
索
引
六
十
八
頁
、
漢
字
部
首
索
引
八
十
八
頁
、
付
録
十

一
種
二
十
頁
、
本
文
一
九
四
七
頁
で
総
頁
数
二
一
二
三
頁
と
な
っ
た
。
採
録
し
た
見
出
し
字
（
親
字
）
は

簡
化
字
二
二
三
八
字
を
含
む
七
八
七
八
字
と
、
簡
化
字
に
対
応
す
る
繁
体
字
・
異
体
字
三
三
一
七
字
を
併

記
し
、
総
計
一
万
一
一
九
五
字
で
あ
る
。
日
本
語
索
引
に
は
約
一
万
八
〇
〇
〇
語
を
載
せ
、
例
文
中
か
ら

も
引
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
を
加
え
た
。
辞
典
見
出
し
語
は
約
十
二
万
語
に
及
ん
だ
。 

 

黒
に
近
い
濃
紺
の
表
紙
に
、
曹
全
碑
（
漢
隷
の
代
表
作
）
か
ら
採
録
し
た
「
中、 

日、 

大、 

辞、 

典、
」

の
六
字
の
金
文
字
が
よ
く
映
え
た
。
日
中
文
化
交
流
の
た
め
の
愛
知
大
学
の
事
業
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
華
日
辞
典
刊
行
会
で
は
利
用
者
の
負
担
を
考
慮
し
、
定
価
三
〇
〇
〇
円
と
破

格
の
値
段
に
設
定
し
た
。 

 

一
九
六
八
年
二
月
一
日
、『
中
日
大
辞
典
』
は
初
刷
一
万
冊
、
大
安
を
総
発
売
元
と
し
て
売
り
出
さ
れ
た
。 

 

四
月
十
二
日
、
豊
橋
校
舎
四
十
番
教
室
（
現
４
号
館
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
実
習
室
）
に
お
い
て
中
日
大

辞
典
出
版
記
念
講
演
会
が
行
な
わ
れ
た
。
挨
拶
を
玉
城
肇
学
長
・
本
間
名
誉
学
長
・
坂
本
一
郎
関
西
大
学

教
授
の
三
氏
が
行
な
い
、
ひ
き
つ
づ
き
編
集
に
当
た
っ
た
三
名
、
す
な
わ
ち
鈴
木
擇
郎
教
授
が
「
中
国
の

文
字
改
革
」
、
今
泉
潤
太
郎
助
教
授
が
「
日
中
漢
字
の
異
同
」
、
内
山
雅
夫
教
授
が
「
中
日
大
辞
典
の
編
纂

を
顧
み
て
」
と
題
し
記
念
講
演
を
行
な
っ
た
。
同
日
夜
、
豊
橋
市
内
陽
華
楼
に
お
い
て
本
学
教
職
員
主
催

祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
。 

 

同
年
六
月
、
辞
典
予
約
分
一
二
〇
〇
部
を
一
括
し
て
予
約
者
の
名
義
で
、
中
華
人
民
共
和
国
貿
易
部
駐
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日
代
表
事
務
所
（
国
交
正
常
化
以
前
の
中
国
政
府
の
出
先
機
関
）
を
通
し
中
国
日
本
友
好
協
会
へ
贈
呈
し
、

こ
れ
ま
で
の
好
意
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
辞
典
に
対
す
る
中
国
各
方
面
の
批
評
を
請
う
た
。 

 

六
月
二
十
一
日
付
で
同
協
会
か
ら
大
安
を
経
由
し
て
、
辞
典
刊
行
会
に
礼
状
が
届
い
た
（
原
文
横
書
き
。

中
国
文
は
以
下
同
）
。 

     

贵
会
赠
给
我
会
的
《
中
日
大
辞
典
》
一
二
〇
〇
册
如
数
收
到
。
对
此
隆
重
的
赠
品
，
谨
致
谢
意
。 

    

贵
会
经
过
多
年
的
努
力
，
编
篡
出
版
了
《
中
日
大
辞
典
》，
它
对
于
日
本
人
民
学
习
毛
泽
东
思
想
，
了 

  

解
中
国
社
会
主
义
革
命
和
社
会
主
义
建
设
，
特
别
是
史
前
无
前
例
的
无
产
阶
级
文
化
大
革
命
，
从
而
发 

  

展
中
日
友
好
和
文
化
交
流
将
起
积
极
作
用
。
对
贵
会
为
此
而
辛
勤
劳
动
所
取
得
成
果
，
谨
致
祝
贺
。 

    

我
会
将
不
辜
负
贵
会
的
厚
志
，
拟
将
这
批
辞
典
分
送
给
各
有
关
单
位
和
人
士
参
考
、
使
用
，
以
资
中

日
两
国
人
民
的
相
互
理
解
，
进
一
步
发
展
两
国
人
民
的
战
斗
友
谊
。 

  

文
化
大
革
命
の
渦
中
を
物
語
る
言
葉
で
い
ろ
ど
ら
れ
て
は
い
る
が
、
辞
典
は
必
ず
中
国
各
地
へ
送
ら
れ

広
く
利
用
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
、
事
実
そ
の
期
待
は
裏
切
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

辞
典
は
中
国
以
外
の
世
界
各
国
の
、
ア
ジ
ア
研
究
で
著
名
な
大
学
図
書
館
へ
も
愛
知
大
学
の
名
で
贈
呈

さ
れ
た
が
、
な
か
に
は
受
領
通
知
の
来
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。 

  

辞
典
へ
の
評
価 

『
中
日
大
辞
典
』
は
一
定
の
中
国
語
の
学
力
を
も
つ
日
本
人
が
中
国
の
新
聞
・
雑
誌
・

一
般
書
を
読
む
場
合
に
直
接
役
立
つ
辞
書
、
い
わ
ば
『
広
辞
苑
』
の
中
国
語
版
の
如
き
も
の
を
目
指
し
た
。

刊
行
後
、
世
評
は
概
し
て
好
意
的
で
あ
っ
た
。
前
記
の
辞
典
出
版
記
念
講
演
会
で
坂
本
一
郎
氏
は
「
予
想

以
上
に
立
派
な
出
来
ば
え
で
世
界
の
ト
ッ
プ
の
中
国
語
辞
典
だ
。
中
国
語
学
界
の
一
人
と
し
て
お
礼
を
述

べ
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。 

 

『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
は
書
評
欄
で
実
藤
恵
秀
早
稲
田
大
学
教
授
が
「
語
彙
は
政
治
、
科
学
用
語
か
ら

方
言
、
成
語
、
諺
、
古
語
に
お
よ
び
（
…
）
読
者
に
親
切
な
編
集
で
あ
る
」
と
評
し
た
。
毎
日
新
聞
は
記

事
の
中
で
「
こ
の
辞
典
の
出
版
に
よ
っ
て
、
日
本
は
中
国
に
関
し
て
は
世
界
の
学
界
に
誇
り
う
る
金
字
塔

を
建
て
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
」
と
賛
辞
を
呈
し
た
。
中
国
語
学
界
で
は
、
『
三
省
堂
言
語
大

辞
典
』
（
一
九
八
九
年
）
中
の
中
国
語
の
項
目
で
の
「
外
国
人
の
編
ん
だ
二
言
語
対
照
辞
典
も
か
な
り
の
数

に
の
ぼ
る
が
、
主
要
言
語
の
中
か
ら
今
日
の
用
に
た
え
る
も
の
を
一
種
類
ず
つ
あ
げ
て
お
く
」
と
、
日
本

で
は
愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
が
「
こ
れ
ま
で
日
本
語
で
出
た
も
っ
と
も
広
範
な
辞
典
。
語
彙
の
選
択
に
は

首
を
か
し
げ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
原
資
料
か
ら
採
録
し
て
い
る
の
で
、
他
人
の
辞
典
を
ひ
き
う

つ
し
に
し
た
辞
典
に
な
い
確
か
さ
を
も
っ
て
い
る
。
一
九
八
六
年
に
大
修
館
か
ら
新
版
が
で
た
」
と
の
橋

本
萬
太
郎
氏
の
評
に
要
約
さ
れ
よ
う
。 

 

中
日
新
聞
社
は
一
九
六
八
年
度
の
中
日
文
化
賞
候
補
五
十
九
件
、
四
十
三
人
を
審
査
の
結
果
、
四
件
に

対
し
て
第
二
十
一
回
中
日
文
化
賞
を
贈
る
こ
と
と
し
、
『
中
日
大
辞
典
』
編
集
グ
ル
ー
プ
も
こ
れ
に
入
り
、

正
賞
・
副
賞
・
賞
状
額
が
贈
ら
れ
た
。 
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辞
典
編
纂
処
の
解
散 

『
中
日
大
辞
典
』
出
版
を
機
に
鈴
木
・
内
山
・
今
泉
の
編
集
メ
ン
バ
ー
各
氏
は
協

議
し
た
結
果
、
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
と
し
て
編
集
委
員
会
・
華
日
辞
典
編
纂
処
を
解
散
す
る
こ
と
に

意
見
の
一
致
を
見
、
大
学
当
局
に
申
し
出
て
そ
の
了
承
を
得
た
。
十
数
年
に
わ
た
る
苦
労
が
や
っ
と
実
を

結
ん
だ
と
い
う
充
実
感
と
解
放
感
に
ひ
た
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
、
辞
典
改
訂
な
ど
と
い
っ
た

問
題
意
識
は
稀
薄
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
辞
典
編
纂
処
の
解
散
と
い
う
こ
と
の
も
つ
重
大
性
は
当

事
者
に
よ
っ
て
看
過
さ
れ
、
後
日
改
訂
版
編
集
の
際
に
大
問
題
と
し
て
浮
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。 

 

辞
典
編
纂
処
所
蔵
図
書
・
各
種
器
材
・
備
品
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
学
内
の
関
係
各
部
署
に
引
き
と
ら
れ
た
。

十
数
年
間
に
わ
た
り
作
成
さ
れ
た
、
三
十
数
万
枚
に
の
ぼ
る
辞
典
カ
ー
ド
（
少
数
の
返
還
さ
れ
た
カ
ー
ド

を
整
理
し
た
も
の
を
含
む
）
は
学
内
の
ど
こ
に
も
保
存
す
る
場
所
が
な
く
、
一
部
分
の
辞
典
未
収
録
分
カ

ー
ド
の
み
三
氏
の
個
人
研
究
室
に
と
り
あ
え
ず
分
散
保
管
し
て
、
残
り
は
全
て
破
棄
さ
れ
た
。 

 

こ
れ
よ
り
以
降
、
『
中
日
大
辞
典
』
に
か
か
わ
る
一
切
の
業
務
は
、
華
日
辞
典
刊
行
会
を
改
組
し
た
中
日

大
辞
典
刊
行
会
に
よ
り
処
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
事
務
は
庶
務
課
所
管
と
き
め
ら
れ
た
。 

 

中
日
大
辞
典
刊
行
会
規
約
は
、 

  
 

目
的 

中
日
大
辞
典
の
刊
行
、
日
中
文
化
交
流
へ
の
貢
献 

 
 

役
員 

評
議
員
若
干
名
、
評
議
員
は
学
長
、
法
経
学
部
長
、
文
学
部
長
、
教
養
部
長
、
中
国
語
担
当 

教
員
お
よ
び
中
国
関
係
学
科
担
当
教
員
よ
り
選
任
さ
れ
た
者
、
『
中
日
大
辞
典
』
の
編
纂
刊
行
に
貢
献
し

た
学
者
中
よ
り
委
嘱
。
監
事
二
名
。
幹
事
若
干
名
。 

 

そ
の
他 

本
出
版
に
よ
る
利
益
を
以
っ
て
（
一
）
日
中
文
化
交
流
に
貢
献
す
る
学
術
出
版
、（
二
）
日

本
中
国
間
の
留
学
そ
の
他
を
補
助
す
る
。 

 

こ
と
を
骨
子
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

中
国
に
お
け
る
辞
典
座
談
会 

辞
典
編
纂
期
間
中
、
中
国
に
お
け
る
言
語
政
策
の
決
定
や
変
更
な
ど
、
直

接
編
集
上
に
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
を
処
理
す
る
な
か
で
、
文
字
改
革
委
員
会
・
言
語
研
究
所
な
ど
に
対
し

て
中
国
側
の
見
解
を
求
め
、
質
問
状
を
出
し
た
こ
と
も
た
び
た
び
あ
り
（
ほ
と
ん
ど
返
事
は
来
な
か
っ
た
）
、

ま
た
本
学
を
訪
問
す
る
中
国
代
表
団
と
の
接
触
の
折
に
教
示
を
受
け
た
り
し
て
き
た
が
、
辞
典
の
完
成
を

機
に
何
と
し
て
も
訪
中
し
て
直
に
『
中
日
大
辞
典
』
に
対
す
る
批
評
を
受
け
た
い
と
の
編
集
メ
ン
バ
ー
の

思
い
を
、
辞
典
贈
呈
の
際
に
郭
沫
若
氏
に
対
し
伝
え
て
あ
っ
た
。
ま
た
、
辞
典
印
刷
中
の
一
九
六
六
年
に

始
ま
っ
た
文
化
大
革
命
の
な
か
で
生
ま
れ
た
新
事
象
を
反
映
す
る
新
語
に
つ
い
て
は
、
そ
の
た
び
に
カ
ー

ド
の
作
製
を
し
て
お
り
、
新
事
象
に
つ
い
て
も
実
際
に
見
聞
き
し
た
い
思
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
中
国
に

お
け
る
文
化
大
革
命
の
進
行
を
見
れ
ば
到
底
こ
の
希
望
が
か
な
え
ら
れ
る
は
ず
も
な
く
、
訪
中
の
実
現
は

ま
す
ま
す
遠
ざ
か
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。 

一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
九
月
、
細
迫
朝
夫
学
長
は
辞
典
関
係
者
の
訪
中
へ
の
熱
意
を
う
け
、
折

か
ら
日
本
中
国
友
好
協
会
代
表
団
員
と
し
て
訪
中
す
る
穂
積
七
郎
前
代
議
士
に
、
増
刷
さ
れ
た
ば
か
り
の

４‒３ｂ
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辞
典
第
二
刷
版
に
添
え
て
愛
知
大
学
学
術
代
表
団
派
遣
要
望
書
を
託
し
、
郭
沫
若
氏
へ
届
け
て
も
ら
っ
た
。

１
２ 

翌
七
二
年
一
月
、
学
長
宛
て
に
中
国
日
本
友
好
協
会
か
ら
手
紙
が
届
い
た
。 

 
 

细
迫
朝
夫
先
生   

      

您
给
郭
沫
若
先
生
的
信
，
郭
先
生
已
经
读
过
并
表
示
感
谢
。
铃
木
择
郎
教
授
等
访
华
事
，
已
托 

   

有
关
部
门
研
究
。 

      

新
年
之
际
，
敬
祝
身
体
健
康
。 

中
国
日
本
友
好
协
会  

一
九
七
二
年
一
月
三
日 

  

公
箋
・
公
印
も
使
用
せ
ず
、
市
販
の
便
箋
に
走
り
書
き
し
た
も
の
で
、
文
化
大
革
命
中
の
緊
迫
感
が
伝

わ
っ
て
く
る
手
紙
で
あ
っ
た
。
し
か
も
内
容
か
ら
見
て
訪
中
の
可
能
性
は
そ
う
高
く
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。 

 

こ
の
間
中
国
を
と
り
ま
く
国
際
情
勢
は
急
変
し
た
。
前
年
七
月
の
ニ
ク
ソ
ン
米
国
大
統
領
の
訪
中
予
告

の
発
表
は
、
米
国
に
追
随
し
て
中
国
封
じ
込
め
政
策
に
忠
実
で
あ
っ
た
日
本
政
府
に
衝
撃
を
与
え
、
さ
ら

に
こ
の
年
二
月
、
米
中
共
同
声
明
の
発
表
に
至
る
と
、
日
本
は
急
遽
、
九
月
に
田
中
角
栄
首
相
・
太
平
正

芳
外
相
が
訪
中
、
こ
こ
に
日
中
国
交
正
常
化
が
実
現
し
、
両
国
関
係
は
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

一
九
七
三
年
五
月
、
折
か
ら
の
大
学
紛
争
の
中
で
就
任
し
た
ば
か
り
の
久
曾
神
昇
学
長
宛
て
に
、
南
開

大
学
か
ら
電
報
が
入
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
国
務
院
科
教
組
（
文
化
大
革
命
中
の
教
育
科
学
技
術
に
関
す

る
主
管
機
関
で
、
従
来
の
教
育
部
に
か
わ
る
も
の
）
か
ら
南
開
・
北
京
・
復
旦
三
大
学
に
対
し
愛
知
大
学

代
表
団
受
入
れ
の
要
請
が
あ
り
、
南
開
大
学
が
責
任
校
と
し
て
世
話
に
あ
た
る
と
い
う
内
容
の
招
聘
状
で

あ
っ
た
。
辞
典
関
係
者
は
朗
報
に
喜
び
、
あ
わ
た
だ
し
く
協
議
し
た
結
果
、
愛
知
大
学
学
術
訪
中
団
と
し

て
鈴
木
擇
郎
教
授
（
団
長
）・
今
泉
潤
太
郎
助
教
授
（
秘
書
長
）
・
池
上
貞
一
教
授
・
中
島
敏
夫
助
教
授
の

四
名
を
派
遣
す
る
こ
と
が
、
辞
典
刊
行
会
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
代
表
団
を
も
っ
て
本
学
の
海
外
派

遣
代
表
団
の
嚆
矢
と
す
る
が
、
同
時
に
八
〇
年
代
か
ら
始
ま
る
本
学
の
本
格
的
な
国
際
交
流
の
幕
開
け
を

告
げ
る
出
来
事
で
も
あ
っ
た
。 

 

一
九
七
三
年
六
月
の
『
愛
大
通
信
』
創
刊
号
は
、
「
つ
い
に
訪
中
実
現
し
中
国
南
開
大
学
か
ら
招
待
電
報

届
く
、
六
月
上
旬
に
本
学
学
術
訪
中
団
出
発
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
同
年
十
一
月
の
同
通
信
第
２
号
は
、「
本

学
と
中
国
の
〝
き
ず
な
〟
復
活
、
中
国
訪
問
で
大
き
な
成
果
、
高
く
評
価
さ
れ
た
中
日
大
辞
典
」
の
見
出

し
で
こ
れ
を
詳
し
く
報
じ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
行
は
六
月
十
五
日
香
港
着
、
翌
日
、
香
港
側
の
羅
湖

よ
り
歩
い
て
橋
を
渡
り
中
国
側
の
深
圳
に
入
り
、
出
迎
の
旅
行
社
通
訳
に
案
内
さ
れ
広
州
に
着
く
と
南
開

大
学
李
何
林
教
授
ら
が
駅
頭
に
出
迎
え
た
。
李
教
授
は
著
名
な
中
国
文
学
者
で
あ
り
、
こ
の
後
、
一
行
が

中
国
を
離
れ
る
ま
で
の
三
週
間
、
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
常
に
同
行
し
た
李
教
授
の
誠
実
な
態
度
に
全
員

が
感
銘
を
う
け
、
国
際
交
流
に
お
け
る
応
待
に
つ
い
て
貴
重
な
示
唆
を
う
け
た
。 

 

天
津
の
南
開
大
学
で
の
『
中
日
大
辞
典
』
座
談
会
は
ま
る
二
日
間
お
こ
な
わ
れ
た
。
同
大
学
の
関
係
分

野
の
専
門
家
が
事
前
に
整
理
検
討
し
た
問
題
点
を
歴
史
学
の
呉
廷
璆
教
授
、
中
国
語
学
の
邢
公
畹
教
授
な

ど
が
代
表
し
て
発
表
す
る
形
で
進
め
ら
れ
た
。
座
談
会
は
具
体
的
直
接
的
か
つ
建
設
的
な
討
論
の
場
と
な

４‒３ｂ



194

『日中語彙研究』第４号

― 　―

４－３ｂ 

10 
 

っ
た
。
『
中
日
大
辞
典
』
に
対
す
る
評
価
と
と
も
に
、
さ
ら
に
充
実
し
た
内
容
と
す
る
た
め
の
共
同
作
業
を

通
し
て
え
た
こ
の
貴
重
な
体
験
が
、
辞
典
改
訂
の
起
爆
剤
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
北
京
大
学
で
は
時
間
な

ど
の
関
係
（
当
時
の
同
校
固
有
の
事
情
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
）
か
ら
『
中
日
大
辞
典
』
に
関
す
る
座
談

会
は
開
か
れ
ず
、
言
語
学
の
周
祖
莫
教
授
、
文
学
の
林
庚
教
授
、
日
本
語
学
の
卡
立
強
教
授
ら
と
懇
談
し

た
。
上
海
の
復
旦
大
学
で
は
日
本
語
学
の
蘇
徳
昌
助
教
授
が
中
心
と
な
り
、
『
中
日
大
辞
典
』
の
語
釈
・
用

例
な
ど
具
体
例
を
挙
げ
熱
の
入
っ
た
や
り
と
り
の
座
談
会
が
も
た
れ
た
。
三
校
の
対
応
ぶ
り
は
、
の
ち
に

本
学
が
中
国
と
の
交
流
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。 

 

ま
た
、
辞
典
カ
ー
ド
返
還
の
恩
人
と
も
い
う
べ
き
郭
沫
若
氏
を
表
敬
訪
問
し
謝
意
を
述
べ
る
こ
と
も
代

表
団
の
任
務
で
あ
っ
た
が
、
幸
い
人
民
大
会
堂
「
北
京
庁
」
で
対
面
し
謝
辞
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
ら
れ

た
。
残
念
な
が
ら
鄭
振
鐸
氏
は
す
で
に
物
故
し
て
い
た
。
こ
の
会
見
は
六
月
二
十
四
日
、
人
民
日
報
の
国

際
面
に
「
友
好
深
め
る
日
本
学
者
」
と
し
て
写
真
入
り
で
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。
北
京
で
は
、
現
地
で
新

聞
記
者
や
商
社
員
と
し
て
活
躍
中
の
本
学
卒
業
生
数
人
と
会
食
し
た
。 

 

な
お
、
南
開
大
学
で
は
四
名
が
研
究
報
告
を
求
め
ら
れ
、
同
校
の
階
段
教
室
に
お
い
て
多
数
の
教
職
員
・

院
生
を
前
に
講
演
し
、
学
術
交
流
を
行
な
っ
た
。
報
告
終
了
後
、
こ
の
席
上
で
、
鈴
木
教
授
は
久
曾
神
学

長
よ
り
付
託
さ
れ
た
「
愛
知
大
学
の
南
開
大
学
に
対
す
る
学
術
交
流
１
３

」
の
提
案
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
が

十
年
後
に
日
中
の
大
学
間
協
定
の
第
一
号
と
な
る
、
両
校
の
学
術
教
育
交
流
に
関
す
る
協
定
と
し
て
実
現

す
る
の
で
あ
る
。
七
月
六
日
、
三
週
間
に
及
ぶ
訪
中
を
終
え
、
一
行
は
帰
校
後
、
記
者
会
見
を
行
い
、
翌

日
の
中
央
紙
・
地
方
紙
で
『
中
日
大
辞
典
』
と
愛
大
の
学
術
交
流
に
つ
い
て
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。 

 

（
後
略
） 

                                         

         

 

註 １ 
 

『
中
日
大
辞
典
』
（
初
版
、
愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
編
纂
処
、
一
九
六
八
年
）
「
編
者
の
こ
と
ば
」
に

よ
る
。 

２ 
 

「
日
立
上
海
東
亜
同
文
書
院
大
学
交
接
書
」
（
霞
山
会
『
東
亜
同
文
会
史
論
考
』、
一
九
九
八
年
、
東

亜
同
文
書
院
（
大
学
）
に
つ
い
て
は
第Ⅰ

章
第
一
節
参
照
、
三
二
〇
頁
）
に
よ
れ
ば
同
年
十
一
月
十
三

日
か
ら
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
接
収
が
行
な
わ
れ
た
。
た
だ
し
こ
の
中
に
は
辞
典
カ
ー
ド
は
見
あ
た
ら

な
い
。 

３ 
 

陳
福
康
『
鄭
振
鐸
年
譜
』（
一
九
八
八
年
、
三
五
九
頁
）
に
「
九
月
二
十
日
，
晨
出
，
至
办
公
处
，
至 

同
文
书
院
接
收
，
经
过
情
形
甚
好
，
惟
资
料
室
已
空
，
大
是
可
惜
」
と
あ
る
。 

４ 
 

一
九
九
四
年
九
月
十
五
日
付
、
島
田
政
雄
氏
か
ら
中
日
大
辞
典
編
纂
所
長
宛
て
の
書
簡
「
華
日
辞
典

原
稿
カ
ー
ド
返
還
ま
で
の
経
緯
御
問
合
せ
の
件
に
つ
い
て
」
に
よ
る
。 

５ 
 

元
東
亜
同
文
書
院
中
国
語
教
員
と
は
鈴
木
擇
郎
・
熊
野
正
平
・
野
崎
駿
平
・
坂
本
一
郎
・
内
山
雅
夫

の
各
氏
。 

６ 
 

鈴
木
擇
郎
「
中
日
大
辞
典
の
思
い
出
」（
『
滬
友
』
三
二
号
、
一
九
七
二
年
、
三
十
七
頁
）
。 

７ 
 

返
還
さ
れ
た
カ
ー
ド
中
に
「
新
華
辭
書
社
資
料
卡
」
と
印
刷
さ
れ
た
カ
ー
ド
数
枚
が
ま
ぎ
れ
込
ん
で

い
た
（
同
社
『
新
華
字
典
』
は
一
九
五
三
年
初
版
発
行
以
来
、
今
日
ま
で
版
を
重
ね
、
億
単
位
の
出
版

部
数
を
も
つ
ポ
ケ
ッ
ト
判
の
辞
書
で
あ
る
）
。
こ
の
こ
と
は
同
文
書
院
で
作
ら
れ
た
辞
典
原
稿
カ
ー
ド
が

利
用
価
値
あ
り
と
さ
れ
、
い
っ
た
ん
は
新
華
辞
書
社
の
管
理
下
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。 

８ 
 

豊
橋
校
舎
逍
遥
館
外
壁
の
〝
愛
知
大
学
〟
の
四
文
字
は
、
こ
れ
（
原
文
は
縦
書
き
）
か
ら
採
っ
た
も

４‒３ｂ
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の
。 

９ 
 

鈴
木
擇
郎
・
熊
野
正
平
・
野
崎
駿
平
・
坂
本
一
郎
・
内
山
雅
夫
各
氏
の
「
新
中
国
に
形
成
さ
れ
つ
つ

あ
る
新
語
彙
の
綜
合
研
究
」
に
対
す
る
も
の
。 

１
０ 

 

大
山
茂
「
歴
史
的
意
義
を
も
つ
『
中
日
大
辞
典
』
つ
い
に
公
刊
」（
『
大
安
社
史
』
、
一
九
九
八
年
、

一
七
二
頁
）
。 

１
１ 

 

小
林
実
弥
「
中
日
大
辞
典
の
出
版
」
（『
日
中
の
架
け
橋
―
中
国
事
情
紹
介
の
四
〇
年
』
、
一
九
九
五

年
、
五
十
九
頁
）
。 

１
２ 

 

一
九
七
一
年
九
月
二
十
六
日
朝
日
新
聞
名
古
屋
本
社
版
第
一
面
ト
ッ
プ
に
「
日
中
親
善
へ
新
風
、
初

の
大
学
交
流 

愛
大
が
視
察
団
計
画 
将
来
は
留
学
生
も
」
の
見
出
し
で
報
道
さ
れ
た
。 

１
３ 

 

①
南
開
大
学
教
授
の
訪
日
を
歓
迎
す
る
。
②
双
方
は
教
授
の
留
学
を
援
助
す
る
。
③
双
方
は
学
生
の

交
流
を
援
助
す
る
。
④
研
究
資
料
図
書
出
版
物
の
交
流
を
行
な
う
。（
第Ⅲ

章
第
五
節
（
１
）
参
照
） 

       注 

『
愛
知
大
学
五
十
年
史 

通
史
編
』
よ
り
抜
粋
。 

 ４‒３ｂ
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『
中
日
大
辞
典
』
を
脱
稿 

鈴
木
愛
大
教
授
ら 

三
十
四
年
が
か
り
の
労
作 

改
革
文
字
ふ
く
め
十
五
万
語 

 
 

【
豊
橋
】
愛
知
大
学
鈴
木
択
郎
教
授
（
六
六
）

ら
の
手
で
、
進
め
ら
れ
て
き
た
「
中
日

大
辞
典
」
が
、
こ
の
ほ
ど
三
十
四
年
ぶ
り
に
脱
稿
、
出
版
の
目
途
も
つ
い
て
、
今
月
末

ま
で
に
は
一
万
部
の
印
刷
に
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
辞
典
は
、
約
二
千
三
百
ペ

ー
ジ
。
特
色
は
中
共
政
権
後
の
文
字
改
革
で
で
き
た
漢
字
の
「
簡
化
字
」
二
千
三
百
八

十
字
が
ほ
と
ん
ど
は
い
り
、
約
十
五
万
語
が
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、
本
格
的
な
現
代
中

国
語
辞
典
で
あ
る
こ
と
だ
。 

 

鈴
木
教
授
が
こ
の
辞
典
の
編
さ
ん
を
手
が
け
た
の
は
、
上
海
の
私
立
専
門
学
校
東
亜
同
文
書
院
（
昭

和
十
三
年
に
大
学
に
昇
格
）
時
代
。
ち
ょ
う
ど
昭
和
六
年
の
満
州
事
変
の
起
っ
た
こ
ろ
だ
っ
た
。
当
時

も
中
日
辞
典
ら
し
い
も
の
は
あ
る
に
は
あ
っ
た
が
、
ど
れ
に
も
不
満
を
感
じ
た
鈴
木
教
授
が
、
当
時
の

同
僚
の
神
戸
外
大
坂
本
一
郎
教
授
、
元
東
北
大
教
授
の
故
野
崎
駿
平
氏
ら
と
話
合
い
、
本
格
的
な
中
日

辞
典
を
目
ざ
し
、
カ
ー
ド
の
作
成
に
と
り
か
か
っ
た
。 

こ
う
し
て
鈴
木
教
授
を
中
心
に
し
た
同
書
院
の
編
集
グ
ル
ー
プ
で
、
脱
稿
寸
前
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
が

終
戦
と
な
り
、
約
十
四
万
枚
の
資
料
カ
ー
ド
は
中
国
に
接
収
さ
れ
、
鈴
木
教
授
ら
も
内
地
に
引
揚
げ
て

来
た
。 

昭
和
二
十
九
年
五
月
、
中
国
側
の
好
意
と
作
家
郭
沫
若
氏
ら
の
と
り
は
か
ら
い
で
、
カ
ー
ド
は
そ
っ

く
り
日
本
に
戻
っ
た
が
、
革
命
後
の
新
中
国
で
は
、
こ
と
ば
も
大
き
な
変
化
が
あ
り
、
返
っ
て
き
た
カ

ー
ド
は
、
も
う
ほ
と
ん
ど
使
い
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
絲
と
い
う
字
を
と
る
と
、
こ
の
十

年
間
に
二
度
も
字
体
を
変
え
た
。
最
初
は 

、
そ
し
て
現
在
は
丝
と
三
転
。
ホ
テ
ル
の
「
ボ
ー
イ
」
が

「
服
務
員
」
に
変
っ
て
い
た
な
ど
。
多
く
の
〝
階
級
的
〟
な
言
葉
も
生
れ
た
り
し
て
い
た
。 

そ
こ
で
旧
同
文
書
院
時
代
の
教
授
の
多
い
愛
大
で
、
鈴
木
教
授
を
中
心
に
一
か
ら
出
直
し
て
、
新
し

い
完
全
な
中
日
大
辞
典
を
編
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
鈴
木
教
授
を
編
集
委
員
長
に
、
鈴
木
教
授
の
同

文
書
院
時
代
か
ら
の
愛
弟
子
内
山
雅
夫
教
授
（
四
八
）
、
そ
れ
に
元
同
文
書
院
講
師
で
現
外
務
省
研
究
所

講
師
欧
陽
可
亮
さ
ん
の
夫
人
張
禄
沢
女
士
（
四
五
）

の
三
人
を
推
進
者
に
、
お
よ
そ
十
人
の
手
で
こ
の
事

業
が
は
じ
め
ら
れ
た
。 

こ
の
十
年
間
の
事
業
に
は
、
人
件
費
も
ふ
く
め
二
千
余
万
円
か
か
っ
た
。
文
部
省
か
ら
の
助
成
金
も

ふ
く
め
、
そ
の
う
ち
約
五
百
万
円
が
民
間
な
ど
外
部
か
ら
の
援
助
だ
っ
た
。 

二
十
七
日
、
訪
中
地
方
自
治
友
好
団
の
一
員
と
し
て
中
国
を
訪
れ
る
河
合
豊
橋
市
長
も
、
本
間
喜
一

前
学
長
ら
か
ら
「
こ
の
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
郭
沫
若
氏
ら
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に
ぜ
ひ
伝
え
て

下
さ
い
」
と
頼
ま
れ
て
お
り
、
同
市
長
も
何
よ
り
の
お
み
や
げ
だ
と
そ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。 

鈴
木
択
郎
教
授
の
話 

わ
た
し
た
ち
は
学
究
で
金
の
心
配
そ
の
他
は
一
切
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
原
稿
の
作

４‒３ｃ(1)
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成
に
専
念
し
ま
し
た
が
、
大
学
全
体
の
協
力
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
こ
こ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
た
の
で

す
。 

吉
川
幸
次
郎
京
大
教
授
の
話 

戦
後
も
中
国
語
辞
典
は
数
多
く
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
東
亜
同
文
書
院

の
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
が
長
年
月
を
費
や
し
て
編
さ
ん
し
た
だ
け
に
特
色
あ
る
辞
典
だ
と
期
待
し
て

い
る
。 

     

〔
注
〕
朝
日
新
聞 

昭
和
四
十
年
四
月
二
二
日
所
載
。 
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世
に
問
う
「
華
日
辭
典
」 

来
年
六
月
ま
で
に
出
版
の
メ
ド 

十
年
間
の
労
苦
が
実
る 

喜
び
の
愛
大
、
鈴
木
教
授
ら 

 

愛
知
大
学
華
日
辞
典
編
さ
ん
所
（
豊
橋
市
町
畑
町
・
鈴
木
択
郎
所
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど

華
日
辞
典
の
出
版
メ
ド
が
つ
い
た
の
で
、
近
く
印
刷
に
か
か
り
来
年
六
月
ご
ろ
を
目
標
に

発
刊
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。
こ
れ
ま
で
に
は
出
版
資
金
、
発
行
所
な
ど
の
関
係
で

出
版
が
遅
れ
て
い
た
が
、
よ
う
や
く
同
編
さ
ん
所
十
年
間
の
努
力
が
実
る
と
共
に
、
り
っ

ぱ
な
業
績
を
世
に
問
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

同
辞
典
の
出
版
元
は
同
編
さ
ん
所
と
し
、
発
行
所
は
東
京
千
代
田
区
神
田
神
保
町
、
株
式
会
社

大
安
に
決
ま
っ
た
。
印
刷
所
は
い
ま
東
京
の
図
書
出
版
会
社
と
契
約
中
で
あ
る
が
、
一
週
間
以
内

に
は
契
約
完
了
の
見
通
し
。 

同
所
で
は
六
月
か
ら
原
稿
を
印
刷
会
社
に
送
り
、
さ
っ
そ
く
印
刷
に
入
り
、
来
年
六
月
に
は
一

般
に
発
売
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
初
版
は
一
万
部
で
定
価
は
三
千
五
百
円
を
予
定
し
て
い

る
。 辞

典
は
Ｂ
六
版
で
二
千
ペ
ー
ジ
以
上
表
紙
は
グ
リ
ー
ン
色
の
ビ
ニ
ー
ル
で
表
装
す
る
。
収
語
は

現
代
語
か
ら
文
献
に
あ
る
清
時
代
の
古
い
こ
と
ば
、
そ
れ
に
方
言
な
ど
約
十
三
万
語
に
の
ぼ
る
。

こ
れ
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
順
序
に
し
、
発
音
は
北
京
語
を
中
心
に
使
っ
て
お
り
、
注
訳
文
や
例
文
な
ど
も

多
く
記
さ
れ
て
い
る
。 

と
く
に
中
国
の
文
字
改
革
で
「
簡
化
字
」
（
略
字
）
が
で
き
た
の
で
、
辞
典
に
も
簡
化
字
を
使

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
付
録
に
文
字
年
表
、
中
国
の
歴
史
、
日
本
語
の
索
引
も
入
れ
ら
れ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
収
語
の
数
、
簡
化
字
の
採
用
な
ど
内
容
的
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
立
派
な
も

の
で
、
こ
れ
だ
け
の
辞
典
は
日
本
で
は
初
め
て
の
刊
行
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

印
刷
費
用
は
千
六
百
万
円
。
こ
れ
は
大
学
か
ら
五
百
万
円
、
日
通
社
長
の
辞
典
前
納
金
五
百
万

円
、
残
り
六
百
万
円
は
一
般
注
文
の
予
約
金
で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
辞
典
の
出
版
が

遅
れ
て
い
た
の
は
こ
う
し
た
資
金
の
メ
ド
が
た
た
な
い
た
め
で
、
こ
の
ほ
ど
や
っ
と
メ
ド
が
つ
き
、

出
版
の
は
こ
び
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。 

同
編
さ
ん
は
昭
和
三
十
年
四
月
か
ら
鈴
木
択
郎
同
大
教
授
が
中
心
と
な
り
、
十
年
間
の
歳
月
を

か
け
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
そ
れ
以
前
の
昭
和
六
年
、
鈴
木
教
授
が
上
海
の
東
亜
同
文
書
院

教
授
だ
っ
た
こ
ろ
同
僚
と
辞
典
づ
く
り
を
手
が
け
た
の
が
始
ま
り
で
資
料
カ
ー
ド
が
十
四
万
枚

で
き
た
と
こ
ろ
で
終
戦
と
な
り
、
中
共
側
に
全
部
接
収
さ
れ
た
。
そ
の
後
中
共
の
郭
沫
若
科
学
院

院
長
ら
の
好
意
で
日
中
友
好
協
会
を
通
じ
て
愛
大
に
返
還
さ
れ
た
。
し
か
し
中
国
の
文
字
改
革
で

「
ボ
ー
イ
」
と
い
う
こ
と
ば
が
「
服
務
員
」
と
変
っ
た
り
、
簡
化
字
が
で
き
た
り
し
て
カ
ー
ド
は

全
然
役
立
た
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
改
め
て
改
訂
す
る
と
い
う
苦
労
を
重
ね
、
こ
の
た
び
の
発

刊
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の 

４‒３ｃ(2)
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〔
注
〕
東
海
日
日
新
聞 

昭
和
四
十
年
四
月
二
二
日
所
載
。 
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最
新
の
資
料
で 

 

万
語 

愛
大
鈴
木
教
授
ら 

苦
心
の
〝
中
日
辞
典
〟
出
版 

 

【
豊
橋
】
豊
橋
市
町
畑
町
、
愛
知
大
学
華
日
辞
典
編
さ
ん
（
纂
）
処
＝
主
任
・
鈴
木
択

郎
教
授
＝
で
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
〝
中
日
辞
典
〟
が
い
よ
い
よ
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
今
週
中
に
出
版
元
の
株
式
会
社
大
安
発
売
所
＝
東
京
都
神
田
神
保
町
、
小
林
実
弥
社

長
＝
と
の
間
に
正
式
に
調
印
さ
れ
し
だ
い
、
印
刷
に
取
り
か
か
り
、
早
け
れ
ば
来
春
に
は

出
版
す
る
と
い
う
。 

 

こ
の
〝
中
日
辞
典
〟
は
収
録
し
た
こ
と
ば
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
〝
Ａ
〟
か
ら
〝
Ｚ
〟
ま
で
十

三
万
語
で
、
現
在
出
版
さ
れ
て
い
る
辞
典
で
七
万
語
の
も
の
の
二
倍
以
上
と
い
わ
れ
る
。 

現
在
の
華
日
辞
典
に
比
べ
る
と
、
一
語
ず
つ
語
源
、
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
用
語
例
、
方
言
、
略
語
、

反
対
語
、
同
意
語
か
ら
参
照
語
ま
で
し
る
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
中
共
政
権
の
文
字
改
革
に
よ
っ
て
五

回
に
わ
た
る
漢
字
二
千
三
百
八
十
字
の
略
字
化
と
四
回
に
わ
た
る
発
音
の
変
化
が
は
い
っ
て
お
り
、
わ

が
国
初
め
て
の
本
格
的
辞
典
。 

出
版
本
は
縦
十
八
㌢
、
横
十
三
㌢
で
二
千
㌻
、
一
万
部
を
刷
る
。
印
刷
元
は
図
書
出
版
会
社
沼
津
工

場
の
予
定
。 

こ
の
辞
典
編
纂
は
昭
和
三
十
年
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た
が
、
戦
前
、
鈴
木
教
授
が
上
海
の
東
亜
同

文
書
院
教
授
だ
っ
た
こ
ろ
「
知
り
た
い
こ
と
が
で
て
い
な
い
」
と
不
満
を
持
ち
、
神
戸
外
大
の
坂
本
一

郎
教
授
、
元
東
北
大
の
故
野
崎
駿
平
教
授
ら
と
す
で
に
辞
典
づ
く
り
を
手
が
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
終

戦
と
同
時
に
資
料
を
中
共
側
に
接
収
さ
れ
た
。
そ
れ
が
中
共
の
郭
沫
若
科
学
院
院
長
ら
の
好
意
で
日
中

友
好
協
会
を
通
じ
て
返
さ
れ
、
中
国
語
に
強
い
愛
知
大
学
で
十
年
の
歳
月
を
か
け
完
成
し
た
。 

編
集
に
は
鈴
木
教
授
は
じ
め
同
大
学
の
中
国
語
担
当
、
そ
の
他
関
係
の
助
教
授
、
講
師
ら
九
人
で
始

め
、
そ
の
中
に
は
中
国
人
女
性
の
張
禄
沢
講
師
も
い
る
。
中
国
に
も
辞
典
の
決
定
版
が
ま
だ
作
ら
れ
て

い
な
い
現
状
だ
か
ら
、
参
考
文
献
な
ど
も
少
な
く
、
処
員
ら
を
悩
ま
し
た
と
い
う
。 

 

出
版
の
費
用
千
五
百
万
円
の
う
ち
、
同
大
学
で
五
百
万
円
を
負
担
し
、
残
り
は
予
約
注
文
や
本
間
喜

一
前
学
長
ら
が
中
心
に
な
っ
て
篤
志
家
か
ら
寄
付
金
を
集
め
て
い
く
と
い
う
。 

処
員
の
苦
労
が
実
る 

鈴
木
教
授
の
話 

や
っ
と
出
版
の
見
通
し
が
つ
き
、
処
員
の
苦
労
が
実
っ
て
う
れ
し
い
。 

本
間
前
学
長
の
話 

大
口
の
寄
付
者
と
の
話
し
合
い
も
ほ
と
ん
ど
つ
い
た
。
出
版
し
た
ら
、
中
共
の

好
意
も
あ
り
、
約
千
部
は
贈
り
た
い
。 

 

〔
注
〕
中
日
新
聞 

昭
和
四
十
年
四
月
二
二
日
所
載
。 
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日
の
目
み
る
〝
大
中
国
語
辞
典
〟 

喜
び
の
愛
大
・
鈴
木
教
授
ら 

十
年
の
努
力
み
の
る 

日
通
本
社
が
か
げ
の
助
力 

 

豊
橋
市
町
畑
町
の
愛
知
大
学
華
日
辞
典
編
さ
ん
所
（
鈴
木
択
郎
所
長
）
で
十
年
間
に
わ
た
っ
て
中

国
語
カ
ー
ド
を
つ
く
っ
て
き
た
努
力
が
や
っ
と
実
り
、
こ
の
ほ
ど
二
千
㌻
、
十
三
万
語
収
録
の
大

中
国
語
辞
典
の
刊
行
が
本
決
ま
り
と
な
っ
た
。
鈴
木
所
長
以
下
、
五
人
の
編
さ
ん
委
員
の
索
引
カ

ー
ド
を
整
理
す
る
手
つ
き
も
軽
い
。 

 こ
の
日
本
一
の
大
辞
典
を
出
版
す
る
に
は
約
三
千
万
円
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、
早
く
か
ら
索
引
カ
ー

ド
ま
で
で
き
て
い
た
の
に
長
い
間
、
辞
典
実
現
の
運
び
と
な
ら
な
か
っ
た
、
だ
が
、
こ
と
し
三
月
初
め

本
間
喜
一
前
愛
大
学
長
が
日
本
通
運
東
京
本
社
の
社
員
教
養
大
学
開
設
に
骨
折
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
社

が
二
千
冊
同
辞
典
の
予
約
注
文
を
し
て
、
二
百
五
十
万
円
を
前
金
と
し
て
支
払
っ
た
こ
と
が
辞
典
刊
行

に
明
る
い
き
ざ
し
を
与
え
た
。 

 

こ
の
金
と
大
学
側
の
出
版
費
合
わ
せ
て
五
百
万
円
で
東
京
・
図
書
出
版
社
に
印
刷
を
依
頼
、
今
週
中

に
印
刷
契
約
を
と
り
か
わ
す
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。
同
時
に
発
売
は
東
京
千
代
田
区
神
保
町
の
中
国
書

籍
専
門
の
「
大
安
」
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

印
刷
に
か
か
る
の
が
こ
と
し
六
月
ご
ろ
で
、
発
刊
は
来
年
六
月
に
な
る
見
込
み
と
い
う
。 

昭
和
八
年
、
同
大
の
前
身
、
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
時
代
に
鈴
木
さ
ん
ら
が
こ
れ
ま
で
の
中
国
語
辞
典

に
不
満
を
感
じ
て
中
国
語
カ
ー
ド
の
編
集
、
整
理
を
始
め
た
の
が
こ
の
辞
典
が
で
き
る
最
初
の
き
っ
か

け
。
当
時
の
カ
ー
ド
の
ほ
と
ん
ど
は
戦
後
中
共
に
没
収
さ
れ
た
も
の
の
、
日
中
友
好
協
会
の
好
意
で
再

び
愛
大
の
鈴
木
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
帰
っ
て
き
た
。 

 

昭
和
三
十
年
四
月
、
こ
れ
ら
の
カ
ー
ド
を
も
と
に
華
日
辞
典
編
さ
ん
所
を
開
設
、
き
ょ
う
ま
で
ず
っ

と
整
理
に
あ
た
っ
て
き
た
。
約
三
十
年
越
し
に
実
現
し
た
辞
典
と
い
う
わ
け
。 

そ
れ
だ
け
に
古
代
中
国
語
や
現
代
中
国
語
の
国
語
文
「
白
話
文
」
も
ふ
ん
だ
ん
に
の
っ
て
お
り
、
多
く

の
例
文
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
六
十
四
年
八
月
中
共
の
文
字
改
革
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
〝
簡
化
字
〟

二
千
二
百
三
十
八
字
も
新
し
く
活
字
を
つ
く
ら
せ
て
、
収
録
す
る
な
ど
、
完
ぺ
き
な
大
辞
典
に
な
る
と

い
い
、
関
係
者
か
ら
発
刊
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

 

鈴
木
教
授
の
話 

長
年
の
苦
労
が
や
っ
と
実
っ
て
、
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
一
冊
二
千
五
百
円
程
度

で
一
万
冊
出
版
の
予
定
で
す
。
現
在
日
本
で
出
版
さ
れ
て
い
る
中
国
語
辞
典
は
七
万
語
収
録
が
最
高
と

い
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
大
辞
典
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
辞
典
で
物
足
ら
な
か
っ
た
人
に
も
十
分
満

足
し
て
も
ら
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

〔
注
〕
毎
日
新
聞 

昭
和
四
十
年
四
月
二
二
日
所
載
。 
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華
日
辞
典
の
編
纂
終
わ
る 

 

華
日
辞
典
編
纂
処
に
よ
る
華
日
辞
典
の
編
集
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
出
版
を
待
つ
だ
け
と
な
っ
た
。 

華
日
辞
典
編
纂
処
は
鈴
木
択
郎
教
授
を
委
員
長
と
し
、
内
山
雅
夫
教
授
・
張
禄
沢
女
史
な
ど
約
十
名

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
坂
本
一
郎
神
戸
大
教
授
・
故
野
崎
駿
平
元
東
北
大
教
授
ら
の
協
力
に
よ
っ

て
完
成
さ
れ
た
。 

こ
の
事
業
は
本
学
の
前
身
東
亜
同
文
書
院
の
頃
か
ら
始
め
ら
れ
、
戦
後
一
時
中
断
さ
れ
て
い
た
の
が
、

昭
和
二
十
九
年
よ
り
再
び
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
中
国
に
文
字
改
革
が
あ
り
漢
字
の
「
簡

化
字
」
が
行
な
わ
れ
た
。
完
成
さ
れ
た
辞
典
の
中
に
は
簡
化
さ
れ
た
文
字
約
二
千
三
百
八
十
字
が
含
ま

れ
語
数
十
五
万
有
余
が
収
め
ら
れ
、
頁
数
二
千
三
百
と
い
う
立
派
な
辞
書
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
格

的
な
中
国
語
の
辞
典
は
他
に
見
ら
れ
な
い
の
で
こ
の
辞
典
は
各
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
こ
の
辞
典
の
完
成
に
対
し
て
中
国
か
ら
の
若
干
の
援
助
も
あ
り
、
こ
の
辞
典
を
日
中
友
好
協

会
を
通
じ
て
、
約
五
百
部
中
国
へ
寄
贈
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

     

〔
注
〕
愛
知
大
学
新
聞 

昭
和
四
十
年
五
月
二
十
日
所
載
。 
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1 
 

華
日
辭
典
将
刊
行 

 
 

愛
知
大
学
教
授
鈴
木
擇
郎
編
纂
的
華
日
大
辭
典
最
近
已
経
脱
稿
附
印
，
将
在
明
年
六
月
完
成
。 

這
部
華
日
辭
典
是
鈴
木
擇
郎
一
九
三
三
年
在
上
海
同
文
書
院
執
教
時
，
便
開
始
捜
集
資
料
，
進
行

編
纂
華
日
辭
典
，
在
日
本
投
降
後
，
這
些
資
料
便
留
在
中
国
。
新
中
国
成
立
後
，
鈴
木
擇
郎
通
過
日
中

友
好
協
会
的
内
山
完
造
先
生
，
向
中
国
方
面
表
示
願
意
利
用
這
些
資
料
，
継
続
進
行
編
纂
工
作
，
一
九

五
五
年
，
中
国
方
面
以
中
国
人
民
贈
送
給
日
本
人
民
方
式
，
把
這
批
資
料
贈
送
給
愛
知
大
学
。
鈴
木
擇

郎
教
授
由
一
九
五
五
年
四
月
在
愛
知
大
学
開
始
了
編
纂
工
作
，
同
時
由
于
内
山
正
夫
、
遠
藤
透
造
，
宗

内
鴻
和
欧
陽
張
禄
澤
（
欧
陽
可
亮
的
夫
人
）
的
協
助
，
編
纂
工
作
有
了
迅
速
進
展
。 

這
部
華
日
辭
典
已
在
今
年
夏
天
開
始
附
印
，
一
年
之
内
可
能
印
製
完
了
，
両
千
万
元
的
印
製
費
用

已
経
辧
妥
，
預
計
明
年
六
月
可
以
完
成
。 

     

〔
注
〕
大
地
報 

―
大
陸
系
華
僑
新
聞
― 

一
九
六
五
年
一
二
月
一
五
日
所
載
。 
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1 
 

『
中
日
大
辞
典
』
完
成
近
づ
く 

十
三
万
語
を
収
録 

 

愛
大
鈴
木
教
授 

苦
節
十
年
実
る 

 
 

【
豊
橋
】
豊
橋
市
町
畑
町
、
愛
知
大
学
華
日
辞
典
編
さ
ん
（
纂
）
処
＝
主
任
・
鈴
木
択
郎

教
授
＝
が
十
年
の
歳
月
を
か
け
て
十
三
万
語
を
そ
ろ
え
た
、
わ
が
国
初
の
本
格
的
な
中
国
語

辞
典
「
中
日
大
辞
典
」
は
い
よ
い
よ
完
成
に
近
づ
き
、
新
年
早
々
か
ら
出
版
元
が
予
約
注
文

を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

  

こ
の
中
日
大
辞
典
は
、
戦
前
鈴
木
教
授
が
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
に
い
た
こ
ろ
神
戸
外
大
の
坂
本
一

郎
教
授
、
元
東
北
大
の
故
野
崎
駿
平
教
授
ら
と
手
が
け
て
い
た
も
の
で
、
終
戦
と
同
時
に
資
料
を
中
共

側
に
接
収
さ
れ
、
中
断
の
か
た
ち
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
二
十
九
年
暮
れ
、
中
共
の
郭
沫
若
科
学

院
院
長
ら
の
好
意
で
日
中
友
好
協
会
を
通
じ
て
日
本
に
返
さ
れ
、
愛
知
大
学
の
鈴
木
教
授
の
手
元
に
戻

さ
れ
た
。 

 

本
格
的
に
編
集
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
三
十
年
か
ら
で
、
鈴
木
教
授
を
中
心
に
同
大
学
の
中
国
語
担

当
、
そ
の
他
の
関
係
の
助
教
授
、
講
師
ら
九
人
が
編
集
に
参
加
し
た
。
中
国
に
も
ま
だ
辞
典
の
決
定
版

は
完
成
し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
、
参
考
文
献
も
少
な
い
う
え
、
中
共
政
権
に
な
っ
て
数
回
に
わ
た
る
漢

字
略
字
化
と
発
音
の
変
化
が
あ
っ
て
処
員
ら
は
苦
労
し
た
と
い
う
。 

 

辞
典
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
Ａ
か
ら
Ｚ
ま
で
十
三
万
語
が
収
録
さ
れ
、
一
語
一
語
に
語
源
、
ニ
ュ

ア
ン
ス
、
用
語
例
、
方
言
、
略
語
、
反
対
語
、
同
意
語
、
参
考
語
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

今
春
、
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
、
株
式
会
社
大
安
と
出
版
契
約
が
ま
と
ま
り
、
図
書
印
刷
株

式
会
社
が
印
刷
元
に
な
っ
て
静
岡
県
の
原
町
工
場
で
植
字
が
始
ま
っ
た
。
現
在
同
編
さ
ん
処
へ
は
校
正

刷
り
が
工
場
か
ら
順
次
届
き
、
鈴
木
教
授
を
は
じ
め
内
山
雅
夫
教
授
ら
四
人
は
、
大
き
な
拡
大
鏡
を
通

し
て
目
を
充
血
さ
せ
な
が
ら
校
正
に
励
ん
で
い
る
。
校
正
は
五
校
ま
で
行
わ
れ
る
は
ず
で
、
二
校
後
は

東
北
大
の
志
村
良
治
助
教
授
ら
数
人
に
も
依
頼
し
て
完
全
な
も
の
に
す
る
。 

 

予
約
注
文
は
出
版
元
が
年
内
に
内
容
見
本
二
万
枚
を
つ
く
り
、
各
大
学
、
研
究
室
、
図
書
館
な
ど
へ

送
り
正
月
す
ぎ
か
ら
予
約
受
け
付
け
を
始
め
る
。 

   

〔
注
〕
朝
日
新
聞 

昭
和
四
十
年
十
二
月
十
八
日
所
載
。 

４‒３ｃ(7)
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愛
知
大
学 

―
中
国
へ
の
情
熱 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

永 

井 

道 

雄 

（
前
略
） 

 

し
か
し
、
教
育
よ
り
も
研
究
の
面
で
と
く
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
東
亜
同
文
書
院
時
代
か
ら

続
け
ら
れ
て
い
る
華
日
辞
典
の
編
纂
で
あ
る
。
こ
の
事
業
が
は
じ
め
ら
れ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
三
〇
年
前
、

昭
和
八
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
四
万
枚
の
カ
ー
ド
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
同
文
書
院
大
学
は
解
散
し
、

カ
ー
ド
は
昭
和
二
〇
年
中
国
側
に
接
収
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
越
え
て
昭
和
二
九
年
の
秋
、
日
中
の
交
渉

が
し
だ
い
に
復
活
し
て
き
た
と
き
十
四
万
枚
の
カ
ー
ド
は
、
ほ
と
ん
ど
原
型
の
ま
ま
、
中
国
政
府
か
ら
日

本
人
民
に
寄
贈
さ
れ
た
。 

 

し
か
し
、
こ
の
間
に
は
、
歴
史
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
文
字
も
、
言
葉
の
意
味
も
い
ち
じ
る
し
く

変
化
し
て
い
る
。
大
学
は
昭
和
三
〇
年
か
ら
、
ふ
た
た
び
編
纂
事
業
に
と
り
か
か
り
、
昭
和
八
年
以
来
、

こ
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
鈴
木
択
郎
教
授
を
中
心
に
、
根
気
よ
く
努
力
を
つ
づ
け
、
よ
う
や
く
三

八
年
中
に
完
結
し
た
。 

 

戦
火
の
時
期
を
は
さ
ん
で
三
〇
年
、
こ
の
大
事
業
が
進
行
し
た
こ
と
は
何
を
物
語
る
の
か
。
中
国
語
に

つ
い
て
素
人
で
あ
る
わ
た
し
に
判
断
は
む
ず
か
し
い
が
、
日
中
間
に
あ
れ
ほ
ど
深
い
関
係
が
あ
り
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
辞
典
は
比
較
的
初
歩
的
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
包
括
的
な
基
本
的
辞
典
が
、
よ
う
や
く
、
こ

の
段
階
に
で
き
あ
が
る
と
い
う
事
実
に
は
深
い
問
題
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
最
近
、
東
京
外
大
教
授
・
鐘
ヶ
江
信
光
氏
の
『
華
日
辞
典
』
が
刊
行
さ
れ
、
ま
た
東

大
名
誉
教
授
・
倉
石
武
四
郎
氏
の
辞
典
の
刊
行
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
最
近
の
中
国
研
究
者
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
こ
ん
ご
の
一
つ
の
方
向
が
ひ
そ
ん
で
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。 

 

（
後
略
） 

     〔
注
〕「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

大
学
の
庭
」
一
九
六
三
年
五
月
十
二
日
号
所
載
。
永
井
道
雄
「
愛

知
大
学
・
中
国
へ
の
情
熱
」
よ
り
抜
粋
。 
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華
日
辞
典
刊
行
の
こ
と
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 

愛
知
大
学
鈴
木
択
郎
教
授
（
十
五
期
）
説
明 

  

予
て
上
海
同
文
書
院
に
お
い
て
昭
和
八
年
頃
か
ら
辞
書
作
成
の
た
め
資
料
作
成
中
の
と
こ
ろ
終
戦
に
際

し
、
中
国
政
府
に
接
収
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
返
却
し
て
欲
し
い
旨
中
国
政
府
に
申
請
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
昭
和
三
十
年
に
日
本
人
民
に
寄
贈
す
る
と
い
う
形
で
返
つ
て
来
た
。
こ
れ
を
三
十
年
四
月

頃
か
ら
愛
知
大
学
に
お
い
て
継
続
編
纂
す
る
こ
と
に
な
り
、
鈴
木
択
郎
（
十
五
期
）
内
山
正
夫
（
三
十
五

期
）
遠
藤
秀
造
（
十
九
期
）
宗
内
鴻
（
十
五
期
）
張
先
生
（
欧
陽
可
亮
先
生
の
夫
人
）
等
の
諸
氏
の
努
力

に
よ
り
刊
行
の
段
階
ま
で
至
つ
た
次
第
で
あ
る
。
刊
行
に
は
莫
大
な
資
金
を
要
し
ま
す
が
、
偶
々
よ
い
ス

ポ
ン
サ
ー
が
出
て
来
ま
し
て
刊
行
費
の
三
分
の
一
を
寄
付
し
て
下
さ
る
こ
と
に
な
り
、
印
刷
に
は
約
一
ヶ

年
を
要
し
ま
す
が
、
明
年
六
月
頃
ま
で
に
は
出
来
あ
が
る
予
定
と
な
つ
て
い
ま
す
。
同
華
日
辞
書
の
特
徴

と
し
ま
し
て
は
、
収
録
語
数
が
約
十
三
万
語
で
普
通
の
従
来
辞
書
の
五
万
余
語
の
倍
以
上
で
あ
り
、
新
中

国
の
語
句
は
勿
論
、
古
代
文
を
読
む
た
め
の
語
句
も
採
り
入
れ
て
い
ま
す
。 

 

右
の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
、
発
売
の
際
は
協
力
し
て
ほ
し
い
旨
の
挨
拶
あ
り
。
以
上
で
総
会
々
場
に
お

け
る
諸
事
項
を
終
り
、
懇
親
会
場
に
席
を
遷
し
て
、
懇
親
会
食
す
。 

     

〔
注
〕
「
滬
友
」
十
九
号
（
一
九
六
六
年
十
一
月
）
所
載
。 

４‒３ｃ(9)
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1 
 

「
中
日
大
辞
典
」
に
つ
い
て 

 
 

十
六
期 

大 

矢 

信 

彦 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

「
滬
友
」
第
二
十
四
号
所
載
、
石
川
会
長
の
巻
頭
言
「
侵
略
的
語
学
」
を
読
ん
で
、
僕
も
若
干
の
感
あ

る
を
免
れ
な
い
が
、
し
か
し
僕
は
か
か
る
議
論
に
反
発
し
た
り
、
か
か
ず
ら
う
興
味
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
。

僕
も
同
文
書
院
に
入
学
し
て
以
来
、
永
年
の
支
那
生
活
の
結
果
、
支
那
語
、
支
那
文
は
僕
の
か
ら
だ
に
沁

み
入
っ
て
、
今
さ
ら
忘
れ
去
り
、
洗
い
落
と
す
こ
と
は
で
き
な
い
間
柄
で
、
そ
れ
を
と
や
か
く
言
わ
れ
た

っ
て
、
何
と
も
致
し
方
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
僕
は
喋
る
支
那
語
に
は
い
か
に
も
弱
く
、
い
ろ
い
ろ
欠

点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
よ
く
承
知
し
て
い
る
。
か
か
る
弱
点
、
欠
点
を
指
摘
し
て
「
だ
か
ら
同
文
書
院

の
支
那
語
は
つ
ま
ら
ぬ
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
僕
と
し
て
は
ま
こ
と
に
一
言
も
な
く
、
母
校
お
よ
び
師
兄
に

対
し
て
ま
こ
と
に
申
訳
な
く
、
只
管
恐
縮
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
一
方
で
は
、
我
等
の
同
学
諸
君
に

よ
っ
て
「
中
日
大
辞
典
」
が
完
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
同
文
書
院
の
支
那
語
だ
っ
て
バ
カ
に
し
た
も

の
で
な
い
ぞ
」
と
気
を
吐
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
、
意
を
強
く
さ
せ
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

＊ 
 

 
 
 
 

＊ 
 
 
 
 

＊ 
 
 
 

 

＊ 
 

今
年
春
間
、
僕
神
田
へ
行
っ
た
つ
い
で
に
、
神
保
町
の
「
大
安
」
に
寄
っ
て
み
た
。
僕
は
先
年
こ
の
「
大

安
」
が
複
製
し
た
中
国
共
産
党
初
期
の
機
関
紙
「
嚮
導
」
の
合
本
五
冊
を
買
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
又

何
か
目
ぼ
し
き
も
の
が
な
と
思
い
つ
つ
立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ
、
忽
ち
愛
知
大
学
編
纂
の
「
中
日
大
辞
典
」

な
る
も
の
が
目
に
つ
い
た
。
開
巻
劈
頭
「
編
者
の
こ
と
ば
」
を
鈴
木
択
郎
氏
（
十
五
期
）
が
書
い
て
い
る

の
で
、
有
無
を
言
わ
ず
、
真
ち
に
一
本
を
購
う
て
帰
っ
た
。 

＊ 
 

 
 
 
 

＊ 
 
 
 
 

＊ 
 
 
 

 

＊ 
 

僕
は
同
文
書
院
へ
入
学
す
る
と
き
に
買
っ
た
「
岡
本
…
支
那
声
音
字
彙
」
以
外
に
、
支
那
語
の
字
書
と

い
う
も
の
は
持
ち
合
わ
せ
な
か
っ
た
。
書
院
時
代
に
、
当
時
日
本
で
出
版
さ
れ
た
何
と
か
い
う
支
那
語
の

字
書
を
見
た
こ
と
が
あ
る
が
つ
ま
ら
ぬ
も
の
だ
と
思
っ
た
。
僕
は
支
那
語
に
は
ま
こ
と
に
弱
い
が
、
読
み

書
き
に
は
さ
ま
で
不
自
由
し
な
い
ま
ま
、
支
那
語
の
字
書
に
は
比
較
的
関
心
が
薄
く
「
商
務
院
書
館
…
辞

源
」
一
本
槍
で
押
し
通
し
て
来
た
。
し
か
し
「
辞
源
」
は
口
語
、
俗
語
に
は
テ
ン
デ
役
立
た
ぬ
の
で
、
僕

も
時
に
内
心
然
る
べ
き
支
那
語
の
字
書
が
な
い
も
の
か
と
思
わ
ぬ
で
も
な
か
っ
た
。
戦
時
中
、
上
海
で
国

語
辞
典
が
出
版
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
た
が
、
当
時
北
京
、
天
津
に
は
上
海
の
書
物
が
あ
ま
り
来
ぬ
よ
う
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
買
わ
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
。 

＊ 
 

 
 
 
 

＊ 
 
 
 
 

＊ 
 
 
 

 

＊ 
 

と
こ
ろ
が
戦
後
大
分
以
前
の
こ
と
だ
が
、
同
文
書
院
の
支
那
語
の
教
師
諸
君
が
支
那
語
字
書
編
纂
の
た

め
作
っ
て
お
い
た
厖
大
な
資
料
カ
ー
ド
が
中
共
当
局
の
好
意
に
よ
っ
て
日
本
に
返
還
さ
れ
、
そ
れ
を
基
礎

に
愛
知
大
学
で
旧
同
人
諸
君
が
支
那
語
字
書
を
編
纂
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
新
聞
で
知
っ
て
、
窃
か
に
そ

の
完
成
を
心
待
ち
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。 

 

さ
て
そ
の
「
中
日
大
辞
典
」
を
僕
如
き
が
兎
や
角
あ
げ
つ
ら
う
の
は
烏
滸
が
ま
し
い
沙
汰
だ
が
、
一
本

を
買
っ
て
家
に
持
ち
帰
る
や
、
早
速
薄
暮
の
縁
側
で
繰
り
展
げ
て
べ
つ
見
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
編
纂
ぶ
り

４‒３ｃ(10)
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の
た
だ
事
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
感
得
し
て
驚
嘆
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
先
づ
そ
の
精
細
、
緻
密
、
懇
篤
、

鄭
寧
な
こ
と
に
驚
い
た
。
久
し
く
会
わ
ぬ
が
、
鈴
木
氏
の
人
柄
が
彷
髴
躍
如
と
し
て
浮
ん
で
来
る
思
い
が

し
た
。
僕
は
ま
だ
こ
の
「
中
日
大
辞
典
」
を
あ
ま
り
使
っ
て
い
な
い
か
ら
「
中
日
大
辞
典
」
の
真
価
の
ほ

ど
を
具
体
的
に
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
「
大
辞
典
」
が
あ
れ
ば
何
か
の
と
き
に
も
困
ら
ぬ

だ
ろ
う
と
、
安
心
感
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。 

＊ 
 

 
 
 
 

＊ 
 
 
 
 

＊ 
 
 
 

 

＊ 
 

こ
の
「
中
日
大
辞
典
」
を
繰
っ
て
い
て
ち
ょ
っ
と
違
和
感
を
持
た
さ
れ
る
の
は
、
中
共
式
漢
字
略
字
と

中
共
式
ロ
ー
マ
字
標
音
で
あ
る
。
僕
は
む
か
し
国
共
分
裂
後
の
中
共
の
ガ
リ
版
文
書
を
読
ん
で
い
た
こ
と

が
あ
る
か
ら
、
略
字
に
は
頗
る
慣
れ
て
い
る
。
当
時
共
産
党
が
使
っ
て
い
た
漢
字
略
字
と
今
の
中
共
の
略

字
と
は
必
ず
し
も
同
一
で
な
い
し
、
今
は
数
も
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
略
字
の
モ
テ
フ
イ
の
幾
つ
か
を
つ

か
め
ば
、
大
よ
そ
の
見
当
を
つ
け
て
不
自
由
な
く
読
め
る
。
読
め
ぬ
よ
う
な
略
字
だ
っ
た
ら
、
略
字
の
意

味
は
な
い
。
な
お
こ
の
「
大
辞
典
」
は
略
字
の
み
で
は
な
く
、
繁
体
と
い
う
か
、
本
字
で
も
引
け
る
か
ら
、

旧
弊
人
に
も
使
用
で
き
る
。 

 

漢
字
略
字
よ
り
も
、
僕
に
と
っ
て
苦
手
は
漢
字
の
中
共
式
ロ
ー
マ
字
標
音
で
あ
る
。
永
年
ト
マ
ス
・
ウ

ェ
ー
ド
式
で
育
っ
て
来
た
僕
に
と
っ
て
あ
れ
は
困
る
。
な
る
ほ
ど
所
謂
有
気
、
無
気
と
云
う
か
、
清
濁
音

の
区
別
を
つ
け
た
ら
、
そ
の
他
よ
り
正
確
な
標
音
が
で
き
る
長
所
は
あ
ろ
う
が
、
老
碌
こ
の
歳
に
な
っ
て

は
、
せ
い
ぜ
い
当
て
推
量
で
読
む
こ
と
が
精
一
杯
で
、
あ
れ
を
完
全
に
覚
え
ろ
と
云
わ
れ
て
も
、
も
う
そ

の
気
力
も
な
け
れ
ば
脳
力
も
な
い
。
そ
の
た
め
こ
の
「
大
辞
典
」
を
ロ
ー
マ
字
で
引
く
と
き
は
、
相
当
面

倒
を
感
じ
る
こ
と
が
少
く
な
い
。
そ
う
云
う
点
で
も
僕
の
如
き
は
甚
だ
時
代
遅
れ
だ
し
、
支
那
語
の
字
書

を
さ
ま
で
必
要
と
せ
ぬ
僕
に
こ
の
「
中
日
大
辞
典
」
を
批
評
す
る
資
格
が
な
い
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
と

お
り
だ
が
、
そ
の
僕
で
も
こ
れ
は
「
大
し
た
字
引
き
だ
」
と
断
言
し
、
推
奨
し
て
憚
ら
ぬ
自
信
が
あ
る
こ

と
を
申
し
添
え
て
置
く
。 

＊ 
 

 
 
 
 

＊ 
 
 
 
 

＊ 
 
 
 

 

＊ 
 

尚
余
談
に
亘
る
が
、
今
か
ら
七
、
八
年
も
前
の
こ
と
―
当
時
東
大
の
教
授
で
、
国
語
審
議
会
委
員
倉
石

武
四
郎
氏
の
中
共
か
ら
の
帰
来
談
が
あ
る
か
ら
と
日
比
谷
の
新
聞
協
会
か
ら
案
内
を
受
け
て
、
聞
き
に
行

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
は
国
語
審
議
会
で
漢
字
制
限
と
略
字
作
り
の
首
謀
者
と
聞
い
て
い
た
が
、
そ
の
時

の
話
で
は
、
中
共
で
は
略
字
と
ロ
ー
マ
字
標
記
が
盛
行
し
て
い
て
、
ロ
ー
マ
字
標
記
で
漢
字
の
音
を
全
国

的
に
統
一
し
た
の
み
な
ら
ず
、
漢
字
の
代
り
に
ロ
ー
マ
字
が
相
当
広
汎
に
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
日
本
で
も
漢
字
を
も
っ
と
制
限
し
、
略
字
に
置
き
換
え
た
り
、
ロ
ー
マ
字
或
は
仮
名

文
字
を
も
っ
と
使
う
よ
う
に
し
た
ら
と
い
っ
た
論
旨
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
す
る
。
老
頭
児
の
僕
に
は
、
今

更
そ
ん
な
改
革
に
は
興
味
な
く
、
た
だ
、
中
共
の
ロ
ー
マ
字
と
は
ど
ん
な
も
の
か
に
つ
い
て
知
り
た
い
と

思
っ
た
が
、
具
体
的
な
説
明
は
な
か
っ
た
。
僕
は
「
漢
字
の
代
り
に
ロ
ー
マ
字
を
用
い
る
よ
う
に
な
れ
ば

『
音
』
は
全
国
的
に
統
一
さ
れ
よ
う
が
、『
声
』
は
ど
う
し
て
現
わ
す
の
か
」
と
質
問
し
た
。
す
る
と
氏
は

「
支
那
人
は
『
声
』
は
自
然
に
体
得
し
て
い
る
か
ら
特
に
声
を
表
明
し
な
く
と
も
良
い
」
と
い
う
返
事
だ

っ
た
。
僕
は
「
そ
ん
な
バ
カ
な
こ
と
が
…
」
と
そ
の
返
答
に
は
納
得
い
か
ず
、
今
日
に
至
っ
て
い
た
が
、

こ
ん
ど
「
中
日
大
辞
典
」
を
見
る
に
及
ん
で
、
中
共
式
ロ
ー
マ
字
標
音
に
は
『
声
』
を
現
わ
す
記
号
が
ち
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ゃ
ん
と
つ
い
て
い
る
の
を
知
っ
て
納
得
し
た
。 

＊ 
 

 
 
 
 

＊ 
 
 
 
 

＊ 
 
 
 

 

＊ 
 

む
か
し
僕
が
上
海
で
鈴
木
択
郎
氏
の
と
こ
ろ
に
厄
介
に
な
っ
て
い
た
と
き
、
彼
の
と
こ
ろ
へ
「
嚮
導
」

が
来
て
い
た
の
を
、
僕
も
読
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
僕
は
北
へ
移
っ
た
の
で
一
時
杜
絶
え
た
が
、
そ
の
後

バ
ッ
ク
ナ
ム
バ
ー
か
ら
揃
え
て
、
「
嚮
導
」
を
翻
読
す
る
こ
と
が
永
年
続
い
た
。
日
本
へ
引
揚
げ
て
か
ら
は

「
嚮
導
」
が
手
許
に
な
い
の
で
、
何
と
か
手
に
入
ら
ぬ
も
の
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
先
年
そ
の
原
本

と
寸
分
違
わ
ぬ
複
写
本
が
「
大
安
」
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
早
速
買
い
求
め
た
。
そ
し

て
こ
ん
ど
は
そ
の
大
安
が
「
中
日
大
辞
典
」
を
発
行
し
た
の
で
あ
る
。
鈴
木
氏
―
嚮
導
―
中
日
大
辞
典
―

大
安
と
並
べ
て
来
る
と
、
僕
は
一
種
の
因
縁
を
感
ぜ
さ
せ
ら
れ
る
。 

＊ 
 

 
 
 
 

＊ 
 
 
 
 

＊ 
 
 
 

 

＊ 
 

過
日
僕
は
同
期
生
の
会
合
に
お
い
て
こ
の
「
中
日
大
辞
典
」
に
つ
い
て
一
言
推
奨
の
語
を
述
べ
た
と
こ

ろ
、
誰
か
の
話
で
は
こ
の
「
中
日
大
辞
典
」
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
、
滬
友
同
窓
会
と
愛
知
大
学
と
の
間
に
何

か
い
ざ
こ
ざ
が
あ
っ
て
、
未
だ
そ
の
解
決
を
聞
い
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
僕
は
左
様
な
こ
と
は
頓

と
知
ら
ず
、
今
更
に
驚
き
入
っ
た
次
第
だ
が
、
も
し
果
し
て
何
か
い
ざ
こ
ざ
が
あ
っ
た
の
な
ら
、
そ
の
真

相
を
「
滬
友
」
誌
上
で
で
も
明
か
し
て
も
ら
い
た
い
。
或
は
既
に
何
事
か
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

僕
が
読
ん
で
お
ら
ず
に
知
ら
ぬ
の
か
も
知
れ
な
い
が
…
。 

 

し
か
し
何
事
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
こ
の
「
中
日
大
辞
典
」
が
完
成
出
版
さ
れ
た
の
は
慶
賀
す
べ
き
こ
と

だ
。
そ
し
て
こ
の
「
中
日
大
辞
典
」
編
纂
に
献
身
さ
れ
た
同
人
諸
君
の
努
力
と
労
苦
に
感
謝
し
、
そ
の
功

績
を
讃
え
よ
う
で
は
な
い
か
。 

＊ 
 

 
 
 
 

＊ 
 
 
 
 

＊ 
 
 
 

 

＊ 
 

現
今
世
間
で
は
日
通
事
件
に
驚
き
、
福
島
前
日
通
社
長
に
非
難
の
声
を
浴
び
せ
て
い
る
が
、「
中
日
大
辞

典
」
編
者
の
こ
と
ば
に
よ
る
と
、
福
島
社
長
は
昨
年
四
月
、
多
数
予
約
し
て
、
こ
の
辞
典
の
出
版
を
助
け

て
く
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
日
通
社
長
と
「
中
日
大
辞
典
」
と
は
奇
妙
且
つ
意
外
な
取
り
合
わ
せ
の
よ
う
だ

が
、
そ
の
経
緯
の
仔
細
を
知
ら
ぬ
僕
が
と
や
か
く
申
す
こ
と
は
な
い
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
編
者
の
こ
と

ば
を
読
ん
で
知
ら
な
か
っ
た
と
は
申
せ
、
僕
は
そ
の
困
難
な
出
版
に
対
し
て
何
等
助
力
し
な
か
っ
た
こ
と

に
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
「
中
日
大
辞
典
」
は
今
後
僕
の
案
頭
に
あ
っ
て
、
恐
ら
く
僕
の
終
生
の

伴
侶
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
僕
の
こ
の
慚
愧
の
念
と
同
時
に
、
福
島
と
い
う
日
通
社
長
が
こ
の
出

版
を
助
け
た
こ
と
が
永
く
僕
の
記
憶
に
残
る
で
あ
ろ
う
。 

     

〔
注
〕
滬
友 

二
五
号
（
一
九
六
九
年
二
月
）
所
載
。 
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『
中
日
大
辞
典
』
の
編
纂
と
刊
行 

 
 
 

 
 

昭
和
四
十
三
年
二
月
、
愛
知
大
学
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
中
日
大
辞
典
』
は
日
中
両
国
の
学
者
、
研
究

者
に
多
大
な
感
銘
を
与
え
た
大
著
作
で
あ
る
。
そ
の
基
盤
と
な
っ
た
原
稿
カ
ー
ド
は
書
院
の
中
国
語
関

係
教
授
（
鈴
木
・
熊
野
・
野
崎
・
坂
本
・
影
山
・
岩
尾
・
内
山
・
木
田
・
金
丸
・
尾
坂
各
教
授
・
講
師
・

助
手
の
ほ
か
中
国
人
講
師
八
名
）
が
多
年
に
わ
た
り
集
積
整
理
し
た
も
の
で
粗
資
料
カ
ー
ド
十
四
万
枚
、

語
数
八
万
語
に
及
ん
だ
。
戦
後
奇
し
き
運
命
を
経
て
、
こ
の
原
稿
が
日
本
側
へ
無
事
返
還
さ
れ
た
の
を

契
機
に
、
発
刊
に
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
編
纂
委
員
長
と
な
っ
た

鈴
木
択
郎
教
授
は
、
そ
の
遺
稿
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。 

 

「
私
の
学
生
時
代
、
中
国
語
学
習
で
お
世
話
に
な
っ
た
書
物
は
、『
華
語
萃
編
初
集
』
、『
官
話
指
南
』、

『
談
論
新
編
』
な
ど
の
教
科
書
と
岡
本
正
文
氏
の
『
支
那
声
音
字
彙
』
以
外
に
は
何
も
な
か
っ
た
。
ジ

ャ
イ
ル
ス
の
『
中
国
語
辞
書
』
の
話
は
聞
い
て
い
た
が
、
わ
れ
わ
れ
の
目
に
は
触
れ
な
か
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
母
校
に
奉
職
し
た
私
は
大
胆
に
も
中
国
語
辞
典
の
編
纂
を
提
議
し
て
同
僚
諸
君
と
書
院
当

局
の
賛
成
を
え
、
「
支
那
研
究
部
」
の
事
業
と
し
て
辞
典
の
編
纂
に
と
り
か
か
っ
た
の
が
、
昭
和
八
年

の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

敗
戦
と
な
り
、
同
文
書
院
大
学
の
す
べ
て
の
財
産
が
中
国
政
府
側
に
没
収
さ
れ
、
中
国
辞
典
カ
ー
ド

も
同
じ
運
命
に
な
っ
た
が
、
こ
の
原
稿
カ
ー
ド
を
接
収
委
員
鄭
振
鐸
氏
（
著
名
な
中
国
文
学
者
）
に
引

き
わ
た
す
と
き
―
将
来
も
し
事
情
が
許
す
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
に
辞
典
を
完
成
さ
せ
て
も
ら

い
た
い
―
旨
を
要
望
し
て
お
い
た
。 

 

戦
後
約
十
年
、
愛
知
大
学
学
長
本
間
喜
一
氏
（
元
書
院
大
学
長
）
の
熱
心
な
奨
め
が
あ
り
、
同
氏
名

義
で
日
中
友
好
協
会
理
事
長
内
山
完
造
氏
に
依
頼
し
、
中
国
科
学
院
院
長
郭
沫
若
氏
を
通
じ
て
中
華
人

民
共
和
国
政
府
へ
原
稿
カ
ー
ド
の
返
還
を
願
い
出
た
。
書
院
諸
教
授
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
カ
ー
ド
は

幸
い
に
し
て
完
全
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
「
中
日
文
化
交
流
の
た
め
改
め
て
日
本
人
民
に
贈
与
す
る
」

と
の
主
旨
で
日
中
友
好
協
会
を
と
お
し
て
返
還
さ
れ
て
き
た
。 

 

さ
て
、
こ
の
編
纂
事
業
は
、
ど
れ
だ
け
の
人
員
で
何
年
か
か
る
か
、
編
纂
費
や
印
刷
費
は
ど
れ
ほ
ど

か
か
る
の
か
、
ま
る
で
見
当
も
つ
か
な
か
っ
た
。
ま
た
大
陸
で
は
文
字
改
革
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
辞
典

の
完
成
期
は
推
定
す
ら
も
困
難
に
な
っ
た
。 

 

愛
知
大
学
は
創
立
後
日
な
お
浅
く
、
苦
し
い
大
学
財
政
か
ら
編
纂
費
や
専
従
者
の
人
件
費
な
ど
を
捻

出
す
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
苦
境
を
救
っ
て
く
れ
た
の
は
朝
日
新

聞
・
毎
日
新
聞
・
中
日
新
聞
・
地
元
の
実
業
家
石
原
氏
な
ど
各
方
面
か
ら
の
支
持
・
応
援
で
あ
っ
た
。 

 

編
纂
業
務
の
進
行
に
は
前
述
の
よ
う
な
中
国
の
変
革
が
あ
り
、
そ
れ
を
知
る
資
料
の
入
手
に
困
難
が

あ
り
、
問
題
解
決
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
多
く
、
簡
化
漢
字
の
母
型
二
千
余
の
制
作
も
必
要
に
な
る

な
ど
、
つ
い
に
十
三
年
間
を
要
し
て
脱
稿
に
こ
ぎ
つ
け
た
。 

 

さ
て
印
刷
に
回
す
段
に
な
る
と
、
中
国
文
に
慣
れ
た
印
刷
所
は
少
な
く
、
中
国
語
の
簡
化
漢
字
を
活

字
に
す
る
に
も
多
く
の
困
難
が
あ
り
、
旧
繁
体
字
、
異
体
字
、
標
音
、
声
調
符
号
な
ど
、
大
変
な
面
倒
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が
あ
っ
た
」（
鈴
木
択
郎
遺
稿
よ
り
）。 

 

し
か
し
出
版
社
大
安
（
現
在
、
燎
原
書
店
・
社
長
小
林
実
弥
（42

）
）
の
献
身
的
な
協
力
で
、
昭
和

四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
よ
う
や
く
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
五
十
六
年
六
月
現
在
、
こ
の
大
辞
典

は
第
七
刷
を
出
し
、
通
計
六
万
部
に
及
ん
で
い
る
。 

     

〔
注
〕
『
東
亜
同
文
書
院
大
学
史
』
（
一
九
八
二
年
五
月 

滬
友
会
編
）
所
載
。 
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主
要
得
意
先
―
全
国
各
大
学
と
愛
知
大
学 

（
前
略
） 

  

な
か
で
も
一
際
目
立
っ
た
存
在
は
愛
知
大
学
で
あ
ろ
う
。
戦
時
中
い
わ
ゆ
る
外
地
に
あ
っ
た
上
海
の
東

亜
同
文
書
院
大
学
・
京
城
帝
国
大
学
・
台
北
帝
国
大
学
・
満
州
建
国
大
学
な
ど
は
、
敗
戦
の
結
果
と
し
て

当
然
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
終
戦
時
に
同
文
書
院
の
学
長
で
あ
っ
た
本
間
喜
一
氏
の
唱
導

で
豊
橋
市
に
創
設
さ
れ
、
上
記
各
大
学
の
教
師
・
学
生
を
優
先
的
に
吸
収
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
東
亜
同
文
書
院
時
代
在
任
中
の
教
職
員
と
在
学
中
の
学
生
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。

そ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
他
大
学
で
は
見
ら
れ
な
い
独
特
の
存
在
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
中
日
大
辞
典
編
纂
処
で
あ

ろ
う
。
東
亜
同
文
書
院
の
比
較
的
初
期
の
卒
業
生
で
あ
り
、
同
校
の
専
任
中
国
語
教
師
で
も
あ
っ
た
鈴
木

擇
郎
氏
が
、
愛
知
大
学
で
も
引
き
続
き
中
国
語
主
任
教
授
で
あ
り
、
辞
典
編
纂
事
業
の
主
導
者
で
も
あ
っ

た
。
鈴
木
教
授
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
同
文
書
院
を
卒
業
し
、
戦
後
日
本
国
内
各
大
学
の
教
授
を
歴
任
し
た

人
々
の
中
に
は
、
熊
野
正
平
（
一
橋
大
学
）
・
野
崎
駿
平
（
東
北
大
学
）
・
小
竹
文
夫
（
東
京
教
育
大
学
）
・

坂
本
一
郎
（
神
戸
外
国
語
大
学
）
各
氏
な
ど
、
新
し
い
日
中
関
係
の
中
で
学
術
・
文
化
交
流
の
架
け
橋
と

し
て
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
大
安
の
事
業
発
展
に
大
き
な
励
ま
し
と
も
な
っ
た
。 

 

（
中
略
） 

 

歴
史
的
意
義
を
も
つ
『
中
日
大
辞
典
』
つ
い
に
刊
行 

  

こ
の
年
な
ん
と
言
っ
て
も
最
大
の
出
版
は
、
当
社
出
版
史
上
内
外
に
注
目
さ
れ
た
愛
知
大
学
中
日
大
辞

典
編
纂
処
編
『
中
日
大
辞
典
』
で
あ
る
。
当
社
が
あ
え
て
微
力
を
省
み
る
こ
と
な
く
、
刊
行
を
引
き
受
け

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
重
視
す
べ
き
歴
史
的
経
緯
が
あ
っ
た
。 

 

一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
の
敗
戦
に
よ
っ
て
、
当
時
上
海
市
徐
家
滙
に
あ
っ
た
東
亜
同
文
書
院
大
学
も

廃
校
の
憂
目
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
大
学
は
当
初
日
中
両
国
の
民
間
経
済
・
文
化
社
会
交
流
の
人
材

を
養
成
す
る
専
門
学
校
と
し
て
、
東
亜
同
文
会
（
近
衛
篤
麿
会
長
）
の
理
念
に
基
づ
く
大
事
業
と
し
て
発

足
し
、
敗
戦
当
時
四
十
五
年
の
歴
史
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
一
方
歴
史
的
事
情
に
よ
り
上
海
で
は
最
高

学
府
と
さ
れ
た
交
通
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
占
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
上
海
市
政
府
よ
り
直
ち
に
返
還

す
る
よ
う
要
求
さ
れ
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。
校
舎
・
関
連
諸
施
設
す
べ
て
接
収
の
際
、
所
蔵
図
書
・
文

献
類
も
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
、
接
収
委
員
の
一
員
で
あ
る
鄭
振
鐸
氏
（
作
家
・
文
学
史
家
・
蔵
書
家
と

し
て
内
外
に
有
名
）
立
ち
会
い
の
上
、
目
録
と
照
合
し
て
直
接
引
き
渡
さ
れ
た
。
そ
の
際
大
学
華
語
部
諸

教
授
が
永
年
努
力
作
製
し
た
厖
大
な
華
語
辞
典
カ
ー
ド
も
す
べ
て
没
収
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
間
も
な
く
曙
光
が
見
え
て
き
た
。
日
中
友
好
協
会
の
成
立
（
一
九
五
〇
年
）
と
と
も
に
そ
の
理

事
長
に
就
任
し
た
内
山
完
造
氏
（
魯
迅
と
親
交
の
あ
っ
た
内
山
書
店
社
長
）
を
通
し
て
、
「
改
め
て
日
本
人

民
に
贈
る
」
と
こ
の
厖
大
な
辞
典
カ
ー
ド
が
中
国
か
ら
日
本
に
返
還
さ
れ
、
愛
知
大
学
に
帰
属
す
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
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愛
知
大
学
は
一
九
四
六
年
十
一
月
十
五
日
、
豊
橋
市
に
創
立
さ
れ
た
。
東
亜
同
文
書
院
大
学
の
学
長
で

あ
っ
た
本
間
喜
一
氏
が
中
心
と
な
り
、
敗
戦
当
時
外
地
の
教
職
員
・
在
学
生
を
で
き
る
だ
け
吸
収
す
る
こ

と
を
念
頭
に
誕
生
し
た
。
戦
後
各
地
の
大
学
に
分
散
し
て
い
た
旧
東
亜
同
文
書
院
大
学
華
語
部
の
教
師
達
、

鈴
木
擇
郎
（
愛
知
大
学
）・
熊
野
正
平
（
一
橋
大
学
）・
野
崎
駿
平
（
東
北
大
学
）・
坂
本
一
郎
（
神
戸
大
学
）

各
教
授
（
何
れ
も
東
亜
同
文
書
院
卒
）
が
協
議
の
末
、
愛
知
大
学
に
中
日
大
辞
典
編
纂
処
を
新
設
し
、
こ

こ
を
根
拠
と
し
て
一
時
頓
挫
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
作
業
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
間
新
学
長
の

陣
頭
指
揮
で
編
纂
体
制
は
よ
う
や
く
確
立
し
た
も
の
の
、
こ
れ
を
支
え
る
隘
路
は
資
金
面
に
あ
っ
た
。
朝

日
・
毎
日
・N

H
K

な
ど
マ
ス
コ
ミ
関
係
や
対
中
貿
易
商
社
な
ど
の
寄
金
援
助
を
得
な
が
ら
、
一
九
五
六
年

に
鈴
木
教
授
か
ら
初
め
て
出
版
刊
行
に
関
す
る
依
頼
を
受
け
た
。
そ
こ
で
当
社
と
し
て
は
戦
後
日
中
両
国

の
友
好
関
係
を
回
復
し
、
そ
の
た
め
の
架
け
橋
と
な
る
こ
と
を
改
め
て
決
意
し
、
こ
の
大
事
業
を
快
く
引

き
受
け
た
次
第
で
あ
る
。
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
再
三
出
版
予
定
も
延
期
せ
ざ
る
を
得
ず
、
よ
う
や
く
一

九
六
八
年
一
月
末
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
需
要
者
の
期
待
も
大
き
か
っ
た
。
そ
の
内
容
は
簡
体

字
・
異
体
字
・
繁
体
字
を
含
む
一
万
一
一
九
五
字
を
収
録
、
漢
語
拼
音
字
母
（
新
ロ
ー
マ
字
）
に
よ
る
字

音
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
排
列
し
た
十
三
万
余
の
語
彙
は
、
ま
さ
に
最
新
・
最
大
・
最
高
の
内
容
を
誇

る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
一
部
（
一
二
〇
〇
冊
）
は
中
日
友
好
協
会
を
経
て
中
国
の
教
育
・
研
究
機
関
に

も
贈
呈
さ
れ
た
。 

 

（
後
略
） 

     〔
注
〕
「
大
安
社
史
」
（
一
九
九
八
年
五
月
）
所
載
。 
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中
日
大
辞
典
の
出
版 

 

本
間
―
中
日
大
辞
典
の
時
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
。
あ
れ
を
出
す
時
郭
沫
若
さ
ん
に
手
紙
を
出
し
て
、

カ
ー
ド
を
返
し
て
く
れ
と
言
っ
た
ら
、
返
し
て
き
た
ん
だ
。
そ
れ
で
中
日
文
化
協
会
（
日
中
友
好
協
会

の
誤
り
）
で
も
、
誰
に
頼
ん
で
こ
の
仕
事
を
や
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
誰
も
引
き
う
け
手

が
な
く
、
愛
大
と
し
て
は
こ
ち
ら
へ
返
し
て
く
れ
と
言
っ
た
手
前
も
あ
る
。
こ
れ
は
随
分
と
金
の
か
か

る
仕
事
だ
け
ど
、
調
査
費
も
毎
年
二
〇
〇
万
か
か
る
、
文
部
省
か
ら
一
〇
〇
万
、
朝
日
新
聞
や
そ
の
他

か
ら
金
を
も
ら
っ
た
。
新
し
い
活
字
な
ん
か
の
こ
と
も
あ
っ
た
。
い
よ
い
よ
出
そ
う
と
い
う
段
階
で
、

平
凡
社
の
オ
ヤ
ジ
が
調
査
費
ま
で
出
せ
な
い
が
、
出
版
の
時
に
は
相
談
に
来
い
と
言
っ
て
お
っ
た
の
で
、

平
凡
社
へ
出
か
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
平
凡
社
の
オ
ヤ
ジ
は
死
ん
で
い
る
。
昔
こ
う
こ
う
だ
っ
た
と
話
を

し
た
と
こ
ろ
、
今
中
国
語
を
や
る
学
生
は
ど
れ
く
ら
い
居
る
だ
ろ
う
と
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
い
出
し
た
。

売
れ
な
い
も
の
は
引
き
う
け
な
い
と
い
っ
た
頭
だ
か
ら
、
と
て
も
だ
め
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
安
部
能
成

氏
の
紹
介
で
岩
波
書
店
へ
も
行
っ
た
。
岩
波
も
小
さ
い
薄
い
中
国
語
の
辞
書
を
出
し
て
い
た
の
で
、
別

の
大
型
辞
典
を
出
す
こ
と
に
難
色
を
示
し
た
。
そ
れ
で
は
自
己
出
版
し
な
く
て
は
な
ら
ん
と
な
り
（
今
）

「
燎
原
書
店
」
を
や
っ
て
い
る
小
林
実
弥
君
（42

）
期
が
来
て
く
れ
た
。 

 

そ
れ
で
毎
日
新
聞
の
田
中
さ
ん
の
所
へ
も
行
き
、
出
版
費
千
部
分
を
引
き
う
け
て
も
ら
っ
た
。
そ
の

他
に
朝
日
が
千
部
、
中
日
、
日
通
な
ど
が
千
部
、
特
に
毎
日
は
中
国
へ
千
部
寄
付
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、

二
重
に
有
意
義
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
一
千
万
近
く
の
金
が
集
ま
っ
た
、
学
校
で
も
自
費
出
版
と
な
る
と

予
算
会
議
で
問
題
が
あ
っ
た
、
鈴
木
君
な
ん
か
一
生
懸
命
や
っ
て
る
の
だ
が
、
毎
年
そ
れ
に
予
算
を
く

う
し
、
十
年
か
け
て
も
出
来
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
ん
と
言
う
も
ん
だ
か
ら
予
算
会
議
の
空
気
は
必
ず
し

も
良
い
と
は
言
え
な
か
っ
た
。 

 

大
学
と
し
て
は
八
〇
〇
万
円
し
か
と
れ
な
い
よ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
以
上
は
出
せ
ん
ヨ
と

い
う
こ
と
に
し
た
。
い
や
八
〇
〇
万
は
お
返
し
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
出
版
は
大
変
だ
、
新
し
い

活
字
を
使
わ
ね
ば
な
ら
ん
の
で
、
大
日
本
印
刷
で
は
イ
ヤ
だ
と
言
う
。
小
林
君
が
印
刷
会
社
と
交
渉
し

て
う
ま
く
や
っ
て
く
れ
た
の
で
大
助
か
り
だ
っ
た
ヨ
。
印
刷
も
順
調
に
い
き
、
去
年
は
七
〇
〇
〇
部
刷

っ
た
。
こ
の
売
上
金
は
別
会
計
に
し
て
印
刷
費
を
払
い
、
の
こ
れ
ば
日
中
文
化
交
流
に
全
部
使
う
こ
と

に
決
定
し
て
い
る
。
カ
ー
ド
を
返
し
て
も
ら
う
時
に
も
中
国
の
郭
沫
若
さ
ん
に
対
し
、
文
化
交
流
の
た

め
に
使
う
か
ら
返
し
て
欲
し
い
と
言
っ
て
あ
る
。
従
っ
て
、
売
上
金
は
別
会
計
に
し
て
あ
り
、
去
年
は

こ
の
売
上
金
を
使
っ
て
学
生
を
中
国
旅
行
に
出
し
て
い
る
。
今
回
は
売
上
剰
余
金
で
も
っ
て
、
中
国
地

誌
の
う
ち
欠
本
に
な
っ
て
い
る
も
の
、
中
国
に
は
な
く
て
日
本
に
あ
る
も
の
を
復
刊
し
て
、
そ
れ
を
寄

付
し
よ
う
か
と
い
う
案
も
出
て
い
る
。 

稲
川
―
こ
の
前
の
三
十
周
年
の
お
祝
い
の
時
、
私
学
連
盟
の
会
長
が
開
口
一
番
、
愛
大
は
中
日
大
辞
典

と
い
う
立
派
な
も
の
を
出
し
て
お
ら
れ
る
と
挨
拶
し
て
い
た
で
す
ネ
―
。 
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 〔

注
〕
滬
友
四
一
号
（
一
九
七
八
年
一
月
）
所
載
、
「
書
院
廃
校
・
愛
大
創
立
当
時
の
回
想
」

の
本
間
先
生
の
談
話
。
稲
川
は
滬
友
会
副
会
長
稲
川
三
郎
氏
。
愛
大
創
立
三
十
周
年
記

念
式
典
に
出
席
し
祝
辞
を
述
べ
る
と
共
に
、
鈴
木
擇
郎
教
授
を
通
じ
て
滬
友
会
と
愛
大

と
の
関
係
改
善
を
図
っ
た
結
果
、
一
九
七
六
年
五
月
霞
山
ビ
ル
に
於
い
て
滬
友
会
側
田

中
香
会
長
以
下
役
員
と
本
間
先
生
と
の
話
し
合
い
が
実
現
し
た
。 
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書
評 

十
三
万
語
の
中
国
語
辞
典 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

愛
知
大
学
編

『
中
日
大
辞
典
』 

  

日
本
で
、
北
京
語
を
中
心
と
す
る
中
国
語
を
研
究
・
教
育
し
だ
し
た
の
は
、
明
治
九
年
か
ら
で
あ
る
。

明
治
時
代
の
中
国
語
教
育
は
、
ま
る
暗
記
式
で
あ
っ
た
た
め
か
、
辞
書
ら
し
い
辞
書
が
出
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
大
正
か
ら
で
あ
る
。
よ
く
使
わ
れ
た
も
の
を
あ
げ
る
と
、（
Ａ
）
石
山
福
治
『
支
那
語
大
辞
彙
』（
一

九
一
四
）
（
Ｂ
）
井
上
翠
『
井
上
支
那
語
辞
典
』
（
一
九
二
八
）
（
Ｃ
）
宮
島
吉
敏
・
矢
野
藤
助
『
ポ
ケ
ッ
ト

中
国
語
辞
典
』（
一
九
四
五
）（
Ｄ
）
旺
文
社
『
華
日
大
辞
典
』
（
一
九
五
〇
）
（
Ｅ
）
鐘
ヶ
江
信
光
『
中
国

語
辞
典
』
（
一
九
六
〇
）
（
Ｆ
）
香
坂
順
一
・
太
田
辰
夫
『
現
代
中
国
語
辞
典
』
（
一
九
六
三
）
（
Ｇ
）
倉
石

武
四
郎
『
岩
波
中
国
語
辞
典
』
（
一
九
六
三
）
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
に
こ
ん
ど
愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
編
纂

処
編
『
中
日
大
辞
典
』
が
出
た
。
『
中
日
大
辞
典
』
は
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
で
一
九
三
三
年
に
全
学
の
教

授
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
、
敗
戦
の
さ
い
、
十
四
万
枚
の
カ
ー
ド
（
七
～
八
万
語
）
は
敵
産
と
し
て
接
収

さ
れ
た
。 

数
奇
な
い
き
さ
つ 

 

一
九
五
三
年
、
愛
知
大
学
学
長
（
元
東
亜
同
文
書
院
大
学
学
長
）
本
間
喜
一
氏
は
、
辞
典
の
完
成
を
ね

が
い
、
中
国
科
学
院
長
郭
沫
若
氏
に
カ
ー
ド
の
返
還
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
郭
氏
の
あ
っ
せ
ん
で
、
五
四

年
、
引
揚
船
興
安
丸
に
託
し
て
、
お
く
り
と
ど
け
ら
れ
た
。 

 

愛
知
大
学
で
は
、
さ
い
し
ょ
か
ら
編
集
委
員
で
あ
っ
た
鈴
木
択
郎
氏
を
中
心
に
一
〇
人
に
ち
か
い
委
員

を
つ
く
り
、
一
九
六
一
年
を
完
成
目
標
と
し
て
編
集
を
つ
づ
け
て
き
た
が
、
中
国
の
文
字
改
革
の
進
展
に

つ
れ
て
、
簡
体
字
（
略
字
）
の
制
定
、
拼
音pinyin

と
い
う
中
国
公
定
の
ロ
ー
マ
字
の
出
現
、
そ
れ
に
日

本
・
中
国
の
中
国
語
研
究
の
発
展
な
ど
に
つ
れ
、
こ
れ
ら
を
全
面
的
に
と
り
い
れ
る
た
め
、
大
き
く
手
な

お
し
を
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
。
そ
れ
が
た
め
、
六
一
年
完
成
の
予
定
が
、
と
う
と
う
本
年
二
月
ま
で

延
び
の
び
に
な
っ
た
。
か
ね
て
予
告
を
知
っ
て
い
た
読
者
か
ら
い
え
ば
「
千
呼
万
喚
は
じ
め
て
出
て
来
れ

り
！
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。 

 

中
国
語
辞
典
の
編
成
は
二
種
類
に
わ
け
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
発
音
に
よ
る
も
の
（
い
ま
の
と
こ
ろ
は
Ｇ

だ
け
）
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
漢
字
の
親
字
を
ひ
き
、
そ
の
字
を
か
し
ら
に
も
つ
語
彙
を
ひ
く
よ
う
に
し
た
も

の
で
、
『
中
日
大
辞
典
』
は
後
者
で
あ
る
。 

 

漢
字
の
親
字
は
簡
体
字
（
げ
ん
ざ
い
常
用
）
、
繁
体
字
（
も
と
の
複
雑
な
字
）
、
異
体
字
（
い
ま
は
使
用

さ
れ
な
く
な
っ
た
字
）
を
な
ら
べ
て
あ
る
か
ら
、
そ
の
数
一
万
一
千
余
字
も
あ
る
。
異
体
字
ま
で
い
れ
て

あ
る
の
は
ほ
か
に
な
い
か
ら
、
文
献
を
よ
む
た
め
に
は
、
た
い
へ
ん
重
宝
で
あ
る
。
語
彙
は
政
治
・
科
学

用
語
か
ら
、
方
言
・
成
語
・
諺
・
古
語
に
お
よ
び
、
十
三
万
余
が
あ
つ
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

ほ
か
の
辞
典
に
は
収
録
語
数
が
か
い
て
な
い
（
ど
の
辞
典
で
も
、
そ
れ
を
正
確
に
記
す
べ
き
だ
と
お
も
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う
）
の
で
、
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
、
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
…
…
の
語
数
の
平
均
を
出
し
、
ペ
ー
ジ
数
に
か
け
て
み
た
。 

 

す
る
と
（
Ｅ
）
は
お
よ
そ
六
万
余
語
、（
Ｇ
）
は
お
よ
そ
五
万
余
語
と
出
た
。
（
Ｄ
）
は
大、
辞
典
と
あ
る

け
れ
ど
も
、
お
よ
そ
八
万
未
満
で
あ
る
。「
三
宝
」
だ
の
「
三
鞭
酒
」（
シ
ャ
ン
ペ
ン
）
の
よ
う
に
「
三
」

の
つ
い
た
語
彙
が
、
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
と
お
も
い
、
各
辞
典
を
し
ら
べ
て
み
る
と
、
（
Ａ
）
は
七
一
語
、

（
Ｂ
）
は
九
五
語
、
（
Ｃ
）
は
一
三
二
語
、（
Ｄ
）
は
二
〇
二
語
、
（
Ｅ
）
は
二
三
一
語
、
（
Ｆ
）
は
九
三
語
、

（
Ｇ
）
は
五
六
語
、
そ
し
て
『
中
日
大
辞
典
』
は
四
八
〇
語
で
あ
る
。
げ
ん
ざ
い
の
と
こ
ろ
、
最
も
多
く

あ
つ
め
ら
れ
て
い
る
。 

読
者
に
親
切
な
編
集 

 

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
格
段
の
差
が
あ
る
か
と
い
え
ば
、
「
三
大
紀
律
」
だ
の
「
三
査
」
（
思
想
・
工
作
・

指
導
を
し
ら
べ
る
）
だ
の
「
三
結
合
」
（
幹
部
と
労
働
者
と
大
衆
と
の
結
合
）
と
い
っ
た
よ
う
な
政
治
用
語

が
、
新
中
国
で
は
次
々
に
出
て
い
る
。
こ
の
辞
典
は
、
そ
れ
ら
を
念
入
り
に
あ
つ
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
語
彙
は
、
あ
ま
り
に
多
く
て
、
専
門
家
で
も
つ
い
内
容
を
忘
れ
が
ち
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は

誰
に
も
よ
ろ
こ
ば
れ
よ
う
。
な
お
、
今
後
も
中
国
で
は
た
え
ず
こ
の
よ
う
な
新
語
が
出
る
に
ち
が
い
な
い

か
ら
、
年
に
一
度
ぐ
ら
い
、
こ
の
辞
典
の
補
遺
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
て
も
ら
い
た
い
と
お
も
う
。 

 

わ
た
し
は
、
読
者
（
使
用
者
）
と
し
て
希
望
す
る
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
、
こ
の
辞
典
で
は
、
ど
う
な
っ
て

い
る
か
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
。 

（
一
）
中
国
語
で
は
、
一
枚
の
紙
を
「
一
張、
紙
」
と
い
い
、
一
つ
の
爆
弾
を
「
一
枚、
（
ま
た
は
一
顆、
）
炸

弾
」
と
い
う
よ
う
に
、
数
に
つ
け
た
量
詞
（
助
数
詞
）
が
日
本
と
ち
が
う
の
が
多
い
。
だ
か
ら
、
名
詞
に

は
、
そ
の
語
に
つ
く
量
詞
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
の
が
、
わ
た
し
の
ね
が
い
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
の
辞
書
に
は
、
そ
う
し
た
親
切
が
な
か
っ
た
が
、
こ
の
辞
書
で
、
は
じ
め
て
そ
れ
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
う
え
、
二
百
余
種
の
主
要
量
詞
を
付
録
し
て
あ
っ
て
、
便
利
で
あ
る
。 

（
二
）
語
学
の
習
得
に
は
、
反
対
語
を
、
い
っ
し
ょ
に
お
ぼ
え
る
と
便
利
だ
。
こ
れ
も
辞
書
に
か
い
て
あ

る
と
よ
い
。
こ
の
辞
書
は
そ
れ
を
示
し
て
あ
る
と
、
凡
例
で
う
た
っ
て
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
多
と
少
、
好

（
よ
い
）
と
壊
（
わ
る
い
）、
進
と
退
な
ど
は
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
出
と
進
（
は
い
る
）
、
上
と
下
、
左
と

右
、
新
と
旧
な
ど
は
、
で
て
い
な
い
。
わ
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
発
音
も

日
本
と
は
ち
が
う
の
だ
し
、
書
い
て
お
い
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。 

 

斯
大
林
（
ス
タ
ー
リ
ン
）、
赫
魯
暁
夫
（
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
）
が
あ
る
か
ら
に
は
、
コ
ス
イ
ギ
ン
、
ジ
ョ
ン

ソ
ン
、
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
な
ど
も
ほ
し
か
っ
た
。
中
国
の
新
聞
に
は
、
毎
日
の
よ
う
に
で
る
の
だ
か
ら
。 

 

辞
書
は
買
っ
た
ら
一
生
つ
か
い
た
い
。
だ
か
ら
、
堅
牢
で
美
し
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。
本
書
は
、
両
方

の
条
件
を
そ
な
え
て
い
る
。
と
く
に
隷
書
の
題
字
が
う
つ
く
し
い
。（
Ｂ
６
判 

本
文
一
九
四
七
ペ
ー
ジ 

三
五
〇
〇
円 

大
安
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《
早
大
教
授
・
さ
ね
と
う 

け
い
し
ゅ
う
》 

   

〔
注
〕
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
九
六
八
年
三
月
十
七
日
所
載
。 
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書
評 

「
中
日
大
辞
典
」
の
完
成 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
  

愛
知
大
学
で
努
力
を
つ
づ
け
て
い
た
「
中
日
大
辞
典
」
（
発
売
は
株
式
会
社
・
大
安
か
ら
、
三
、
五
〇
〇

円
）
が
完
成
し
た
。
昭
和
六
年
に
上
海
東
亜
同
文
書
院
で
企
画
が
た
て
ら
れ
て
か
ら
三
十
七
年
ぶ
り
で
あ

る
。 

 

こ
の
辞
典
の
資
料
カ
ー
ド
は
、
終
戦
の
時
に
す
で
に
十
四
万
枚
に
達
し
て
い
た
。
し
か
し
、
敗
戦
の
結

果
、
そ
の
カ
ー
ド
は
中
国
側
に
接
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
中
国
科
学
院
長
・
郭
沫
若
氏
の
は
か

ら
い
で
全
部
の
カ
ー
ド
が
返
還
さ
れ
、
昭
和
三
十
年
四
月
か
ら
編
さ
ん
業
務
が
再
開
さ
れ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
中
国
自
体
の
変
化
や
文
字
改
革
、
そ
れ
に
日
本
の
当
用
漢
字
、
新
カ
ナ
な
ど
の
関
係
で
、

原
稿
の
書
直
し
も
非
常
に
多
く
、
さ
ら
に
最
近
の
文
化
大
革
命
に
よ
る
新
語
の
続
出
も
あ
っ
て
、
編
集
、

印
刷
に
は
大
変
な
苦
労
が
つ
づ
け
ら
れ
、
校
正
も
五
校
で
な
お
赤
字
が
は
い
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。 

 

こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
中
日
大
辞
典
は
、
Ｂ
６
、
本
文
一
九
四
七
㌻
、
検
字
表
八
五
㌻
、
日
本
語
に

よ
る
索
引
六
八
㌻
、
そ
の
他
付
録
な
ど
合
計
二
一
四
四
㌻
の
大
冊
に
な
っ
た
。
親
字
は
簡
化
字
二
二
三
八

字
を
含
め
て
七
八
七
六
字
、
ほ
か
に
繁
体
字
・
異
体
字
三
三
一
七
字
を
も
併
載
し
て
あ
る
。
語
数
は
約
十

二
万
語
で
、
従
来
日
本
に
あ
る
中
国
語
辞
典
の
二
倍
で
あ
り
、
と
く
に
日
本
語
に
よ
る
一
万
七
千
語
の
索

引
が
つ
い
て
い
る
こ
と
は
、
日
中
辞
典
を
兼
ね
た
も
の
と
し
て
、
利
用
価
値
が
非
常
に
大
き
い
。 

 

こ
の
辞
典
の
出
版
に
よ
っ
て
、
日
本
は
中
国
語
に
関
し
て
は
、
世
界
の
学
界
に
誇
り
う
る
金
字
塔
を
建

て
た
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。 

     

〔
注
〕
毎
日
新
聞 

一
九
六
八
年
三
月
三
日
「
出
版
展
望
」
所
載
。 
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《中日大辞典》の刊行を祝して 

 
太 田 辰 夫 

 
 語彙 13 万、B6 版 2100 頁に蠅頭の文字でぎっしり詰まった、本格的な中国語辞典が、

ようやく発刊された。これだけの辞典は、わが国で最初のものであるばかりでなく、世界

でも最初のものであるといっても、決していいすぎではない。おめでたい。なんとしても、

おめでたい。それにしても東亜同文書院時代から今日にいたるまで、30 余年におよぶ関係

者一同のご苦労は、筆舌につくせぬものがあったであろうと、推察される。 
 この辞典をめぐる話題が新聞紙上などにあらわれたのは、もう十数年もまえのことであ

った。それゆえ、いやしくも中国語に関心をもつものはだれでも、それこそ、首を長くし

て、本書の出版を期待していたであろう。編集に関係あるかたの謙虚な言葉は別として、

一般は、ジャーナリズムが書きたてるから、どえらい辞典が出るそうだ、これで中国語も

楽に読めるようになるだろう、という漠然とした期待をもったのではあるまいか。わたく

し自身の関心は、尋常一様のものではなかった。むろん編さんの過程で、カードや原稿な

どを見たわけではないから、内容についての推測は漠然たらざるを得なかったけれども、

わたくしの関心の持ちようは、一般の人々とは異なった、おそらくわたくし独特のもので

あったといえるであろう。 
 昭和初期でやや信用のできる中国語辞典といえば井上翠のものぐらいで、石山福治の大

辞典もあったが、いたずらにぼう大なだけであまり役には立たなかった。そのころ、わた

くしは北京語を深く学ぶことを志していたがこれらの辞典では解決できない語が多いのに

驚き、いくつかの本を中国人に読んでもらうこととした。その中の一つが同文書院の教科

書《華語萃編》四巻である。この教科書を日本人向きとしては程度が高すぎるようである

が、わたくしはその中から、辞典に収められていない語を多数、学ぶことができた。なお

同文書院では《華語月刊》という学習雑誌を発行し 119 号（昭和 18 年 11 月）まで続いた

がこれには北京人教師の書いた流麗な文章が多くのせられており、その注釈とともに、北

京語学習の好い参考となった。わたくしはこれを講読して、多くの語彙を集めることがで

きた。当時、国内にもこのような雑誌があったが取るに足りなかった。また大連には中谷

鹿二の《善鄰》という雑誌があったが、これには《華語月刊》からの無断借用が目立った。

辞典未収の北京語を記したわたくしのノートは、《華語萃編》と《華語月刊》によって大幅

に充実した。 
 終戦前にこのような方法で語彙を収集していたわたくしが、終戦後、十年近くたって、

あの「日華辞典の原稿返える」という記事を見たときから、今年 2 月にいよいよ発刊とな

るまで、どれほどの期待と関心を、この辞典に持ちつづけていたかは、ご想像にまかせよ

う。わたしの関心は次の二点に要約できた。その一は、北京語をどの程度まで記録し得た
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かということ、その二は、北京語以外のものについてはどうであろうか、ということであ

る。 
 第一の点、すなわち北京語語彙はきわめて豊富に収められており、解釈は詳しく用例も

多くあげられ、従来の辞典はとうていたち打ちできない。もっとも北京語とはいっても、

ここでは現代（主として民国時代）のものを指す。民国期の北京語の記録としては、この

辞典は完璧に近い。これは、この辞典の原カードが、解放前に、多くの北京人の協力によ

って作られたという事実によって、決定づけられているようである。しかしながら、逆に

わたくしのノートと対照すると、なお漏れたものが少なくない。試みにノート「小」のと

ころを対照してみると、この辞典未収の語に「小兵」「小根儿」「小櫃儿」「小歡龍儿」「小

可憐儿」「小礼帽」「小麻雀」「小毛羔」「小毛驢」「小廟子鬼」「小屏儿」「小取」「小焼」「小

攤儿」「小鷹爪」がある、これらの語の多くは《華語月刊》の語釈に見え、一部は《華語萃

編》にもある。もちろん、これらが収められていなければならないというものではなく、「掛

万漏一」なのであって、このためにこの辞典の価値が 1 ミリも低くなるわけではない。次

に児化がノートに合致しないものが若干ある。例えば、この辞典では「小叶茶」とあるが

これは「小叶儿茶」がよいのではるまいか。そして反対語としての「大叶子茶」の注記が

落ちている。もっとも茶をこのようにいうのは北京語ではないと教えてくれた北京人もあ

った。次に解釈が不十分あるいは不適当な疑いのあるものとして「小綢子」「小鋪儿」「小

市儿」などがある。「小綢子」はこの辞典では“ごく薄い粗末な絹織物”とあるのは奇異に

感じた。この「小」とは「小幅」のことだと、わたくしは中国人から教わった。そしてそ

の反対語として「大緞子」をあげられ、これは広幅で 2 尺 2 寸ぐらいあると説明してくれ

た。「小鋪儿」「小市儿」もこの辞典の訳は字面をなでただけで、もうひとつ適当ではない。

しかしこのようなことはこの辞典では例外なのであって、大部分については、まことに適

切な、あるは親切ていねいな、場合によっては煩雑ともいえそうな、解釈が付されている。

要するに、中国語の辞典は従来も北京語が中心であったが本書はこの点にいっそう重点を

おいたものと考えられる。 
 次に第二の点、すなわち北京語以外について簡単に考えてみたい。中国語の辞典は、文

言語彙には重点をおかないのが通例であり、他に漢和字典の類が、併行して用いられてい

る。本書の方針は明示されていないが、文言中の比較的浅近なもの、すなわち現代文にも

時として用いられるようなものに限定しているのではあるまいか。次に古白話は漢和辞典

には収めないので、中国語の大辞典には必要である。本書では、この一斑を収めるにとど

め、語数は多くない。いま試みに「阿」の項をみると、古白話とはいいながらまた方言で

も用いるものが多く、純然たる古白話は「阿屠」と「阿者」だけである。ところでこの「阿

屠」は「阿堵」の誤で、文字ばかりでなく発音までも誤っている。「阿者」は《拝月亭》を

引用して“発語の詞”とするが、最も手近かなところでは朱居易の《元劇俗語方言例釈》

でも調べればこのような誤は犯さなかったはずである。「阿者」は女真語で“母親”の意、

《元人雑劇全集》とか《関漢卿戯曲選》とか、とにかく《拝月亭》を収めているものには
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たいてい注記がある。満州語にもあり、北京の同様などには「阿家」「阿姐」などと当て字

を用いた例がある。古白話は専門辞書に譲る（《大安》本年 2 月号、《中日大辞典》出版に

あたって）と言明されていることだし、詳しくは論じないが、疑問に思うことが少なくな

い。方言については、普通話化しつつあるもの及び文章に見えるものを採るという原則は、

妥当である。《漢語方言詞彙》を中心としたらしいが、この方針も承認されよう。ところが

北京語と字面を同じくするものについていえば、案外、見過ごしてしまったものが多い。

例えば「人」は長江流域などでは“からだ”“からだのぐあい”という意味に用い、巴金な

どのものにも見える。趙元任の《鍾祥方言記》などに記録されている。「随便」というのは

「無論」「不管」の意で、「随便什麼時候…」などというのは、普通話化しつつあるといっ

てもよいのではないか。すくなくとも文章には常用する。このような常用語が収められて

いない。「説話」に“はなし”という意味があることはこの辞典にもあるが、《国語辞典》

そのまま《朱子全書》を引く。しかし「説話」を“はなし”“ことば”の意味に使うのは巴

金にも見えるし、江成の《北方話江南話語辞辨異》にも指摘がある。「肚皮」に“腹”とあ

るのはよいが、これを転用とするのは不適当かと思われる。転用とは「肺肝」を“真情”

に用いるようなものに限定すべきで、“腹”の場合は方言と注するが正しい。 
 人名は若干、収められている。試みに二三を引いてみると、毛沢東・劉少奇はともに収

められ、孫文・魯迅は無視されてしまった。「岳墳」「岳廟」はありながら岳飛の説明はな

い。この辞典の特色として、小説などの登場人物をいくらか収めたことである。これは、

歇後語などを理解するのに必要なためらしいが、充実する必要がある。武松とか魯智深と

か林黛玉とかいうのは、歴史上の人物以上に人民の脳裏に焼きつけられている。「維特」“ウ

ェルテル”（ゲーテ、若きウェルテルの悩み）など外国作品中のものについても考慮を要す

る。 
 成語・ことわざ・歇後語の類はよく収められている。これらはすべて、普通の語彙の間

に割りこませてあるが、このほうが引きやすくてよい。 
 近年流行の特殊名詞やスローガンのたぐいも、最近のものは別として、かなりよく収録

されているようだ。これらは社会の動きを鋭敏に反映するものであるから、欲をいえば、

それが盛んに用いられるようになった契機や時期を併記すべきである。わが国では、例え

ば“ヤミ”は昭和 14 年から、“斜陽族”は、23 年から流行したということがわかる本があ

る。 
 この辞典の語彙収録の方針の重要な特徴は日本語と漢字面で一致し、意味は同じかある

いは類似しているものも、収めるという点にある。完全に同じであるなら実際に辞書を引

くことはないであろうが、それでも「行書」の「行」は xing か hang か、「品行」の「行」

は 2 声か 4 声か、調べたい人もあろう。まして意味の間に距離のあるもの、あるいは似て

非なるものは、看過されやすいだけに、かえって重要である。字面は同じでもすべて収録

するという方針を最初に採用したのは岩波の辞典であるが、どちらも検討が行届いていな

い。例えば「散文」に“随筆”という訳を与えたのは光生館の増訂版だけで、両書とも《漢
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語詞典》の解釈を墨守している。《中国新文学大系》に《散文一集》というのがあるのをご

存じないのだろうか。最近、話題となった「信仰」という語も、この語の振幅に感付いた

のは光生館増訂版だけで（ただしなお適訳を与えていないのも申訳ない）、両書とも日本語

に全く同じとしている。「古代」「近代」「現代」「当代」というにしても、具体的な説明が

必要である。単にそのまま日本語に同じとするのでは解釈にならない。この辞典では料理

は菓子の作り方や特殊な物品について、微に入り細を穿って説く。例えば「五毒餅」は 7
行、「薩其馬」は 6 行、「五鬼閙判儿」という花火は 7 行、「焐窠」というワラ製の保温器は

7 行を費して説く。むろん、このように記録しておくのも悪くはないが、このような知識が

実用上どのくらい役に立つかは疑わしい。この辞典の処々から後向きの姿勢を感ずるのは、

わたしの誤解であろうか。 
 そこで最後に現代の普通話が、この辞典でどの程度、解決できるか試してみよう。使用

したのは大安版《中国語中級上級読本》で、原書は《小学語文朗読文選》といい、小学の

国語の教科書からの抜粋である。その 21 頁まで、しかも本文のみを対象としたから、量的

には僅少なものである。そこに見える語でこの辞典未収の語には次のようなものがある（原

書に出てくる順）。 
 牢底  坐穿  囚歌  活棺材  毒刑  王朝  飛行軍  緑漣漣  湖覇  
 烏蓬船  漁款  魚簍  漁船  漁民  説不完  浪濤  鉄枷  摸桩（原書 
 に注あり）  白匪  厳禁  英雄郎  一条心  鉄牆  記工員  今晩上   
 撥亮  比得上  洗補  忘懐  五次戦役（原書に注あり）  敵機  打糕   
 炮火  硝烟  流下  狙撃戦  昏倒  背進  炸平  你説  唱不起来   
 敵占区  首長  混進  敵戦区  志願軍  山路  双拐  金達萊花  開満 
 山野  前沿  減低 
 以上の中には結合のしかたがなお不安定で、見方によっては辞典に収めるには及ばない

と思われるものもいくらか含まれている。しかしこの辞典の採詞の範囲から見ると、これ

らは当然、収めるべきであろうと思われる。その中でも、「白匪」「一条心」「記工員」「忘

懐」「首長」「双拐」などは、小型の辞典にも欠くべからざるものではあるまいか。ついで

ながら「金達萊花」はつつじの花（朝鮮語）、「前沿」は最前線（《欧陽海之歌》にもある）

のことである。 
 次に語彙としてはこの辞典に出ているが、解釈が不十分なものを記す。 
 打翻  免除  湖水  天網  阻擋  眼光  温暖  傷員  狠狠地  
 架（架着双拐）  野菜（挖野菜）  走路  造成  偵察員 
 例えば「眼光」はこの辞典では①眼光、見識。②目のつけどころ、眼識、着眼。③意志

趣味。とあるが、実際に多く見えるものは“視線”“まなざし”の意である。「野菜」はこ

の辞典では“野生の菜（な）”とある。菜（な）を掘るのだろうか。「免除」は“免除する”

とある。“免除する”という日本語は“授業料を免除する”というように用いるが中国語で

は、“まぬかれしめる”“除く”ような意味。「偵察員」は“刑事”とあるが、“斥候”のこ
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とらしい。 
 話がこまかくなったが、要するに現代の普通話に関しては、このような最新の大辞典で

も非常に不十分であるということが、おわかりとおもう。 
 およそ辞典の性格を決定するものは、なによりもまず、語彙選択の方針である。この辞

典には、これが述べられていず、わずかに前述《大安》2 月号や広告などから、これを推測

するに過ぎない。中国語の語彙は無限である。もし範囲を限り、重点を定めなければ、ど

のような大辞典でも、収めきれるものではない。ある古書（白話ではない）を訳した人が、

《大漢和辞典》に出ていない語が余りにも多いといって嘆息していた。全 13 巻を以てして

も、なおかつそのようであるから、この程度の大辞典で収録もれの語が多いのは、むしろ

当然である。 
 以上、この辞典の語彙収録の範囲について考えてみた。結論的には、この辞典が最も重

点をおいているのは、民国期の北京語であるということがわかった。さて次には、文字・

注音・解釈・用例その他、記述の具体相を考察しなければならない。しかし、もはや紙数

もかなり超過したので、すべて後日の機会に譲りたいと思う。 
 本書は紙数を制約せず、必要なことはどれほど紙面を費してものせるという、ぜいたく

な辞書のようである。それだけに世人の期待も大きいであろうし、わたくしの点もからく

なった。「吹毛求疵」の意図は決してない。以上に指摘したようなことは、白玉の微瑕なの

である。記述が詳しく、読んで楽しくなる辞典、博識な中国人のおしゃべりを聞いている

ような辞典である。ひとりでも多くの人にこの楽しみをわけたいため発刊を祝し、あえて

紹介の筆を執った。最後に辞典編纂処はじめ関係者一同の長年にわたるご苦労を心からね

ぎらう次第である。 
 
 
 
 
〔注〕「大安」1968 年 6 月号所載。 
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Hamburg , September 11 , 1971 
 
 
 
Dear Professor Suzuki , 
 
 
On July 21,1971 I sent you a letter in which I confirmed that I received with many 

thanks two copies of the second edition of your dictionary. To-day I am glad to send 
you a separatum of the review I wrote on the Chu-Nichi Daijiten. The article will 
appear in this years’ edition of the journal “Oriens Extremus” which is being 
published by the Chinese and Japanese Institutes Hamburg University. 
With the very best wishes I am 
 

Yours truly, 

 W.lippert 

 

 

 

 

 

 

 
〔注〕Wolfgang Lippert ハンブルグ大学教授による同大学中国日本研究所

発行の “Oriens Extremus” に中日大辞典の詳しい書評を掲載した。 
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Besprechungen ostasiatischer Neuerscheinungen 

 
Chu-Nichi daijiten. Kompiliert vom Redaktionsstab für das Chu-Nichi dai-jiten der 
Aichi-Universität i , Toyohashi, Präfektur Aichi, Aktiengesellschaft Daian, Tokyo 
1968, 2135 Seiten, Yen 3500, ―. 
 
  Läßt man einmal die Wörterbücher Revue passieren, die dem chinakund-lich 
Interessierten zur Erschließung der modernen chinesischen Sprache zur Verfügung 
stehen, so zeigt sich rasch, daß darunter nur wenige Werke zu finden sind, denen 
man den Rang eines wirklich brauchbaren Nachschlagewerkes für das Chinesisch 
der Gegenwart zuerkennen kann. Unter den in der Nachkriegszeit erschienenen 
Werken dieser Art sind vor allem zu nennen das Chinesisch-Russische Wörterbuch 
von I.M.OSANIN(3.Aufl.1959), in dem zwar auch der Wortbestand der chinesischen 
Schriftsprache in gewissem Maße berücksichtigt ist, der Nachdruck aber auf der 
Erfassung der chinesischen Gegenwartssprache liegt, sowie das 1959 von der 
Deutschen Abteilung des Pekinger Fremdspracheninstituts herausgebene 
Chinesisch-Deutsche Wörterbuch (Han-Te tz´u-tien). Die in den USA 
herausgebrachte englische Fassung dieses Wörterbuchs ist das Chinese-English 
Dictionary・・・of Modern Communist Chinese Usage, das in der Reihe der 
Veröffentilichungen des Joint Publication Research Service erschien und das 
gegenüber dem Han-Te tz´u-tien den Vorzug hat, daß die sehr zahlreichen 
sprachlichen Mängel der deutschen Worterklärungen im letzteren in der englischen 
Übersetzung bereingt sind. 
  Begrrenzter in Intention und Umfang sind solche Wörterbücher wie das 
Chinese-English Current Political Phrases and Terms Dictionary, verfaßt von der 
Kaderschule für Ausbildung in Fremdsprachen der Nachrichtenagentur Hsin-hua, 
Peking 1964, das Dictionary of Chinese Current Terminology, das unter der Leitung 
von Albert A. DIEN im East-West-Center der University of Hawaii abgefaßt wurde 
und 1962 erschien, sowie das Dictionary of Spoken Chinese des Institute of Far 
Eastern Languages, Yale University ii, um nur einige zu nennen. 
  Auch die im Anfang der 60er Jahre in Japan erschienenen Nachschlage-werke für 
das moderne Chinesisch ― es seien erwähnt die Wörterbücher von KOSAKA und 
TADA (Gendai Chu-Nichi jiten), KANEGA, N.(Chugokugo jiten), das phonetische 
Wörterbuch von KURAISHI, T (Iwanami Chugokugo Jiten)iii sind zwar zum Teil 
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umfangreicher als die genannten chinesisch-westlichen Werke, verdienen aber als 
Hilfsmittel zur Lektüre neuchinesischer Texte noch längst nicht das Prädikat 
„ausreichend“. 
  Von allen diesen chinesisch-fremdsprachigen Wörterbüchern kann sich keines 
mit solchen umfassenden Nachschlagewerken messen, wie sie für eine andere 
fernöstliche Sprache, das Japanische, vorliegen. Werke wie  
 
 
 
 
 
 

Wolfgang Lippert (Hamburg) 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                  
i 中日大辞典。愛知大学中日大辞典編纂処編 
ii Siehe die Besprechung von Klaus KADEN in OLZ 64. Jahrgang 1969,Nr.7/8,S.394/395. 
iii S. die Besprechung von Wolfgang FRANKE OE 12, 1965, S. 255/256. 
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愛知大学中日大辞典編纂処編（1968）、『中日大辞典』（大安、東京）―これまで日本語で出

たもっとも広範な辞典。語彙の選択には少し首をかしげるようなところもあるが、原資料

から採録しているので、他人の辞典をひきうつしにした辞典にない確かさをもっている。

1986 年に、大修館書店から新版が出た。 
 
 
 
 
 
〔注〕「言語学大辞典」第 2 巻 世界言語編 三省堂（1989 年） 「中国語」

の項で、日本で出版された中国語の二言語対照辞典中、今日の用にたえるも

のとして唯一「中日大辞典」が挙げられている（執筆者 橋本萬太郎） 
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《中日大辞典》の出版にあたって 

 
鈴 木 擇 郎 

 
一 
 

 「中日文化交流のため改めて日本人民に贈る」という中国の好意ある特別なとりはから

いで、中日辞典資料カードがとどけられ、愛知大学で編纂がはじめられたのは昭和 30 年 4
月であった。 
 その後、愛知大学では中国語担当教授の外に、さらに中国人 1 名を含む数名の中国語専

門家を専従者として聘して編纂業務を進めていたが、13 年を経た現在（43 年 1 月末日）よ

うやく出版のはこびに至った。 
 この辞典の規模は B6 版、本文 1,947 頁、検字表 85 頁、日本語による索引 68 頁、その

他付録など合計 2,144 頁となった。親字は簡化字 2,238 字を含めて計 7,876 字であり、繁

体字・異体字 3,317 字をも併載してある。語数は約 12 万語となった。 
 本辞典では語彙は漢語拼音方案によってアルファベット順に排列してある。親字・見出

し語はなるべく説明を詳しくし、事典的のものも多くし、例文もなるべく多くとり入れて

ある。 
 1995 年以来の文字改革による一連の変革は全部とり入れられている。すなわち、①漢語

拼音方案は勿論全部とり入れ、分かち書きがしてある。②簡化漢字は全部とり入れてあり、

同時に繁体字・異体字も併載してある。③異読字は“普通話異読詞三次審音総表初稿”を完全

にとり入れ、従来の異読音は親字のところに審定音とならべて“－”で区切って細字で示し、

対照してある。 
 方言は普通話への過渡段階にあると思われるものは勿論、新聞や文芸作品などにあらわ

れるものも採録されている。使用地域の明らかなものには 京 東北 西北 広 などの

符号をつけて、それぞれ北京・東北・西北・広東地方の方言であることを示し、通用地域

の判定しがたいものは単に 方 とした。元・明の古白話はその専門辞書にゆずることと

し、ごく少数を収録するにとどめた。 
 地名は原則として中国地名はとらない。外国地名はアフリカの新興国に至るまで全世界

の国名・首都名、さらに若干の主要都市名を収録した。人名は歴史的な人物をごく少数収

録した。国際的新聞社・通信社名は収録した。それらはいずれも本文中にとり入れてある。 
 軽声は 3 段階に分け、①場合により軽声となる程度の軽声音節には、そのつづりの前に

「●」を付し、〔摆脱〕bǎi●tuō、〔成就〕chéng●jiù、〔推辞〕tuī●cí の如くした。②常

に軽声に発せられるが、その漢字本来の意義を失っておらず、話し手もきき手も、意識の

中では声調が失われていないと思われるものには、そのつづりの前に「・」をつけて〔错
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误〕cuò・wù、〔打听〕dǎ・tīng、〔预备〕yù・bèi とし、③常に軽声に発せられる音節の

うち、よく用いられる少数特定のものについては、そのつづりの前に「・」を付し、声調

符号はつけない。すなわち語気詞・接尾詞や重畳詞の第二字・複音単純詞の軽声字などで、

〔了〕・le、〔的〕・de、〔呢〕ne・、〔们〕・men、〔儿〕・er、〔子〕・zi、〔头〕・tou、〔衣裳〕

yī・shang、〔葡萄〕pú・tao の如くした。 
 

二 
 

 検字表は、①旧来の 214 種の部首とその約束ごとにこだわらず、なるべく見た感じによ

って検字できるように、243 種の部首を設定した。②部首はあたらしい字体にもとづき 5
起筆、すなわち、てん ヽ、よこ 一、たて |、はらい ノ、折れ  の筆順で画数別に

排列してある。 
 この二つの原則によって、次のような配慮がなされて、検索がたやすくなった。①見た

感じで二つ以上の部首に入れておく方が検字に便利であると思われる字は、できるだけそ

れぞれの部首に重出させた。たとえば、反は 又、ノ、一 の 3 部首に、克は 十、儿の 2
部首に重出させてある。②画数のまぎらわしい字は、多少まちがっても引けるように、で

きるだけ重出してある。たとえば、肺は月の 4 画、5 画に、极は木の 3 画、4 画に重出させ

てある。③比較的画数の少ない字で、どの部首に属するか判断のつきかねるような字や、

習慣上 2 通り以上の筆順がある字は、できるだけヽ一丨ノ  の各部に重出させてある。た

とえば、为はヽ  力 の 3 部首に、凹は   丨 凵 の 3 部首に重出させてある。④日本当用

漢字字体には△を付して重出させてある。たとえば、反
△

は 又厂一 の 3 部首に重出させ、

辞典本文の〔反〕に導いてある。 
 日本語による索引 68 ページ、約 1 万 7 千語を巻末に加え、正面からひく「中日」の用法

と逆の方からひく「日中」の用法とを兼ねたものとし、この辞典を効率的のものとした。 
 附録としては日本語索引以外、次のものが掲載されている。 
 部首名一覧 日中字形対照表 偏旁簡化表 主要量詞一覧 中国政治機構一覧表 中国

重要記念日・二十四節気・旧暦主要節日一覧表 親族関係表 北京傳統住宅図解 度量衡

比較表 化学元素表 中国略図 
 

三 
 

 当初発足の際は、完成期は大体 6 年後の昭和 36 年 3 月をめやすとしていたが、これはた

いへんあまい考えであった。なんせ、取組んだ相手は外国語である。一語を採るにも捨て

るにも、その判断は容易ではなかった。親字一字、見出し語一語を解読するにも多くの時

間を費やすこともあり、一植物名の中日文献の不一致を追及して予期しなかった多くの時

間を費やしたり、また専従者も授業の負担を負わされたり、もろもろの原因のため、当初
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の見込みは大きくはずれてしまった。 
 完成期の見込みが大きくはずれて長びくと、中国で「夜長夢多」という如く、いろいろ

な雑音が入って来る。世間では「あの辞典はどうしてしまった」というし、学内からも「い

つできるのか」といわれるし、甚だしきは、「とてもできないからやめてしまえ」という声

さえ出たらしい。愛知大学名誉学長本間喜一氏はこの事業を愛知大学の事業とするまでに

とり運んだ人であるが、毎年の予算会議にも姿勢を低くしなければならなかったらしい。

一方、そろばんに合わないこの事業は出版社からは敬遠され、愛知大学が出版費を出して

くれるかどうかも未定であった。この一時期は、われわれにとっては雪もよいの空のよう

な時期であった。しかし、われわれ編纂員の責任はよい辞典の原稿を早く仕上げることで

あった。暗い気持ちをひきたてて、作業開始以来やって来たように、夏休みも冬休みも返

上してカードと首引きであった。 
 39 年になるといよいよ完成のめどがついた。あたかも 41 年 11 月は愛知大学創立 20 周

年になるので、愛知大学は記念事業の一環としてこれをとり上げることになり、印刷費の

半分あまりを保証してくれることになり、日通社長福島氏、朝日新聞社、毎日新聞社が大

部数の前金予約をしてこの事業を援助して下さったので、この辞典は陽の目を見ることと

なった。雪もよいの空はたちまち快晴となった心地であった。中日大辞典刊行会は印刷・

出版に関する一切の業務を株式会社大安に依託した。 
 以上のような曲折を経て、印刷に 2 年 6 ヶ月を費やし、この辞典は世に出ることになっ

たのであるが、果たして世間の期待に副うことができたがどうか、中国のご好意に報い得

たかどうか、自らかえり見て不安なきを得ない。 
 
 
 
 
〔注〕「大安」1968 年 2 月号 所載。「大安」は中国書専門店株式会社大安発行

の月刊書籍目録。 
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中
日
大
辞
典
の
思
い
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴 

木 

択 

郎
（
愛
知
大
学
教
授
十
五
期
） 

  

中
日
大
辞
典
は
い
つ
頃
、
ど
う
し
て
完
成
し
出
版
す
る
か
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
見
と
お
し
は
な
く
、

た
だ
、
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
や
っ
て
お
き
さ
え
す
れ
ば
、
必
ず
何
と
か
な
る
、
と
い
う
漠
と
し
た
自
信

だ
け
で
あ
っ
た
。
仕
事
は
各
自
井
上
中
辞
典
一
冊
を
持
ち
、
中
国
人
に
は
そ
れ
に
出
て
い
な
い
語
い
を
補

っ
て
も
ら
い
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
文
献
か
ら
語
い
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
始
っ
た
。
い
か
に
中
国
人
で

も
「
憑
空
想
」
と
い
う
こ
と
で
は
、
そ
う
た
く
さ
ん
思
い
出
せ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
い
ず
れ
は
遠
か

ら
ず
行
き
詰
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
こ
の
仕
事
を
は
じ
め
た
の
は
昭
和
八
年
頃
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
時
局

は
日
中
戦
争
の
泥
沼
へ
踏
み
こ
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
中
日
合
作
に
基
盤
を
置
い
た
こ
の
仕
事
は
大
影
響
を
受

け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
中
国
人
講
師
は
漸
次
姿
を
消
し
、
日
本
人
教
員
も
若
い
人
達
は
召
集
を
受
け
、

こ
の
仕
事
は
長
い
間
、
断
続
し
停
頓
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
仕
事
に
目
を
つ
け
た
東
京

の
出
版
社
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
成
果
は
ま
だ
到
底
出
版
な
ど
で
き
る
段
階
で
は
な
い
の
で
、
出
版
可
能
の

状
態
に
な
っ
た
と
き
改
め
て
相
談
す
る
と
い
う
こ
と
に
し
た
。 

 

終
戦
時
、
敵
産
と
し
て
中
華
民
国
に
接
収
さ
れ
た
と
き
は
、
新
し
く
加
え
ら
れ
た
語
い
は
あ
ま
り
多
く

は
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
井
上
辞
典
以
外
の
辞
典
か
ら
も
切
貼
り
を
し
た
の
で
カ
ー
ド
は
約
十
四
万
枚
に

な
っ
て
い
た
。
接
収
に
来
た
委
員
は
そ
の
後
ソ
連
へ
出
張
の
際
飛
行
機
事
故
で
死
ん
だ
有
名
な
文
学
者
鄭

振
鐸
氏
で
あ
っ
た
。
カ
ー
ド
は
二
人
で
動
か
す
に
は
重
す
ぎ
る
ほ
ど
の
木
箱
三
個
に
詰
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
を
引
渡
す
と
き
に
わ
た
し
は
、
「
将
来
、
も
し
事
情
が
許
す
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
に
こ
れ
を

完
成
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
」
旨
を
要
望
し
て
お
い
た
。 

 

こ
れ
で
見
る
と
や
は
り
引
渡
す
の
は
惜
し
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
敗
戦
は
絶
対
的
の
も
の
だ

か
ら
あ
き
ら
め
易
か
っ
た
。
ま
た
、
自
分
の
責
任
で
は
な
く
て
こ
の
責
任
か
ら
放
免
さ
れ
た
わ
け
で
、
心

の
奥
で
は
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
も
あ
っ
た
。 

 

こ
う
し
て
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
八
年
頃
、
書
院
大
学
最
後
の
学
長
、
当

時
の
愛
知
大
学
長
本
間
喜
一
氏
、
元
書
院
教
授
、
当
時
愛
知
大
学
教
授
（
後
に
学
長
在
任
中
死
亡
）
小
岩

井
浄
氏
ら
の
熱
心
な
慫
慂
が
あ
り
、
辞
典
原
稿
カ
ー
ド
の
返
還
を
願
い
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
わ
た
し
と

し
て
は
接
収
と
い
う
不
可
抗
力
に
よ
っ
て
免
罪
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
も
し
万
一
こ
の
カ
ー
ド
が

返
還
さ
れ
た
場
合
に
は
あ
た
か
も
前
科
を
追
及
さ
れ
る
よ
う
な
具
合
に
な
り
、
改
め
て
責
任
を
負
わ
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
話
が
出
た
以
上
、
そ
れ
を
実
施
す
る
の
も
ま
た
わ

た
し
の
責
任
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
日
中
友
好
協
会
理
事
長
で
あ
っ
た
内
山
完
造
氏
を
通
じ
て
中
国
科
学
院

長
郭
沫
若
氏
宛
に
辞
典
カ
ー
ド
の
返
還
を
願
出
た
の
で
あ
っ
た
。
同
氏
の
御
斡
旋
に
よ
り
「
日
中
文
化
交

流
の
た
め
に
改
め
て
日
本
人
民
に
贈
る
」
と
い
う
異
例
な
取
扱
い
で
、
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
引
揚
船
興

安
丸
托
送
で
日
中
友
好
協
会
へ
送
り
届
け
ら
れ
た
。
同
協
会
で
は
元
の
関
係
者
を
招
集
し
て
協
議
の
上
、

こ
の
仕
事
を
完
成
す
る
熱
意
を
有
し
て
い
る
愛
知
大
学
へ
引
渡
し
て
完
成
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
満
場
一
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致
で
決
定
し
、
現
物
は
三
十
年
一
月
愛
知
大
学
へ
届
け
ら
れ
た
。
滬
友
会
幹
事
会
は
こ
の
こ
と
を
「
愛
知

大
学
の
強
盗
的
行
為
」
で
あ
る
と
全
員
一
致
で
決
議
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
あ
る
二
名
の
同
窓
が

こ
の
カ
ー
ド
を
東
京
へ
引
取
っ
て
完
成
し
た
い
と
執
拗
に
要
請
し
て
来
た
が
、
そ
れ
は
完
成
の
責
任
を
負

っ
て
い
る
愛
知
大
学
と
し
て
認
め
ら
れ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
仕
事
の
完
成
は
も
と
よ
り
相
当
な
経
費
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。
貧
弱
な
愛
知
大
学
の
財
政
か
ら

支
出
す
る
こ
と
に
決
定
す
る
の
に
は
、
評
議
会
説
得
に
は
本
間
先
生
が
苦
労
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

結
局
、
こ
の
辞
典
の
編
纂
は
愛
知
大
学
の
事
業
と
し
て
や
る
と
い
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。 

 

さ
て
こ
の
有
意
義
で
は
あ
る
が
、
ま
た
困
難
で
あ
る
事
業
は
、
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
人
員
で
、
何
年

か
か
る
か
、
編
纂
費
が
ど
れ
だ
け
い
る
の
か
も
見
当
が
つ
か
な
い
。
し
か
し
先
ず
編
集
員
を
確
保
す
る
こ

と
が
第
一
要
件
で
あ
る
。
最
先
に
招
聘
さ
れ
た
の
は
几
帳
面
で
誠
実
で
、
こ
れ
以
上
適
任
者
は
な
か
ろ
う

と
思
わ
れ
る
三
十
四
期
の
内
山
雅
夫
君
（
前
東
亜
同
文
書
院
大
学
予
科
教
授
）
で
あ
っ
た
。
次
に
中
国
人

一
名
は
元
書
院
専
門
部
講
師
欧
陽
可
亮
氏
夫
人
張
禄
沢
女
士
（
北
京
・
中
国
大
学
国
文
系
卒
業
）
を
台
湾

か
ら
招
聘
し
、
さ
ら
に
愛
大
文
学
部
中
文
専
攻
卒
業
者
今
泉
潤
太
郎
君
を
加
え
、
こ
れ
ら
の
人
を
専
従
者

と
し
て
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
を
以
っ
て
、
中
日
大
辞
典
編
纂
事
業
を
発
足
し
た
。
そ
の
後
、
東
北
大
学

文
学
部
中
国
文
学
科
特
別
研
究
生
終
了
の
志
村
良
治
、
愛
大
法
経
学
部
卒
の
杉
本
晃
、
書
院
十
五
期
宗
内

鴻
、
十
九
期
遠
藤
秀
造
の
諸
氏
を
迎
え
て
編
纂
陣
営
を
充
実
し
た
。
わ
た
し
と
桑
島
信
一
君
は
兼
務
で
、

で
き
る
か
ぎ
り
尽
力
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
人
々
は
申
訳
な
い
よ
う
な
待
遇
で
来
て
も
ら
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
兎
に
角
人
件
費
は
必
要

な
の
で
あ
り
、
こ
の
外
、
資
料
費
な
ど
も
相
当
必
要
な
の
で
、
相
当
額
の
予
算
が
必
要
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
そ
の
時
は
中
華
人
民
共
和
国
成
立
と
い
う
大
変
革
が
あ
り
、
こ
の
仕
事
に
は
、
そ
の
資
料
を
と

り
入
れ
る
と
い
う
仕
事
が
あ
る
の
で
、
そ
の
完
成
期
は
全
く
見
当
が
つ
か
な
か
っ
た
。
最
初
は
先
ず
六
年

で
完
成
す
る
と
い
う
見
当
を
つ
け
て
見
た
が
、
そ
の
六
年
が
経
過
し
て
も
完
成
期
は
漠
と
し
て
確
定
し
難

か
っ
た
。 

 

い
よ
い
よ
印
刷
に
か
か
っ
た
の
は
昭
和
四
〇
年
四
月
で
あ
っ
た
。
最
初
は
一
年
く
ら
い
で
一
切
を
完
了

し
得
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
、
校
正
も
専
門
家
お
よ
び
部
外
者
多
数
に
お
願
し
た
に
拘
わ
ら
ず
、
一
頁

三
千
五
百
字
、
本
文
一
、
九
四
七
頁
、
索
引
お
よ
び
附
録
一
七
六
頁
と
い
う
分
量
な
の
で
、
印
刷
の
た
め

に
二
年
十
ヵ
月
を
要
し
た
。
辞
典
を
一
つ
作
る
と
、
か
ら
だ
を
こ
わ
す
と
か
失
明
す
る
と
か
よ
く
あ
る
も

の
と
驚
か
さ
れ
て
い
た
が
、
幸
に
し
て
大
体
無
事
に
す
ん
だ
。 

 

難
航
を
極
め
た
出
版
費
の
調
達 

  

し
か
し
、
苦
労
は
印
刷
業
務
に
在
る
の
で
は
な
く
、
出
版
費
の
調
達
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
本

間
先
生
が
奔
走
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
う
ち
二
つ
の
大
出
版
社
は
同
様
な
計
画
を
実
施
中
だ
か
ら
と
い
う

こ
と
で
こ
と
わ
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
社
は
前
述
の
上
海
で
交
渉
の
あ
っ
た
出
版
社
で
あ
る
。
さ
ら
に

も
う
一
つ
の
出
版
社
は
、
い
よ
い
よ
原
稿
の
で
き
上
っ
た
時
点
で
ま
た
相
談
し
よ
う
と
い
う
好
意
的
な
も

の
で
あ
っ
た
が
、
原
稿
脱
稿
時
に
は
そ
の
社
長
は
す
で
に
物
故
し
て
お
り
、
そ
の
後
継
者
は
こ
の
辞
典
の

４‒３ｅ(2)
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価
値
を
理
解
し
な
か
っ
た
か
、
あ
ま
り
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
の
で
そ
れ
ま
で
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の

数
年
前
愛
大
教
授
の
う
ち
に
、
叔
父
が
あ
る
財
団
に
関
係
し
て
居
り
、
そ
の
財
団
は
こ
の
よ
う
な
文
化
事

業
に
は
相
当
援
助
し
て
く
れ
る
と
思
う
か
ら
と
て
、
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
の
で
、
わ
た
し
は
本
間
先
生
と

い
っ
し
ょ
に
そ
の
方
を
訪
問
し
た
。
そ
の
方
は
た
い
へ
ん
好
意
を
持
っ
て
他
の
幹
部
に
紹
介
し
て
下
さ
っ

た
の
だ
が
、
充
分
な
理
解
を
い
た
だ
け
ず
、
不
成
功
に
終
っ
た
。 

 

さ
ら
に
滬
友
関
係
で
は
名
古
屋
の
磯
部
鎌
一
氏
（
十
九
期
）
は
た
い
へ
ん
心
配
し
て
下
さ
っ
て
、
こ
の

事
業
は
何
と
か
滬
友
の
力
で
出
版
を
実
現
さ
せ
た
い
と
の
熱
心
な
御
配
慮
が
あ
り
、
多
賀
二
夫
氏
（
六
期
）

は
教
育
事
業
や
文
化
事
業
に
は
理
解
の
あ
る
方
だ
か
ら
、
出
版
費
を
出
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
て
み

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
わ
た
し
は
磯
部
氏
に
案
内
さ
れ
て
多
賀
氏
に
お
目
に
か
か
っ
た
。
多
賀
氏
は
好
意

を
以
っ
て
考
慮
し
て
下
さ
っ
た
の
だ
が
、
印
刷
会
社
の
見
積
書
を
見
て
、
金
額
の
桁
が
ち
が
う
の
で
力
が

及
ば
な
い
か
ら
悪
し
か
ら
ず
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

愛
知
大
学
の
内
部
で
さ
え
も
、
こ
の
辞
典
に
つ
い
て
認
識
が
浅
く
、
出
版
費
の
大
学
負
担
は
た
や
す
く

は
決
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
本
間
先
生
の
方
で
偶
然
あ
る
人
を
通
じ
て
日
通
福
島
社
長
か
ら
ま

と
ま
っ
た
数
量
の
予
約
を
し
、
予
約
金
を
現
金
で
渡
す
と
い
う
話
合
い
が
で
き
た
。
さ
ら
に
朝
日
、
毎
日

両
新
聞
社
お
よ
び
中
国
貿
易
友
好
商
社
か
ら
予
約
し
て
も
ら
い
、
そ
の
部
分
は
中
国
の
駐
日
貿
易
弁
事
処

を
通
じ
て
中
国
へ
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
も
予
約
金
が
入
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
出
版
に
踏
み
切

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
こ
の
時
は
恰
か
も
愛
知
大
学
創
立
二
十
周
年
に
当
る
の
で
記
念
事
業
と
し
て
と

り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
出
版
費
の
半
額
を
保
障
し
、
更
に
必
要
金
額
は
貸
与
し
立
替
払
を
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
最
後
の
難
関
を
突
破
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
わ
た
し
は
い
い
も
の
さ
え
作
っ
て
お
け

ば
何
と
か
な
る
と
い
う
呑
気
な
考
え
を
持
っ
て
居
っ
た
も
の
の
資
金
調
達
の
能
力
は
ゼ
ロ
な
の
で
、
資
金

調
達
は
一
切
本
間
先
生
に
お
願
い
し
、
お
骨
折
り
を
願
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

か
く
し
て
、
兎
に
角
「
中
日
大
辞
典
」
は
で
き
上
っ
た
。
幾
多
の
欠
点
は
あ
る
が
、
ま
た
一
定
の
評
価

も
得
て
い
る
。
こ
れ
で
特
別
の
取
扱
い
で
原
稿
を
返
し
て
く
れ
た
中
国
、
い
ろ
い
ろ
御
斡
旋
を
い
た
だ
い

た
日
中
友
好
協
会
、
物
心
両
面
に
お
い
て
何
く
れ
と
御
援
助
下
さ
っ
た
多
く
の
人
人
の
御
好
意
に
対
し
、

一
応
の
お
こ
た
え
が
で
き
た
と
、
や
や
心
に
許
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
で
あ
っ
た
。
特
に
本
間
先
生
は

書
院
最
後
の
学
長
と
し
て
書
院
大
学
に
関
係
あ
る
終
戦
処
理
の
最
後
の
も
の
を
完
了
し
た
わ
け
で
あ
り
、

愛
知
大
学
の
責
任
者
と
し
て
は
、
愛
知
大
学
の
事
業
と
し
て
の
辞
典
編
纂
を
完
成
し
、
日
本
人
民
の
附
託

に
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
、
こ
の
辞
典
の
出
版
の
た
め
に
は
老
躯
を
い
と
わ
ず
奔
走
し
て
下
さ

っ
た
の
で
、
こ
の
辞
典
の
出
版
を
何
人
に
も
ま
し
て
よ
ろ
こ
ん
で
下
さ
っ
た
。
そ
し
て
わ
た
し
も
肩
の
荷

を
お
ろ
す
こ
と
が
で
き
た
。 

 

今
後
は
「
日
進
月
異
」
の
中
国
の
進
展
に
応
じ
て
ど
の
よ
う
に
増
改
訂
を
す
る
か
が
将
来
の
苦
労
と
い

う
こ
と
に
な
る
。 

   

〔
注
〕
滬
友
三
二
号 

一
九
七
二
年
十
一
月
所
載
。 
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中
日
大
辞
典
の
編
纂
と
思
い
出 

第
十
五
期 

愛
知
大
学
名
誉
教
授 

鈴
木
択
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
、
中
日
大
辞
典
編
纂
の
発
端 

 

わ
た
し
の
学
生
時
代
に
は
、
中
国
語
学
習
で
お
世
話
に
な
っ
た
書
物
は
、
華
語
萃
編
初
集
、
官
話
指

南
、
談
論
新
編
等
教
科
書
と
岡
本
正
文
氏
の
支
那
声
音
字
彙
以
外
に
は
何
も
な
か
っ
た
。
西
欧
語
を
学

ぶ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
立
派
な
辞
書
が
あ
る
の
が
羨
ま
し
か
っ
た
。
ジ
ャ
イ
ル
ス
の
中
国
語
辞
書
は
あ
っ
た

は
ず
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
目
に
は
触
れ
な
か
っ
た
、
目
に
触
れ
た
と
し
て
も
高
嶺
の
花
だ
っ
た
ろ
う
。 

 

そ
の
後
、
わ
た
し
は
母
校
に
奉
職
し
、
翹
望
し
な
が
ら
つ
い
に
得
ら
れ
な
か
っ
た
中
国
語
辞
典
を
編

纂
す
る
の
に
可
能
な
環
境
に
置
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
わ
た
し
は
大
胆
に
も
中
国
語
辞
典
の
編
纂
を
提

議
し
て
同
僚
諸
君
と
、
母
校
当
局
の
賛
成
を
得
、
支
那
研
究
部
の
事
業
と
し
て
中
国
語
辞
典
編
纂
を
発

足
し
た
。
そ
の
時
は
昭
和
八
年
で
あ
っ
た
と
思
う
が
記
憶
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
編
集
の
仕
事
が
目
途

の
つ
け
ら
れ
る
程
度
ま
で
進
ま
な
い
う
ち
に
、
時
局
は
不
安
を
増
し
、
日
中
戦
争
は
泥
沼
に
踏
み
こ
み
、

編
纂
事
務
も
ほ
と
ん
ど
停
頓
状
態
に
あ
っ
た
。 

 

昭
和
十
五
年
頃
だ
っ
た
ろ
う
か
、
三
省
堂
上
海
支
店
か
ら
こ
の
中
日
辞
典
の
出
版
に
つ
い
て
話
が
あ

っ
た
が
、
ま
だ
そ
れ
の
可
能
な
状
態
ま
で
進
ん
で
い
な
い
の
で
、
時
期
到
来
し
た
ら
相
談
す
る
と
い
う

こ
と
に
し
た
。 

 

二
、
敗
戦
に
よ
る
原
稿
カ
ー
ド
接
収
と
そ
れ
の
日
本
人
民
へ
の
贈
与 

 

日
本
敗
戦
の
と
き
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
の
あ
ら
ゆ
る
財
産
は
、
公
有
私
有
を
問
わ
ず
す
べ
て
中
華

民
国
政
府
に
よ
っ
て
敵
産
と
し
て
没
収
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
中
日
辞
典
原
稿
カ
ー
ド
も
勿
論
没
収
さ
れ

た
。 

 

こ
の
原
稿
カ
ー
ド
を
接
収
委
員
鄭
振
鐸
氏
（
著
名
な
中
国
文
学
者
）
に
引
渡
し
た
と
き
、「
将
来
、

も
し
事
情
が
許
す
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
に
こ
れ
を
完
成
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
」
旨
を
要
望
し

て
お
い
た
。
と
は
い
う
も
の
の
敗
戦
と
い
う
絶
対
的
理
由
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
、
返
還
な
ど
は
考
え
ら

れ
ず
、
ま
た
自
分
の
責
任
で
は
な
く
て
辞
典
完
成
と
い
う
責
任
か
ら
放
免
さ
れ
た
わ
け
で
、
心
の
奥
で

は
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
も
あ
っ
た
。 

 

終
戦
後
約
十
年
、
元
東
亜
同
文
書
院
大
学
長
、
愛
知
大
学
長
本
間
喜
一
氏
の
熱
心
な
る
慫
慂
が
あ
り
、

同
氏
名
義
で
、
日
中
友
好
協
会
理
事
長
内
山
完
造
氏
に
依
頼
し
、
中
国
科
学
院
長
郭
沫
若
氏
を
通
じ
て

中
華
人
民
共
和
国
政
府
へ
原
稿
カ
ー
ド
の
返
還
を
願
い
出
た
。
目
的
の
そ
の
カ
ー
ド
は
幸
い
に
し
て
完

全
に
保
管
さ
れ
て
居
り
、「
中
日
文
化
交
流
の
た
め
改
め
て
日
本
人
民
に
贈
与
す
る
」
と
の
主
旨
で
、

日
中
友
好
協
会
の
窓
口
を
通
し
て
日
本
人
民
へ
実
質
上
返
還
さ
れ
て
来
た
。
日
中
友
好
協
会
は
、
こ
の

辞
典
の
関
係
者
の
ほ
ぼ
全
員
を
招
致
し
、
処
置
が
議
せ
ら
れ
た
。
協
議
は
全
会
一
致
で
「
こ
の
辞
典
の

完
成
に
熱
意
と
能
力
と
の
あ
る
愛
知
大
学
へ
引
渡
し
て
完
成
せ
し
め
る
」
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
。
愛
知
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大
学
は
こ
の
決
定
に
基
づ
い
て
昭
和
三
十
年
四
月
か
ら
中
日
大
辞
典
の
編
纂
を
発
足
し
た
。 

 

三
、
編
纂
業
務
の
進
行 

 

さ
て
有
意
義
で
は
あ
る
が
ま
た
困
難
で
あ
る
こ
の
事
業
は
、
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
人
員
で
何
年
か

か
る
か
、
編
纂
費
は
ど
れ
ほ
ど
い
る
の
か
、
印
刷
費
は
ど
れ
ほ
ど
か
か
る
の
か
、
ま
る
で
見
当
も
つ
か

な
か
っ
た
。
ま
た
、
大
陸
で
は
中
華
人
民
共
和
国
と
い
う
新
中
国
が
生
ま
れ
、
社
会
も
経
済
も
人
の
心

ま
で
も
大
変
革
が
あ
り
、
文
字
改
革
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
な
ど
で
、
辞
典
の
完
成
期
は
見
当
を
つ
け
難

か
っ
た
。 

 

愛
知
大
学
は
創
立
後
日
な
お
浅
く
、
困
難
な
大
学
財
政
か
ら
編
纂
資
料
費
の
予
算
、
専
任
教
授
、
講

師
を
除
い
た
編
纂
専
従
者
の
人
件
費
等
の
支
出
を
要
し
、
兼
務
者
は
無
報
酬
、
専
従
者
に
対
し
て
は
失

礼
な
ほ
ど
の
薄
謝
し
か
差
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
辞
典
完
成
の
昭
和
四
十
三
年
ま
で
十

三
年
間
の
編
纂
費
の
支
出
は
、
相
当
な
額
に
上
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
大
学
評
議
会
や
図

書
費
の
不
足
を
か
こ
つ
い
て
い
た
教
授
た
ち
か
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
耳
の
痛
い
不
協
和
音
が

発
せ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
本
間
先
生
は
そ
の
間
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
政
治
力

で
あ
ま
り
の
騒
音
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
苦
境
を
救
っ
て
く
れ
た
の
は
、
朝
日
新
聞
社
、
中
日
新
聞
社
、
地
元
の
実
業
家
石
原
氏

な
ど
か
ら
の
応
援
で
あ
り
、
ま
た
貧
者
の
一
燈
で
あ
る
と
称
し
て
少
額
な
が
ら
二
名
の
匿
名
の
特
志
家

か
ら
の
心
あ
た
た
ま
る
応
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

編
纂
業
務
は
前
述
の
兼
務
編
纂
員
、
専
従
編
纂
員
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
も
と
も

と
人
員
も
少
な
く
、
中
国
文
字
改
革
の
完
全
吸
収
な
ど
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
発
足
以
来
出
版
ま
で
十
三

年
の
長
期
間
を
要
し
た
の
で
あ
っ
た
。
編
纂
に
従
事
し
た
人
人
の
氏
名
は
中
日
大
辞
典
の
「
編
者
の
こ

と
ば
」
に
詳
述
し
て
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。 

 

編
纂
業
務
の
進
行
は
、
前
述
の
よ
う
な
中
国
の
変
革
が
あ
っ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
知
る
資
料

の
入
手
は
か
な
り
困
難
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
問
題
解
決
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
た
び
た
び
で
あ
っ
た
。

簡
化
漢
字
の
母
型
二
千
余
の
製
作
も
必
要
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
予
想
外
の
労
力
と
時
間
お
よ
び
費
用
を

要
し
た
。 

 

四
、
中
日
大
辞
典
の
出
版 

 

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
辞
典
は
作
業
開
始
か
ら
十
三
年
に
し
て
は
じ
め
て
「
中
日
大
辞
典
」
と

し
て
世
に
出
た
。
後
に
、
あ
る
書
物
に
「
中
日
大
辞
典
と
い
う
小
さ
い
辞
典
に
は
か
く
か
く
」
と
好
意

的
で
は
あ
る
が
皮
肉
な
引
用
が
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
敢
て
「
大
辞
典
」
と
し
た
の
は
、
他
は
「
中
日

辞
典
」
が
あ
る
の
で
そ
れ
ら
と
の
区
別
の
た
め
に
敢
て
「
大
」
字
を
用
い
た
に
過
ぎ
な
い
。 

 

い
よ
い
よ
印
刷
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
も
、
印
刷
所
は
中
国
文
の
印
刷
に
は
慣
れ
て
い
な
い
。
中
国

語
の
簡
化
漢
字
が
親
字
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
旧
繁
体
字
、
異
体
字
ま
で
も
併
記
し
、
さ
ら
に
標

音
に
は
新
た
に
制
完
さ
れ
た
「
漢
語
拼
音
方
案
」
に
よ
る
ロ
ー
マ
字
を
用
い
、
ロ
ー
マ
字
一
音
節
ご
と

に
声
調
符
号
を
つ
け
る
等
、
普
通
の
日
本
文
の
印
刷
く
ら
べ
、
た
い
へ
ん
面
倒
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の

４‒３ｅ(3)
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た
め
附
録
ま
で
含
め
た
二
、
一
二
一
頁
の
印
刷
に
一
年
十
か
月
を
要
し
、
い
よ
い
よ
出
版
さ
れ
た
の
は

編
纂
開
始
以
来
十
三
年
後
の
昭
和
四
十
三
年
二
月
で
あ
っ
た
。 

 

五
、
思
い
出 

 

上
海
時
代
に
作
っ
た
辞
典
カ
ー
ド
は
未
整
理
の
粗
資
料
で
あ
っ
た
が
、
実
質
的
に
返
還
さ
れ
て
わ
れ

わ
れ
の
手
に
か
え
っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
な
励
み
に
な
っ
た
が
、
「
中
日
文
化
交
流
の

た
め
改
め
て
日
本
人
民
に
贈
与
す
る
」
と
し
て
贈
ら
れ
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
手
で
ど
う
し
て
も
改

め
て
立
派
に
や
り
と
げ
ね
ば
な
ら
な
い
重
い
責
任
を
負
わ
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
あ
た
か
も
改
め
て
責

任
を
追
及
さ
れ
た
よ
う
な
気
の
重
い
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
幸
い
な
こ
と
は
、
編
集
ス
タ
ッ
フ
に
適
材
を

得
た
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

十
三
年
と
い
え
ば
相
当
の
長
い
時
間
で
、「
夜
長
夢
多
」
と
い
わ
れ
る
と
お
り
思
い
出
は
少
な
く
な

い
。
編
纂
作
業
の
最
初
の
見
当
は
六
か
年
で
あ
っ
た
が
大
幅
な
見
込
み
ち
が
い
だ
っ
た
の
で
、
「
編
纂

の
仕
事
が
楽
し
い
ん
だ
ろ
う
、
い
つ
ま
で
つ
づ
く
か
わ
か
ら
ん
ぞ
」
と
か
、
事
務
局
長
か
ら
は
「
編
纂

室
は
い
つ
か
え
し
て
く
れ
る
の
か
」
と
毎
年
の
催
促
、
こ
ち
ら
は
「
も
う
一
年
」
と
い
う
毎
年
の
返
事
、

局
外
者
か
ら
は
わ
れ
わ
れ
が
の
ら
り
く
ら
り
と
や
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

編
集
も
進
ん
だ
段
階
で
は
、
い
ち
ば
ん
の
重
要
問
題
は
印
刷
費
を
い
か
に
調
達
す
る
か
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
大
学
評
議
会
は
こ
の
辞
典
を
創
立
二
十
周
年
記
念
事
業
と
す
る
と
し
な
が
ら
、
い
よ
い
よ

と
い
う
時
に
印
刷
費
の
三
分
の
一
あ
ま
り
の
支
出
し
か
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
わ
た
し
に
は
金
の
調
達

能
力
な
ど
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
の
で
、
半
分
捨
て
鉢
で
、
い
い
原
稿
を
仕
上
げ
て
お
け
ば
そ
の
う
ち
に
何
と

か
な
る
さ
と
思
っ
て
い
た
。 

 

と
こ
ろ
が
本
間
先
生
は
平
生
は
時
々
編
纂
室
へ
顔
を
出
し
て
わ
れ
わ
れ
を
激
励
し
て
下
さ
っ
た
ば

か
り
で
は
な
く
、
書
院
大
学
最
後
の
学
長
と
し
て
、
書
院
大
学
最
後
の
未
完
事
業
で
あ
る
辞
典
編
纂
は
、

先
生
の
書
院
大
学
に
対
す
る
最
後
の
責
任
で
あ
る
と
し
て
居
ら
れ
、
印
刷
費
調
達
に
も
早
々
か
ら
熱
心

に
奔
走
し
て
居
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
最
も
望
み
を
か
け
て
居
ら
れ
た
の
は
平
凡
社
社
長
と
の
話
合
い

で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
あ
た
か
も
老
社
長
の
死
去
の
た
め
御
破
算
に
な
っ
た
。 

 

本
間
先
生
は
東
京
商
大
出
身
某
氏
の
仲
介
で
日
通
社
長
福
島
敏
行
氏
に
連
絡
が
で
き
、
そ
の
御
好
意

で
多
数
の
予
約
を
前
金
で
い
た
だ
き
、
前
記
の
愛
知
大
学
か
ら
の
援
助
金
と
合
せ
て
印
刷
着
手
金
を
得
、

印
刷
に
と
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
朝
日
新
聞
社
、
毎
日
新
聞
社
か
ら
も
多
数
の
予
約
を

い
た
だ
き
、
こ
の
分
は
中
国
貿
易
友
好
商
社
か
ら
の
予
約
二
〇
〇
冊
を
加
え
、
一
、
二
〇
〇
冊
と
し
て
、

中
国
の
こ
の
辞
書
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
好
意
に
報
い
る
意
味
で
中
国
の
各
大
学
へ
一
千
冊
、
対
外
貿

易
機
構
へ
二
百
冊
を
寄
贈
し
た
。 

 

印
刷
に
関
し
て
は
図
書
印
刷
株
式
会
社
に
、
印
刷
交
渉
、
発
売
に
関
す
る
一
切
は
株
式
会
社
大
安
（
現

在
の
燎
原
書
店
、
四
十
二
期
小
林
実
弥
君
経
営
）
に
依
託
し
、
す
べ
て
は
大
体
順
調
に
経
過
し
た
。 

 

こ
の
中
日
大
辞
典
の
完
成
は
上
海
時
代
に
手
を
か
け
て
下
さ
っ
た
人
人
の
努
力
、
日
中
両
国
の
友
好

協
会
の
御
好
意
、
愛
知
大
学
に
お
け
る
長
期
に
わ
た
る
関
係
者
の
ご
尽
力
、
本
間
先
生
、
小
岩
井
先
生

の
熱
意
、
本
間
先
生
の
周
密
な
る
御
配
慮
の
賜
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
辞
典
の
編
纂
は
、
そ
の
目
標
を
達
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成
し
て
、
日
中
両
国
人
民
の
附
託
に
こ
た
え
る
こ
と
に
在
っ
た
が
、
そ
の
目
標
に
達
し
得
た
か
否
か
は
、

要
望
の
寛
厳
に
も
よ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
一
応
こ
た
え
得
た
と
思
っ
て
い
る
。 

 

昭
和
四
十
八
年
六
月
わ
れ
わ
れ
辞
典
関
係
者
四
名
が
中
国
天
津
市
南
開
大
学
か
ら
招
待
を
受
け
て

訪
問
し
、
こ
の
辞
典
に
関
す
る
有
益
な
批
判
を
、
三
日
間
に
わ
た
っ
て
受
け
た
。
北
京
大
学
、
上
海
復

旦
大
学
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
中
国
人
も
日
本
語
研
究
の
た
め
、
こ
の
辞
典
を
利
用
す
る
人
が

少
な
く
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

辞
典
の
思
い
出
に
も
実
に
遺
憾
な
思
い
出
も
あ
る
。
こ
の
編
纂
を
開
始
し
て
間
も
な
い
頃
で
あ
っ
た
。

原
稿
カ
ー
ド
を
愛
知
大
学
へ
持
っ
て
行
っ
た
の
は
愛
知
大
学
の
強
盗
的
行
為
で
あ
る
と
、
滬
友
会
役
員

会
が
全
会
一
致
で
決
議
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
原
稿
カ
ー
ド
は
も
と
も
と
愛
知
大
学
が
正
当
な
手

続
を
経
、
関
係
者
お
よ
び
日
中
友
好
協
会
の
依
託
を
受
け
、
多
大
な
困
難
を
覚
悟
し
、
日
中
両
国
民
の

附
託
に
応
え
る
こ
と
を
決
心
し
た
上
で
引
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
滬
友
会
は
、
あ
た
か
も
中

国
の
「
四
人
組
」
の
跋
扈
の
如
き
理
事
長
の
横
暴
を
許
し
て
い
た
。
愛
知
大
学
は
理
不
尽
な
漫
罵
に
耳

を
ふ
さ
ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
わ
た
し
は
愛
知
大
学
お
よ
び
わ
た
し
の
名
誉
の
た
め
に
、
雑
誌
「
滬

友
」
に
投
稿
し
て
理
事
長
と
論
戦
し
た
が
、
理
事
長
は
つ
い
に
わ
た
し
の
文
章
の
登
載
を
拒
否
し
た
。

わ
た
し
は
役
員
会
決
議
に
対
す
る
反
駁
と
抗
議
の
た
め
。
昭
和
三
十
一
年
十
月
わ
た
し
個
人
の
意
思
で

プ
リ
ン
ト
を
作
り
、
滬
友
会
役
員
会
構
成
員
へ
送
付
し
て
抗
議
し
、
同
時
に
各
支
部
へ
五
部
づ
つ
送
っ

て
批
判
を
仰
い
だ
。
こ
れ
に
対
し
数
人
の
同
窓
か
ら
は
わ
た
し
の
主
張
を
支
持
し
て
下
さ
る
手
紙
も
い

た
だ
い
た
が
、
反
対
意
見
は
な
か
っ
た
。
滬
友
会
役
員
会
お
よ
び
役
員
か
ら
は
何
等
の
意
思
表
示
も
な

か
っ
た
。 

 

さ
ら
に
同
じ
こ
ろ
、
も
う
ひ
と
つ
不
愉
快
な
思
い
出
が
あ
る
。
そ
れ
は
原
稿
カ
ー
ド
を
東
京
へ
持
っ

て
行
き
、
そ
ち
ら
で
完
成
す
る
と
い
う
詭
計
を
執
拗
に
も
ち
か
け
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
辞
典
を

東
京
で
編
纂
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
愛
知
大
学
は
前
述
の
附
託
に
応
え
ら
れ
ず
、
責
任
を
放
棄
す
る
こ

と
で
あ
っ
て
名
誉
に
か
け
て
許
し
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

六
、
将
来
へ
の
展
望 

 

星
霜
は
移
り
、
こ
の
辞
典
出
版
後
す
で
に
十
二
年
を
経
過
し
て
い
る
。
最
初
に
こ
の
辞
典
を
編
纂
し

た
時
は
中
国
の
社
会
・
文
化
は
、
革
命
前
と
は
た
い
へ
ん
な
変
化
で
あ
っ
た
、
し
か
も
、
中
国
の
資
料

は
入
手
困
難
で
あ
り
、
訪
中
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
現
在
は
革
命
前
と
後
と
の
よ
う
な
差
は
な
い
が
、

文
化
大
革
命
は
意
外
に
大
き
い
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
か
の
地
に
お
け
る
中
国
語
研
究
も
進
み
、
辞

書
・
参
考
書
の
出
版
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
変
化
や
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
、
こ
の
中
日
大
辞
典

の
内
容
を
充
実
し
、
広
さ
・
深
さ
・
重
さ
を
、
発
展
増
大
し
つ
つ
あ
る
日
中
関
係
に
適
応
し
得
る
も
の

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
述
の
南
開
大
学
な
ど
中
国
三
大
学
に
お
け
る
批
判
・
研
修
な
ど
も
、
そ

の
た
め
に
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
た
し
は
昭
和
四
十
九
年
三
月
胃
切
除
と
い
う
応
急
処
置
で

危
機
を
脱
し
、
数
年
余
命
を
の
ば
し
得
た
の
で
、
本
職
を
辞
し
、
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
余
命
を
以
て
、

専
心
増
改
訂
に
当
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
専
従
者
は
わ
た
し
と
台
湾
の
国
立
師
範
大
学
出
身
の
有
能
な

女
性
と
だ
け
で
あ
る
が
、
教
授
・
講
師
諸
氏
も
よ
く
協
力
下
さ
っ
て
い
る
。
二
名
の
中
国
人
客
員
教
授
・
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講
師
は
大
新
聞
社
で
記
者
を
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
、
文
学
に
も
造
詣
深
く
、
そ
の
う
ち
の
一
人
は
最
近

ま
で
人
民
日
報
の
記
者
を
さ
れ
た
人
で
、
お
二
人
と
も
辞
典
増
改
訂
に
は
最
適
任
の
人
で
、
立
派
な
成

果
が
期
待
で
き
る
。
た
だ
、
さ
ら
に
多
数
の
人
材
を
聘
し
得
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
増
改
訂
の
一
応

の
完
了
予
定
は
昭
和
五
十
六
年
で
あ
る
。 

     

〔
注
〕
遺
稿
。
一
九
七
八
年
前
後
、
「
滬
友
」
へ
の
投
稿
予
定
原
稿
。 

４‒３ｅ(3)
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大
中
国
語
辞
典
を
出
版
す
る
愛
知
大
学
華
日
辞
典
編
さ
ん
所
長
、
教
授 

鈴す
ず 

木き 

択た
く 

郎ろ
う 

 

三
十
二
年
間
を
か
け
た
二
千
㌻
、
十
三
万
語
の
「
大
中
国
語
辞
典
」
が
出
版
さ
れ
る
。
現
在
出
て
い

る
一
番
大
き
な
辞
典
が
七
万
語
と
い
う
か
ら
、
ざ
っ
と
二
倍
。
鈴
木
教
授
が
半
生
を
費
や
し
た
努
力
の

跡
が
十
三
万
語
の
一
語
々
々
に
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
。 

 

「
昭
和
三
十
一
年
、
中
国
新
政
府
が
行
な
っ
た
文
字
の
改
革
に
は
と
ま
ど
い
ま
し
た
。
な
に
し
ろ
簡

化
文
字
や
表
音
文
字
が
ぞ
く
ぞ
く
つ
く
ら
れ
る
し
、
異
読
語
は
大
整
理
さ
れ
る
し
…
」
と
苦
労
を
語
る

が
、
口
調
は
あ
く
ま
で
ひ
か
え
め
。
根
っ
か
ら
の
学
者
な
の
だ
ろ
う
。
こ
の
た
め
昭
和
三
十
三
年
、
中

共
の
国
語
学
者
に
新
し
い
文
字
の
知
識
を
教
え
て
も
ら
い
に
で
か
け
た
。 

 

「
北
京
大
学
聴
講
生
の
こ
ろ
〝
阿
Ｑ
正
伝
〟
で
有
名
な
魯
迅
の
講
演
が
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
か
っ
た

こ
と
が
中
国
語
研
究
に
一
生
を
さ
さ
げ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
い
う
。
辞
典
の
編
さ
ん
を
手
が
け

た
の
は
昭
和
八
年
、
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
教
授
の
こ
ろ
。
終
戦
直
後
ま
で
同
書
院
の
日
本
人
教
授
六

人
、
中
国
語
講
師
五
人
で
せ
っ
せ
と
単
語
カ
ー
ド
の
作
成
を
つ
づ
け
、
十
四
万
枚
で
き
た
と
こ
ろ
で
敗

戦
、
押
収
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
は
ガ
ッ
ク
リ
き
た
そ
う
だ
。 

 

さ
い
わ
い
昭
和
二
十
九
年
、
中
共
の
保
衛
世
界
和
平
委
員
会
の
好
意
で
全
カ
ー
ド
が
か
え
り
、
今
回

の
大
辞
典
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
わ
け
だ
。 

 

教
え
子
の
今
泉
潤
太
郎
同
大
学
助
教
授
ら
と
最
後
の
索
引
カ
ー
ド
を
整
理
中
だ
が
「
来
年
六
月
出
版

し
て
も
増
補
改
訂
に
一
生
追
い
ま
く
ら
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
辞
典
完
成
の
む
ず
か
し
さ
を
の
ぞ
か
せ
た
。

明
治
三
十
一
年
、
栃
木
県
生
ま
れ
、
六
十
七
才
。（
松
本
伸
夫
） 

     

〔
注
〕
毎
日
新
聞
「
談
話
室
」 

昭
和
四
十
年
四
月
二
六
日
所
載
。 
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中
日
大
辞
典
編
集
終
る 

 

中
日
大
辞
典
出
版
の
報
告
と
お
願
い 

愛
知
大
学 

鈴
木
択
郎  

 

こ
の
中
国
語
辞
典
は
昭
和
二
十
九
年
十
月
中
国
か
ら
贈
ら
れ
た
原
稿
を
も
と
に
し
て
編
纂
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
稿
は
三
十
数
年
前
か
ら
東
亜
同
文
書
院
で
手
に
か
け
て
来
た
も
の
が
、
敗

戦
の
際
中
国
政
府
へ
接
収
さ
れ
た
の
で
し
た
。
そ
の
当
時
の
責
任
者
で
あ
り
、
後
の
愛
知
大
学
学
長
本

間
喜
一
氏
の
熱
意
、
故
内
山
完
造
氏
の
斡
旋
、
中
国
科
学
院
長
郭
沫
若
氏
の
好
意
に
よ
り
、
こ
の
原
稿

カ
ー
ド
約
十
四
万
枚
は
「
中
日
文
化
交
流
の
た
め
、
之
を
日
本
人
民
に
贈
ら
れ
る
」
こ
と
と
な
り
現
品

は
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
日
中
友
好
協
会
を
通
じ
て
愛
知
大
学
へ
引
渡
さ
れ
、
そ
こ
で
完
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
愛
知
大
学
は
そ
の
事
業
と
し
て
こ
の
辞
典
の
編
纂
に
と
り
か
か
る
こ
と

と
な
り
も
と
も
と
東
亜
同
文
書
院
大
学
に
お
い
て
こ
の
辞
典
の
発
起
者
で
あ
り
推
進
者
で
あ
っ
た
わ

た
し
を
編
纂
委
員
長
と
し
て
元
東
亜
同
文
書
院
大
学
予
科
教
授
内
山
雅
夫
氏
、
北
京
の
中
国
大
学
国
文

科
卒
業
の
張
禄
沢
女
士
お
よ
び
老
練
な
専
門
家
数
名
を
聘
し
て
専
従
編
集
員
と
し
て
昭
和
三
十
年
四

月
発
足
し
、
四
十
年
三
月
一
応
脱
稿
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
ま
る
ま
る
十
一
年
の
日
子

を
費
や
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
事
業
の
質
、
量
と
も
に
簡
単
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
に
専

従
者
の
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
主
な
理
由
で
あ
り
、
ま
た
一
方
に
は
中
国
の
社
会
変
革
に
よ
る
言
語

の
変
化
に
順
応
す
べ
く
で
き
る
か
ぎ
り
意
を
用
い
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
雄
大
な
国
語
政
策
と
し
て
つ
ぎ

つ
ぎ
に
あ
ら
わ
れ
た
改
革
や
整
理
を
完
全
に
吸
収
す
る
な
ど
多
く
の
手
数
を
費
や
さ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
も
ひ
と
つ
の
理
由
で
あ
り
ま
す
。
か
く
し
て
、
い
ま
原
稿
は
一
応
脱
稿
す
る
ま
で
に
な
り
、

Ｂ
６
版
（
岩
波
基
本
六
法
と
同
型
）
二
千
な
い
し
二
千
三
百
頁
、
収
録
語
数
十
三
万
語
（
現
在
あ
る
他

の
類
書
の
二
倍
以
上
）
、
注
釈
は
懇
切
に
し
、
例
文
を
多
く
し
て
理
解
し
や
す
く
し
、
中
国
の
文
字
改

革
を
完
全
に
取
り
入
れ
て
あ
り
、
印
刷
に
は
約
一
年
を
要
し
、
出
版
は
四
十
一
年
六
月
頃
の
予
定
で
す
。

こ
の
辞
典
は
「
日
中
文
化
交
流
」
に
い
さ
さ
か
寄
興
す
る
こ
と
が
で
き
、
日
中
人
士
の
期
待
に
ま
ず
ま

ず
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。 

 

こ
の
種
辞
典
は
印
刷
費
が
高
く
つ
き
、
出
版
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
の
で
、
容
易
に
出
版
に
踏

み
切
れ
ず
、
本
間
先
生
は
非
常
に
頭
を
悩
ま
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
あ
る
方
面
か
ら
あ
る

程
度
の
資
金
の
援
助
を
得
ら
れ
、
さ
ら
に
愛
知
大
学
の
援
助
に
よ
り
着
手
金
の
調
達
を
お
わ
り
、
出
版

に
踏
み
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
納
本
と
同
時
に
支
払
わ
る
べ
き
一
千
余
万
円
を
如
何
に
し

て
調
達
す
る
か
が
問
題
で
あ
り
ま
す
。
愛
知
大
学
は
勿
論
十
分
な
配
慮
は
し
て
い
て
下
さ
る
が
大
学
に

こ
れ
以
上
迷
惑
を
か
け
ず
に
こ
の
出
版
を
完
遂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。
そ
れ
に

は
な
る
べ
く
多
く
の
予
約
を
獲
得
す
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
こ
の
方
面
で
同
窓
諸
君
の
ご
援
助
を
願

え
れ
ば
幸
に
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
本
間
先
生
が
熱
心
に
考
え
て
居
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ

の
辞
典
の
千
部
乃
至
二
千
部
く
ら
い
を
中
国
へ
贈
り
こ
の
辞
典
の
完
成
を
報
告
し
、
原
稿
カ
ー
ド
を
贈
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っ
て
下
さ
っ
た
中
国
に
対
し
て
そ
の
好
意
を
謝
し
た
い
、
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
資
金
は
特
志

家
に
お
願
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
ま
た
一
般
人
士
の
好
意
の
結
果
も
意
義
深
い
も

の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

（
四
〇
・
六
・
七
） 

      

わ
が
同
窓
会
の
会
長
伊
藤
公
氏
は
中
国
の
招
待
を
受
け
て
国
際
法
律
家
協
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

八
月
十
五
日
出
発
さ
れ
る
。
一
行
は
一
箇
月
の
予
定
で
各
地
を
歴
訪
す
る
。
こ
と
の
他
、
中
国
と
関
係

が
深
い
愛
知
大
学
ゆ
え
、
氏
に
対
す
る
注
文
も
多
く
、
中
日
大
辞
典
の
話
や
ら
、
交
換
留
学
生
実
現
の

下
交
渉
な
ど
そ
の
準
備
に
多
忙
を
極
め
て
い
る
。 

 

ま
た
、
同
窓
会
で
も
激
励
の
歓
迎
会
を
盛
大
に
開
く
べ
く
副
会
長
が
発
起
人
と
な
っ
て
準
備
を
す
ゝ

め
て
い
る
。 

会
員
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

記 
 

日
時 

八
月
十
一
日
午
後
六
時 

 

場
所 

名
古
屋
校
舎
新
館
地
下
ホ
ー
ル 

 

会
費 

五
〇
〇
円 

      

〔
注
〕
愛
知
大
学
同
窓
会
会
報
第
十
一
号
（
昭
和
四
十
年
八
月
一
日
）
所
載
。 
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鈴
木
択
郎
先
生
の
栄
誉 

叙
勲
祝
賀
会
開
催 

 
 

本
間
名
誉
学
長
も
激
賞 

不
朽
の
労
作 

中
日
大
辞
典
の
編
纂 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

愛
知
大
学
名
誉
教
授
鈴
木
択
郎
先
生
の
勲
三
等
瑞
宝
章
叙
勲
祝
賀
会
は
、
十
一
月
十
九
日
豊
橋
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
先
生
ご
夫
妻
出
席
の
も
と
、
愛
知
大
学
主
催
の
形
で
、
百
余
名
の
参
集
を
得
て
盛
大
に

開
か
れ
た
。
滬
友
会
か
ら
は
田
中
会
長
の
代
理
と
し
て
上
野
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。
本
間
愛
知
大
学

名
誉
学
長
は
、
祝
詞
の
中
で
、
鈴
木
先
生
が
、
上
海
か
ら
の
引
揚
げ
に
あ
た
っ
て
、
自
分
の
物
を
も
ち

帰
る
の
も
割
い
て
、
大
き
な
ト
ラ
ン
ク
三
ツ
位
に
入
っ
た
学
籍
簿
・
成
績
表
を
持
ち
帰
ら
れ
た
ご
苦
心

に
つ
い
て
の
披
露
が
あ
っ
た
。
鈴
木
先
生
の
最
大
の
業
績
は
中
日
大
辞
典
の
編
纂
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

永
く
歴
史
に
残
る
も
の
で
、
日
中
の
友
好
と
文
化
交
流
の
為
に
果
す
役
割
は
い
か
に
高
く
評
価
し
て
も

し
過
ぎ
る
も
の
で
は
な
い
。
参
会
者
一
同
改
め
て
、
先
生
の
ご
苦
心
を
思
い
、
祝
賀
会
の
雰
囲
気
は
一

層
盛
り
上
っ
た
。 

     〔
注
〕
こ
ゆ
う
ニ
ュ
ー
ス 

第
四
三
号
（
一
九
七
七
年
十
二
月
）
所
載
。 

〝 
 
 

 
〟 
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愛
犬
太
郎
と
バ
ン
ザ
イ
電
報 

越 

知 
 

專 

  

も
う
一
つ
面
白
い
話
が
あ
る
ん
で
す
が
、
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
、
本
間
先
生
は
勲
二
等
の
勲

章
を
い
た
だ
い
た
。 

 

し
か
し
「
お
れ
は
要
ら
ん
よ
」
っ
て
犬
に
く
れ
ち
ゃ
っ
た
。
こ
れ
は
大
変
国
に
対
し
て
失
礼
な
の
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
本
間
先
生
に
は
他
の
先
生
が
頂
い
て
い
な
い
の
に
、
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ

た
。 

 

愛
知
大
学
は
ゼ
ロ
か
ら
始
ま
っ
て
寄
付
や
市
の
援
助
で
で
き
た
大
学
で
し
た
の
で
お
金
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
経
営
が
不
安
定
で
、
給
与
も
出
な
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
先
生
方
の

中
に
は
、
言
い
方
が
悪
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
国
立
大
学
の
方
が
給
料
の
取
り
損
な
い
が
な
い
と
か
、

そ
う
い
う
理
由
で
愛
知
大
学
か
ら
国
立
大
学
に
行
っ
た
人
が
い
ま
し
た
。
そ
し
て
一
〇
年
た
ち
、
二
〇

年
た
つ
と
、
そ
う
い
っ
た
先
生
方
は
業
績
や
年
数
を
評
価
さ
れ
国
か
ら
勲
章
を
い
た
だ
け
る
。
そ
の
場

合
、
ど
う
し
て
も
国
立
へ
行
っ
た
先
生
の
方
が
先
に
も
ら
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。 

 

愛
知
大
学
に
は
『
中
日
大
辞
典
』
を
完
成
さ
せ
た
鈴
木
擇
郎
先
生
が
い
ま
す
。 

 

鈴
木
先
生
は
上
海
か
ら
引
き
揚
げ
る
と
き
に
、
長
い
年
月
を
か
け
て
作
っ
て
き
た
辞
典
の
原
稿
カ
ー

ド
を
没
収
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
自
分
の
身
の
回
り
よ
り
も
東
亜
同
文
書
院
の
学

籍
簿
や
成
績
簿
、
そ
う
い
う
も
の
を
ご
家
族
と
と
も
に
手
分
け
し
て
持
っ
て
き
た
ば
か
り
か
、
豊
橋
に

新
し
い
大
学
を
創
る
ん
だ
と
い
う
本
間
先
生
の
心
意
気
に
惚
れ
て
頑
張
っ
て
き
た
。 

 

本
間
先
生
は
、『
中
日
大
辞
典
』
の
原
稿
の
カ
ー
ド
十
四
万
枚
が
、
中
国
で
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
気
に
か
け
て
お
ら
れ
、「
中
日
大
辞
典
を
つ
く
り
た
い
の
で
、
ぜ
ひ
愛
知
大
学
に
返
し
て
く
だ
さ
い
」

と
中
国
側
に
要
望
し
ま
す
。
昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
に
両
国
の
友
好
の
た
め
に
と
返
還
さ
れ
、

再
び
編
纂
事
業
を
始
め
る
事
が
で
き
ま
す
。
鈴
木
先
生
を
中
心
と
す
る
編
纂
グ
ル
ー
プ
は
、
返
還
さ
れ

て
か
ら
更
に
十
三
年
の
年
月
を
か
け
、
昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
、
つ
い
に
中
日
大
辞
典
を
完
成

さ
せ
ま
す
。
毎
日
新
聞
は
こ
の
辞
書
の
出
版
に
よ
っ
て
「
日
本
は
中
国
に
関
し
て
世
界
の
学
会
に
誇
り

う
る
金
字
塔
を
建
て
た
」
と
賛
辞
を
送
り
ま
す
。 

 

昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
年
、
鈴
木
擇
郎
先
生
が
勲
章
を
も
ら
え
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
る
と
、
鈴

木
先
生
の
元
に
本
間
先
生
か
ら
電
報
が
と
ど
き
ま
す
。
こ
れ
が
そ
の
電
報
文
で
す
。 

「
バ
ン
ザ
イ
・
キ
ガ
セ
イ
セ
イ
シ
タ 

ホ
ン
マ
」 

こ
れ
し
か
書
い
て
い
な
い
で
す
。 

「
万
歳 

気
が
せ
い
せ
い
し
た 

本
間
」
。 

 

一
応
お
祝
い
の
電
報
と
し
て
鶴
と
亀
の
絵
が
つ
け
て
あ
り
ま
す
が
、
な
ん
だ
か
怒
っ
て
い
る
よ
う
に

も
思
え
る
。
配
達
の
人
も
、
こ
れ
は
お
祝
い
電
報
か
何
か
、
文
が
わ
か
ら
な
い
。
わ
か
ら
な
い
け
ど
、

ま
あ
、
一
応
お
祝
い
の
電
報
に
し
て
お
け
と
鶴
亀
の
電
報
に
し
て
き
た
そ
う
な
ん
で
す
。 
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鈴
木
擇
郎
先
生
は
、
私
が
い
つ
も
頭
を
刈
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
お
店
に
来
て
言
う
わ
け
で
す
。「
越

知
君
、
本
間
先
生
か
ら
の
電
報
が
、
よ
く
意
味
が
わ
か
ら
ん
。
勲
章
を
も
ら
っ
た
か
ら
お
祝
い
だ
と
思

う
け
ど
、
万
歳
、
気
が
せ
い
せ
い
し
た
、
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
、
僕
は
直
接
聞
け
ん
か
ら
、

君
、
今
度
頭
を
刈
り
に
来
た
ら
本
間
先
生
に
聞
い
て
お
い
て
く
れ
」
と
い
う
も
の
で
す
か
ら
、
私
が
聞

い
た
わ
け
で
す
。 

 

そ
し
た
ら
、
本
間
先
生
曰
く
「
同
文
書
院
や
京
城
帝
大
か
ら
帰
国
し
た
先
生
方
が
愛
知
大
学
へ
一
旦

来
た
。
と
こ
ろ
が
新
制
大
学
な
ど
愛
知
大
学
以
外
に
大
学
が
た
く
さ
ん
で
き
る
と
国
立
へ
移
っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
人
た
ち
は
も
う
五
年
も
一
〇
年
も
前
か
ら
勲
章
を
も
ら
っ
て
い
る
」
。 

 

だ
か
ら
本
間
先
生
は
、
遅
い
、
遅
す
ぎ
る
と
。
国
家
は
何
だ
。
私
立
大
学
を
低
く
み
て
お
る
の
か
と

い
つ
も
や
き
も
き
し
て
い
た
。
そ
れ
で
、
『
中
日
大
辞
典
』
と
い
う
よ
う
な
立
派
な
書
物
を
発
行
し
た

鈴
木
先
生
に
対
し
て
勲
章
を
発
行
す
る
の
が
遅
す
ぎ
る
と
。
だ
か
ら
、「
よ
か
っ
た
な
、
万
歳
、
こ
れ

で
僕
も
気
が
せ
い
せ
い
し
た
」
と
い
う
同
僚
思
い
、
部
下
思
い
の
心
情
が
こ
も
っ
た
本
間
先
生
の
言
葉

で
あ
っ
た
と
分
っ
た
わ
け
で
す
。 

     〔
注
〕
『
本
間
イ
ズ
ム
と
愛
知
大
学
実
例
編
』
（
愛
知
大
学
東
亜
同
文
書
院
記
念
セ
ン
タ
ー 

二
〇
〇
九
・
七
）
所
載
。 

４‒３ｅ(7)
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1 
 

内
山
雅
夫
君
（
三
四
期
）
は
正
義
・
責
任
感
の
強
い
人
だ
っ
た 

  

日
本
敗
戦
後
間
も
な
い
頃
の
あ
る
日
、
上
海
で
旧
制
一
高
の
つ
つ
ま
し
や
か
な
同
窓
会
が
開
か

れ
た
。
集
ま
っ
た
人
は
二
十
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
東
亜
同
文
書
院
大
学
長
本
間
喜
一

氏
も
い
た
し
、
応
召
の
若
い
士
官
も
い
た
。
本
間
氏
は
「
日
本
兵
の
よ
う
に
横
暴
な
こ
と
ば
か
り

し
て
い
た
の
で
は
、
中
国
で
人
心
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
い
っ
た
ら
一
人
の
青
年
将
校
は

次
の
よ
う
な
抗
弁
を
し
、
日
本
兵
に
も
こ
う
い
う
人
が
居
る
と
誇
ら
か
に
次
の
よ
う
な
話
を
し
た
。 

 

「
南
京
で
、
あ
る
部
隊
が
中
国
の
旅
館
に
宿
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
部
隊
の
あ
る
二
等

兵
は
中
国
語
も
堪
能
で
あ
っ
た
が
、
部
隊
と
旅
館
側
と
の
間
に
十
分
な
意
思
疏
通
を
は
か
り
、
誠

心
誠
意
旅
館
を
保
護
し
た
。
旅
館
の
主
人
は
こ
の
二
等
兵
の
誠
実
に
感
動
し
、
是
非
婿
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
と
懇
望
し
た
。
こ
の
二
等
兵
は
日
本
に
親
も
妻
子
も
あ
る
身
な
の
で
、
そ
れ
は
で
き

な
い
と
断
っ
た
。
こ
の
人
は
上
海
で
復
員
し
た
の
だ
が
、
そ
の
と
き
は
親
戚
一
同
が
集
ま
っ
て
盛

大
な
送
別
宴
を
開
い
た
。
い
よ
い
よ
上
海
を
引
揚
げ
た
と
き
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
上
海
ま
で
出
て
来

て
見
送
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
」 

 

本
間
学
長
は
大
学
へ
帰
っ
て
こ
の
話
を
し
た
ら
、
そ
の
二
等
兵
は
内
山
君
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
知
ら
さ
れ
た
。
こ
の
話
は
中
日
大
辞
典
出
版
記
念
講
演
会
の
時
本
間
氏
の
口
か
ら
公
開
発
表
さ

れ
た
。
以
上
の
談
話
が
真
実
で
あ
る
こ
と
は
、
わ
た
し
か
ら
じ
か
に
内
山
君
に
た
ず
ね
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

こ
れ
は
ま
た
中
日
大
辞
典
の
話
に
な
る
が
、
内
山
君
の
同
期
の
あ
る
人
は
「
内
山
君
が
加
わ
る

な
ら
必
ず
い
い
も
の
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
見
て
も
内
山
君
の
誠
実
と
正
義
感
・
責
任
感
の
強
い
こ
と
が
わ
か
る
。
師
友

間
に
敬
愛
さ
れ
て
い
た
の
も
ゆ
え
あ
る
か
な
で
あ
る
。 

 

内
山
君
は
一
に
も
二
に
も
、
教
師
た
る
こ
と
を
天
職
と
信
じ
、
こ
れ
に
全
力
を
傾
注
す
る
こ
と

が
そ
の
人
生
の
す
べ
て
で
あ
る
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
、

や
む
を
得
ず
し
て
過
し
た
数
年
以
外
は
、
若
く
し
て
上
海
日
本
居
留
民
団
立
商
業
学
校
教
諭
を
ふ

り
出
し
に
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
予
科
教
授
・
愛
知
大
学
教
養
部
教
授
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
全
生

涯
を
教
師
と
し
て
終
始
さ
れ
た
。 

 

強
い
正
義
感
・
責
任
感
を
以
て
世
に
処
す
れ
ば
、
憤
り
を
感
ず
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
が
、
君

は
憤
り
を
内
に
お
さ
え
て
言
動
に
発
す
る
こ
と
な
く
、
責
任
は
い
さ
さ
か
な
り
と
も
尽
さ
ざ
る
と

こ
ろ
あ
ら
ん
こ
と
を
こ
れ
恐
れ
て
い
た
。
か
く
し
て
君
は
己
れ
を
持
す
る
こ
と
き
わ
め
て
厳
で
あ

っ
た
。
こ
れ
が
君
の
健
康
に
よ
く
な
い
影
響
を
も
た
ら
し
た
こ
と
も
否
み
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
君
が
入
院
し
た
の
は
わ
ず
か
に
二
十
日
間
に
し
て
不
帰
の
客
と
な
っ
た
。
ま
こ
と
に
痛
恨
に

た
え
な
い
。
愛
知
大
学
と
し
て
は
、
中
国
語
主
任
教
授
と
し
て
一
層
の
活
動
を
期
待
し
て
い
た
。

君
の
他
界
は
大
な
る
損
失
で
あ
り
打
撃
で
あ
る
。
ま
た
滬
友
会
と
し
て
は
円
熟
し
た
中
国
語
学
者

と
し
て
の
会
員
を
失
っ
た
こ
と
で
あ
り
痛
惜
に
た
え
な
い
次
第
で
あ
る
。
謹
ん
で
冥
福
を
祈
る
。 

 

４‒３ｅ(8)
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2 
 

 

昭
和
五
十
年
八
月
五
日 

愛
知
大
学
名
誉
教
授 

十
五
期 

鈴
木 

択
郎 

     〔
注
〕
こ
ゆ
う
ニ
ュ
ー
ス 

第
三
五
号
（
昭
和
五
十
年
十
月
）
所
載
。 

４‒３ｅ(8)
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生
涯
か
け
た
「
中
日
大
辞
典
」 

鈴
木
択
郎
愛
大
名
誉
教
授
を
悼
む 

  

愛
知
大
学
は
、
か
け
が
え
の
な
い
人
を
失
っ
た
。『
中
日
大
辞
典
』
の
編
さ
ん
者
・
鈴
木
択
郎
名
誉

教
授
が
、
寒
波
厳
し
い
六
日
朝
、
不
帰
の
客
と
な
っ
た
。
毎
年
、
鈴
木
教
授
か
ら
い
た
だ
く
賀
状
に
は

流
麗
な
文
字
で
中
国
の
吉
祥
句
が
し
た
た
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
新
年
に
は
賀
状
が
見
当
た
ら
な
か

っ
た
の
で
「
も
し
や
ご
健
康
が
す
ぐ
れ
な
い
の
で
は
―
」
と
不
安
を
抱
い
て
い
た
と
こ
ろ
へ
の
訃
報
（
ふ

ほ
う
）
だ
っ
た
。 

四
十
三
年
二
月
の
あ
る
日
、
鈴
木
教
授
か
ら
「
で
き
ま
し
た
よ
」
と
知
ら
せ
を
受
け
た
。
は
ず
ん
だ
声

だ
っ
た
。
訪
れ
た
研
究
室
で
は
、
出
版
社
か
ら
届
い
た
ば
か
り
の
『
中
日
大
辞
典
』
第
一
号
を
胸
に
抱

く
よ
う
に
し
て
教
授
が
待
っ
て
い
た
。
生
ま
れ
た
赤
子
を
慈
し
む
よ
う
に
一
ペ
ー
ジ
、
一
ペ
ー
ジ
と
め

く
り
、
中
国
語
を
知
ら
な
い
私
に
簡
化
字
の
こ
と
、
辞
典
の
ひ
き
方
や
特
色
な
ど
を
丁
寧
に
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
。
辞
去
す
る
こ
ろ
外
は
と
っ
ぷ
り
日
が
暮
れ
て
い
た
。 

 

鈴
木
教
授
が
八
十
二
歳
の
全
生
涯
を
か
け
た
こ
の
辞
典
は
、
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
て
世
に
出
た
。

辞
典
づ
く
り
は
昭
和
八
年
、
東
亜
同
文
書
院
（
上
海
）
で
日
中
両
国
人
の
共
同
研
究
で
着
手
さ
れ
た
が

戦
争
で
中
断
、
約
十
四
万
枚
の
資
料
カ
ー
ド
は
中
国
側
に
接
収
さ
れ
た
。
が
、
資
料
カ
ー
ド
は
郭
沫
若

氏
の
計
ら
い
で
二
十
九
年
、
引
き
揚
げ
船
「
興
安
丸
」
に
託
さ
れ
て
愛
大
に
寄
贈
さ
れ
た
。
翌
年
か
ら

辞
典
づ
く
り
が
再
開
さ
れ
た
。 

 

編
さ
ん
が
進
め
ら
れ
て
い
た
当
時
の
日
中
関
係
は
、
現
在
の
日
中
友
好
ム
ー
ド
か
ら
み
る
と
信
じ
ら

れ
な
い
ほ
ど
疎
遠
だ
っ
た
。
中
国
国
内
で
は
文
化
大
革
命
が
進
行
し
て
新
造
語
が
次
々
と
生
ま
れ
、
中

国
語
自
体
が
大
揺
れ
だ
っ
た
。
内
外
と
も
に
険
し
い
環
境
に
あ
っ
た
が
、
鈴
木
教
授
は
「
日
中
友
好
の

日
は
必
ず
来
る
」
と
信
じ
て
辞
典
編
さ
ん
に
励
ん
だ
。 

 

愛
大
学
長
室
に
は
郭
沫
若
氏
の
「
激
濁
揚
清
」
の
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
郭
氏
が
愛
大
の
辞
典
編

さ
ん
を
励
ま
す
た
め
に
贈
っ
た
墨
跡
で
あ
り
、
鈴
木
教
授
は
こ
の
墨
跡
に
心
酔
し
て
い
た
。
そ
の
郭
氏

も
、
東
亜
同
文
書
院
時
代
か
ら
の
協
力
者
だ
っ
た
内
山
雅
夫
氏
も
、
す
で
に
な
く
、
い
ま
、
鈴
木
教
授

も
世
を
去
っ
た
。
鈴
木
教
授
は
「
辞
典
に
完
成
品
は
な
い
」
の
信
念
を
持
っ
て
、
初
版
い
ら
い
充
実
に

努
め
て
き
た
が
、
中
日
大
辞
典
の
偉
業
は
不
滅
で
あ
る
し
、
愛
大
建
学
の
精
神
が
生
き
て
い
る
か
ぎ
り
、

鈴
木
教
授
の
遺
志
を
つ
い
で
改
訂
作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
く
に
違
い
な
い
。 

（
加
藤 

龍
明
記
者
） 

    〔
注
〕
中
日
新
聞 

昭
和
五
十
六
年
一
月
九
日
（
金
）
所
載
。 

４‒３ｅ(9)



248

『日中語彙研究』第４号

― 　―

４－３ｅ(10) 
 

楊石先南開大学長の弔電 

ＴＥＬＥＧＲＡＭ 

NIPPON  TELEGRAPH  AND        TELEPHONE  PUBLIC  CORPORATION 
 

R.No.         Out        Office No.      Sent 

４４６          ４０ 

ＴＲＢ４３９ ＣＪＡ４２８ ＯＰＦ００７０ ＸＢＳ５０７ Ｘ２０１９ ＪＰＪＸ ＣＯ 

ＣＮＴＪ ０５０ ＴＩＡＮＪＩＮ ５０ １４ １８００ 

愛知大学 久曾神昇 大学長                  14-1 ’81 付 消印 

TOYOHASHI 

 

驚 悉 鈴 木 擇 郎 教 授 不 幸 逝 世 ， 深 表 哀 悼 拜 

向 其 家 屬 至 以 誠 摯 的 慰 問 南 開 大 学 校 長 

                                          楊石先 
received    ２１１５  ２０ 
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1 
 

 
 

 
 

中
日
大
辞
典
編
纂
の
大
事
業 

加 

藤 

勝 

美 

 
 

東
亜
同
文
書
院
と
愛
知
大
学
と
を
結
び
付
け
、
愛
大
に
お
い
て
後
世
ま
で
語
り
伝
え
ら
れ
る
文
化
事

業
と
し
て
『
中
日
大
辞
典
』
が
あ
り
、
そ
の
歴
史
は
鈴
木
擇
郎
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な

い
。
鈴
木
は
明
治
三
一
年
（
一
八
九
一
）
、
栃
木
県
芳
賀
郡
清
原
村
の
農
家
の
生
ま
れ
、
小
岩
井
の
一

つ
下
に
な
る
。
書
院
の
商
務
科
を
卒
業
し
た
の
が
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）、
こ
れ
は
ロ
シ
ア
革
命
の

翌
年
、
米
騒
動
の
年
に
当
た
る
。 

 

「
中
日
大
辞
典
は
い
つ
頃
、
ど
う
し
て
完
成
し
出
版
す
る
か
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
見
通
し
は
な
く
、

た
だ
、
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
や
っ
て
お
き
さ
え
す
れ
ば
、
必
ず
な
ん
と
か
な
る
、
と
い
う
漠
と
し
た

自
信
だ
け
で
あ
っ
た
」（
「
中
日
大
辞
典
の
思
い
出
」『
滬
友
』
昭
和
四
七
年
一
一
月
号
）
。
着
手
し
た
の

が
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
頃
だ
が
、「
時
局
は
日
中
戦
争
の
泥
沼
へ
踏
み
こ
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
中
日

合
作
に
基
盤
を
置
い
た
こ
の
仕
事
は
大
影
響
を
受
け
」
、
長
い
間
「
断
続
・
停
頓
」
し
た
。
注
目
す
べ

き
な
の
は
、
鈴
木
が
「
日
中
合
作
に
基
盤
を
置
い
た
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
日
本
の
敗
戦
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ま
で
に
作
ら
れ
た
「
華
日
辞
典
カ
ー
ド
」
約
一
四
万
枚
（
七
～
八
万
語
）
が
国
民
政
府
に
接

収
さ
れ
た
。
そ
の
引
き
渡
し
に
際
し
て
鈴
木
は
、「
将
来
、
事
情
が
許
す
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
わ
れ
わ

れ
に
完
成
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
」
と
要
望
し
た
が
、
他
方
で
、
辞
典
の
責
任
か
ら
放
免
さ
れ
て
、
ほ
っ

と
し
た
気
持
ち
も
ま
た
あ
っ
た
。 

 

鈴
木
は
愛
大
設
立
と
同
時
に
予
科
教
授
、
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
に
は
教
授
と
な
っ
た
が
、
辞

典
の
こ
と
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
年
一
〇
月
、
中
華
人
民
共
和
国
が
誕
生
す
る
と
、

学
長
の
本
間
は
「
原
稿
カ
ー
ド
が
も
し
残
っ
て
い
た
ら
愛
知
大
学
の
手
で
完
成
さ
せ
て
日
中
友
好
に
役

立
て
た
い
と
い
う
考
え
を
鈴
木
先
生
や
小
岩
井
先
生
に
相
談
さ
れ
ま
し
た
」（
今
泉
潤
太
郎
『
中
日
大

辞
典
と
私
』。
愛
大
現
代
中
国
学
会
『
中
国21

』VO
L.18

）。
本
間
や
小
岩
井
の
熱
心
な
勧
め
が
あ
っ

て
、
敗
戦
で
接
収
さ
れ
た
カ
ー
ド
の
返
還
を
中
国
に
願
い
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
昭
和
二
八
年

頃
の
こ
と
だ
が
、
先
の
接
収
委
員
鄭
振
鐸
は
新
中
国
の
文
化
部
副
大
臣
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
鄭
に
手

紙
を
出
し
た
い
と
思
っ
て
も
新
中
国
と
は
国
交
が
な
く
、
手
紙
を
出
す
手
だ
て
が
な
い
。
た
だ
、
中
華

人
民
共
和
国
が
成
立
し
た
九
日
後
の
二
四
年
一
〇
月
一
〇
日
、
東
京
で
日
本
中
国
友
好
協
会
準
備
会
が

発
足
、
一
年
後
の
五
〇
年
一
〇
月
一
日
に
日
中
友
好
協
会
が
設
立
さ
れ
本
間
も
理
事
の
一
人
に
な
っ
て

い
た
（
大
阪
支
部
設
立
は
二
七
年
一
〇
月
）。 

 

興
味
深
い
の
は
、
愛
大
創
立
の
翌
年
に
小
岩
井
の
提
唱
で
学
内
に
作
ら
れ
た
国
際
問
題
研
究
所
は
実

質
的
に
は
中
国
問
題
研
究
所
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
中
に
日
中
友
好
協
会
豊
橋
支
部
が
出
来
て
い
て
、

支
部
長
は
小
岩
井
だ
っ
た
。
し
か
も
、
協
会
発
足
四
ヵ
月
前
の
六
月
に
朝
鮮
戦
争
が
始
ま
り
、
一
〇
月

二
五
日
に
は
抗
米
援
朝
の
中
国
人
民
義
勇
軍
が
参
戦
し
て
い
て
、occupied

日
本
に
あ
っ
て
は
協
会

は
ア
メ
リ
カ
の
「
敵
対
的
、
敵
性
的
な
団
体
」（
今
泉
前
掲
一
八
一
ペ
ー
ジ
）
だ
っ
た
が
、「
日
中
間
に
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正
式
の
国
交
の
な
い
間
、
唯
一
の
民
間
外
交
を
担
っ
た
組
織
と
し
て
中
国
側
に
も
認
知
さ
れ
て
い
た
」

（『
五
十
年
史
』
二
八
七
ペ
ー
ジ
）
。
さ
ら
に
昭
和
二
七
年
一
一
月
に
新
華
社
が
中
国
在
留
日
本
人
の
帰

国
援
助
方
針
を
発
表
、
翌
二
八
年
一
月
に
日
本
赤
十
字
社
、
平
和
連
絡
会
と
と
も
に
訪
中
し
た
日
中
友

好
協
会
理
事
長
内
山
完
造
か
ら
じ
か
に
、
中
国
科
学
院
院
長
郭
沫
若
に
愛
大
の
意
向
が
伝
え
ら
れ
、
中

国
側
か
ら
、『
人
民
中
国
』
編
集
部
宛
て
要
望
書
を
出
す
よ
う
助
言
が
あ
り
、
同
年
七
月
、
本
間
学
長

名
で
原
稿
カ
ー
ド
返
還
要
望
書
が
郭
沫
若
、
鄭
振
鐸
の
二
人
宛
に
内
山
を
経
て
提
出
さ
れ
た
。 

 

こ
う
し
て
、
翌
昭
和
二
九
年
四
月
一
〇
日
、
中
国
人
民
保
衛
世
界
和
平
委
員
会
秘
書
長
の
劉
貫
一
の

名
で
内
山
理
事
長
宛
に
手
紙
が
届
い
た
。「
こ
の
辞
典
カ
ー
ド
は
敵
産
と
し
て
没
収
し
た
も
の
で
あ
り
、

本
来
な
ら
ば
、
お
か
え
し
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
（
略
）
文
化
交
流
の
賜
物
と
し
て
日
本
の
方
々

に
我
が
会
か
ら
お
送
り
す
る
も
の
で
す
」
（『
五
十
年
史
』
二
八
八
）。
カ
ー
ド
は
鄭
振
鐸
の
も
と
に
あ

り
、
引
揚
げ
船
興
安
丸
を
利
用
し
て
こ
の
年
の
九
月
下
旬
、
日
本
に
届
い
た
。
こ
れ
以
前
昭
和
二
九
年

（
一
九
五
四
）
七
月
に
、
旧
東
亜
同
文
書
院
大
学
学
長
、
愛
知
大
学
学
長
の
肩
書
で
本
間
が
書
い
た
「
華

語
辞
典
編
纂
顛
末
」
と
題
さ
れ
た
コ
ク
ヨ
便
箋
三
枚
が
〇
七
年
一
月
に
殿
岡
晟
子
宅
で
見
つ
か
っ
た
。

こ
れ
に
は
書
院
時
代
の
辞
典
編
纂
の
意
図
か
ら
始
ま
っ
て
カ
ー
ド
が
返
還
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
が
簡

潔
に
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
は
そ
の
全
文
。 

  

東
亜
同
文
書
院
華
語
担
任
教
授
等
は
優
良
な
華
日
辞
典
の
出
版
さ
れ
な
い
こ
と
を
憂
い
て
い
た
が
、

い
よ
い
よ
自
ら
の
手
で
之
を
完
成
せ
ん
事
を
期
し
、
東
亜
同
文
書
院
華
語
担
任
教
授
、
助
教
授
、
華
人

講
師
全
員
（
時
期
に
よ
り
不
同
で
あ
っ
た
が
、
大
体
十
一
、
二
名
）
で
之
に
当
る
こ
と
と
し
、
資
料
の

蒐
集
に
と
り
か
か
っ
た
。 

 

実
施
方
針
は
、
東
亜
同
文
書
院
に
お
い
て
華
語
を
担
当
す
る
教
授
、
助
教
授
、
講
師
は
す
べ
て
、
華

日
辞
典
編
纂
に
従
事
す
べ
き
こ
と
を
申
合
わ
せ
た
。
学
校
当
局
よ
り
は
、
こ
の
事
業
の
た
め
特
に
専
属

日
本
人
事
務
員
一
名
を
与
え
ら
れ
、
研
究
室
の
提
供
を
受
け
、
カ
ー
ド
、
カ
ー
ド
整
理
箱
、
文
具
等
の

消
耗
品
の
供
給
を
受
け
た
。 

 

資
料
は
先
ず
日
支
両
国
の
華
語
に
関
す
る
辞
典
に
材
料
を
と
り
、
更
に
動
、
植
、
鉱
物
辞
典
、
百
科

事
典
、
新
聞
雑
誌
、
文
芸
作
品
、
華
語
教
科
書
等
に
わ
た
っ
て
取
材
し
た
。
昭
和
十
五
、
六
年
頃
時
局

緊
張
の
た
め
一
時
工
作
が
停
頓
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
十
八
、
九
年
頃
出
版
に
関
し
て
種
々
の
意
見
が

現
れ
、
結
局
、
こ
の
種
の
も
の
は
性
質
上
完
全
を
期
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
現
有
の
う
ち

で
は
最
良
の
も
の
で
あ
る
と
の
自
信
を
持
て
る
以
上
、
こ
の
辺
で
一
応
整
理
出
版
す
べ
し
と
の
こ
と
に

落
ち
つ
き
、
一
部
の
も
の
は
整
理
に
か
か
り
、
一
部
の
も
の
は
更
に
蒐
集
を
つ
づ
け
、
昭
和
二
十
一
年

頃
ま
で
に
は
全
部
整
理
を
終
る
予
定
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
年
終
戦
時
に
お
い
て
、
原
稿
カ
ー
ド
は
約

十
四
万
枚
で
あ
っ
た
が
、
一
語
で
カ
ー
ド
数
枚
に
わ
た
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
同
一
語
が
数
枚
に
わ
た

っ
て
重
複
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
実
際
の
語
数
は
十
万
語
余
り
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

終
戦
時
、
こ
の
カ
ー
ド
を
引
渡
し
た
時
、
将
来
可
能
な
時
機
が
来
た
ら
わ
れ
わ
れ
に
完
成
さ
せ
て
も

ら
い
た
い
旨
を
接
収
委
員
鄭
振
鐸
氏
に
申
し
出
て
お
い
た
の
で
、
今
回
日
中
友
好
協
会
を
通
じ
て
返
還

を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
贈
与
と
い
う
名
目
で
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
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こ
う
し
て
昭
和
三
〇
年
四
月
、
華
日
辞
典
編
集
委
員
会
が
作
ら
れ
て
、
学
内
の
建
物
の
一
つ
に
「
華

日
辞
典
編
纂
処
」
の
看
板
が
か
け
ら
れ
て
、
委
員
長
に
鈴
木
擇
郎
が
就
任
、
同
年
七
月
、
華
日
辞
典
刊

行
会
が
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
愛
大
は
ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
て
よ
う
や
く
十
年
目
の
貧
乏
大
学
、
金
は

あ
る
か
？
鈴
木
の
「
思
い
出
」
に
は
、「
貧
弱
な
愛
大
の
財
政
か
ら
支
出
す
る
こ
と
に
決
定
す
る
の
に
、

評
議
会
説
得
に
本
間
先
生
が
苦
労
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
」
、「
い
い
も
の
さ
え
作
っ
て
お
け
ば
何
と
か

な
る
と
い
う
呑
気
な
考
え
を
も
っ
て
居
っ
た
も
の
の
資
金
調
達
の
能
力
は
ゼ
ロ
な
の
で
、
資
金
調
達
は

一
切
本
間
先
生
に
お
願
い
し
」
と
あ
っ
て
、
本
間
の
存
在
の
重
さ
が
こ
こ
で
も
感
じ
ら
れ
る
。
編
纂
処

発
足
と
同
時
に
編
纂
処
専
任
者
の
一
人
と
な
っ
た
今
泉
潤
太
郎
（
当
時
愛
大
嘱
託
、
昭
和
七
年
生
ま
れ
）

に
よ
る
と
、
こ
の
刊
行
会
は
日
中
文
化
交
流
の
た
め
辞
典
を
発
行
す
る
、
そ
の
た
め
に
学
外
か
ら
財
政

的
援
助
を
し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
、
中
国
関
係
の
著
名
人
、
書
院
出
身
者
を
顧
問
、
評
議
員
と
し
、

学
外
に
開
か
れ
た
組
織
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
。 

 

こ
の
刊
行
会
が
資
金
の
大
半
を
学
外
か
ら
募
り
、
そ
の
実
績
を
も
と
に
大
学
が
印
刷
費
の
不
足
分
を

負
担
す
る
形
で
刊
行
を
後
押
し
た
。「
出
版
に
関
し
て
そ
れ
を
支
え
た
の
は
本
間
先
生
と
い
っ
て
い
い

と
思
い
ま
す
」
（
今
泉
前
掲
一
七
九
）。 

 

し
か
し
、
編
集
作
業
は
順
調
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
苦
心
の
末
返
還
し
て
も
ら
っ
た
カ
ー
ド
を
点
検

す
る
と
「
こ
の
ま
ま
使
用
で
き
る
も
の
は
皆
無
に
近
」
く
、
「
二
十
七
年
の
歳
月
は
中
国
語
を
と
り
ま

く
環
境
を
変
え
た
ば
か
り
か
、
中
国
語
そ
の
も
の
も
一
変
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
た
」（
『
五
十
年
史
』
二

九
三
）
。
例
え
ば
、「
階
級
」
と
い
う
言
葉
は
か
つ
て
は
ア
カ
、
、
の
用
語
で
あ
っ
た
し
、「
儲
か
り
ま
す
か
」

と
い
う
日
常
語
も
な
い
。
帝
国
主
義

、
、
、
、
、
搾
取
、
、
、
解
放
軍

、
、
、
は
共
和
国
成
立
後
に
は
必
須
で
あ
る
。
辞
典
は

現
代
中
国
を
多
面
的
に
深
く
理
解
す
る
た
め
の
参
考
書
と
位
置
づ
け
、
可
能
な
限
り
一
次
資
料
か
ら
語

を
採
用
し
、
中
国
小
百
科
事
典
の
性
格
を
も
た
せ
る
こ
と
と
し
た
。 

 

こ
の
極
め
て
良
心
的
な
方
針
に
よ
っ
て
編
集
期
間
は
予
定
の
二
倍
に
な
り
、
大
学
財
政
の
逼
迫
も
加

わ
っ
て
、
経
費
節
減
の
た
め
編
集
部
員
は
半
減
し
、
鈴
木
、
内
山
、
張
、
今
泉
の
四
人
の
み
と
な
っ
た
。

今
泉
た
ち
は
「
編
纂
の
仕
事
を
し
な
い
時
が
授
業
」（
今
泉
前
掲
一
八
二
）
と
い
う
や
り
方
で
編
纂
の

仕
事
そ
の
も
の
は
無
給
だ
っ
た
。
「
事
務
当
局
か
ら
は
辞
典
編
纂
処
の
建
物
の
明
け
渡
し
、
完
成
時
期

の
明
示
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
編
集
開
始
以
来
ず
っ
と
夏
休
み
・
冬
休
み
返
上
で
努
力
し
て
き
た
編
集

メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
気
の
重
い
時
期
も
あ
っ
た
。
本
間
氏
は
す
で
に
名
誉
学
長
に
な
っ
て
い
た
が
、
来

学
時
に
は
必
ず
編
集
メ
ン
バ
ー
を
励
ま
し
、
辞
典
の
進
捗
に
関
心
を
持
っ
た
」（『
五
十
年
史
』
二
九
五
）。

昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
、
一
応
脱
稿
し
た
。
こ
の
間
の
事
情
は
今
泉
に
よ
る
と
、
ス
タ
ッ
フ
数
と

勤
務
時
間
の
制
約
が
あ
る
一
方
、
現
代
中
国
の
学
術
研
究
の
成
果
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
た
た
め
、
新

し
い
成
果
が
出
て
き
り
が
な
く
、
字
体
も
簡
化
字
の
採
用
と
そ
れ
に
付
随
し
た
も
の
が
出
て
く
る
と
、

そ
れ
ら
全
部
を
取
り
入
れ
る
。
そ
れ
で
基
礎
作
業
だ
け
で
十
年
か
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
校
正
の
段
階
で

は
同
時
並
行
で
最
後
の
ペ
ー
ジ
の
原
稿
を
送
り
込
む
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
間
、
新
た
な
資
料
が
中
国

側
で
次
々
に
出
る
（
今
泉
前
掲
一
八
三
）
。
印
刷
に
当
た
っ
て
も
簡
化
字
の
字
母
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
活
版
印
刷
だ
か
ら
鉛
で
母
型
を
作
る
の
だ
が
、
職
人
が
和
紙
に
掌
程
の
大
き
さ
の
字
体
を
書
い
て
、
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そ
れ
を
写
真
に
撮
っ
て
機
械
で
彫
る
。
そ
の
数
六
～
七
千
字
、
そ
の
コ
ス
ト
を
図
書
印
刷
会
社
が
「
日

中
友
好
の
た
め
大
サ
ー
ビ
ス
」
を
し
て
負
担
し
て
く
れ
た
（
今
泉
前
掲
一
八
六
）
。
こ
う
し
た
表
面
に

現
れ
な
い
苦
労
は
効
率
重
視
の
「
事
務
当
局
」
に
は
見
え
な
い
も
の
だ
。 

 

印
刷
を
開
始
し
て
二
年
一
〇
ヵ
月
後
の
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
二
月
一
日
に
出
版
、
初
版
一
万

冊
が
大
安
（
総
販
売
元
）
か
ら
発
売
さ
れ
た
。
こ
の
間
に
小
岩
井
が
亡
く
な
り
、
薬
師
遭
難
（
後
述
）

と
本
間
の
学
長
辞
任
が
あ
り
、
愛
大
事
件
第
二
審
の
審
理
が
つ
づ
い
て
い
た
。
辞
典
は
、
当
時
と
し
て

は
最
大
の
規
模
に
な
る
と
予
想
さ
れ
、
あ
え
て
『
中
日
大
辞
典
』
と
命
名
し
た
（『
五
十
年
史
』
二
九

五
）。
初
版
の
鈴
木
に
よ
る
「
編
者
の
こ
と
ば
」
に
は
書
院
で
語
彙
蒐
集
に
当
た
っ
た
者
一
一
人
（
鈴

木
、
熊
野
正
平
、
野
崎
駿
平
、
坂
本
一
郎
、
影
山
魏
、
岩
尾
正
利
、
内
山
雅
夫
、
山
口
左
熊
、
木
田
彌

三
旺
、
金
丸
一
夫
、
尾
坂
徳
司
、
ほ
か
に
中
国
講
師
八
名
）
の
名
を
挙
げ
て
「
労
を
謝
」
し
、
本
間
の

「
熱
意
に
よ
っ
て
は
じ
ま
り
、
御
配
慮
に
よ
っ
て
完
成
し
た
も
の
」
と
述
べ
、
最
後
に
小
岩
井
が
「
窮

屈
な
財
政
の
中
か
ら
編
纂
費
を
支
出
」
し
、
終
始
編
纂
員
を
激
励
し
た
尽
力
に
謝
意
を
表
し
て
い
る
。 

 

世
評
は
高
か
っ
た
。
発
刊
翌
月
の
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
三
月
一
七
日
号
で
実
藤
恵
秀
・
早
大
教
授

が
「
か
ね
て
予
告
を
知
っ
て
い
た
読
者
か
ら
い
え
ば
『
千
呼
万
喚
は
じ
め
て
出
で
来
れ
り
！
』
と
い
う

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
」
と
、
丁
寧
か
つ
好
意
的
な
書
評
を
書
い
た
。
実
藤
（
明
治
二
九
・
一
八
九
六
年
生

ま
れ
）
は
大
正
以
後
の
七
冊
の
辞
書
と
比
較
を
し
、
語
数
が
、
最
大
と
思
わ
れ
る
旺
文
社
の
「
華
日
大

辞
典
」
（
一
九
五
〇
年
）
が
八
万
未
満
に
対
し
『
中
日
大
辞
典
』
は
十
三
万
余
り
で
、
そ
の
よ
う
な
大

き
な
差
が
出
る
理
由
に
つ
い
て
、
「
三
大
規
律
」
な
ど
政
治
用
語
が
新
中
国
で
つ
ぎ
つ
ぎ
に
出
て
、
そ

れ
を
念
入
り
に
集
め
て
い
る
こ
と
、
数
詞
は
、
一
枚
の
紙
を
「
一
張
紙
」
、
一
つ
の
爆
弾
を
「
一
枚
（
ま

た
は
一
顆
）
炸
弾
」
な
ど
と
表
記
し
、
日
本
語
と
違
う
数
詞
が
多
く
、
名
詞
に
は
そ
の
語
に
付
く
量
詞

を
示
す
親
切
が
初
め
て
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
、
と
説
明
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
一
九
八
九
年
九
月
刊
『
言
語
学
大
辞
典
』（
三
省
堂
）
第
二
巻
で
は
、
橋
本
萬
太
郎
が
、
中

国
人
以
外
が
編
ん
だ
中
国
語
の
二
言
語
対
照
辞
典
で
「
今
日
の
用
に
た
え
る
」
も
の
と
し
て
『
マ
シ
ュ

ー
ズ
中
英
辞
典
』（
一
九
三
一
、
上
海
）
と
『
中
日
大
辞
典
』
を
挙
げ
て
い
る
。「
こ
れ
ま
で
日
本
語
で

出
た
も
っ
と
も
広
範
な
辞
典
。
語
彙
の
選
択
に
は
少
し
首
を
傾
げ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
原
資
、
、

料
か
ら
採
録

、
、
、
、
、
し
て
い
る
の
で
、
他
人
の
辞
典
を
ひ
き
う
つ
し
に
し
た
辞
典
に
な
い
確
か
さ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
を
も
っ
て
い

る
」（
九
〇
五
ペ
ー
ジ
）。
傍
点
（
引
用
者
）
部
分
は
鈴
木
た
ち
の
仕
事
に
対
す
る
も
っ
と
も
確
か
で
本

質
的
な
評
価
で
あ
ろ
う
。 

 

刊
行
五
年
後
の
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
五
月
、
当
時
の
学
長
、
久
曽
神
昇
宛
て
、
中
国
の
南
開

大
学
か
ら
電
報
が
届
い
た
。
そ
れ
は
国
務
院
科
教
組
か
ら
南
開
、
北
京
、
復
旦
の
三
大
学
へ
愛
大
代
表

団
を
受
け
入
れ
た
い
と
い
う
招
聘
状
で
あ
り
、
学
術
訪
中
団
と
し
て
教
授
の
鈴
木
擇
郎
（
団
長
）、
助

教
授
今
泉
（
秘
書
長
）、
教
授
の
池
上
貞
一
、
助
教
授
の
中
島
敏
夫
四
人
の
派
遣
が
決
ま
り
、
愛
大
の

本
格
的
国
際
交
流
の
嚆
矢
と
な
っ
た
（『
五
十
年
史
』
三
〇
二
）。 

 

こ
の
国
際
交
流
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
華
日
辞
典
編
纂
処
開
設
の
年
、
一
九
五
五
年
一
二
月
、
中

山
大
副
学
長
の
馮
乃
超
が
豊
橋
に
や
っ
て
き
た
。
こ
の
時
期
、
日
本
学
術
会
議
の
招
き
で
郭
沫
若
中
国

科
学
院
長
を
団
長
と
す
る
中
国
初
の
訪
日
学
術
代
表
団
が
来
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
交
未
回
復
の
時
期
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の
民
間
外
交
だ
っ
た
が
、
郭
が
辞
典
カ
ー
ド
返
還
の
恩
人
な
の
で
、
日
中
友
好
協
会
を
通
じ
て
愛
大
へ

の
招
聘
を
計
画
し
た
。
し
か
し
全
国
各
地
で
引
っ
張
り
だ
こ
の
郭
に
、
そ
の
時
間
的
余
裕
が
な
く
、
代

わ
っ
て
馮
が
来
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
彼
は
旧
制
八
高
、
今
の
名
古
屋
大
学
で
学
ん
だ
）
。「
こ
れ
が

愛
大
に
と
っ
て
最
初
の
国
際
交
流
事
業
と
な
り
（
略
）
豊
橋
駅
前
で
市
民
の
歓
迎
集
会
が
開
催
さ
れ

（
略
）
思
い
が
け
な
い
展
開
」
と
な
っ
た
と
い
う
（
今
泉
前
掲
一
八
四
）
。 

 

な
お
、
郭
沫
若
た
ち
に
通
訳
と
し
て
随
行
し
た
劉
徳
有
は
後
に
、「
郭
沫
若
・
日
本
の
旅
」（
村
山
孚

訳
、
サ
イ
マ
ル
出
版
会
）
を
執
筆
し
た
が
、
各
所
の
歓
迎
会
の
参
加
者
の
な
か
に
細
迫
兼
光
、
川
上
貫

一
、
杉
山
元
次
郎
（
六
六
ペ
ー
ジ
）
や
実
藤
恵
秀
、
愛
大
教
授
林
要
（
八
五
ペ
ー
ジ
）
の
名
が
あ
り
、

ま
た
代
表
団
が
日
本
に
到
着
す
る
前
日
、
一
一
月
三
〇
日
に
大
山
郁
夫
が
亡
く
な
り
、
一
二
月
二
日
、

郭
沫
若
は
新
宿
戸
塚
の
大
山
宅
を
弔
問
し
て
い
る
（
八
八
）
。
郭
は
一
八
九
二
年
生
ま
れ
、
本
間
喜
一

の
一
つ
下
に
な
る
。 

 

豊
橋
市
長
を
務
め
た
こ
と
が
あ
る
河
合
陸
郎
の
『
河
合
陸
郎
伝
』
（
昭
和
五
七
年
）
に
は
、
本
間
の

口
述
筆
記
に
よ
る
「
想
い
出
」（
五
一
八
ペ
ー
ジ
）
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
辞
典
編
纂
室
に
掛
か

っ
て
い
る
郭
沫
若
の
揮
毫
「
激
濁
揚
清
」
は
、
市
長
時
代
の
河
合
が
全
国
市
長
有
志
団
体
団
長
と
し
て

訪
中
し
た
と
き
、
北
京
で
多
忙
な
時
間
を
割
い
て
郭
沫
若
を
訪
問
し
、
辞
典
編
纂
の
経
過
を
詳
し
く
説

明
す
る
と
、
こ
と
の
ほ
か
喜
ん
で
、
こ
の
揮
毫
を
し
、
河
合
に
託
し
た
と
語
っ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
今
泉
は
二
〇
〇
三
年
三
月
に
退
官
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
『
中
日
大
辞
典
』
編
集

委
員
長
で
あ
り
、
第
一
版
の
仕
事
に
若
手
研
究
者
と
し
て
携
わ
っ
て
か
ら
実
に
四
〇
年
余
も
辞
典
と
と

も
に
あ
っ
た
。
退
官
後
も
第
三
版
の
編
集
主
幹
の
立
場
に
あ
る
が
、
本
書
執
筆
中
の
〇
八
年
七
月
、
豊

橋
校
舎
で
第
一
版
編
纂
時
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
編
集
主
任
だ
っ
た
内
山
雅
夫
の
存
在
の
重
要
性
を
語

っ
て
く
れ
た
。
内
山
は
書
院
三
四
期
生
（
一
九
三
四
年
入
学
）
で
東
亜
同
文
書
院
の
中
国
語
教
授
で
、

辞
典
編
纂
業
務
で
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
軸
と
な
っ
た
。
今
泉
が
豊
橋
校
舎
の
「
書
院
研
究
セ
ン
タ
ー
」

の
棚
に
あ
る
『
滬
友
ニ
ュ
ー
ス
』
の
綴
り
か
ら
探
し
出
し
て
く
れ
た
三
五
号
（
昭
和
五
〇
年
一
〇
月
）

に
は
鈴
木
擇
郎
が
執
筆
し
た
内
山
の
追
悼
文
が
あ
る
。 

 

鈴
木
に
よ
る
と
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
八
月
、
敗
戦
の
直
後
、
上
海
で
本
間
を
ふ
く
む
旧
制

一
高
卒
業
生
二
〇
人
ほ
ど
の
同
窓
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
時
、
本
間
が
「
日
本
兵
の
よ
う
に
横
暴
な
こ

と
ば
か
り
し
て
い
た
の
で
は
、
中
国
で
人
心
を
得
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
話
す
と
、
同
席
し
て
い
た

一
人
の
青
年
将
校
が
、
次
の
よ
う
に
〝
抗
弁
〟
し
た
。
「
南
京
で
あ
る
部
隊
が
旅
館
に
宿
営
し
、
中
国

語
に
堪
能
な
あ
る
二
等
兵
は
部
隊
と
旅
館
の
意
思
疎
通
を
図
り
、
誠
心
誠
意
旅
館
を
保
護
し
た
。
主
人

は
そ
れ
に
感
動
し
、
娘
婿
に
な
る
こ
と
を
懇
望
し
た
。
彼
は
妻
子
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
断
っ
た
。
彼

が
復
員
す
る
と
き
、
そ
の
旅
館
の
親
戚
一
同
が
集
ま
っ
て
盛
大
な
送
別
の
宴
を
開
き
、
わ
ざ
わ
ざ
上
海

ま
で
出
向
い
て
見
送
っ
た
」
。
本
間
が
そ
の
後
、
愛
大
で
そ
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
二
等
兵
は
内

山
で
あ
る
と
知
ら
さ
れ
た
。
本
間
は
『
中
日
大
辞
典
』
出
版
記
念
講
演
会
で
そ
の
話
を
し
、
鈴
木
が
内

山
か
ら
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
（
内
山
は
大
正
五
・
一
九
一
六
年
生
ま
れ
だ
か
ら
、
敗

戦
時
は
二
九
歳
前
後
に
な
る
）。
辞
典
と
の
関
わ
り
で
言
え
ば
、
彼
の
同
期
の
人
間
は
「
彼
が
加
わ
る

な
ら
ば
必
ず
い
い
も
の
が
出
来
る
だ
ろ
う
」
と
話
し
た
と
い
う
。 
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本
書
四
五
一
ペ
ー
ジ
に
記
さ
れ
て
い
る
日
本
の
編
集
者
一
一
人
の
う
ち
、
熊
野
、
野
崎
、
坂
本
の
三

人
は
内
山
が
編
集
業
務
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
で
辞
典
編
集
を
了
承
し
た
ほ
ど
だ
っ
た
（
今
泉
談
）
。 

鈴
木
は
内
山
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。「
強
い
正
義
感
・
責
任
感
を
も
っ
て
世
を
処
す

れ
ば
、
憤
り
を
感
ず
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
が
、
君
は
憤
り
を
内
に
お
さ
え
て
言
動
に
発
す
る
こ
と
な

く
、
責
任
は
い
さ
さ
か
な
り
と
も
尽
く
さ
ざ
る
と
こ
ろ
あ
ら
ん
こ
と
を
、
こ
れ
恐
れ
て
い
た
。
か
く
し

て
君
は
己
れ
を
持
す
る
こ
と
極
め
て
厳
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
君
の
健
康
に
よ
く
な
い
影
響
を
も
た
ら
し

た
こ
と
も
否
み
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」。
入
院
後
わ
ず
か
二
〇
日
間
で
の
死
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
内
山
は
、
そ
の
生
き
方
や
気
質
に
お
い
て
、
小
岩
井
と
の
類
似
性
を
思
わ
せ
、
し
か
も
同
じ
膵
臓
癌

で
あ
り
、
小
岩
井
が
六
二
歳
、
内
山
は
五
九
歳
直
前
だ
っ
た
。
愛
大
史
の
栄
光
の
背
後
に
は
、
内
山
の

よ
う
な
、
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
死
が
数
多
く
あ
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
内
山
の
死
を
悼
む
鈴
木
が
そ
の
二
年
後
の
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
秋
、
辞
典
編
纂

の
功
績
に
よ
っ
て
勲
三
等
瑞
宝
章
を
受
け
、
鈴
木
の
も
と
へ
東
京
の
本
間
か
ら
電
報
が
届
い
た
。「
バ

ン
ザ
イ
キ
ガ
セ
イ
セ
イ
シ
タ
」。
国
立
大
学
の
鈴
木
の
同
世
代
の
多
く
が
既
に
叙
勲
し
て
い
る
こ
と
が
、

本
間
に
は
か
ね
て
か
ら
腹
立
た
し
い
こ
と
だ
っ
た
。 

そ
の
叙
勲
祝
賀
会
が
一
一
月
一
九
日
に
行
わ
れ
、
参
加
者
百
名
余
、
名
誉
学
長
の
本
間
が
「
敗
戦
に

よ
る
同
文
書
院
廃
校
、
引
き
揚
げ
の
混
乱
時
に
、
何
物
に
も
か
え
て
学
籍
簿
、
成
績
簿
を
持
ち
帰
っ
た

献
身
的
な
行
為
を
称
賛
さ
れ
る
と
と
も
に
、
し
ず
江
夫
人
の
内
助
の
功
を
称
え
」
た
（
今
泉
記
、
昭
和

五
三
年
一
月
一
日
『
愛
大
通
信
』
一
四
号
）
。
会
場
は
西
ド
イ
ツ
の
ボ
ッ
フ
ム
大
学
の
張
禄
澤
教
授
（
愛

大
の
前
中
国
語
教
授
）
か
ら
送
ら
れ
た
花
束
で
彩
ら
れ
、
滬
友
会
会
長
の
祝
辞
、
在
北
京
同
窓
生
の
祝

電
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。 

     

〔
注
〕
『
愛
大
を
創
っ
た
男
た
ち
』
第
五
章
「
再
度
の
学
長
就
任
か
ら
辞
任
ま
で
」
（
二
〇
一

一
年
三
月
愛
知
大
学
発
行
）
よ
り
抜
粋
。 
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